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思い出で綴るサッカー部史

昭和 18 年卒業　渡辺隆二

府立四中では球技禁止

男の兄弟の多かった我が家に市川の叔父から革

のボールが届いたのはまだ大正の末期であったと

思う。すぐに弟たちとボールを蹴ることが大好き

になった。そのころ入学した豊島師範の附属小学

校はサッカーの盛んなところで、学校での楽しみ

は休み時間にゴムまりでサッカーの真似ごとをす

ることであった。身体は小さいが足が速くてすば

しこかったので、５年生、６年生の時は朝日新聞

主催の関東少年蹴球大会に選手として出場し、

チームの主力として活躍した。

しかし、その後進学した旧制中学の府立四中で

は球技は一切禁止、器械体操だけが対外試合を認

められていたので鉄棒や平行棒に明け暮れてい

た。その後、旧制の府立高等学校に入って今度こ

そサッカーが出来ると思っていたのに、兄が少し

前の野球部のキャプテンをやっていたので、入学

式の日に先輩たちに口説かれて野球をやることに

なり、また断念せざるを得なかった。

そんな経緯で、大学でサッカー部に入ることを

全く考えていなかった私のところに、高校同期の

天野公義君がやって来たのは昭和 16 年の秋深く

なったころだったと思う。「うちのヨーカン（横

山陽三さん）がなべさん（私のこと）を呼んで来

いと言っているんだよ」と。少し前の学内大会の

工学部と法学部の試合で、私が今でいうハットト

リック 3 得点を挙げたのがヨーカンさんの目に留

まったらしい。高校時代、席は野球部でもクラス

戦などでは野球よりサッカーで活躍していたのも

天野君の頭の中にはあったのかもしれない。そう

いわれると全くあきらめていたサッカーの虫にま

た火がついた。

一抹の不安を感じながらも学生生活の最後を楽

しもうと希望に満ちて御殿下のグラウンドに出て

行ったのは 17 年の春ごろだったと思う。その年、

須賀、大貫、三上、吉田氏らが入部されていた。

豚革のシューズに悩まされる

しかし、それからいろいろな苦労が待ち受けて

いた。まず野球のスパイクは何足も持っていても

サッカーシューズがない。戦争で最も物資不足の

時代で革製品が買えない。三上君が親切にも自分

で付き合っていた靴屋に連れて行ってくれて、交

渉してやっと豚革でならということになった。

ところが豚革は見た目にはあまり変わらない

が、固くて足にフィットしない。三上君の意見で

保革油をたっぷり塗ったり、お風呂に長時間浸け

たりしたがあまり変わらない。これには本当に悩

まされた。

また身体が小さくて体重も 47 〜 48 キロぐら

いだったから、ほとんどが 70 キロ以上のメンバー

の中での練習は容易なものではなかった。

さらに当時の監督の「のこさん」竹腰先生から

全く相手にされていなかった。バックの人とワン・

ツー・ワンで競り合って私が勝った場合でも相手

の人に叱責がとぶだけである。正式に習ったこと

がなく、子供のころからの慣れとスピードと器用

さだけでもっている私のサッカーが「のこさん」

に認めてもらえなかったことは、今思えば当然で

あるが、当時としては淋しかった。一方太平洋戦

争の戦況は次第に深刻になり、落ち着かない雰囲

戦時中の蹴球部
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気の中でのクラブ生活は終わりとなった。

短い期間であったが当時の思い出は少なくな

い。種田、菊池、大井上諸兄の切れ味鋭いシュー

ト、大貫、須賀さんの豪快なキックなど今でも目

に浮かぶ。帰りに赤門前の落第横丁の食堂で本村

さん、奥瀬さんなどとよく飲んだり、不忍池岸に

あった須賀さんの実家の中華屋に大勢でよばれた

ことなども思い出す。

戦後復員してからは仕事に追われ、地方勤務の

時もあって東大サッカー部のことはしばらく忘れ

ていた。昭和 50 年ごろ、サッカー部長をしてい

た弟、洋三から昔の縁で寄付金ぐらい付き合った

らと言われ、ＬＢ会に参加することになった。あ

まり役に立たないが、せめて会費だけは払い続け

ようと思っている。

最後のボールとシューズ

今から 15 年ぐらい昔、平成のはじめのころ、近

所のスポーツ店が店じまいで売り出しになったと

き、孫のものでもと出かけて行ったら、ちょうど

手ごろなサッカーシューズとボールが目にとまり、

欲しくなって自分用に買って来てしまった。当時、

私立学校の役員をしていたので、学校に持っていっ

て生徒の邪魔にならない時間に楽しんでいた。　

小学校のクラス会でそんな話をしたのが府立高

校サッカーＯＢの人に伝わり、ＯＢインターハイ

のメンバーが足りなくなったのでぜひ参加してほ

しいと再三要望された。また、サッカーの虫がう

ずいたが御殿下から 50 年以上もブランクがある

ので怖くて踏み切れなかった。

一昨年の暮れに腰をいためて歩くのも不自由に

なり、最後のボールとシューズは昨年我が家に

持って帰って物置にしまってある。今でもゴール

ポストの白い網の夢を見ることがある。大好き

だったがいつも食い違って、恵まれなかった私の

サッカー人生も終った。

東大サッカー部の一層の活躍を心から祈り、須

賀さん、浅見さんはじめＬＢ会役員の方々のご努

力に厚く御礼申し上げる。

昭和 22 年卒業　三井忠夫

ヤセッポチで、運動神経もあまりない小生が、

今なお、グラウンドに立っているのは我ながら不

思議に思う。考えてみたら、節目のたびに、どな

たかに誘われて今日まで続けてこられたようだ。

思い出すままに、そのあたりを述べてみる。

戦時中に小学校と中学で

１．初めてボールを蹴ったのは、小学校５年の

とき、担任の平川潔先生が、適当にチームを分け

てやらせてくれた。小生のポストはＣＨであった。

当時は「蹴球」と言った。

２．府立高校尋常科（中学）３年のとき、東京

で中学生新人戦があった。部員だけではメンバー

が足らないと誘われＲＨをやった。初めての本格

的なサッカーで、先輩が教えてくれたが、彼のド

リブルしたボールにさわることができなかった。

３．戦争が激しくなり、生徒は全員がどこかの

運動部に入ることになった。親しい友人に誘われ

て蹴球部に入ることになった。チームは、４年生

10 人､ ３年生１人（後に東大部員の高橋敏彦君）

の強力メンバーで、中等リーグで好成績をあげた。

大学在学中に終戦

４．高等科に入り、転勤で別居だった父親が蹴

球を続けることに反対した。しかし、部長の森脇

大五郎先生と、先輩の近藤健男さんが父を説得し

てくれて継続することができた。

５．大学２年生の夏、戦争が終り、研究室の先

輩の三上一郎さんに蹴球部員になるよう勧められ

た。学徒動員で軍隊に行った人が、まだ復員して

いないので、メンバーが足りない。教授には話し

ておくとのことだった。参加して、人数がギリギ

リなのに驚いた。ＲＢをやった。教授には話して

くれなかったらしく、就職のときにひやりとした。

理系の部員がいる早、慶とやる前の練習で、Ｆ

戦中から蹴り続け超 80 歳に
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Ｗとヘッディングの競り合いをして、肩の骨を外

しプレイが出来なくなった。その後の試合は欠場

となってしまった。

日立で蹴球部の新人指導

６．日立製作所に就職して２年目、昭和 24 年

に総務部長の永地良正さん（往年の名プレーヤー）

に呼び出され、「蹴球部を作りたいので、高卒の

新人を採用するとき、蹴球部員を優先する。君が

指導しろ」とのこと。そして自分もＲＩとして出

場し、また、本社チーム（高橋英辰さん中心）を

呼んで練習試合をするなど、強化に努めてくれた。

お陰で横浜市民大会に優勝したり、日本鋼管と２

チームが県代表で、神宮大会へ出たりした。

永地さんは蹴球に厳しく、仕事で欠場したら、

「君は蹴球と仕事とどっちを大事にしてるんだ」

とどなられた。結局、このチームには 10 年も在

籍することになった。

ＳＯＩでシニアのサッカー

７．昭和 50 年高校ＯＢサッカー（ＳＯＩ：サッ

カーＯＢインターハイ）が始まった。府立高校も

初期から参加した。参加は約 30 校、東京、京都で

計年２回、15 分ハーフ、交代自由のルールだった。

このため、比較的容易に参加できるようだった。

８．ＳＯＩも毎年一つずつ年をとり、後輩が入っ

てこないのだから、次第に参加者が減ってゆく。

そこで、ある時期（いつだか忘れた）からＳＯＩ

の誰かが推薦すれば、誰でも加入できるように改

められた。そして、幹事の小野津さんが、１カ月

に 10 日くらいグラウンドを確保して、その日程

を参加者に配布するようになった。当日グラウン

ドに行けば誰でも参加できる。現在はいつも 30

〜 50 人くらいが集まっている｡ 無理なぶつかり

方をしないよう、高齢者をいたわるように気をつ

けている。現在の参加者の最高年齢は 88 歳であ

る。

９．他に、数年前から早、慶、東の３大学ＯＢ

戦というのが始まった。これは、70 歳以上、60 歳、

50 歳の３世代の対抗戦である。小生が足を痛め

て参加しなかったら、早、慶から、東大は若い者

だけで勝ったと苦情を言われたとか。「ジャンケ

ンだけでも出てください」と頼まれ、今は立って

いるだけの参加をしている。

80 歳を超えた小生は、数年前の腰痛手術の後遺

症で足が弱り、蹴ることはもちろん、駆けることも

出来ない。でも、優しい仲間が、ユニフオームを

着てグラウンドに立つことを勧めてくれる。その言

葉に甘え、むかしの仲間に会うのが楽しく、ご迷

惑を顧みず、グラウンドに出かけているのである。

昭和 23 年卒業　高崎達也

東大ア式蹴球部の部誌（90 年史）を作る理事

長浅見氏の呼びかけでア式蹴球部の優勝メンバー
昭和 24 年ころ、
御殿下グラウンドで

戦後の復活とリーグ優勝
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体制は終止符をうち、混乱のなかに民主主義体制

国家がスタートした。

私は昭和 20 年８月 15 日に小田原から勤労動

員で東京に通っていた弟と共に 11 時すぎに東京

駅につくと、いますぐ重大発表があるという異様

な空気を感じたので、東京駅北口丸の内側の改札

出口で待っていると、降伏宣言の玉音放送が駅の

スピーカーから流れてきた。空襲でポッカリ穴の

あいた東京駅のドームから差し込む真夏の暑い太

陽の光が戦闘帽でゲートル巻きのお粗末な姿に差

し込むのを、にじんだ眼で見ながら厳しく激しい

安堵感と虚脱感を味わった複雑な体験は今でも新

鮮さを失わない。

（注）その年４月、私の蒲田の家は空襲で焼失したので、疎開
先の箱根湯本の借家から３時間位かけて東海道線経由、本郷の大
学まで通学していた。

その３．理科系で徴兵延期

小生、繰り上げ卒業で昭和 19 年 10 月東京帝

国大学工学部に入学。当時は戦争末期で大部分の

学生は勤労動員で学業は、ほとんど行われていな

かった。旧制静岡高校の３年生だった私どもは集

団で名古屋の陸軍造兵廠で武器生産の一翼を担っ

ていた。夏ごろその宿舎で大学入試の説明があり、

自分の内申書を自己診断して希望大学の学部等の

選定を行ったが、ほとんどの人は無試験入学でき

たようである。

私は理科系だったので徴兵延期の恩典に浴した

が、文科系の友人は学徒出陣で軍隊に徴兵され、

昭和 21 年の東西対抗戦、西宮の旅館前で

の会が企画され「東大優勝当時を語り合う会」と

して 2008 年４月４日、東大本郷の山上会館で開

かれた。

東大ア式蹴球部は戦後の昭和 23 年度関東リーグ

で優勝したのだが、それから 60 年経った今日、当

時の優勝メンバーは大部分他界しており、残って

いる者も体調を崩しているものが多く、その日集

まった関係者は僅か６人であった。その日の発言

を中心に当時の回想として断片的にまとめてみた。

その１．昭和 23 年度の優勝

戦前の東大ア式蹴球部が関東大学リーグのトッ

プクラスに位置して優勝を含めて常によい成績を

残してきた原因を探ってみると、教育制度の問題

に到達する。これは戦前、旧制の高等学校があり、

その高校蹴球部卒業生のなかから優秀な選手が東

京帝国大学に入り、東大蹴球部員として切磋琢磨

の練習を積み重ね、当時としてはレベルの高い

チーム作りに貢献したためと信じている。

戦前、官立帝国大学の予備校？として全国で公

立、私立を含め 30 前後の旧制の高等学校があり、

その高校蹴球部は 1923 年から始まった全国高等

学校ア式蹴球選手権大会（インターハイ）で技を

競い合い、極東大会、ベルリン・オリンピック大

会（1936 年）等で活躍した名選手を輩出したこ

とは、日本サッカー史の事実として残っている。

戦前の東大ア式蹴球部の部員は全員が高校ア式蹴

球選手権大会（インターハイ）の出場者で占めら

れていたので、他の大学と比べても選手層は質も

量も高かったようである。

戦後の教育制度改革により、旧制高校最後の選

手で占められていた昭和 23 年度の優勝を最後に、

皮肉にも実力成績は降下の一途を辿ったように思

われる。

その２．玉音放送の思い出

昭和 18 年以降は戦争激化で欧米式球技スポー

ツの野球、庭球、蹴球等は禁止となり、戦争遂行

のため贅沢禁止は勿論すべてが犠牲になる不幸な

時代が続いたが、昭和 20 年８月の降伏宣言で旧
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多くの学友蹴球仲間が戦場に行き、中には帰らぬ

英霊となった不幸な友人のことは忘れられない。

その４．蹴球部の復活

戦後の御殿下グラウンドは、戦時中に連日、学

生の軍事教育訓練に使われていたので荒れ果てて

いた。終戦後９月になって御殿下グラウンドで古

いサッカーボールを持ち出して蹴りあっている連

中を見かけて、うらやましく眺めているうちに仲

間に入れてもらったのが、小生の東大サッカー部

入部のきっかけだったと思っている。

文科系の学生は兵隊に行って未帰還が多く、大

部分は工学部や医学部等理科系の連中だったと思

う。お互いにボールを通じて戦前最後のインター

ハイ（昭和 17 年夏）のことなど語りながらボール

蹴りを楽しんだ。この中には今は亡き三上、大貫

さんその他懐かしい名前がたくさん浮かんでくる。

この連中をまとめて蹴球部を復活させるべく練

習を指導したのは、近所に住んでいた横山・有馬

の両先輩、さらに竹腰大先輩（通称ノコさん）で

あった。これら先輩の熱心な指導のおかげで年末

には練習試合や対外試合ができる程度までチーム

がまとまっていた。

戦争直後の日本は物資不足や食料難。満足に

ボールを蹴ることはできないような状態の中で、

何とか部活動ができたのは幸せな部類に属してい

たと感謝の気持ちは忘れないようにしている。お

粗末なボールの油塗り、面倒な空気入れ当番と

いっても、現在それが判るサッカー選手は、ほと

んどいないだろう。本郷三丁目の汁粉屋（エチソ

ウビル）にたむろしたり、食料不足を補うため、

遠く日立で芋合宿をしたのも忘れられない。

東大ア式蹴球部の機関誌「闘魂」第 5 号 ( 平成

13 年 ) によれば、昭和 20 年度はほとんどサッカー

の試合は行われなかったことになっているが、

21 年 1 月の戦後初めての東西対抗戦（於関西・

西宮）が行われ、小生は現役の部に関東学生代表

として出場、関西選抜と試合をした記憶がある。

西宮の旅館前で写した古い写真によると、現役で

は三上、本城、不破、遠山、二宮、松元、高崎が

参加、ＯＢでは大貫さんが参加している。

記録がないので判らないが、その写真には松丸

さん初め早稲田、慶応、文理大など当時の有名選

手の顔が見られる。

小生はＲＢ（ライトフルバック）で出場、連携

不足で試合は０―１で負けた。スパイクもパンツ

も継ぎはぎのお粗末な恰好だったホロ苦い記憶が

残っている。

その５．遠山直道のこと

遠山は永井、三井、古泉、高橋、小林君らと同

じく府立高校蹴球部出身で戦後の東大蹴球部の有

力メンバーだった。その中で大学同期卒業の遠山

直道は早く飛行機事故（昭和 48 年）で逝ってし

まった。知る人ぞ知る俊敏ＣＦ（センターフォワー

ド）であったし社会人としても華麗な人生を送っ

ていたので、今でも惜しいと思う。

彼は遠山音楽３兄弟の末子で、戦後大混乱の時

勢に（昭和 21 年末ごろ）宗教音楽研究会の合唱

団の設立を兄貴たちと企画して、翌年 22 年２月

に銀座教会でスタートさせた。合唱団の男性パー

トが極端に不足していたので、私を含めて東大蹴

球部から二宮、古泉ら３人が楽譜等読めなくても

運動神経があればよいと強引に引っ張られ、宗教

音楽研究会（宗研）合唱団に入団。週一回の合同

練習と発声練習の特訓を受けたこともよい思い出

となっている。この音楽体験と知識修得は、それ

ぞれの人生に大きな影響を与えてくれたようであ

る。
昭和 25 年 1 月朝日招待（西宮）、神戸大を破った東大チーム
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その６．私のサッカー歴とＳＯＩ

私は当時としては珍しく小学校時代（蒲田区相

生尋常小学校）で蹴球を教えられたので、中学（川

崎中学）に入り５年間蹴球部員となり、５年制で

蹴球部主将を命ぜられ、甲神静大会に連続参加し

た（昭和 15 年ごろ―ポジションはＨＢ）。昭和

17 年、高校（旧制静岡高校）入学、蹴球部に入り、

戦前最後のインターハイに出場（昭和 17 年８月）。

昭和 23 年東大蹴球部卒業後社会人となり、勤務

地の各地（九州・北海道の炭鉱現場と東京本店）

で実業団サッカーリーグなどに参加してきた。

昭和 48 年（1973 年）ごろ、実業団チームの枠

を越えた旧制高校ＯＢによるサッカーインターハ

イ復活の機運が持ち上がり、昭和 50 年（1975 年）

第１回のインターハイ（ＳＯＩ）が 15 校の参加

でにぎにぎしくスタートした。その後旧制高校各

校の蹴球部ＯＢによる熱心な努力で参加校も年々

増え続け、第 12 回大会（昭和 61 年）は 28 校が

参加している。これら組織の代表者は小林孝正さ

ん（五高、昭和 14 年東大蹴球部卒業、1992 年逝

去）で発足以来，試合記録の作成・年報の発行等

を含めた並々ならぬ熱心な運営指導により春秋２

回（東京／京都）の大会を続けてきた。

ＳＯＩはいわゆるサッカー愛好者の集まりで昭

和 55 年（1980 年）以降、毎年のように世界各地

（欧米／東南アジア等）への海外遠征も行い、ス

ポーツによる親善外交に寄与してきた。永きにわ

たるＳＯＩ活動は新しい老人サッカー組織に変

わって活動しているが、昭和 50 年以降のＳＯＩ

活動は、我が国サッカー界の底辺拡大と発展に大

きく寄与し、平成５年（1993 年）のＪリーグ誕

生にも大きく貢献してきたと信じている。

昭和 27 年卒業　吉冨　裕

立教に雪辱した思い出

昭和 26 年 10 月 14 日（日）

雨の為蹴球祭は延期、大学リーグのみ東大御殿

下グラウンドにて行われる。ホームグラウンドで

はあるが昨夜来の豪雨の為全くの悪条件、水溜ま

りは殆どグラウンド一面に広がっている。第一試

合早明戦は予定通り一時より雨の中で開始、明治

の活躍で３対０と昨年一位の早稲田に完勝。

第二戦の東立戦は前の試合でめちゃめちゃに荒

れた泥濘のグラウンドで始められた。

トスで負けて風下の、しかも足場の悪いサイド

（武道館寄り）を守らねばならなくなった。結果

的にはこれが幸いしたのだがゴール前は立てる場

所も無い全くのぬかるみ、靴は泥の中にはまり込

み中まで泥水が入ってきて冷たく重くなる。

キックオフ後十数分、殆ど我がゴール前での混

戦、実力の差か敵の攻撃は圧倒的である。しかし

伸びるべき球が水溜まりに止まり、あるいは伸び

たりで敵のシュートは殆ど此のために威力を失

う。度々のピンチもバック諸兄の捨て身のタック

ルやスライディングで切り抜ける。特に海老原朗

の活躍は賞賛に値する。彼のお陰でどれだけ助

かった事か、両軍全くの泥中での蹴りあいは凄絶

さを加え、降り止まぬ雨の中での死闘がくり返さ

昭和 26 年納会

戦後の蹴球日誌から
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れる。前半最初のピンチをどうやら逃れ、相手サ

イドに大きく蹴った球が水溜まりに止まる事を見

越した柴沼の好判断により殊勲の先制点を押し込

む。こんな嬉しい事は無かった。その後たびたび

ピンチを迎えながら前半一点リードで終了。

がそのままで後半を守りきれるといいきれな

い。しかもゴール前は基盤のかたい攻めに有利な

方なのだ。それが後半十分過ぎ敵ゴール前の混戦

から菊井の会心のシュート決まる。何たることか

二点も先取出来るとは。がまだ三十分以上ある。

少しのミスも許されないと思っていたら、味方の

クリアボールが相手方の竹村に渡り、すぐ竹下に。

俊足の竹下単身ドリブル、高林へのパスを決めら

れ一点を返される、調子づくと立て続けに得点す

る立教の攻撃の波をなんとかかわしてタイムアッ

プ。勝てるとは思えなかった一戦を全員の捨て身

の奮闘でかちえたのだ。其の感激思わず目頭が熱

くなる。有馬、海老原純、大埜、中村の諸先輩の

慰労の声を身にしみて感じた。

長々と実況放送的に書いたが、今回の寄稿に当

り古い日記帳を捜し出して書き写したものです。

立教とは前年初戦で０対４と大敗、この年５月の

全日本選手権関東予選決勝でもＬＢで出て２対４

と全立教に敗れた二つの試合のリベンジを果たせ

た私にとって、記念すべき試合だったので書いて

いたのだと思います。

山中湖の合宿

大学時代のもう一つの思い出といえば山中湖で

の合宿があります。８月 21 日から 28 日までの

一週間、この間の食事の献立も記録してありまし

たので話の種にと紹介します。食料事情もまだ十

分ではない時代、20 人あまりの食べ盛りの若者

に苦労して作ってくれた賄いの方々の心尽くしに

感謝しながら。

21 日　朝食　昆布の味噌汁　魚の干物　生卵

一個　沢庵　昼食　玉葱と肉を炒めホワイトソー

スをかけたもの　夕食　玉葱と鯨の肉　鰹と豆の

煮物

22 日　朝　豆腐とキャベツの味噌汁　卵一個

　漬け物　昼　ハム　サラダ　夜　ハムエッグ　

とろろ昆布の吸い物　玉葱と海老じゃこのテンプ

ラ

23 日　朝　昆布の味噌汁　卵　漬け物　昼　

記載無し　夜　ライスカレー　ハム　サラダ　ト

マト

24 日　朝　卵二個となる　昼　フライ　トマ

ト　夜　ハヤシライス　テンプラ

　

以下記載なし。御飯の量は書いていないが空腹

とは書いてないので、そこそこはあったのではと

思われる。

合宿最後の湖畔一周マラソン。14 キロ位と思っ

昭和 25 年山中湖合宿、大埜さん

昭和 25 年山中湖合宿

昭和 25 年山中湖合宿
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ていたが大変にへばった。何度かもう歩こうかと

弱気をおこしかけたが、自転車で伴走の先輩方の

声援もありなんとか完走することが出来た。石川、

柴沼、安氏、加藤に次いで５番目、その後の一服

の旨かったこと（合宿中禁煙）。ビールも。

翌日は湖で和船やヨットに興じ、旭ケ丘からバ

スで御殿場に出て東海道本線で帰京。参考までに

合宿費 500 円、国鉄運賃 80 円、ビール 150 円と

書いてある。

現役当時の戦績は『闘魂』（東大の部誌）にあ

るとおり、２年の時は１勝２敗２分け、３年では

１勝４敗１分けと全部で２勝しかなく、満足感に

浸ることもなかったが、冒頭に書いた立教戦だけ

は鮮明に記憶してもいたので懐旧の思いで紹介し

た次第。

共に励んだチームメイト諸兄の一層の御健勝と

今は亡き友の御冥福を心よりお祈り申し上げま

す。

昭和 28 年卒業　坪田亜規良

旧制富山高からインターハイに

伝統ある東大ア式蹴球部は大正７年にスタート

し創部 90 年。大正 12 年に始まった全国高校蹴

球大会で活躍した選手が東大に入り、同 15 年か

ら不滅の６年連続優勝の原動力になったという。

インターハイは青春の懐かしい思い出であるとと

もに日本サッカーの源泉とも言えます。

昭和３年生れ、80 歳の私は、昨年創立 80 周年

を迎えた大連・聖徳小学校のグラウンドで初めて

ボールを蹴りました。昭和初期は波乱の時期、昭

和４年の世界恐慌、６年の満州事変、12 年の日

中戦争、16 年の太平洋戦争、20 年の終戦。

私は昭和 15 年（小学６年生）に富山へ帰国、

中学２年のときにサッカー部に入り軍事教練、勤

労動員、食料難、用具不足の中も部生活を続け、

富山高校（旧制）３年のとき、社会人の富山サッ

昭
和
28
年
五
月
祭
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
売
店
で
、（
左
）坪
田
、（
右
）海
老
原
朗

カー（東大・大槻氏、慶応・松丸氏、神商大・遠

藤氏が在籍）の胸を借り互角に戦えるチームと

なって、昭和 22 年秋のインターハイに臨みまし

た。

築地の本願寺で合宿、銀座３丁目から電車で本

郷へ。関東予選は一高、松本高に勝ち、全国大会

は広島高に０対２で敗れてベスト・エイトに終わ

りましたが、昭和４年の初参加以来、９回目出場

での初勝利を喜んで貰いました。

印象的な思い出は、着替えて帰路についたとき、

暗くなった御殿下グラウンド一杯に丸い輪を作

り、天を仰ぎ低い声でゆっくりと“嗚呼玉杯に”

を吟ずる一高選手たちのユニフオーム姿です。そ

の胸中を思い「勝ちては君の胸に泣き、敗れて運

命を恨み泣く、……涙に脆き子となりぬ」と寮歌

を口ずさみ、宿舎の本願寺へ向かいました。

第 1 回大学選手権優勝

さて、旧制最後の自分が大学３年の秋に東大

サッカー部史を汚すことになったのは痛恨の極み

でした。昭和 27 年の関東大学リーグ一部で５敗

１分けの最下位（総得点５、総失点 17）。東大と

して入替え戦は初の恥辱と強く叱られ、二部１位

の青学大に４対０の楽勝でも口惜しくて帰路は皆

無言でした。　

そして、第１回全国大学サッカー選手権大会に

備えて年末も帰省せず、夕闇迫る御殿下グラウン

旧制最後の蹴球部員
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ドでボールを白く塗ってまでの練習、皆真剣でし

た。正月２日、寒い神宮外苑陸上競技場（現、国

立競技場）で開会式、続いて京都学芸大学、東京

医大、中大を連破し、準決勝は立大に勝ち、６日

の決勝戦は早大を２対１で下し優勝杯を手にしま

した。

第１回大会に参加できた幸運、さらにインター

ハイで果たせなかった全国制覇を成し遂げた感激

は、サッカー部生活最後の贈物として海老原主将

や若い皆さんに心から感謝しています。グラウン

ドで飛び跳ねて喜んでくれた横山監督、有馬さん、

大埜さんたちの姿に思わず感涙、勝ち進むにつれ

応援も増え、決勝戦ではお孫さんとご一緒の矢内

原学長の応援に感激し、スタンドから応援歌“た

だ一つ”が初めて響き渡りました。

全員で東大サッカー部史に大学日本一の文字を

飾り、また秋のリーグ戦の宿敵を破ったのです。

大会後、海老原兄から連絡を受け、日劇小劇場で

優勝を報じたニュース映画をそっと見てきまし

た。後日、卒業論文審査の席でも教授の皆さんに

喜んで貰いました。

走力、気力、体力

山中湖畔の夏期合宿は懐かしく、厳しい練習で

は特に 50 メートル競争、湖畔一周のマラソンが

印象に残っております。競争相手として前者では

岡野氏、後者では柴沼（晉）氏を思い出します。

オシム氏の言う通りサッカーでは走ることが基

本です。「考えながら走る」さらに「ライオンに

追われて逃げる兎が足に痙撃を起こすか」などオ

シム氏の言葉は痛烈です。高校時代、練習の最後

にトラックを何回も声を掛け合って走り、校内の

マラソン大会では上位に入りました。私は短距離、

長距離とも子供のころから得意でしたが、ダッ

シュが苦手でよく練習しました。一歩の遅れが

ファウルや失点に繋がります。

サッカーでは走力とともに気力、体力も重視さ

れます。気力は高校運動部では特に求められ、ファ

イト！の掛け声を何百回掛け合ったことでしょ

う。試合での声援も、頑張れ！負けるな！ファイ

ト！から興奮のあまり、当たれ！削れ！潰せ！と

なります。気力横溢、精神力の強調は全く賛成で

すが、それが高じて危険なラフ・プレイにならぬ

ようにしたい。けがの少ない私でしたが、ヘディ

ングの際に頭突きを受けて脳震蕩を起こし、１時

間以上も記憶喪失のままグラウンドに立っていた

だけの何とも情けない試合をしました。

よく口ずさんだ言葉―子供のころは「成せば成

る、成さねば成らぬ何事も、…」、高校時代は「ひ

とたびグランドに立てば鬼神もこれを避く、グラ

ンドを去れば子女これを慕う」―グラウンドでは

別人のようになれと、寮歌の一節を借りて自分を

励ます言葉でした。後年「男はハードでなければ

生きて行けない。しかしジェントル（思いやり、

フェアな態度）でなければ生きる資格がない」（レ

イモンド・チャンドラー氏、米）の言葉に共感を

覚え、グラウンドは男の闘いの場、そこで必死に

フェアなプレイをと願っています。

昭和 26 年関東大学リーグ入場式（神宮外苑）

第１回全国大学選手権大会決勝。対早大戦。早大のシュートがバーを
たたく。昭和 28 年 1 月 6 日（国立競技場）
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昭和 31 年卒業　折原一雄

まず名簿作りから

私が入学したのは昭和 26 年。部には５年間お

世話になりました（４年生のとき留年）。３年生、

４年生と続けてマネジャーをやりましたが、寄付

（会費）集めには特別思い出があります。

寄付集めは今も変わらぬ大きな苦労の種でしょ

うが、私たちのときは集金自体の苦労もさること

ながら、まず名簿の整理に取り組まねばならない

苦労がありました。戦後まだ間もないころだった

ので音信不明の方が多く、引き継いだ名簿も半分

ぐらいが空欄でした。判明している方だけから頂

くのは不適切、不十分ですから、空欄を埋めて財

源を広げるのが急務でした。竹腰さん（昭和３年

卒業）など身近な先輩方に集まる情報を頼りに１

人ずつ探し出しましたが、とても全部は埋め切れ

ませんでした。

出来上がった名簿はガリ版刷り、手帳大で 10

ページ余り、いまから思えばとても貧弱なもので

したが、それでも 「これで寄付を増やせる」と大

喜びしました。

寄付集めの能率化と拡大化を図るため各部員が

先輩を２〜３人ずつ分担し、会社回りなどをしま

した。これは先輩に直接会って部の状況を伝える

一方、先輩との交流を深める意味も込めていまし

た。当時先輩は約 130 人、寄付は１人 1000 円見

当だったので、いまでも「年間目標 13 万円」と

いう数字が記憶に残っています。寄付金の受け取

りは、もっぱら直接頂くか、現金為替によってい

ました。現在みたいに便利な方法はありませんで

した。

部員から徴収する部費は合宿費だけでしたが、

法経 25 番教室で映画会を開いたり、五月祭で売

店を開いて部費稼ぎをしました。部員の中には、

経済的に苦しい者も少なくなく、合宿になると合

宿費を借りにくる人もいました。

当時、部は関東１部リーグにいたものの下位を

さまよい、このままでは２部に陥落してしまうと

いう恐れがありました。現に２部との入れ替え戦

を２度味わいました。学校は新制度に切り替え中

で、部としては人材の安定的な供給源だった旧制

高校が消え、将来の人材確保は期待薄でした。陥

落をすこしでも先延ばしする方法はないものか。

私はあれこれ思い惑い、こんなことを考えていま

した。

合宿所を作りたい

入学者は毎年 2000 人（当時の定員）いるのだ

から、入試が厳しいといっても 1000 人に１人ぐ

らいの割で人材が入部するだろう。１学年２人、

４学年で８人確保、そして残りの３人は素人を鍛

える。素人でも３年鍛えれば４年目には戦力にな

るだろう。そして、その先は全く空想的なことを

思い描いていました。素人たちを鍛えるには練習

に通いやすい下宿先が必要だ。下宿費の補助は用

意できないか。いや、いっそ部員全員を収容でき

る合宿所を借りたらどうだ。でも寄付金だけでは

手が届かない。利子があっても僅かだ。そうだ、

それには別立ての基金制度がいい。ゆくゆく充実

させて、合宿所の家賃はその利子で賄ったらどう

だ。こうしておけば、しばらくは持ちこたえられ

るだろう。そのうち次の手を打てばいい。

そんな実現不可能な空想を描きながら、学校に

近くて合宿所向きの物件はないかと、西片町周辺

戦後の再建、寄付集めに苦労

入替え戦の無念さを記しましたが、昭和 32 年

の口惜しい降部から 50 年、半世紀たちました。

その間、早大は転落の苦汁を乗り越えて一部復帰

を果たし、正月の全国大学大会で日本一の栄冠も

手にしました。「一部にあがるまでは死なねえ」

とは創部 80 年の大埜さんの言葉です。創部 90 年、

「茨の道を拓く魂（こころ）、加えるに己を責める

の努力」（注）を期待し、朗報を待ちながら創部百

年をめざしたく思います。

（注）東大サッカー部の部誌「闘魂」創刊号に掲載の新田純
興氏の巻頭言に引用された成句の一節
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をうろついていました（バカ、そんなもん、ある

はずないだろ。第一、金をどうすんだ！　＝当時

の住宅事情は最悪でした）。

その後、入部者は思っていたより多かったので

すが、未経験者が多かったためか、途中で退部す

る人がかなりいました。

広島の野島先輩から 100 万円

４年生の夏、関西遠征後に広島の先輩を訪ねま

した。これは先輩との接触が東京と関西に偏りが

ちなのを改善して充実させようという考えからで

した。同市には先輩が８人ほどおられましたが、

着いた翌晩、野島福太郎さん（昭和３年卒業）の

ご配慮でみなさん料理屋に集まりました。私は部

の現況を報告、ほかの先輩の動静を伝えましたが、

会の半ば野島さんがこう切り出されました。「寄

付集め、ご苦労さん。ところで、わたしが 100

万円を出すから、それを足がかりに基金でも作っ

たらどうだ。ノコさん（竹腰氏）に伝えて相談す

るように」　――　ビックリしました。空想が実

現するのか！　「ああ、同じことを考えている人

がいる」100 万円といえば、いまなら 2000 万円

の価値があるでしょう。

広島では潮村浪雄さん（昭和５年卒業）のお宅

に２晩お世話になりました。たつ日は早朝にもか

かわらずご一家で見送ってくださり、そのうえ「ハ

イ、お弁当」とオニギリまで渡してくれました。

広島のあと四国の先輩を訪ねたのですが、松山に

渡る小さな連絡船の船尾でオニギリをほおばりな

がら、船が残す波の先の広島方面を見ているうち

に「よかった。訪ねてきた甲斐があった」という

思いがこみ上げ、次第に目がにじみ涙顔になって

きました。そして、しばらくは「ありがとうござ

いました」と立ち上がって最敬礼をしていました。

帰京後さっそく竹腰さんに伝え、日を改めて竹

腰さんほか、新田純興、野津謙、乗富丈夫、有馬

洪、横山陽三氏ら先輩方に集まっていただいて報

告しましたが、大金のことゆえ、あとはすべて先

輩方にお任せしました。私は卒業して永らく東京

を離れていたので、浄財がその後どのように扱わ

昭和 30 年卒業　藤本鉄也

でも、こっそり飲みました

今は信じがたいだろうが、昔は練習中に水分を

補給することは禁止だった。今のようにグラウン

ドの脇に飲料水のボトルが置いてあることは、と

んでもない話だった。

他のチームの話だが、鬼コーチが飲料水のバケ

ツにグラウンドの土砂を投入して飲めないように

したという。炎天下の練習で「うがい」はいいが

「飲んではダメ」といわれていた水を、こっそり

飲み込んだことを思い出した。

いまやスポーツの世界では脱水症状の予防のた

めに水分補給をすることは常識となっているが、

いつから常識が変わったのだろうか。ものの本に

よると、日本のスポーツには「軍事教練」が色濃

く影を落としているという。「耐えることが美徳」

だったころ、のどの渇きを我慢することも、当然

のように常識になっていたのであろうか。「熱中

症」という言葉は、当時話題になっていたかどう

か、確かではない。

昔のフォーメーションとは

昔のプレーヤーと雑談するとき、当時のフォー

メーションの話を例に引くと話が早い。旧制高校

時代のプレーヤーなら、バックスは２バック・シ

ステムと思っていい。左右のフルバックがお互い

に上下するシステムで、それが並列のようになっ

て、門のように「ゲート」となることが嫌われた。

３バックのＷＭシステムでは、センターハーフ

はバックスラインの中央に位置取り、Ｍの底辺の

水を飲むとはとんでもない

れていったのか知りませんが、間もなく基金制度

設立の趣意書が届いたので「ああ実現するんだ」

と感慨もひとしおでした。それにしても広島訪問

時のことを思い巡らすと、あれこれ思い出されて、

今でも胸が熱くなってきます。
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中央に位置する。いわば攻守の要で、ＷＭシステ

ムのカギとされた花形ポジシヨンだった。ＦＷで

はセンターフォワードが花形の一つであり、中学、

高校では同様に上級生の占める花形ポジションの

一つだった。

強いチームに名を連ねて

東京大学ア式蹴球部の歴史を眺めたとき、戦後

の部では東大サッカー部が全日本の覇権を争った

昭和 33 年（1958 年）の「第 38 回天皇杯サッカー

大会」に触れなければなるまい。

当時、日本サッカー界の強豪の常連は、大学の

若手ＯＢと現役の混成軍だった。慶応ＢＲＢ、早

稲田 WMW、関学クラブなどが覇権を争う常連

だった。そのなかで第 38 回天皇杯には東大ＬＢ

も予選を勝ち抜いて本大会に出場したが、覇を遂

げたのは関学クラブだった。東大チームが敗れた

相手は八幡製鉄で、主力は無名の高校卒選手だっ

た。当時は大学体育会サッカー部卒業の有力選手

が何人チームのメンバーにいるかが、戦力評価の

基準だった時代のことである。

実態はカモシカのように走り回る若い相手選手

に比べて比較にならないような我がチームの基礎

体力の差の大きさと記憶する。

貴重なダイヤモンド・サッカー

会社に入ってサラリーマン生活を送ったが、課

長職の中で広報課長を担当した。宣伝も担当だっ

た。東京 12 チャンネルのダイヤモンド・サッカー

がスタートしたのが 1968 年４月だったというか

ら、その間もなくだった時代のことだろう。12

チャンネルの金子アナと岡野先輩の軽妙な語り口

で始まり、前半と後半で放送日が違うなど離れ業

もあったが、初めてサッカー専門番組として画期

的な放送であった。

現在のようにサッカーがポピュラーだったわけ

ではない。当時のサッカーではスタンドが満員

だったことが記憶にない。

極めてレアケースだったが、家族を一度神宮競

技場に招待したことがあった。お袋さんの迷コメ

昭和 30 年卒業　柴沼　晉

リーグ最下位、全国大会優勝

現役の学生に昔の東大のサッカーを紹介したい

ので、思い出話を書いてくれないかとの依頼を受

けた。

私が東大サッカー部に在籍したのは昭和 26 〜

29 年度の４年間、およそ 60 年近く前の話である。

入部早々、先輩に言われたのは「東大は関東大

学１部リーグで最多の優勝回数を誇り、かつて２

部に落ちたことがない。お前たちもしっかりその

伝統を守るように」とのことであった。リーグ創

設以来かつて東大が最下位になったことはなかっ

た。

東大が最後に優勝した昭和 23 年の時点で、東

大は９回優勝しており、２位の早大が７回だった。

昭和 26 年春の時点では早大が９回で並んでいた。

サッカー部生活で特に印象に残っているのは、

当時のボールは皮を縫い合わせただけで破れやす

く、ボールを修復し、空気を入れて、ようやく毎

日の練習が始まったこと。また現在のように運営

資金の管理システムが整備されていなかったの

で、マネージャーを中心に時間に余裕のある部員

が、先輩を勤務先に訪ねて寄付金を頂くのに忙し

かったことなどである。

２年生のとき東大サッカー史上初めてリーグ戦

ントは「どこにいるのか分からないけども、なか

なか上手だったよ」だった。

ダイヤモンド・サッカーは三菱の篠島さんと諸

橋さんの肝いりで始まったので、このスポンサー

だけは動かすわけにはいかなかった。深夜や休日

の午前中というように、ときどき放映時間は動か

されたが、奇妙なことに視聴率は変動しなかった。

唯一放映されている世界サッカーの生情報を、放

映時間が変わっても日本のサッカーマンは熱心に

見ていたに違いない。

ＷＭフォーメーションの時代
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最下位となり、２部の青山学院大との入れ替え戦

に全員極度に緊張して臨んだが、幸い１部に残留

することが出来た。

その年の冬の第１回全国大学蹴球大会で、リー

グ戦では最下位だった東大が、リーグ戦で敗れた

早大を破って優勝したのが思い出深い。

ＦＢが攻め上がって叱られる

現在のサッカーは、FW・MF・DF が人数も役

割も弾力的にピッチの上でプレーしているが、当

時は５人の FW、３人の HB、２人の FB のフォー

メーションで役割も固定されており、FW は攻撃

に専念し、バックは守るべきそれぞれのゾーン内

で相手 FW をマークするようになっていた。

その優勝した試合に私は FB で出場した。試合

中ボールを奪ったが、パスできる味方 FW がい

ない。やむなくボールをキープしてドリブルして

いるうちに、いつの間にかハーフラインを越えた

が、早大のバックもまさか相手 FB がドリブルし

てくるとは思わなかったのだろう。自分のゾーン

内の FW のマークに追われてアタックに来ない。

そのままドリブルして相手側ゴールラインからフ

リーでセンタリングしたボールを CF の岡野が決

めて唯一の決勝点を挙げた。

その晩の祝勝会で、先輩に ｢得点に結びついた

から良いが、FB がゾーンを守らずにあそこまで

出て行くのはおかしい｣ と叱られてしまった。冗

談半分の注意とはいえ、今のサッカーとの違いを

如実に示している。

４年生になってキャプテンを引き受けることに

なった。当時の東大は現在のように整備された監

督・コーチ制度はなかった。監督は勤務先の仕事

で忙しく、練習はおろか、試合もたまに見にきて

くれる程度の名目的な存在にすぎず、キャプテン

が監督兼コーチの役割を担っていた。また現在な

ら書店に行けば、戦法から指導方法に至るまで

サッカー関係の書籍が数多く並んでいるが、当時

私が唯一読んだのは「アソシエーション・フット

ボール」というタイトルの薄い小冊子で、日本に

サッカーがもたらされた歴史とプレーの簡単な説

明をしているに過ぎなかった。そのような環境に

あって、歴代のキャプテンは個人の優れた技術力

と指導力を持ってチームをまとめ、関東大学リー

グ１部で活躍していたのである。

大学リーグ１部に留まる

その後を継いだ私は技術的に劣り、従って指導

力もなかったが、唯一の取り柄である頑健な身体

で接触プレーを恐れず、１対１に比較的強かったの

がキャプテンに選ばれた理由であったと思われる。

部員の協力と助言のもとに春の練習を終え、夏

の山中湖合宿を経て秋のリーグ戦に突入した。と

ころがリーグ戦開始まもなく、FB として出場し

た中央大戦で相手フォワードと激突、転倒、頑健

なはずの私は動けなくなってしまった。当時の

ルールでは選手交代は認められない。やむなくウ

イングとポジションを交代してピッチの端に立っ

ているだけとなった。

診断の結果は膝の靭帯断裂で３カ月の安静とい

うことで、以後の試合ではピッチの外で声をから

すだけの情けないキャプテンになってしまった。

しかし、結果的に浅見君（次年度の主将）を中心

に選手たちが結束して頑張り、最下位とはなった

が入れ替え戦に勝って関東大学リーグ１部に留ま

ることが出来た。キャプテンとして最小限の役割

を果たせた喜びが最高の思い出である。

現在のサッカーとはルールを始め、戦法、指導

体制、健康管理（当時は真夏の試合でも水分の補

給は疲れるとの理由でご法度であった）など全く

異なるアソシエーション・フットボール時代の昔

話であるが、現役の学生の関東大学リーグ１部へ

の復帰を目指してのステップアップに何らかの参

考になることがあれば嬉しく思う。
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昭和 35 年卒業　小山冨士夫

ＯＢ 、現役 16 人で藤枝遠征

全日本サッカー選手権大会の歴史を眺めると、

戦前活躍した東大ＬＢは昭和 21 年と 24 年に優

勝して以来振るわず、昭和 31 年に本大会出場を

果たしたが１回戦で八幡製鉄に１―６で敗退して

いる。そしてその２年後の第 38 回大会に、御殿

下グラウンドで行われた関東予選で早稲田ＷＭ

Ｗ、古河電工、全立教という当時第１級の強豪を

連破して本大会出場を果たした。そのときの出場

メンバーは次の通りであった。

以上 16 名が９月６日の開幕式にあわせて東海

道線藤枝駅に降りたった。マイクロバスで送り込

まれた宿舎は「とくまん」。仕切りのふすまを取

り払った２階の横長の大広間に魚河岸のマグロさ

ながらに枕を並べることとなった。

準決勝で八幡製鉄に敗れる

試合会場は宿舎からほど遠からぬ藤枝東高校の

グラウンド。白っぽいざらめのようなクレイで夏

の日をいやというほど反射した。この年の残暑は

ことのほか厳しく、４日間ぶっ通しで戦う選手た

ちの体力を奪った。

1 回戦の相手は京都紫光クラブ。延長戦の末に

３―２で勝つには勝ったが、消耗激しく特にＯＢ

の方々の中には、すでに卒業して何年も経った方

もいるわけで、後に問題を残した。　

２回戦は東洋工業で、衆目の一致するところ勝

目はなかったが１―０で勝った。岡野さんが取っ

たＰＫを浅見さんが見事に決めた。

ここで既に体力の限界と見てとった岩動ドク

ターが「最近武田薬品が出したアリナミンという

薬が効くらしい」と言い出して、薬屋でアンプル

を買ってきて注射することになった。ところが岩

動先生、静脈注射をするときに腕に巻くゴムをお

持ちでなかったので、皮下注射となった。我々サ

ブは高見の見物だったが、ビタミン剤の注射はこ

とのほか痛いようで、先輩方は転げまわって痛

がった。

それでもついにサイドハーフの原さんが３日目

の八幡製鉄戦に出場不能となり、私が代わって出

させていただいた。浅見さんがハーフに下がって

原さんのポジションに入り、私はそれまで浅見さ

んが着ていた 10 番のユニホームを着て左のイン

ナーになった。寺西プレーイングマネジャー率い

る八幡製鉄には当時、井沢、佐伯、大石など強力

フォワード陣がいて、下がり目でボールをキープ

する寺西御大からパスが出るスタイルだった。結

果は善戦及ばず０―１で敗れた。

翌４日目、９月９日の最終日の３位決定戦では

東大ＬＢが地元の志太クラブを３―０で下し、決

勝戦は関学クラブが八幡製鉄を２―１で破って優

監督 大埜 正雄
（昭和 26 年卒業） ＲＷ 藤本 鉄也

（昭和 30 年卒業）

医務 岩動 洋二
（昭和 15 年卒業） ＲＩ 中島  裕

 （昭和 31 年卒業）

ＧＫ 長浜  毅 
（現役３年） ＣＦ 岡野俊一郎

（昭和 32 年卒業）

ＲＢ 柴沼  晉
 （昭和 30 年卒業）ＬＩ 浅見  俊雄

（昭和 31 年卒業）

ＬＢ 高田 宗昌
（現役４年） ＬＷ 嶋田  武夫

（昭和 32 年卒業）

ＲＨ 服部 一郎
（現役４年） ＳＵＢ 安達  良英

（現役３年）

ＣＨ 海老原 朗
（昭和 28 年卒業） ＳＵＢ 小山冨士夫

（現役３年）

ＬＨ 原　忠彦 
（昭和 29 年卒業） ＳＵＢ 高場  真平

（現役２年）

東大ＬＢで天皇杯３位

昭和 33 年 9 月、天皇杯に出場した東大ＬＢ。藤枝東高校にて



106

昭和 32 年卒業　嶋田武夫

ボールの空気を毎日詰め替え

ボールと空き地があれば世界中どこでも楽しめ

るサッカー。ボールは大事である。ようやく本革

製のボールとスパイクが手に入るようになった当

時でも、高価で大切に扱われた。特に先輩のオフィ

スまで出かけて頂いた寄付金は、ほとんどボール

代に消えたと思う。

毎日の練習が終ると縫い目に沿って保革油を塗

り、革製の口紐を丁寧に解き、チューブのヘソを

取り出して空気を抜く。ボールの変形防止のため

である。翌日の練習開始前にはポンプで再び

チューブに空気を入れてゴム輪で留めて、表皮と

チューブの当て革の間にヘソを押し込んでから

ニードルを差し込んで革紐を注意深く順次締め上

げて球形を保つ。これがボール当番の日課であっ

た。

ヘソの押し込みとニードルを器用に使った締め

込みは熟練を要し、ニードルでチューブに穴をあ

けた新米は先輩に怒鳴られて下を向いた。パンク

したチューブはゴム糊でパチ当てするが下手に直

すとボールは歪み、表皮の劣化もあって空中で不

規則に揺らめいたものである。　

ボールは重く、多分 500 ｇ近い重量があり、

雨でも降れば泥まみれでヘッディングには勇気が

必要だった。

食料不足の貧弱な身体に粗末な練習着、不揃い

のストッキング、伸びきったアンクレット。それ

でも練習に励んだ合宿の一こまである。

こわばった筋肉を労りながらボール当番は今日

も練習前にボールの準備を行う。部員の数もボー

ルの数も現在とは桁違いに少ない当時の合宿風景

は牧歌的でさえある。空気ポンプやニードルを入

れたダンボールの「みつ豆缶詰」の中身は食べた

記憶はないが、「受付は委員室へ」の張り紙には

記憶がある。

スパイクも自分で修理

ようやく手に入れた本革スパイクも、砂利まじ

りのグラウンドでは、たちまちポイントが磨り

減って、靴釘が内側に出て来て足裏が血だらけに

なる。

靴屋から革の切れ端を貰ってきて丸ポンチで打

ち抜き、これを数枚重ねて、靴底に打ち付けてポ

イントを取り替える。

大卒初任給が１万円程度であった当時でも、安

田のブランド靴は 3 千円くらいしたように記憶す

る。

ポイントを何回も取り替えているうちに底革が

割れてくるが、これを内側から当て皮をして修理

した。部室にあった靴修理用金床はどこで調達し

たのか定かではないが、多分面倒見が良いオー

ジーあたりが、どこかの靴屋から仕入れたもので

はなかろうか。その中で岡野さんが特注して作ら

れた「80 匁
もんめ

」の超軽量スパイクが、うらやましかっ

たのを覚えている。

30 年代はじめの
ボールとスパイク

勝した。この第 38 回大会に出場したあと、東大

ＬＢが全国レベルの大会に顔を出すことは絶えて

久しい。

（注）　全日本サッカー選手権大会　　大正８年（1919）イン
グランド・フットボール協会（ＦＡ）から純銀製の立派なカッ
プが寄贈されたことに端を発して、大正 10 年（1921）９月 10
日に大日本蹴球協会が創立され、第１回全日本サッカー選手権
大会が 11 月 26、27 日の２日にわたって日比谷公園グラウンド
で開催された。優勝した東京蹴球団の山田主将にエリオット駐
日英国大使からＦＡカップが授与された。ところがこのＦＡカッ
プは不幸な末路を迎える。太平洋戦争の銀器供出で徴発されて
しまったのだ。全日本サッカー選手権大会が「天皇杯」になっ
たのは戦後のことである。昭和 26 年（1951）の第 31 回大会で
優勝した慶応ＢＲＢが初の天皇杯を獲得した。



107

第５部　御殿下の青春

昭和 44 年卒業　大塚　隆

実家の改修で物置を片付けていたところ、懐か

しいものが出てきました。

添付写真ご覧ください。

往時のサッカーボールの紐通し具

検見川合宿で全国高校選手権レベルの某高の

ボールと混在したさい、「このボールは締め具合

が甘いのでうちのじゃありません」と、東大ボー

ルを返してくれたことがありました。

チューブの口がきちんと納められ、十分に締め

あげられていないと完全な球にならず、縫い紐部

分が出っ張り、ヘディング時に痛かったこともあ

りました。

雨の日の泥んこボールを顔に受けると、縫い目

のあとが顔に写り、ぶざまな姿。硬いグラウンド

で革がすり減ったボールが、標準規格外にまで大

きくふくらみ、軽くなってバウンドがいつまでも

減衰せず、なかなか追いつかない。革の減り具合

が不均一でいびつなボールもあり、不規則なバウ

ンドでドリブルがしにくかったこと。練習ボール

は、みなそこはかとなく大きさが違う。

スパイクシューズのアルミポイント

御殿下グラウンドは土とは思えぬほど硬く、デ

コボコならし用レーキの歯の減りが激しかったこ

ボールの口紐を締めるためのニードルと、アルミのボッチ（シューズ
のスタッド）

と。シューズのアルミポイントも硬いグラウンド

で削られ、斜めにカットされています。ケチって

いつまでも使っていると、ポイント底部の六角形

ナット部まですり減って、道具をもってしてもつ

かめず、取れなくなる。そのうち中心のネジ部分

が現れてくるまで短くなると、もはや、ひっかか

りもなく、グリップの効きが悪くなる。

大会用の選手証

三本足のカラスが懐かしい。茶色のボール型

バッチも残っています。本人の若いこと！ ?

昭和 41 年卒業　平田　攻

クラマーの指導方法を取り入れる

昭和 39 年、全国民の願いを込めて日本の復興

を世界に印象づけようと、東京オリンピックが開

かれた。サッカーでは、ドイツからクラマーさん

をコーチに招聘し、オリンピックで強豪のアルゼ

ンチンを破るという快挙を実現した。

オリンピックのあと他の球技に先駆けて、リー

グ戦方式の日本リーグを発足させ、次のメキシコ

での銅メダル獲得につながっていく。こうした

サッカーの発展期にあって、全日本はたびたび本

郷の旅館に集まって合宿し、御殿下グラウンドで

練習したが、そのつど東大と試合を組んでくれて、

私は八重樫主将をマークする仕事を与えられた。

懐かしいもの

戦術、練習法、用具の革新期
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“おい！靴紐が解けているぞ！”などと指摘され

ながら、むきになってマークしたものだ。楽しい

思い出である。

３年の秋リーグ戦が終わって、ＧＫの坂井君が

「キーパー続けるならサッカー止める」と突然言

い出し、退部していた同期の広瀬君の家を渡邉君、

河島君と訪ね「部への復帰」を要請、快く了承さ

れ、坂井君のＣＦへのコンバートが実現した。ま

たこの年から、監督が須賀先輩から高田先輩に代

わった。須賀監督は「悪いな」と我々４年生を上

野の焼肉屋へ招待してくださった。“このあたり

は泉鏡花の歌行灯の舞台になったところだよ”と

いう話は上の空で焼肉に集中したものだ。 “こん

なうまいものがあるんだ”と初めての経験に大満

足のひとときであった。

高田新監督はクラマーさんの指導方法も取り入

れ、新しい感覚でコーチングをされた。新入部員

70 名について、夏合宿まで渡邉君、藤井君にコー

チを頼み、２部制で練習することにしたり、１、

２年生中心に高校のチームとゲームを組んで、

ボール拾いで終わらないように配慮した（２年生

以下の対外試合は新人戦の直前以外はなかった）。

夏合宿では、私は急造のＣＦ坂井君と１対１を組

まされ、彼の身体能力に引きずり回されながら、

エースストライカーの誕生をみるのである。

ＰＫ失敗の苦い思い出

この年、我々は全日本のほか日本リーグのメン

バーである三菱重工や古河電工と練習試合をし

て、相当な自信をもって秋のリーグ戦を迎えた。

初戦が成城で、この試合私がＰＫを外し０対０

の引き分け。法政、上智にも引き分けて３位に甘

んじた。法政対上智が引き分けで同率優勝となり、

両者が入替戦出場権をかけて再び争うことになっ

た。「もし、成城との引き分けがなければ、我々

も入替戦の挑戦者決定戦に出られたのに！」と痛

恨の思いがこの歳になっても残っている（この年

法政は日体大に勝って１部昇格）。ワールドカッ

プなどで名選手がＰＫを外す場面を見るとついつ

いこのことを思い出し「彼らはどんな気持ちでい

るかな」と余計なことを考えてしまうのである。

秋のリーグ戦が終わると２年生のＧＫが退部し

たためＧＫが不在となり、１年生に「誰かＧＫや

る人いないか？」といったところ永峰君が手を挙

げてくれた。そして新２年生だけの検見川の春合

宿に広瀬君と参加し永峰君を指導、必死にボール

に食らいつく姿をみてほっとしたものである。

練習後は、四季を通じて水道で身体を洗うので

あるが、上級生は前をおっぴろげてわいわいと練

習後の相談をしているのをみて、傍でボールの空

気を抜きながらびっくりしたものだ。そのうち平

気になり自分もやるようになったが……。

1 〜 2 年生の役割

さて１、２年のサッカー部の生活を振り返って

みよう！

梅村主将を中心とする４年生は威厳もあり、た

だただ怖い存在であった記憶がある。ボール拾い

で回りの塀に腰でもつけていようものなら、突然

ボールが飛んできてじろりと睨まれたり、最後の

ランニングのときは中村さんが眼を光らし、遅れ

そうになると追い立てられたものだ。

１年の役割は、ボールの準備、グラウンドのラ

イン引きと整備であった。

当時のボールは革製の外袋にゴム製の内袋とい

う２重構造で、まず内袋に空気を入れ、口を輪ゴ

ムで閉じて、十手（ニードル）を使って革紐で外

袋の入り口を閉じていったが、なかなか締まらず

苦労をした。楽にやろうと空気圧を下げると２年

生の「柔らかい、やり直し」の無情な宣告があり、

詰めなおしたものである。

このボールはどこか歪んでおり、湿気を吸いや

すく、雨の日ヘディングし閉じ目に当たるものな

ら、おでこに何針も縫った手術跡のような痣が残

るわ、眼に泥は入るわで、悩まされたものである。

サッカー靴についても、今のスパイクはねじ込

み式であるが、当時は、タガネで革をたたいて、

円形に打ち抜き、それを自分の好きな高さに重ね

て、靴釘で底革に留める方式で、うまく打たない

とすぐ外れたり、釘が足裏に刺さったり、なかな
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か厄介な代物であった。

２年生になると、野村君が１、２年の取りまと

め役になり、持ち前の真面目さで役割を果たして

いた。我々も体力がつき練習にもついていけるよ

うになっていた。ボール、靴も３年のころには現

在のような一体型になり、十手を使ったボールへ

の空気注入はなくなった。

戦術的にもＷＭシステムが、４―２―４のシス

テムに変わっていき、この時代、戦術、練習法、

道具を含めて革新期にあったと思う。

よき先輩、よき仲間

このように役割分担はあったが、他大学の友達

から聞いたような上級生によるしごきは皆無で

あった。その点はさすが東大生ということか？

練習後は各学年ごとの行動が多く、我々の学年

はよく赤門前の扇屋で甘いものを中心に集まって

いた。

時には１級上の石光さんなどと、ない金を遣り

繰りして、やきとりの「白糸」で一杯やることも

あった。

食べ物の思い出では、４年になったとき２級上

の安達さんから１万円の差し入れがあり、これを

軍資金に渋谷の井の頭線のガード下で３年生と

10 円寿司を満喫したことや、大内先輩の銀座で

の絵の個展を４年生で鑑賞後、先輩より中華をご

馳走いただくことになり、水澤君が食べ過ぎてバ

ンドが切れたことなど思い出される。当時は金欠

で腹を空かしていました。

よき先輩、よき仲間に出会った４年間であった

がここで我々仲間の寸評を私なりに紹介したい。

ひょろひょろしながらテクニックのあったＦＷの

河井君、日本鋼管で日本リーグへの仲間入りに貢献。

関西弁丸出しでダンプといわれた突進型のＦＷ

の河島君、けがが多く最後はマネージャー。ハン

サムで扇屋のおねーちゃんにもてました。

頭を横に小さく振りながらぼそっと駄ジャレを

飛ばすＦＢの武田君、ヘッドが強く手堅い。守備

の人でした、４年間中国語の塾に通っていました。

我々の学年で１番運動能力の高かったＦＷの中

岡君、国公立で教育大を破り優勝したときの立役

者でした。

真面目で面倒見が良く“サッカー部の良心”と

いわれたＦＷの野村君、サッカーセンスは一番で

バックの裏を取るのが得意でしたが、膝を壊して、

選手を断念しました。ギターを奏で歌唱力随一。

熊さんのような身体でゴールを死守した広瀬君。

いつも岩波新書を携え国語審議委員長として

我々仲間の言葉使いの間違いを指摘、もくもくと

走り続ける温厚なＦＷの藤井君。戸田から宇佐美

の伊豆半島横断に小西君とともに参加。武田君の

家での初めての麻雀で見事大車輪完成、今でもＬ

Ｂで活躍！　４年間無遅刻、無欠勤！一度怒った

顔をみたいな！

バックのリーダー水澤君。試合になると練習で

は考えられない思い切ったスライディングを敢

行、頼りになりました。頭の回転と言葉の繋がり

が時どき故障しては笑いの中心に！　またお母さ

んの手料理もおいしくいただきました。

大学教授ながら未だにたどたどしい話し方のＣ

Ｂの渡邉君、入部時は一番強く、うまい選手でし

たが、足首の故障で選手はやめて後輩の指導者に。

44 年卒はお世話になったのでは？

41 年卒は以上ですが、卒業後 25 年になったと

き、２年までサッカー部にいた人も含めてヤマハ

の“つまこい”に集合、ミニサッカーと宴会、ゴ

ルフをしたのを皮切りに、以後定期的に夫婦参加

の集いをしています。

私はＭＦでゲームメーカーをしていましたが、

嶋田くんなど、やんちゃな３年生達に試合では随

分助けられたものです。

三菱で天皇杯に出場

卒業後、まだサッカーを続けたくて三菱重工に

就職し日本リーグに登録。三菱では片山、杉山、

横山、継谷、落合、森など全日本の選手と一緒に

プレー。サッカーへの取り組み方など、いろいろ

教わるところがありました。

昭和 42 年１月１日、国立競技場での天皇杯の

早稲田との準決勝戦にＦＢとして出場。惜敗！　
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昭和 32 年、36 年卒業　山本　修

創設以来初の入れ替え戦

私が東大に入学したのは昭和 27 年でしたが、

駒場の教養学部に１年余計にいて、30 年本郷へ

進学、32 年工学部機械工学科を卒業、２年後の

34 年化学工学科に学士入学して 36 年卒業と、前

後７年間在学し、その間ずっとサッカー部員とし

て過ごしました。この７年の間に、昭和 27 年、

29 年、31 年、34 年の４回の入れ替え戦を経験し

ました。

私が入学した 27 年といえば、旧制東大の最後

の学年の最後の年であり、東大が旧制から新制へ

とまさに移り変わろうとしていたときでした。こ

の年、東大は１分け５敗で１部リーグ最下位とな

り、大学リーグ創設以来、初めての入れ替え戦に

直面することとなりました。リーグ優勝回数の多

いことと、一度も２部へ落ちたことがないという

ことから、早大とともに関東大学リーグの名門の

双璧を誇っていた東大が、初めて入れ替え戦に臨

むとあってＯＢ現役ともに悲壮な思いでした。し

かし、入れ替え戦では青山学院大に４―０で快勝

し、しかもこの後、この年から始まった第１回全

国大学選手権大会で関東大学リーグの強敵を次々

に倒して堂々たる優勝を飾り、旧制東大最後の面

目を見せました（私はリーグ直前の練習で右手首

を骨折し、このシーズンは応援だけでした）。

旧制の伝統を新制に引き継ぐには

完全に新制に切り替わった翌 28 年からの４年

間は、旧制時代に築かれた東大の輝かしい伝統を

どのようにして新制東大の手で受け継いでゆき、

さらに新しい伝統をどのようにして創り出してゆ

くかの試練の日々であったといえましょう。

旧制から新制へ移ったことによる客観的条件の

変化の中で最も大きかったものは、それまでの人

材供給源であった旧制高校がなくなったことでは

ないかと思います。旧制東大には、旧制高校で鍛

えられ、インターハイで活躍した選手が入ってき

ていたのに引き替え、新制になって、新入生にそ

ういう期待が持てなくなったからには、今後の

サッカー部の部員を４年間の在学中にどのように

して鍛え、技術的にも体力的にも、そしてまた精

神的にも一人前の選手に育ててゆくかが重大な問

題でした。

このような意味から、東大サッカー部の将来は

いかにあるべきかについて、当時私たちは私たち

なりに真剣に考え、話し合い、その年その年にい

ろいろな試みを行ってはみました。

ついに２部転落

しかし、私たちの努力が至らなかったため、新

制東大のよって立つべき新しい基礎をついに確立

できないまま、４年後の 2 部転落という結果を迎

えたのでした。

現役７年間に入れ替え戦４回

このまま釜本、森らを中心にした早稲田が東洋工

業（現マツダ）を破って優勝！……その後、大学

チームの優勝はないと思います。正月の国立競技

場が高校サッカーの聖地になった今、貴重な思い

出となっています。

日本リーグがＪリーグに発展し、世界の一流選

手のプレーを目のあたりに見られるようになり、

日本のサッカーのレベルも上がったのは非常に嬉

しいことです。願わくばワールドカップで日本が

優勝するのを生きているうちに見たいものです。

東京にいるときはＬＢ 50 で月２回ぐらい蹴っ

ていたが、広島に帰ってから、その機会が京大戦

くらいになったのは残念なことです。

東大のころ、「サッカーでたいせつなのは３Ｂ

である」といわれていました。

Ball Contorol、Body Ballance、Brain の３つです。

東大の現役選手は、我々の世代にくらべれば、

格段に技術は上です。体力もあります。東京都リー

グで活躍していますが、恵まれた頭脳をフルに

使って関東リーグに復帰して欲しいものです。
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昭和 28 年　１勝５敗、６位。

昭和 29 年　６戦全敗、再び最下位。入れ替え

戦は６―１で法政大に圧勝。

昭和 30 年　１勝５敗、明大と同率最下位（翌

年から８校制となるため入れ替え戦なし）。

昭和 31 年、私たちが最高学年の年でした。こ

の年、新しく監督に田村三郎先生を迎え、先生は

自らの研究生活を犠牲にしてまで、この１年間、

私たちと練習を共にして下さり、私たちも何とか

その期待に応えるべく、がんばったつもりでした

が、リーグ戦は７戦全敗で最下位となってしまい

ました。

時どき小雨が降る御殿下グラウンドの入れ替え

戦。法政大相手に先取得点しながら、どうしても

２点目が入らず、後半走りまけて１―２で敗れま

した。試合の後、田村監督が私たちに「泣くな！

負けて流す涙には何の価値もない」と言いながら、

ポロポロ涙をこぼされたとき、私たちは本当に無

念でした。

人生に二度と来ない学生時代に、心から打ち込

んで部生活を過ごしてみると、それはそれで勝敗

を超越して意義のあることには違いありません

が、勝負である以上、勝ち抜いてこそ初めてそれ

だけ部生活に徹し切れていたという自信を持つこ

とが出来るものだといえましょう。

１部復帰を達成できないまま卒業

昭和 32 年から東大は２部リーグにあって、１

部復帰という十字架を背負った時代を迎えること

になりました。私は 32 年に工学部機械工学科を

卒業して帝人に入社、松山工場に２年間勤務して、

帝人松山サッカー部を創設するなどした後、将来

は化学プラント設計のエンジニアになることを新

しい目標に定めて、34 年工学部化学工学科に学

士入学し、再び現役サッカー部員として２部リー

グに２年間出場しました。　

昭和 34 年５勝１分け１敗で日大と同率１位。

優勝決定戦での２―１の勝利により２部で初めて

優勝しましたが、入れ替え戦では０―２で法政大

昭和 31 年度の入れ替え戦。対法大。東大島田のシュートを GK がはじ
き、山本、津田が突っ込む。（御殿下グラウンド）

にまた敗れ、翌 35 年は４勝３敗の４位で終わり、

ついに１部復帰の悲願は達成できないまま、36

年３月卒業しました。

これ以後は、後輩の健闘を期待する立場となり、

現役が入れ替え戦出場と聞けば必ず応援に駆けつ

けました。

１部復帰への挑戦は、37 年０―１法政大、44

年０―７中央大と敗退が続き、逆に降格の入れ替

え戦、47 年４―３明治学院大の後、52 年１―２立

正大と敗れ、関東大学リーグ２部から東京都リー

グへ降格となりました。２部リーグ在籍 21 年の

間に１部へ挑戦の入れ替え戦３回の後、２部への

入れ替え戦２回目でした。昭和 27 年の初めての

入れ替え戦から数えて８回目、25 年後のことに

なります。

昭和 43 年卒業　中井　省

通算 70 日間の合宿

東京オリンピック開会式の日（昭和 39 年 10

月 10 日）も御殿下グラウンドでボールを蹴って

いた。当日は抜けるような青空で、練習中の上空

にジェット機の噴射煙で描かれた五輪マークが浮

かんだ。「ああ、俺も開会式のテレビ中継を見た

かった」と、非情にも練習を命令したキャプテン

ごめん！  痛恨のシュートミス
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を恨んだものである。

大学を卒業して 40 年経ってみると思い出に

残っているのは、サッカー部の練習とリーグ戦の

ことばかり。無理もない。東大生にとって最大の

楽しみだった五月祭のときもＯＢとの対抗戦があ

り、ろくに見物もできなかった。そのせいばかり

とも言えないが、大学生活４年間でダンスパー

ティー出席経験ゼロ、女性とのデートなしという

情けないありさまだった。

当時は、農学部のはずれにサッカー部専用の合

宿所があった。春夏の休み中は検見川グラウンド、

学期中は農学部の合宿所と頻繁に合宿があった。

一番多かったのが確か２年生のときで、春合宿、

新人戦合宿、国公立戦合宿、夏合宿、リーグ戦合

宿と合計 70 日に及んだと思う。

これだけの時間的制約を受けたのだから、多感

で悩み多き青春真っ盛りの大方の人間にとって部

活動が長続きするはずもない。１年生の春には

30 有余人いた同学年の部員が次々に辞めていき、

卒業時には６人になってしまった。

残ったのは、神奈川県高校選抜で技量卓越した

小川主将（小田原高校）、サッカー大好き人間で

馬力抜群の小西副主将（教大付）、高校でサッカー

部員ではなかったが、体力を買われて試合に駆り

出されていた小林（教大駒場）、高校での経験が

なかったが根気良くサッカーを続けた諏訪（立

教）、同じく経験がなかったがマネージャーとい

う天職を見つけた中尾（麻布）、弱小だが一応サッ

カー部出身、しかし鈍足でスタミナ不足という欠

陥を抱えた小生（立川）の６人。この少ないメン

バーが４年生では、関東大学リーグの２部から３

部への転落の危機と周りから思われたのは無理も

ない。

3 部転落を免れたい

もとより当事者である我々も必死、３部転落の

汚名を蒙りたくない一心で練習したが、そこへ１

学年上の強力メンバーである熊谷、坂井さんが留

年し、リーグ戦にも出場可能というニュースが飛

び込んできた。これを聞いたときは、「助かった」

とホッとした反面、自分たちだけで苦境を打開し

たかったのにという思いが交叉する複雑な心境

だった。

ともあれ秋のリーグ戦は、この強力助っ人二人

と名選手の多かった２、３年生の力が働いて開幕

３連勝、一時は優勝するかと沸き立った。しかし、

日体大戦に１―０と惜敗。以後、尻すぼみで５位

に終わった。今振り返ると、当初の目標を３部転

落阻止という低いところに置いていたため、３連

勝で転落なしとなった時点で知らず知らずに緊張

の糸がほぐれてしまったのではないかと思えてな

らない。翌年と翌々年の好成績で証明されている

が、２、３年生の能力が高かった。緩まずに戦い

続けていればと今でも悔やまれる。

リーグ戦最終の対青学戦だった。小川主将の感

謝の気持ちの現われであろう。それまで公式戦に

出る機会に恵まれなかったものの４年間地道に練

習に励み、人気者で部活を明るくしていた諏訪が

右のウイングで初出場した。同じフォワードのポ

ジションの私は慣れない諏訪を助けなければと近

くに寄ってパスを受けようとしたりしたが、そん

な必要はなかった。４年間の練習の積み上げはむ

だではなく、その日の諏訪のプレーはレギュラー

陣と遜色がなかった。それどころか、相手バック

スを一人かわしたかと思うと右のライン沿いから

絶好のセンターリングを右ゴールポスト近くに上

げてきた。失礼ながらバックスに球を取られるか

もと見ていた私は思わぬ展開に慌てた。それでも

何とか落下点に間に合い、体を捻ってゴールに入

れようとしたのだが捻りが間に合わず右に大きく

外してしまった。右と左が逆だが、先日（2008

年６月 14 日）のワールドカップ予選のタイ戦で

左からのフリーキックを右ポスト脇にヘッドで流

し込んだ中澤のような芸当ができれば入っていた

のだが……。

爾来 40 年、諏訪の一世一代のセンターリング

を外したと皆の酒の肴になり続けている。諏訪、

ごめん。
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昭和 44 年卒業　小林喜一

安田講堂からテントを持ち出す

同期代表の石田からマネージャーの苦労話を書

けといわれ筆をとりました。

苦労したことはありません。40 年前ですから

断片的な思い出を書きます。

卒業した昭和 44 年は東大紛争の最中で、１年

先輩のキーパーが学生運動のために退部し、永峰

が３年から正キーパーとして入ったこと、同期の

馬郡が全共闘の一員として活躍していたのを思い

出します。卒業も４月にずれこみました。

五月祭のとき安田講堂は封鎖されており、学生

部長だった横山陽三先輩に頼んで話をつけてもら

い、試合で使うテントを取りに安田講堂へ、入り

口も中にもヘルメットとタオルで顔を隠した強面

の他大学の学生ばかり、しかし事情を話すと親切

に入り口まで運び出してくれました。

この五月祭の試合ではなった松岡の約 30 メー

トルのシュートは、この試合の審判をしていたの

で、今でも良く覚えています。恐らくそれ以後に

見たプロの試合でもあれほどすばらしいボレー

シュートはありません。

先輩方に面倒を見ていただく

主務（マネージャー）の仕事は、大学との調整、

練習試合の時の審判、対外試合の調整、学連の仕

事、先輩との連絡役、乏しかった部費の寄付金集

めなどでした。

東京大学との調整役は、同期の杉山が「東大運

動会」に入り何の苦労もありませんでした。

学連の仕事は代々木の日本サッカー協会の裏方

さんです。協会には先輩の新田純興さんがおられ

て、国際試合などがあると狩り出され、人員の整

理や国旗の掲揚などに何人かで参加しました。試

合は無料で観戦できますから楽しみでもありまし

た。

先輩には、よく面倒をみていただきました、浅

見先輩が監督。前監督の高田さんや須賀さんには

試合のたびにご指導をいただきましたし、月光下

のドリブル伝説の竹腰先輩もグラウンドで何度か

お話いただきましたし、卒業して間もない梅村さ

ん、平田さんには新入部員の指導をしていただき

ました。須賀さんは上野に“てんぷら”「山下」

を開業されていて、花見時期には、八林とともに

皿洗いのアルバイトをさせてもらいました。また、

資金不足の折、手分けして先輩を勤務先にお訪ね

し寄付をいただきました。そのとき岡埜栄泉で岡

野俊一郎さんにお会いできたのも懐かしい思い出

です。

けがの多かったのも思い出

サッカーにけがはつきもの、北川がアキレス腱

断裂をしたこと、１年の上妻が試合中にヘッディ

ングで意識朦朧となり東大病院の世話になったこ

と、同じく検見川合宿で１年の黒沢が５針も縫う

けがをして近くの病院に担ぎ込んだことが思い出

されます。

昭和 43 年、44 年は関東２部で上位、当時東大

サッカー部は強かったと思います。

国内の有力校がなかなか勝てない朝鮮大学校と

対戦し、東大がリードしているため試合時間を大

幅に延長されたこともありました。

２部の優勝がかかった農大との試合で大敗し１

部との入替戦に出られず残念な思いをしたのも、

敵の右ウィングの快足に藪内がスパスパ抜かれて

いたのも鮮明に思い出されます。

現役には、藪内監督のもとがんばってもらいた

い。グラウンドに行けなくとも現役や樋口先輩か

らいただくメールで、皆さんの活躍の様子を祈る

気持ちで拝見しています。

東大紛争当時の主務
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した映像は、サッカーが単なるボールゲームでは

なく、人間が一つ一つのプレーを創りだしている

ことを感じた。また、ワールドカップの素晴らし

さを始めて目の当たりしたのもこの映画を見てか

らと記憶している。

　
２．現役時代の思い出

１年生のときからリーグ戦に出場させてもらっ

たが、やはり体格の違い、スピードの違いを感じた。

３年生のときに浅見先生が監督になり指導を受

けたが、浅見先生の指導が非常に印象に残ってい

る。科学的な練習法、あるいは遊びを取り入れた

楽しい練習法と、それまでやってきた練習と違う

新鮮さを感じた。

中でも私にとって大きかったのは、システムと

それを支える選手の関係の考え方であった。シス

テムがあってそれに選手を当てはめるのではなく、

まず選手がいて選手の能力に応じてシステムが出

来るという考え方である。どんな立派なシステム

もそれを支える選手がいなければシステムは崩壊

する。この考え方は、その後社会に出ても、組織

と人間の関係を考える際に大変参考になった。

３年生のときの試合が一番記憶に残っている。

検見川の夏合宿のとき、関学との練習試合でキー

パーの頭を越えるコントロールシュートが決ま

り、１対０で快勝した試合。秋のリーグ戦前の朝

鮮大学との練習試合で、いつまで経っても試合終

了にならなかった試合などである。

シンガポールの新聞の試合予告「ジュビリーが日本の
御殿下クラブと対戦」

御殿下クラブのシンガポール遠征、ジュビリーチームと

昭和 46 卒業　小柳　望

１．サッカーとの出合い

サッカーを始めたのは兄がサッカーをやってい

たからだ。兄は小石川高校でサッカーをやってい

た。私も小石川高校に入ったとき、何の疑いもな

くサッカー部に入った。

当時は日本のサッカーの黎明期ともいうべき時

期で、デットマール・クラマーさんが日本代表を

教えていた。クラマーさんのテレビやサッカー機

関紙で、キックするときには足首を固定しないと

正確なキックが蹴れないなど基礎的なことを学ん

だ。ボールリフティングを高い位置で蹴る自分の

フォームはこのとき出来上がった。

高校時代は無心で練習した。当時、小石川高校

は夜定時制の生徒が学習していたが、そのため校

庭にはライトがついていた。我々昼の部員はこれ

を良いことに夜７〜８時まで練習をした。定時制

の先生から昼の生徒が邪魔だと怒られたことも

あった。また、同僚の親から、子供がいつまでたっ

ても帰ってこない、サッカー部はいつまで練習し

ているのか、というクレームをもらったことも

あった。

1966 年イングランド・ワールカップの記録映

画「GOAL」に大変感銘を受けた。ボールの動き

ばかりでなく、プレーヤーの表情を大きく映し出

御殿下クラブで海外遠征
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３．心残り

１）3 年生のときの農大戦に欠場したこと

農大戦に向けて前の週に行った練習で頭から落

下した。吐き気と目まいがしたので大事をとって

農大戦を欠場した。農大戦は優勝への道が残され

るかどうかの重要な試合であった。結果は２対７

と大敗に終わったが、無理をしてでも出ればよ

かったと思っている。

２）４年生のときの入れ替え戦

４年生のリーグ戦では前半順調に勝利を重ね優

勝し、１部との入れ替え戦の権利を得た。中央大

学との入れ替え戦はスピードについていけなかっ

たという記憶がある。１点目は私のマークする相

手である安藤選手をマークはしていたが、いま一

つ、つめきれずシュートされキーパー小原の上を

越えゴールされてしまった。これが中央大に勢い

を与えてしまった。さらに中盤の上妻がタックル

を受け負傷退場したことなどが重なって７対０と

大敗してしまった。もっと厳しくマークし最初の

失点を遅らせていたら、展開は変わっていたかも

しれないと心残りとなってしまった試合である。

３）５年生のときのリーグ戦

５年生のときもリーグ戦に出場したが、５年目

は試合に集中しきれなかった。ゴール前、フリー

で待っていた私のところにボールが左から流れて

きたが即座に反応できず、ボールは右に流れて

行ってしまった。足を出せば簡単にゴールできた

はずである。５年目はなんとなく付け足しの１年

となってしまったようで、大変残念であった。

４）武田監督の補佐

卒業後武田厚が監督を任されたとき、卒業同期

のメンバーで武田監督をフォローしようというこ

とになったが、十分役目を果たせなかった。藤原

主将の時代であったが、国公立大会の試合で自殺

点を入れ負けてしまった後、検見川でのミーティ

ングに出席はしたが、会社の仕事でその後十分に

フォローできなかった。５月連休とかは選手と一

緒になり面倒は見られるが、連休後は丁寧なフォ

ローができなくなってしまったことなど、集団指

導体制あるいは社会人がコーチを務めることの難

しさを感じた。

４．御殿下クラブのシンガポール遠征

1983 年御殿下クラブの創立 20 周記念としてシ

ンガポールへ遠征した。12 月 27 日に出発し、12

月 29 日 と 31 日 に そ れ ぞ れ 親 善 試 合 を 行 い、

1984 年１月１日に帰国するというスケジュール

であった。相手は Jubilee と Changi United で、

写真で見ると、どちらのチームも我々より大分若

そうである。試合は両方とも負けてしまったが、

我がチームにＰＫが与えられ点を取るチャンスが

あったがポストに阻まれ、海外初の得点を上げら

れなかったことは残念であった。海外遠征する場

合、同じレベルの相手を選ぶことが大切である。

シンガポールの新聞「チャンギが日本の御殿下クラブ
を 3 対 0 で破る」（前半は 1 対 0）

御殿下クラブのシンガポール遠征、チャンギチームと
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昭和 45 年卒業　田代康之

リーグ戦の試合経過などの客観的な記憶は完全

になくなっている。自分に関連したことが僅かに

記憶に残っているだけなので、個人的な話の羅列

になるが思い出すままに記す。

１．サッカー部を通して

１年生の早い時期に練習についていけず退部、

２年で復帰。それ以後は部活動を続けたが、燃え

尽きるほど打ち込んだとは言えない。いい部員で

はなかった。もっと練習に打ち込み、技術、体力

をつけられなかったかという思いは残る。

しかし、こうした中でも、３年時には、入れ替

え戦に一歩及ばず、４年時には入れ替え戦で惨敗

したもののリーグ優勝できたことは幸せだった。 

仲間に感謝。

２．リーグ戦

３年生のリーグ戦は内容の記憶は全くないが、

がんばれたように思う。しかし、４年生のリーグ

戦は良くなかった。

緒戦の成城大戦でヘッドの競り合いで顔面を強

打し、気が付いたらグラウンド横で寝ていて、そ

のまま病院に運ばれた。顔が腫れた程度で大した

けがにはならなかったが、その後の２試合は欠場

した。

第６戦の大事な日体大戦もその前に風邪をひ

き、先発から外れた。しかし、この試合ではラス

ト 10 分位にセンターフォワードで出場（皆は憶

えてないでしょう）、右サイドからのセンターリ

ング（小柳？）をセンターで小生が待ち受け、

シュートというところ、幸運？にも相手バックが

ハンド。ＰＫとなり、武田が決めて、同点に追い

つき引き分けとなった。

入れ替え戦では惨敗。点差が離れた後であった

が、自分のクリアしたボールが相手に当たりはね

返ったボールが目に直撃、左目がだんだん見えな

くなった（網膜剥離）。

総じて、けがの多い４年時であった。

３. 合宿

山中湖、検見川の合宿。

山中湖では湖畔一周マラソン、検見川では疲れ

て食事も満足に喉を通らず、体力のなさを痛感し

ただけであまり良い思い出はないかな？

４．スキー

最初に行ったのは、谷川寮に泊まっての谷川温

泉のスキー場。同期数人で行ったと記憶している。

４年時にリーグ優勝

余談であるが、このシンガポール遠征は私に

とって初めての海外旅行で、しかも家族（家内と

子供２人）同伴で参加した。シンガポールに着い

てから下の子が熱を出し、ホテルの医者は高いの

で地元の医者に診てもらうことになった。医者か

ら薬を処方してもらい、強力な薬だから体温が高

いときだけ飲むようにと注意を受けた。このとき

ほど英語を真剣に聞き取ろうとしたことはなかっ

た。とりあえず薬で子供の熱は下がりことなきを

得た。

５．ＬＢ会のこれからの活動

これまでＬＢ会の総会や活動に積極的に参加し

ていなかったので、偉そうなことは言えませんが

今次のように感じています。

ＬＢ会として大切なことの一つは社会に対して

何を提供できるかであると思います。その意味で

御殿下少年サッカークラブの運営や１月に開催さ

れる 70 歳以上の東西対抗サッカー大会の運営支

援は重要な活動であると思います。

少年サッカークラブの方は設立当初参加してい

ましたが、会社に入ってからはなかなか時間がと

れなくて出席していません。70 歳以上の東西対

抗サッカー大会もこれまでは参加していませんで

したが、来年はぜひ、この大会のサポートには参

加したいと考えています。
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昭和 45 年卒業　武田　厚

小学校・中学校・高校のころ

小学校５年生のころ（昭和 33 年）、担任の先

生が突然サッカーボールを持ってきて、「これで

遊ぼうや」と言って皆で追いかけ回したのが、私

のサッカー人生の始まりである。

中学（大田区立東調布中）に入ってサッカー部

に所属した。梅沢先生という学芸大学でサッカー

をされていた方の指導を受けた。ボールを蹴る、

止める、運ぶという基本やポジションごとの動き

方を習った。当時（35 〜 36 年ごろ）は中学でサッ

カー部のある学校は少なく、大田区では２校のみ

だった。従って東京都大会の区代表決定戦は、い

つも１回戦がそのまま決勝戦であった。ライバル

大森７中には、後の日本代表チームのストライ

カーとなる日高君がいた。

日比谷高校では、中学の１年先輩の大町さんが

サッカー部にいたこともあり、当たり前のように

サッカー部に入った。初めての夏合宿はきつかっ

た。日比谷高サッカー部の先輩の中には東大でプ

レーしている方がいて、徹底的に鍛えられた。新

井さんを中心に現役３〜４名に１名ぐらいの割合

で OB がいた感じである。

２年生のときの合宿では、臨時コーチとして東

大の選手が来られた。畔柳さん、野村さん、平田

さんらには、秋の練習のときも、ときどき指導し

ていただいた。先輩たちのプレーに目をみはり、

あこがれを感じたし、東大サッカー部がすごく身

近なものとなっていった。

大学で部生活を続けたころ

高校時代から、サッカー中心の生活になじんで

いて、あまりそのことに疑問を感じず、むしろサッ

カーの奥深さに魅せられていった。そして東大の

先輩方との交流もあり、大学に入学して迷うこと

なく即入部した。１浪したせいで高校の同級生が

１年上にいたりして、先輩からみると少し態度の

でかい１年生だったかもしれない。

当初は同期で 20 名強が名を連ねていたと思う

が、恒例の新入生歓迎コンパを経て夏合宿のころ

には半減して 10 名程度となった。卒業までの間、

いろいろなことがあったが、残ったメンバーは結

束力が固く、互いに信頼の厚い関係を築きあげた。

３年のとき、藪内さんが主将で、チームは快進

撃を続けた。春から秋にかけての公式戦、練習試

合には関東１部の大学とやっても全く気後れする

ことなく戦った。「負けた記憶がない」とはやや

言い過ぎか。今でも鮮明に記憶しているのは、当

時無敵の朝鮮大学に勝ったことである。しかし、

秋のリーグ戦は農大戦で大敗を喫して３位とな

り、１部との入れ替え戦に出場できなかったこと

が悔やまれる。小柳君が風邪をひいて大事をとっ

て休んだのが響いた。過日、彼もそのことを気に

していて「無理してもやればよかったかなぁ」と。

気付くのが遅すぎる !!

そして４年次で自分が主将となり、チームを率

いていくことになった。しかし当時、学内外は騒

然としていて、新年度がスタートできるのかどう

か、定まらぬ状況だった。

それでも春にはなんとか練習を再開し、例年通

りのチームづくりにとりかかった。

ところが、この年、東大入試が取り止めとなり、

新入生が入ってこないという前代未聞の出来事が

起こった。

サッカー部でいえば、１年生が不在。部員数は

総勢 25 名程度。紅白戦がどうにかやれる人数で

あったと思う。しかし、前年のシーズンで活躍し

た２年生、３年生がいて、戦力としては正に少数

精鋭であった。しかも練習する上では 1 年生がい

誇りと悔いが織りまざり

オーストリアの結構美人のスキーヤーが華麗な滑

りを披露していた。

その後も苗場（渡辺宏の親父の会社の寮）など

に行った。当時はあまり写真を撮らなかったのか

スキーの写真は少ないが、小柳、山田と行った八

方尾根の写真があった。
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ないため、すこぶる効率よく、しかもチームの一

体感はこの上なくとれていた。雑用も皆で分担し

てこなしたりして、結構「民主的」な運営であっ

たと思う。

藪内さんのときは「負けた記憶がない」のだが、

私が主将を務めたこの年も、どんな相手と戦って

も負ける気がしなかった。上妻、俵、黒沢という

２年生トリオのトップ、小柳、八林を中心とした

中盤、田代、吉崎を中心とした最終ライン、GK

は 3 年生の小原であった。

交代メンバーも古村、清木、桜井、金丸、戸井、

鹿島……とそろっていて層も厚い。

リーグ戦は５勝１分１敗で優勝した。もちろん

嬉しかったが、それ以上に入れ替え戦に勝って１

部に昇格するというのが目標であったので、リー

グ優勝は通過点という感じであった。しかし、入

れ替え戦では中大に木端微塵に打ち砕かれた。完

敗であった。

我々は勝負に対してナイーブすぎた。今思い返

しても悔しい。そして私自身はもう1年留年して、

なんとか目標を達成したいと考えていたが、何人

かの後輩から「頼むから卒業して下さい」と言わ

れた。留年してもサッカーはやらせてもらえない

雰囲気であった。そんなに煙たがられていたのか

……。

そんなこともあって、卒業して新日鐵に入社し

た。配属先は姫路にある広畑製鐵所。サッカー部

は関西社会人リーグの１部にいた。浅見先生から

教わったことの中で、今もなお心に残っているこ

とを記す。

「チームとしての力というのは、結局のところ

監督の力量、主将の力量に制約される。それ以上

の結果は出ないものだ」

「今年の東大のチームはサッカーのうまい順に

11 人選んだとしたら、君はレギュラーメンバー

には入らない。ただ、うまいやつだけで試合して、

チームとして強いかというとそうではない。そこ

が難しくもあり、面白いところなんだ」

「広畑でよかったぞ。八幡では必死になって練

習しても、やっと試合に出られるかどうか……仕

事もあるだろうし。むしろ広畑を強くするという

目標をもったらどうか。（当時の新日鐵八幡は日

本リーグの古豪として、メキシコ五輪の銅メダリ

スト５名を擁するチームだった）」

これらは自分が社会人としてどのように振る舞

い、努力していけばよいのか示唆に富んだ教えと

して、深く強く胸に刻んだ。

新日鐵広畑で続けた部生活

昭和 45 年４月、私は新日鐵に入社して広畑で

サッカー生活を続けた。広畑のサッカー部は当時、

発展途上で、高卒新人と途中入社のスカウトを活

発に行い、日本リーグ２部を目指していた。私も

仕事を習い覚えながら、週末には関西社会人リー

グの試合をこなした。　

特に高校生の採用は仕事そのもので、サッカー

の強い工業高校を回り、入社後はサッカーのやり

やすい職場に配属し、上司にもその旨を頼んだり

した。ほとんど公私混同であったが、サッカー部

強化と、会社の目指す方向は合致していると思い

込んでいた。

そんな形で、49 年７月に本社転勤となるまで、

社会人選手として現役を続けた。この間、関西リー

グでは２回優勝、毎年全国社会人選手権に出場し

ていたが、その都度敗れ、ついに日本リーグ２部

昇格は果たせないままに終わった。

私の選手としてのサッカー人生の終幕は、姫路・

手柄山競技場で満員（2000 人）の観衆を集めて

行われた韓国浦項との親善試合だった。結果は１

―３で敗れたが、多数の韓国代表メンバーで構成

する浦項に善戦健闘したことは今でも大いに自慢

に思っている。

51 〜 52 年度の東大監督時代

監督に至る経緯：私が監督をしたのは、昭和

51 年、52 年度である。実は勤務の都合で卒業以

来はじめて東京に戻り、再び御殿下グラウンドに

顔を出すようになったのは 49 年の夏で、50 年度

には浅見監督に言われてコーチ格としてときどき

グラウンドに顔を出していた。　
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浅見さんから「来年度から監督になってくれ」

と言われたのは 50 年度シーズンが終わった某日

である。確かな記憶にあるのは「考えてみろ、後

事を託せるのはお前しかいないじゃないか」とい

う趣旨のことを言われ、尊敬してやまない浅見さ

んから数々のほめ言葉をいただき「諾」としか言

いようがなかったことである。

ところが、私の会社員としての立場は、そのよ

うなことを自分の一存で決められるものではな

かった。当時は新日鐵本社の労働部に所属してい

て、入社 5 年目という最も仕事上の負荷のかかる

ときであった。

上司ともいろいろ相談した結果「平日は午後 3

時から退出可、ただし業務に支障をきたさないこ

と」という条件で決着した。たまたま同じ労働部

の 1 年上に小笠原さんという方がいて、やはり東

大野球部の監督に推されていた。同時期に東大運

動部の監督を 2 名出すということで労働部長はい

たく感激して、結局、小笠原さんと私は当時の労

務担当の常務から口頭で（正式な）辞令をもらっ

て、勇躍サッカー部の指揮をとることになった。

監督としての決意：こうして後顧の憂いなく監

督となった。当時の生活の基本パターンはおおよ

そ次の通りであった。

月・金　　　　休養日（練習休み）

火・水・木　　午後３時 30 分から御殿下グラウ

　　　　　　　ンドで練習

土・日　　　　午後に練習もしくは練習試合

しかし月・金の休養日というのは、練習がない

日ということで、監督、コーチ、若手 OB スタッ

フらで練習内容の相談、選手のコンディションの

把握、そして試合に向けての戦術の議論などをし

た。従って当然のことながら毎日毎日サッカーの

こと、選手たちのことを考える生活であった。自

分自身、年齢も 20 代後半で、まだ若く体も動くし、

情熱も人一倍であったと思う。そして、こうした

「気合い」は監督としての実力、現役選手の実力

はさておいて、結局、自分の現役時代の思考パター

ンから抜けきれず、当然のこととして「関東大学

リーグ１部昇格」という目標を掲げた。自分が現

役のときに果たせなかった夢を監督として実現し

よう、と強い決意を持ったのである。

冷静な参謀として、私を支えてくれたコーチの

兵頭君、池森君は選手諸君の状況をよく掌握し、

日々の練習計画の策定に尽力してくれた。私が監

督になるとき「若手 OB が交代でグラウンドに

行って、監督を補佐する」という一項目があった。

しかし若手 OB を特定せず、グラウンドに行く日

時を特定せず、従って補佐の内容もあいまいなま

まのものであったため、私にとっては空証文みた

いなものだった。従って必然的に毎日のように顔

を合わせる兵頭君、池森君に頼ることが多かった。

そして確か 52 年度シーズンは、春に大けがをし

てシーズンを棒にふってしまった山崎君にも加

わってもらい作戦面を補佐してもらったと思う。

　

51 年度の経過：無我夢中であった。練習・試合・

練習・試合というサイクルの中で、何とかチーム

の形をつくろうともがいた。しかし手元にデータ

やメモがないので正確さを欠くと思うが「ほとん

ど勝利の記憶がない」のである。そしてリーグ戦

の最終２試合だけ勝ち、かろうじて下との入れ替

え戦を免れたのである。

この年はメンバーをある程度固定して戦えた

が、一番の問題点はチームのリーダー格不在で

あったと思う。リーグ戦のほとんどの試合をキャ

プテン不在で、しかも 3 年生以下のメンバーで

戦ったのではないか。とにもかくにも関東リーグ

に残留できてホッとした。

52 年度の経過：前年度のシーズンで主力とし

て戦ったメンバーのほとんどが残り、それに新戦

力を加えて磨きをかける年となるはずであった。

監督としての欲も出てきた。事実、春の対抗戦は

ともかく、国公立大会では優勝し、京大戦も勝っ

て、シーズン前半はチームづくりの成果も出て手

応え十分であった。けがで抜けた主将の山崎君の

穴を埋め切ったかのようでもあったのだが。

結局、この年は１勝１分５敗で入れ替え戦に回
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り、立正大学に敗れて 2 部降格の憂き目にあうこ

とになった。

リーグ戦 7 試合のうち今でも覚えていて悔いが

残るのは慶応大学との一戦だ。

２―１でリードしていた後半 30 分ごろか、中

盤の湊君がバテバテで動きが悪くなり、井田君と

交替した。それまで湊君はリズムよく中盤でボー

ルを配し、チームの軸となって機能していた。「最

後までがんばれ」と思ったが潮時をみて交替させ

た。そしてその後、１点を返され結局２―２の引

き分けに終わった。

なぜこの試合だけを覚えているのか？　慶応大

学だからか？　それもあるかもしれないが、ちょ

うど４戦目、後半戦に向けての天王山だったのだ。

勝てた試合でもあったからだ。選手はよく戦った

し、内容も伴ったものだったが、結果が出なかっ

た。その後しばらくの間、この選手交替はトラウ

マのように私の頭を悩ませた。「勝っていれば次

の試合に勢いをつけられたのに……代えなければ

よかったか……」と。

入れ替え戦で負けた日から、その後しばらくの

間、余りのショックで思考停止の状態が続いた。

後日、OB が集まったときに、小山さんから「今

年の監督として来年のチームを建て直すポイント

を話してくれ。今年の反省もふまえて」という趣

旨のことを言われても、しどろもどろにしか答え

られなかった。そんな調子だったので、現役の選

手諸君にも、監督としての力量不足を謝らなくて

はならないのに、結局、皆さんにきちんとした話

をしなかったのではないか……。

悔やむことが多い中で、やはり一番残念だった

のは、山崎君の不在。そして痛み止めの注射を打っ

て試合に出た平林君のこと、けが人が続出したこ

と、等々。だが、いずれにしても、２部降格とい

う負の思い出を背負って卒業しなくてはいけな

かった当時の４年生諸君に対しては、余りに遅す

ぎると思うが、当時の監督としてお詫びしたい。

53 年以降〜今日までのこと

私は 52 年度のシーズンのあと、会社の指示で

53 〜 55 年、西独に行った。これはもともと決まっ

ていたことであるが、やはり 2 部降格を招いた監

督の留任は考えられない。後任の古村君、そして

内田君、吉澤君と苦労が引き継がれたことも気に

なる。私自身は 2 年間、西独に「傷心旅行」をし

て、見聞を広め、帰国後、新日鐵君津製鐵所に勤

務した。そこでもやはりサッカー部の監督兼マネ

ジャー兼選手をやり、地元の子供たちを集めて

サッカースクールを設立、運営した。思えば、東

大の現役の時、浅見さんの指導の下で少年サッ

カースクールの運営を手がけてから一つの行動パ

ターンが決まった気がする。

新日鐵に入社して、広畑、本社、君津でサッカー

部の運営をしながら選手としてチームを引っ張

り、また地域の子供たちを集めてサッカースクー

ルを開催して、サッカーの普及に努めたことであ

る。勤務地でのサッカー部のレベルも目指すとこ

ろも違っていたが、私自身は自分の年相応、でき

る限りのことをしながら充実した時間を持つこと

ができたと思っている。

特に J リーグができてからは、大学サッカーの

位置づけが昔とは大きく変わっているし、また、

そもそもサッカー人口が膨大にふくらんでいる。

昔は東大に入学して初めてサッカーボールに触れ

た部員もいて、そういう人が努力して試合に出た

りしていたものだが、恐らく今の新入部員はほと

んどが経験者なのだろう。

しかし、大学４年間の生活をサッカーに打ち込

んで目標の達成に向けて邁進するという点では、

昔も今もさほど変わりはないのではないか。環境

や諸条件の変化はいつもあるものだから、結局現

役諸君がサッカーに対してどのくらい強い気持ち

を持って臨むのかによってくると思われる。

「サッカーを通して充実した人生」を送ること

ができた私は幸福だと思う。同じことを後輩に望

むことは愚の骨頂と思うが、それでもなお強い

リーダーシップを持った後輩が出てきて、東大の

快進撃が始まることを夢にみる。そして、もし可

能ならば自分もその快進撃に一枚かんでみたいも

のである。
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昭和 45 年卒業　吉崎英雄

卒業して 40 年ほども経つと記憶は薄らぎ、断

片的なものばかりである。その断片的な思い出を

思いつくままに綴ってみる。

入部

大学に入ったら高校時代のサッカー漬けとは少

しは違うことをしたいと思っていた。入学後２ヵ

月ほどたったある日、駒場キャンパスから本郷

キャンパスに行ったときに御殿下グラウンドで

サッカー部の練習を見て、体のうちから血肉のた

ぎるのを感じ、大学でもサッカーを続けることに

決めた。

サッカーは中学校時代に始め、高校でもプレー

を続けたものの、１年の浪人を入れると２年ほど

のブランクがあった。そのために、当初の練習に

体が悲鳴を上げていたこと、特に猛暑の中の検見

川合宿の厳しい練習のあとは食事も喉を通らな

かったことなどが、脳裏に焼き付いている。しか

し、入部を決心した以上はサッカーに打ち込むと

いう覚悟は、その後の４年間揺らぎのないもので

あった。

リーグ戦、そして入れ替え戦

当時の東大は関東リーグの２部であったが、当

然のことながら１部昇格が悲願であった。チーム

が、また各人が１部昇格を胸に練習に励んだ。幸

いにも、２年次（昭和 42 年）のリーグ戦から出

場の機会を得た。

ポジションは、４―２―４システムのセンター

バック、高校時代にＷＭフォーメーションの最後

尾センターハーフをやっていたので、落ち着いて

プレーできるポジションであった。基本に忠実な

プレー、セーフティ・ファースト、味方に声を掛

ける（掛け合う）ことを目標に、特にポジショニ

ングに腐心した。

２年次（昭和 42 年）のリーグ戦は、初戦から

３連勝をしたものの、その後は勝てず、３勝１分

け３敗の結果に終わった。

翌昭和 43 年は、上妻、黒沢、俵というそれぞ

れ個性豊かな有能な新入生がフォワードに加わっ

て、得点力がアップし、チーム力も向上した。日

体大、東京農大、東大が５勝１分け１敗で並んだ

が、得失点差で３位となり、入れ替え戦出場を逃

し無念の涙を飲んだ。

４年次（昭和 44 年）は、前年の悔しさをバネ

に今年こその思いで臨んだ。結果は、東大、日体

大、東京農大の三つ巴は前年と変わらず、５勝１

分け１敗で３校並んだものの、東大が得失点差で

優勝した。

入れ替え戦は１部リーグ最下位の中央大であっ

た。代々木グラウンド、前夜来の雨、また試合中

も降り続く小雨で、滑りやすい芝のピッチコン

ディションであった。チーム全体が緊張感のため

か、試合開始早々から思いがけないミスや、要の

上妻が相手選手に削られ退場を余儀なくされた不

運もあったが、チームとしてそれまでやってきた

ことすら出来ぬまま、ズルズルと大量得点を許し、

結果は０対７の惨敗であった。

スコアほどの実力差はないと信ずるものの、気

力、出足、スピード、組織的プレー等、１部リー

グで揉まれて来ていただけに相手が一枚上だと実

感した。ぶざまな試合で、先輩始め多くの方々の

期待を裏切ったことを恥じるとともに、翌年こそ

夢実現をと後輩に託す気持ちでいっぱいであった。

少年サッカー

浅見監督の発案であったと思うが、昭和 44 年

（私の４年次）に少年サッカー教室が始まった。

対象は小学生から中学生まで。教えるのは我々現

役のサッカー部員で、毎週日曜日の午前中、１時

間半ほどの教室であった。私の担当は小学生の低

学年で１年生から３年生のグループであった。

小さな子供たちにサッカーをどう教えるかに最

初は戸惑ったが、子供たち自らが向上心を持つに

は、サッカーが楽しいものでなければならないと

我がサッカー断章
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昭和 47 年卒業　宮路康利

試合の前日は全員が寝泊まり

今から 40 年弱前、我々が現役のころ、農学部

構内地震研のすぐ東隣の土地に東大サッカー部の

合宿所がありました。現在の部室から至近距離の

所です。木造平屋建てで、部員の使える部屋が大

小四つ、管理人（大学の職員）の家族の部屋が二

つほどありました。だいぶ前にＯＢの方々が資金

を集めて建ててくれたもので、当時すでにかなり

考え、遊びを取り入れた練習に心を砕いたもので

ある。同時に、守るべきマナー、礼儀、躾にも注

意を払った。グループに２年生の女子児童が一人

加わっていて毎週熱心に参加した。男女の分け隔

てない家庭の教育方針に感心もし、私自身も男女

の別なく練習をさせた。自ら学ぶものが多かった

経験であった。

今もなお御殿下少年サッカーが続いているとの

こと、嬉しいことである。

シニアサッカー

一昨年（平成 18 年）の９月に還暦を迎えたが、

その時期に母校小石川高校のシニアサッカーチー

ムが結成され、私もそれに加わった。サッカーを

プレーすることには縁遠くなっていたものの、

46 歳を迎えたときに、鈍った体を鍛え直すべく

スポーツジムに通い始めた。以来週２回のトレー

ニングを続けていたので、体力的には何ら抵抗感

なくシニアサッカーに入り込めた。

しばらくして小石川シニア（シラク）と東大Ｌ

Ｂシニアが対戦する機会が何度かあり、そうこう

するうちにＬＢでもプレーするようになった。今

や、ＬＢとシラクの掛け持ちである。10 年以上

もの先輩の元気溌剌なるプレイにいつも刺激を受

けている。こうした先輩を見習い、長くサッカー

を楽しみたいものである。

農学部の旧合宿所

の年季が入っていました。我々が新入部員のころ

は、息子さんが帝京高校のサッカー部員だった方

が管理人でしたが、その後間もなくおばあちゃん、

その息子夫婦とその娘で３歳くらいの女の子（そ

れに猫一匹）の４人家族に交代しました。

我々が２年生のときからだったと思いますが、

リーグ戦の前日には全員そこに寝泊まりし、朝飯

を一緒に食べ、グラウンドへ向かうパターンが始

まりました。このやり方は、我々が卒業するまで

続きました。一応合宿所の使い方としては、期待

されるあり方です。

２年生の後半になり、だんだん部の中心的存在

になってくるころから、リーグ戦のときのみなら

ず、ここを生活の根城にする部員も出てきました。

とにかく家賃はタダだし、食事は学食で食べれば

安くつく、管理人がいても我々を管理するわけで

はなく、だれでも出入り自由だったので、ここを

住居としたわけです。苦学生の部員のことも念頭

に置いた（？）建築当初の目的からすると、これ

も期待される使い方であったと思われます。ただ

当時すでに東大は、学生の親の所得が日本一高い

大学になっていましたから、彼らが苦学生であっ

たかどうかは別の話です。

期待されない使い方も

自宅から通学していた連中もちょくちょく寝泊

まりしていました。当時の学生は、麻雀をよくや

り、練習後でも４人集まると合宿所で卓を囲むと

いうことも結構ありました。夜遅くなると、管理

人の迷惑にならないよう毛布をかぶせて牌を混ぜ

てやったものでした。これが高じて徹マンをやっ

た後、練習に出てきた者もいましたが、これはい

けません。ＯＢからも麻雀をするなとは言わない

が、何時間も続けるのはサッカー選手にとって良

くないとの訓示を受けていました。おまけに合宿

所は雀荘のように椅子に座るわけではなく、畳の

上に胡坐をかきながらのマージャンですから、体、

特に腰に良いことは何もありません。試験が近付

くと何人か集まってノートの交換をしたり、勉強

に利用することもありました。ただ記憶するかぎ
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りでは、そうした場合以外に合宿所で部員の勉強

する姿を見かけたことはなく、もっぱら麻雀その

他遊びや暇つぶしだったような気がします。

中にはひどいのがいて、管理人が飼っていた猫

に生体実験と称してビールを飲ませたり、しっぽ

に火をつけて反応の素早さを計ったり、あらぬと

ころに刺激を与えて反応を見たり、いろいろ悪さ

を仕掛けたものがいました。それでもその猫は、

どういうわけか我々を恐れず、よくなついてそば

に寄ってきましたが、これらは決して期待されな

い合宿所の使い方でした。

コンパの後の惨状

部員全員が合宿所に集まる機会が年２回ありま

す。一つは新入部員歓迎コンパ、もう一つは４年

生の追い出しコンパでした。歓迎コンパの後は、

生活の場である合宿所が、必ず入るのに二の足を

踏むような惨状と化しました。酒の経験の少ない

新入部員に先輩が片っぱしから酒を飲ませるた

め、悪酔いする者が続出しあたりかまわず吐き散

らします。おれたちが新入生のころは、窓まで我

慢して這って行き外へ吐き出したもんだ、などと

そこで威張っても後の祭りです。畳や布団に臭い

が染み付きます。畳は何回も雑巾で拭き、布団は

虫干しします。臭いが消えるまで数日間かかりま

すが、その間も麻雀はしていました。

追い出しコンパは、そんな惨状にはなりません

が、愚痴、涙、不満、その他いろいろ飛び交いま

した。

管理人の家族の中では、おばあちゃんがもっと

も気を使ってくれました。息子夫婦の方は、我々

の生活ぶりにあきれたのかどうか、あまり関心を

示すふうはありませんが、おばあちゃんの方は土

間で会うと、昨日は遅くまでやってたけど大丈夫

か、とか声をかけてきました。我々のようすをよ

く見ているようでした。１人でいたりすると、他

の人には内緒だよと言って、果物や菓子をくれま

した。聞くとほかの連中ももらっていたようなの

で、おばあちゃんが我々学生を手なづける術だっ

たのかもしれません。

先輩が期待したのかもしれないような生活では

なかったものの、本当にいろいろお世話になった

合宿所でした。

昭和 52 年卒業　小野田荘平

おそるおそる入部

５年間お世話になった東京大学ア式蹴球部を卒

部してもう 30 年以上経つ。おぼろげな記憶をも

とに書くわけだから、間違った記述もさぞ多かろ

うと思うし、近い年代の人にしか通じない文章と

思うが、その辺は平にご容赦頂きたい。

昭和 47 年、都立西高校から一浪して理科Ⅱ類

に入学した。多分４月の中旬頃、御殿下グラウン

ドへア式蹴球部の練習を見学にいった。この時、

同期の堀井と上妻さんの弟も見学に来ていたと思

う。高校からサッカーを始めた下手くそな私が、

関東リーグ２部所属で伝統のある大学の本チャン

サッカー部でやれるか不安はあったが、東大病院

側のベンチに座って見ているうちに、何とかやれ

そうな気がして入部した。高校サッカー部の１年

先輩の天野さん、高校同期だがストレートで入っ

た遠藤さんが２年生でいたことも入部決断を後押

ししたものと思う。

４年生は上妻さん一人

安田講堂事件のあおりで昭和 44 年は入試がな

かったため、４年生（５年生？）は上妻さん一人

しかいなかった。従って今年は危機だという認識

が２年生以上には強かったものと思う。練習は主

に３年生の佐々木さんがリードしていた。「おま

えら、だいたいねー」で始まるお小言をたくさん

頂戴し、同期の間ではこの「だいたいねー」が流

行語となった。夏の検見川合宿まではＦＷをやら

せてもらったが、ＦＷでは務まらないと思われた

のだろう、合宿中にＦＢへコンバートされた。こ

のおかげで１年次から１軍半くらいに上がれたも

のと思う。秋のリーグ戦は準レギュラーとして、

けがを押して関東２部を死守
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大半の試合、途中出場あるいは先発で起用して頂

いた。

結果は２部７位に終わり、下との入替戦に出場

するはめになった。相手は明学大、場所は駒沢競

技場だったと思う。私は右ＦＢで先発出場した。

何か言いようのない重圧感があった。前半、私の

ＧＫ吉沢さんへの不用意なバックパスをカットさ

れ失点してしまった。結果は辛うじて逆転して４

―３で勝ち、関東リーグ２部残留が決まったが、

冷や汗ものだった。以降、下との入替戦は絶対に

避けなければという思いを強くした。

５年目もサッカーをする決心

４年次は痛恨の思い出がある。４年生となりレ

ギュラーの座も獲得し、同期の池森、南谷、影本

と不動のディフェンス陣を組んで練習に励んでい

た。秋のリーグ戦を控えた夏の終わりの検見川合

宿での古河電工との練習試合中、相手ＦＷの鬼塚

選手にスライディングタックルを仕掛けた時、右

肩にのしかかられ、右鎖骨を骨折してしまったの

である。このけがで秋のリーグ戦出場は不可能と

なった。右肩も痛かったが、心が一番痛かった。

同期の皆と同じグラウンドに立ってリーグ戦を戦

えなかったことがすごくさびしかった。

私は教養課程から専門課程に進学する際に留年

し、２年生を２回やっていて、もう１年在学期間

があった。５年目もサッカーをやろうかどうかは

それ以前から迷っていたが、このけががもう１年

やることを決定付けたと思っている。

半月板激痛をこらえて最後まで

最終の５年次は武田新監督のもとスタートし

た。有能な新人も多く入ったが、秋のリーグ戦は

最初から苦戦続きだった。緒戦から連敗が続き、

第６節の一橋大戦には勝ったものの、最終節の拓

大戦は負けたほうが下との入替戦という厳しい状

況に追い込まれた。前半早々、私のハンドリング

でＰＫを与えてしまった。ＧＫ青山がうまく防い

でくれて助かったと思ったのもつかの間、今度は

競り合いで相手ＦＷのひざが私の右ひざ半月板あ

たりに入り、激痛が走った。痛みがひどくダメか

と思ったが、すぐ最後までやらなきゃと思い返し、

痛みをおさえてグラウンドに戻った。ピンチを凌

ぐうち、後半の後半、ＦＷの阿部がドリブルでゴー

ルエリア左サイドに持ち込み、不得意な左足の

シュート体勢となってダメかと思われた瞬間、切

り替えして得意の右足でゴール。残り時間この１

点を何とか死守して、勝利した。

試合終了後、山上御殿側の斜面に陣取ったＯＢ

に挨拶している時、不意に涙がとめどなく溢れ出

た。何とか関東リーグ２部を死守したという安堵

感と、もうこんなに真剣にサッカーをすることも

ないだろうという寂しさからだったと思う。

今でも東大ア式蹴球部時代のこの５年間のこと

を思うと胸が熱くなる。入りたては何も分からな

い若僧が、何とか関東リーグ２部を死守しよう（古

いＯＢの方々にはお叱りを受けそうだが）と必死

にボールを追いかけながら少しずつ成長してい

く、そんな場を与えて頂いたと思っている。私を

鍛え、育て、生涯の友との出会いをくれた東京大

学ア式蹴球部に心から感謝するとともに、現役諸

君に熱いエールを送りたい。

昭和 53 年卒業　岡本（西山）由美子

苦労した記憶はない

私が伝統ある東大ア式蹴球部の初代女子マネー

ジャーとのことで、当時の監督でいらした浅見先

生より原稿の依頼をいただきました。わずか２年

ほど在籍しただけの私が寄稿するのは、おこがま

しいのですが、大恩ある先生からのご依頼ですの

で書かせていただきます。なにしろ出産のため勤

務先である監査法人を辞めて独立したとき、駆け

出しの子連れ公認会計士に最初の仕事を下さった

のが、浅見先生です。今でも先生のいらっしゃる

本駒込には足を向けて寝られません。

女子マネ第１号
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原稿の依頼文には「女子マネとして苦労した思

い出などを」とありましたが、実は全く苦労した

記憶はありません。むしろ、浅見監督始め、部員

の皆さんやＯＢの方々の方が、いろいろと気を

遣ってくださってご苦労されたのではないでしょ

うか。検見川での合宿や遠征旅行の折も、女子は

私１人という状態でも違和感や孤立感を持ったこ

とはありませんでした。御殿下グラウンドで、砂

ぼこりと戦いつつ練習を見ているのは楽しかった

です。

先輩の男子マネージャー

私が１年生で入部したとき、先輩マネージャー

は３人いらっしゃいました。４年生の兵頭さん。

この方はとにかく真面目で黙々と練習しておられ

ました。暑い夏場の練習でランニング途中に気を

失いながらも走り続け、グラウンドのコーナーを

曲がらずに壁に激突した、という逸話の持ち主で

す。それを他の部員から聞かされたとき、驚きな

がらも、さもありなんと思いました。

３年生は２人で、谷本さんと茅野さん。私にマ

ネージャーの仕事を教えてくださったのは主に谷

本さんです。当時の私は、銀行での振り込みもし

たことのない世間知らずでしたから、よく「かま、

かま」とからかわれました。「かまとと」の「かま」

です。通帳の入出金はまとめずに１件ずつにして、

摘要を記入すれば通帳がそのまま帳簿になること

や、ＯＢ宛の大量の郵便物の効率的な作り方など

を教わりました。封筒を少しずつずらして、一度

にのりづけする方法、切手シートの一部だけに切

れ込みを入れて素早く切手を貼っていく方法など

など。現在会計事務所を営んでいて、何通も郵便

物をつくるとき、いまだにそのワザは役立ってい

ます。

もう１人の茅野さんは、いつもニコニコと穏や

かに笑っておられたのが印象に残っています。プ

レーイングマネージャーとして練習熱心だったの

も覚えています。マネージャーの仕事があるため

１人だけ早く練習を切り上げなければならないと

きは残念そうにしておられました。

包丁持ったことないだろ？

そういえば１点だけ苦労がありました。学期の

始まりや終わりなど、節目節目にキャンパス内の

合宿所で飲み会があって、その際の料理担当が１

年生だったのです。私が初の女性ということで献

立作りから任されましたが、なにしろ高校卒業ま

でロクに料理をしたことがなく、当然レパート

リーなどありません。また、実家の父は下戸でし

たので、お酒に合うつまみも知りません。日本酒

にスパゲッティなど、変な取り合わせの料理を食

べさせられて、当時の部員の方々は大変だったで

しょうね。台所でも、一緒に調理している他の１

年生部員に「かま、包丁持ったことないだろ」と、

見破られました。こうして思い出すと、苦労した

のは私ではなくて、まずい料理を食べさせられた

部員の皆さんだったようです。

2 年生で学連担当も

２年生になってからは、関東大学サッカー連盟

（学連）担当になりました。当時東大ア式蹴球部

は学連の２部に所属しており、１部・２部所属の

各大学のマネージャーがつくる学連の会合に定期

的に出席しました。私は２年生で学連の中でも

下っ端でしたから、あまり仕事の内容は覚えてい

ませんが、構成メンバーが個性豊かで、楽しく過

ごすことができました。各大学のカラーが如実に

各マネージャーに現れるのです。早稲田はちょっ

とダサいけれども優秀で、慶応はとにかくオシャ

レ、青学もオシャレ。日体大は本当にスポーツマ

ンという感じ。国士舘と拓大は、私たち女子には

やさしいけれど、自校の下級生には目つき鋭くド

スがきいていて怖かったですね。

学連の仕事で一番楽しかったのは連盟の試合の

場内放送です。石神井など東京の地名を間違って

読むという失敗もしましたが……。また国立競技

場での大きな試合の裏方のお手伝いも楽しい時間

でした。一般の観客が入れない場所にいるという

のが面白かったのかもしれませんし、主催者側の

端くれにいるというのが楽しかったのかもしれま
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すごいところに入った

卒業してはや 26 年がたった。昨年（2006 年）

の京大戦を京大農学部グラウンドで久々に見た

が、８月の炎天下の中で恐るべきスタミナで動き

回っている現役選手を見て、自分が現役のときに

もこれくらいエネルギッシュに動き回っていたの

だろうかと懐かしい気分になった。

私自身は新人戦を除いて公式戦出場がなく、東

大代表チームを語るのは他の活躍された選手に譲

り、裏方としてゴール裏からまたは本部席から

チームを支えた一員として記憶を綴ることとした

い。

私が入部したのは昭和 52 年５月の連休明けの

土曜日であった。最初に先輩に案内された御殿下

グラウンド下の部室のあまりの古さ、汚さに愕然

としたことを覚えている。

高校時代に１年余りサッカー部に所属したとは

いえ１、２回戦負けの弱いチームであった。ただ

ただ入学時に渡された運動会報のア式蹴球部ペー

ジに「大学から始めても丁寧に指導するので、す

ぐに上手くなれる」という言葉に励まされたため

であった。当時二軍の指導に当たってくれた加川

先輩に感謝する次第である。

確か入った次の週の日曜に関東大学サッカー春

季対抗戦が土砂降りで水溜まりだらけの御殿下グ

ラウンドであり早大と対戦した。こんな土砂降り

の中でまさか試合はやらないだろうと思ったが念

のため出かけたら、部室は今から公式戦という熱

気と緊張感に包まれていた。試合は雨中の肉弾戦

となった。ゴール裏で球拾いをしていた私には GK

青山先輩の獅子奮迅のセービングや味方を鼓舞す

る声、SW 吉野先輩のよく飛ぶキックや１対１の

強さを憧れの気持ちで見ていた。前半は牧野先輩

の２ゴールで２対２と当時大学 No. １であった早

大と互角に渡り合った。結果は２対５で敗れたが、

すごいところに入ったものだと実感した（当時は

東大サッカー部の歴史など何も知らなかった）。

計 27 日間の検見川合宿

その後の思い出は、ただただ練習が厳しかった

ことしか覚えていない。武田監督の尽力で遠い釜

石まで合宿に行ったこと、夏の検見川が暑かった

ことを覚えている。

秋季リーグ戦が始まったが惜しい試合を落とし

勝ち点が伸びず結局７位。下部への入れ替え戦を

駒沢陸上競技場で戦い立正大に１対２で敗れ、創

部以来初めて東京都リーグへ陥落した。それ以来、

上部との入れ替え戦までは行っても関東リーグに

は復帰できておらず、これまでのところ、我々の

代が関東リーグを知る最後の年代となっている。

昭和 53 年は古村新監督、宮キャプテンの下、「一

年で関東リーグ復帰」を目標に臨んだが、東京都

リーグ一部６位という東京都リーグのレベルの高

さを思い知る結果となった。チームのレベルを上

げるには猛練習しかないという古村監督の方針の

もとで例年にない厳しい練習量をこなし、計 27

練習が厳しかった

せん。また、仕事ではありませんが、学連の女子

マネで、にわかサッカーチームを作り、何かの大

会に出場したのもよい思い出です。もちろん大負

けでした。

浅見監督や、ＯＢでは特に小山さんという方に

可愛がっていただきました。浅見先生には渋谷の

ロシア料理を、小山さんにはお寿司をご馳走に

なったのを覚えています。どちらも貧乏学生の身

には大変なご馳走でした。小山さんに連れられて、

銀座の高級クラブ（？）に足を踏み入れたことも

あります。私の（いまだに）一生に一度のクラブ

体験です。

とにかく、あまりお役に立てなかった半端マ

ネージャーでしたが、大勢の方々にお世話になり

ました。あらためてこの場をお借りしてお礼申し

上げます。またマネージャーだったのはン 10 年

前のこととて、記憶が定かではなく、文中に誤り

があるかもしれません。どうぞお許しください。



127

第５部　御殿下の青春

日間の検見川合宿が長かったことを覚えている。

このときはボールをつないで運ぶサッカーを志向

し、今のオシムサッカーの Moving Football に通

じるものがあったが、残念ながら私には基礎技術

も頭もついていけなかった。

昭和 54 年は主力選手が４年生に多く残り、上

に上がるならこの年と期待された年であったが、

今から思えば東大の得点源である平林先輩、飯島

先輩が徹底的にマークされ、結局は秋季リーグ５

位と、上位４チームに与えられる関東大会出場権

を２年続けて逃すという結果になった。

昭和 55 年は我々が４年生となり責任年代と

なった。４年になった時点でいたのは福田キャプ

テン、安藤副キャプテン、松元、田河、新加入の

田中、牛窪の６名であった。チームは支え合い助

け合うことが必要と考えたが、それには少し心も

とない人数であり、また、福田が膝の故障で試合

にほとんど出られなかったため、後輩たちの力を

借りてチーム作りを進めた。

一橋大戦で微妙なＰＫに恵まれる

この危機感がチームとしての結束を生んだのか

秋季リーグ戦４位となり、関東大会ではあと一つ

勝てば上との入れ替え戦というところまで行っ

た。このときのリーグ最終戦は東大対一橋大であ

り、東大が勝つか引き分ければ４位、一橋大が勝

てば４位という試合であった。試合は後半 40 分

まで一橋大に０対１でリードされ、本部席で見て

いた私は「４年間のサッカー部人生も今日で終わ

りか」と半ば観念していたところに、東大がＣＫ

を蹴ったときに相手ＧＫがゴール前にいた東大Ｆ

Ｗ清水（当時２年）を押したとの判定でＰＫとな

り、これを斉川（当時２年）が決めて１対１とな

り、東大が４位となり関東大会へ進むことができ

た。

関東大会１回戦は千葉大に２対０で勝ったもの

の、これに勝てば上との入替戦という準決勝では

明治学院大学に０対２で敗れ、我々のサッカー部

人生は 11 月末に幕を閉じた。

なお、このときのＰＫは味方である私も「取ら

平成 8 年卒業　松行輝昌

私は大学時代を東大サッカー部で過ごすという

幸運に恵まれた。この間の経験は、その後の私の

人生に大きな影響を与えている。ここでは、記憶

を頼りに当時の状況を主観的、かつ断片的に記す

ことにする。

当時の状況

私が入部した 1992 年度（平成 4 年度）のチー

ムは戦力が充実し、現実的に関東２部リーグ復帰

の可能性があったように思う。当時のメンバーに

は、有馬（GK）、星川、前田（DF）、清水、信国

（MF）、瀬戸（FW）各先輩方をはじめとして東

京都リーグにおいても突出した選手が多く在籍し

ていた。ポストプレーを軸につないで組み立てる

攻撃と４バックのラインディフェンスを採用した

守備は、東大サッカーの象徴であった。

1992 年には東都１部で４位になり、関東選手

権でもあと１勝で入れ替え戦というところまで勝

東京都リーグで上位を維持

なくてもよいのでは」と思うくらいの微妙な判定

であり、この判定で涙をのんだ一橋大の選手には

とても申し訳ないと思っていた。

あれから 25 年たち、関西在住者で東大・一橋大・

京大同世代ＯＢの合同忘年会を開催した。そのと

きに当然このＰＫの話題となり、その試合で一橋

大ＣＦだった日置君（新日鐵）より「（東大に関

東大会を）譲ってやったんだ」と言ってもらい私

は随分救われた思いをした。

卒業して 26 年という自分が大学生であった年

齢より永い年月が過ぎ、こうして昔戦った仲間が

集まり思い出話をできることをうれしく思うし、

来年こそ関西で東大・一橋大ＯＢ連合軍対京大Ｏ

Ｂの試合をできるようにトレーニングに励んでお

こうと思う。

　(2007 年 12 月 29 日、大阪府茨木市にて )
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ち進んだ。当時の部の雰囲気は非常に家族的であ

り、照明設備の整った農学部グラウンドと、隣接

する２階建ての部室、優れた指導者など、サッカー

を真剣に楽しもうとするものにとっては理想的な

場だったと思う。

1993 年以降のリーグ戦はいずれも楽ではな

かったが、チームワークを軸に善戦していたと思

う。特に印象的なのは 1995 年のリーグ戦で、同

期の前川主将の強烈なキャプテンシーを軸に、

GK 西馬君や畏友 DF 島君を中心にした鉄壁の

ディフェンスで、リーグ戦総失点がわずか１で

あったことは特記に値する。

名将吉田監督

私たちの世代は幸運なことに、吉田隆監督にご

指導いただけた。吉田さんは寡黙でありながら部

員一人一人にまで目を配られ、愛情に満ちた指導

をしてくださった。練習メニューは多彩で、各選

手は自分の頭で考えることを求められていたよう

に思う。技術・体力に劣る東大を指揮し東都リー

グで戦うことは容易ではなかったはずである。

また、扱いづらい東大生を率い、OB からの過

大な期待を受け、苦慮なさったことも多かったと

思う。

そのようななかで吉田監督はサッカー指導者と

しての優れた能力を発揮され、東大サッカー部を

コーチ時代を含め約 10 年のあいだ支えてくだ

さった。東大が東都リーグで上位を維持すること

ができたのは、吉田監督という傑出した指導者に

よるものである。　

吉田監督の攻撃理論の一部は、氏が当時サッ

カーマガジンに連載された『ゴールへのシナリオ』

に記されている。また、1993 年にはブラジル人

のマリオ氏が招聘され、ブラジル流ドリブルなど

の基礎技術を習う機会を得た。

以後、東大サッカー部選手の足元の技術が大き

く向上したことを記しておきたい。

私たちの世代は、吉田監督と巡り会えたという

幸運に感謝し、当時から今にいたるまで大きな敬

愛の気持ちを抱き続けている。

サッカー部の人たち

私は、東大サッカー部に在籍したことにより、

かけがえのない知己を数多く得た。先輩・同期・

後輩の方々とともに兄弟のように過ごした幸福な

経験は、私の人生を豊かに彩っている。当時の五

月祭や納会などでは OB の方々が多く駆けつけて

くださった。

特に、元全日本の大埜さんをはじめとして、先

輩諸兄が東大の関東リーグ復帰のために熱く語ら

れるのを拝聴し、胸が熱くなるのを感じたもの

だった。また、私たちが現役の頃から、原先輩を

中心に OB の方々がサッカー部復興のために組織

的に活動をされていた。

私たちが、夜遅く練習しているときに OB の

方々がグラウンドにおいでになり、ボール拾いな

どをされるのを見て頭が下がる思いだった。この

ように、私は東大サッカー部で高度なサッカーに

触れ、楽しんだだけでなく、生涯の友人と出会う

ことができた。そして、このことは私の人生に起

きた思いがけない幸運であったと確信している。
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我がサッカー人生

堀井由美子

昭和 51 年卒業の同期会

1975 年 11 月、リーグ戦終了後に実施した修学

旅行で、年に１度はみんなで集まって試合をしよ

うということで結成されたのが、昭和 51 年卒業

の同期会 ｢泥蹴会｣ です。以来 30 余年、毎年 11

月 23 日に原則全員参加でサッカーの試合をして

きました。

私は 1981 年、結婚を機に参加（応援）しました。

出産と重なった一回を除くと皆勤賞です。私が欠

泥蹴会の応援団
席した 1985 年は、結成 10 年ということで、下

田で一泊旅行という特別企画の会でした。しかし、

このときは、試合当日は晴天にもかかわらず、前

日の雨によりグラウンドが使えず、試合が出来ま

せんでした。泥蹴会はいつも天気に恵まれ、試合

が出来なかったのはこのとき１回だけです。他に

１回だけ、かなり雨に降られたこともありますが、

グラウンドが御殿下（人工芝）だったため、試合

には支障がありませんでした。

以後は、私が参加してからの記録なので、泥蹴

会そのものとは５年の時差があります。

最初の 10 年、メンバーも 30 代。学生時代の

延長で、思い描くサッカーが出来ていました。新

日鉄の国分寺グラウンド（現早実高校）で、相手

一橋 OB チームの試合と試合後の懇親会

2007 年 11 月検見川

泥蹴会のメンバー、1996 年ころ

泥蹴会とダックス OB チーム
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チームも、新日鉄のサッカーチーム。宴会は新日

鉄の山谷寮（代々木参宮橋）でした。南谷、植村、

池森諸氏は既に結婚し、その後、茅野氏を皮切り

に２年間結婚・出産ラッシュが続きました。泥蹴

会は家族参加という決まりだったので、このころ

の宴会は幼稚園さながらでした。３ヵ月に満たな

い娘を連れサッカー観戦をしたと、あとで両親の

顰
ひんしゅく

蹙を買ったものです。みんなオムツ持参の大

荷物。でも、紙おむつが普及し始めていたので助

かりました。当然、主人たちのサッカー応援どこ

ろではなく、土手で子供たちと戯れる日々でした。

子供たちが戦力に

次の 10 年、海外転勤者続出で先輩、後輩それ

に京大同期の永井氏の手を借りる一方、息子たち

が戦力になってくれました。俊敏なドリブルに親

父たちはついていけません。とはいえ、まだ中学・

高校生、なにせ軽量。メンバーに当たり負けをし

ていました。

一方メンバーは、頭では学生時代の華麗なプ

レー（30 代では可能でした）のつもりで、無茶

な走り込みをするものの、多忙で日々のトレーニ

ングもおろそかな 40 代のメタボな身体故に、故

障の多い時期でした。毎回誰かがびっこを引き引

きの帰途でした。

このころは、興銀の浜田山グラウンド、東大の

御殿下グラウンドで試合をしました。相手は興銀

チームや東大職員チームのダックスでした。子供

たちも大きくなり、私たちもゆっくりサッカー観

戦ができるようになりました。

そしてこの５年。大学入試・就職と忙しい子供

たちの足は遠のき、無邪気なメンバーの応援は妻

たちのみとなりました。仕事でも戦士から管理職

になっていき、それぞれシェイプアップし、メタ

ボを返上。地元のサッカーチームに所属したり、

シジュウカラというおじさんチームに参加した

り、ＬＢ会に参加すると共に、アスリートサッカー

からエンジョイサッカーに方向転換。意識も走り

こんでボールをゲットするのではなく、「ボール

は足元に」を鉄則にする余裕が出来、故障も少な

くなりました。

妻たちのメタボ対策

加えて、日ごろからボールに接触する機会が多

くなった分（主人は 40 代までは年１回でしたの

が、50 になって月２回はサッカーをしています）、

皆以前より身体が動いているようです。40 代に

は見られなかった華麗なプレーを目にするように

なりました。

グラウンドは検見川。相手チームはダックス

OB チームと一橋 OB チームの三つ巴戦です。以

前は泥蹴会 only の宴会でしたが、検見川のクラ

ブハウスでの宴会は、いつも３チーム合同なので、

今回のみならず、昨年の試合にまで遡って、話が

とても盛り上がっています。

普段とても元気なメンバー。40 代までは若さ

に任せ、さほど心配なかった健康面でしたが、さ

すがに 50 に入ると、長年の不摂生が祟ってか、

それぞれ成人病系が危うくなってきました。本人

たちもタバコをやめたり、防メタボ対策をしたり。

そして、それを支える妻たちです。　

泥蹴会は同期の会、妻の抱える悩みも似たり

寄ったりです。サッカー観戦しながら、妻たちは

夫の健康に関する情報交換頻
しき

りです。熟年を過ぎ、

今後はさらに役立つ情報が飛び交うことでしょ

う。

いつまでも続いて欲しい泥蹴会です。それがメ

ンバーの、そして家族の、心と体の健康の証であ

ると思うからです。

（筆者は昭和 51 年卒業　堀井茂夫人）

昭和 53 年卒業　山崎隆志

膝半月板損傷

膝半月板は大腿骨と脛骨の間にある繊維性軟骨

様組織で、荷重の緩衝作用すなわちクッションの

ような働きをしています。高齢者では変性断裂と

膝半月板損傷、
外科医志望に転向
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いう加齢による自然断裂もあるのですが、若年者

では多くがスポーツによる損傷です。半月板は骨

ではないのでレントゲンには写りませんが、ＭＲ

Ｉという磁気を用いた画像検査により可視化でき

るため、今では半月板損傷は比較的容易に診断で

きます。

軽度な場合は放置しておいても構いませんが、

生活やスポーツに支障がある場合は手術が必要に

なります。半月板は血流が乏しく成人では自然治

癒力が非常に小さいからです。

関節鏡手術がスタンダードで、血流が残存して

いる部位では縫合術、それ以外の部位では半月板

切除が行われます。１センチ程度の傷が２ヵ所つ

くだけで、入院期間も３〜４日と短く、またスポー

ツへの復帰も程度によりますが１ヵ月程度で可能

です。

４年生の公式戦初戦で

私は４年生の公式戦初戦、４―１で敗れた早稲

田とのゲームで右膝半月板を損傷しました。当時、

名の知られている中盤選手に膝外側から当たら

れ、“ぐしゃっ”とした感じが膝にありましたが

最後までプレー続行が可能でした。帰宅途中は膝

の違和感を覚える程度でしたが、翌日に激痛とな

り近所の医者に診てもらいました。レントゲンの

異常なく、しばらく様子をみるようにとの指示で

２週間もすると歩行や階段など日常生活には差し

支えのない程度に回復しました。

しかし、サッカーは無理でした。練習が５分を

超えると、膝の痛みが増して走れなくなりました。

もう少し休めば治るかと考え、練習をさらに 1 週

間控えましたが、やはり練習すると５分程度で膝

が痛くなってきました。さらに休めば治るかと、

休んでは練習再開を繰り返しましたが、一向に良

くなる気配はなく、プレーできず主将の責務を果

たせない、いらだちが募りました。

いくつかの整形外科で診察を受けましたが診断

がつかず、代々木のスポーツ診療所の膝専門医か

ら確定診断には関節造影が必要といわれ、東大病

院に一泊入院して検査し、やっと半月板損傷との

診断がつきました。

治療の一環として筋力強化を指示されました

が、大腿四頭筋は廃用性萎縮により健常側より周

径は３〜４センチ細く、全く改善のきざしがな

かったので手術を受けることにしました。結局、

シーズン中にプレーができたのは第１戦のみで、

実質的に練習に参加できないシーズンとなり、

チームのみんなには多大な迷惑をかけてしまいま

した。

都リーグ陥落を病院のベッドで聞く

留年して来期のリーグ戦出場を目指し、その年

のリーグ戦終了後に手術をする予約をしていまし

た。しかし、リーグ戦では１勝１分５敗の７位と

なり、“全くの想定外”といえば嘘になりますが、

下との入れ替え戦になり、東京都リーグへの陥落

の知らせを都立大塚病院のベッドで聞きました。

７センチ程度膝関節を切開する手術であったの

で約 1 ヵ月入院し、その後リハビリに励み、５年

生としてサッカー部に残りました。膝の痛みはほ

とんどなかったのですが、けがの多い身体となり

残念ながらチームへの十分な貢献はできませんで

した。

専攻の物理より打ち込んできたサッカー部の５

年間は、対戦成績やプレーとしては不満いっぱい

の結果でしたが、一言では言い表せないほどの有

意義で充実感にあふれていた学生時代として、今

では懐かしく思い出します。

物理学科修士課程に進みましたが、物理学上の

新発見をする才能がないことを自覚し、東大医学

部に再入学し、膝の手術を受けたこともあり整形

外科医になりました。

この 20 年で医療は進歩しました。私は整形外

科では背骨を扱う脊椎外科を専門としています

が、医師になったばかりのころは、術後 1 ヵ月以

上ベッド上の安静を強いる手術も多くありまし

た。それが今は大きな手術でも術後２日で歩行練

習を開始し２週間程度で退院できます。

現在の医療水準であれば、私の半月板損傷も早
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期に診断がつき、鏡視下手術で十分秋のリーグ戦

には間に合ったでしょう。そうすれば、入れ替え

戦敗戦のホイッスルをみんなと一緒にグラウンド

（pitch）で聞き、落ちる瞬間の感情を共有できた

であろうと残念です。私たちの世代は時代の流れ

に抗する力がなかったのだと、今では過去を受容

しています。

　　　　　　　 昭和 41 年卒業　渡辺　翼
たすく

  

サッカー部の仲間が駆けつける

昭和 41 年卒の渡辺翼です。４年生の始めに足

首の骨折をして試合に出るのをあきらめ、以後 1

年生の教育や河島洋征主務の手伝いなどをしてい

たので、ほとんどサッカー部に貢献しておりませ

んでした。

この平成 20 年（2008 年）65 歳になり、勤務

しておりました北里大学水産学部を定年退職する

ことになり、２月 29 日に最終講義をいたしまし

た。１月くらいから 41 年卒業の仲間からいつ最

終講義をするのか、と聞かれていたのですが、ま

さか大学のある岩手県の三陸まで来てくれるとは

思ってもいませんでした。

ところで最終講義とは制度的に決まっているも

のではなく、一部の学生や教員がやってくれと依

頼して初めて行うので、演者にはそれをどうこう

することは建前上できません。それをみんなにや

いのやいの言われるのでしょうがなく、普通最終

講義の段取りを決める私の研究室の准教授（昔の

助教授）に頼んで２月 29 日に決めて貰いました。

まさか、と思っていたことが現実になりました。

平田攻主将をはじめ、安藤毅、河島洋征、藤井俊

治、水沢雅武の 5 人が三陸まできてくれたのです。

サッカーのシステムを材料に

私は、北里大学に 11 年勤めたので、それに引っ

かけ、講義の一部をイレブンと称してサッカーの

北里大学水産学部での
最終講義

話をしました。私たちが入部した昭和 37 年の夏、

お茶の水女子大学の写真部の学生が秋の大学祭で

使う写真を撮りたい、ということで何度か御殿下

グラウンドにきており、写真を撮っていました。

１年生の写真も撮っていたのでしょう。私と安

藤、武田勝年、藤井の写っている写真を後でくれ

ました。僕が貰ったのを紛失してしまったので、

安藤に貸してもらいデジタル化しました。写真１

がそれです。

講義ではこの写真を使って、三陸まで来てくれ

た５人を紹介し、最終講義の最初の話題を始めま

した。５人が来てくれたことが、北里大学水産学

部の学生、大学院生に与えたインパクトは強烈な

ものがあったと思います。

サッカーの話題は「フォーメーション」で、私

がサッカーを始めた中学生の２バックスの時代か

ら、高校生時代のＷＭ時代、そしてクラマーさん

が来て導入された４―２―４システム、岡田ジャパ

ンが対タイ戦で使った４バックス（もしくは２

トップ）システムと話を進めました。

最初の２バックスの説明は、かってのサッカー

の背番号のつけ方の由来を、若い人に説明するた

めに必要でした。

ところで、このようなフォーメーションの変遷の

中で、日本サッカーは強くなったでしょうか。むし

ろ逆に弱くなっていったのではないでしょうか。

確かに今の日本代表はサッカーがとても上手です。

しかし点が入らない。それにはフォーメーション

がむしろ足を引っ張っているように思われます。

日本人は第２次大戦後「几帳面」に働き、日本

写真 1
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経済の復興を成し遂げ、世界有数の産業社会を

作ってきました。この「几帳面」とは、日本の社

会システムの中で自らの立ち場（ポジション）を

守り、システムに貢献することだと思います。

日本人の「几帳面」さがアダ

そのように「几帳面」が絶対的に正しいと教育

されてきたサッカー・プレイヤーを含めた日本の

若者に「フォーメーション」を与えたときに、ど

のように反応するでしょうか。フォーメーション

のポジションを「几帳面」にこなそうとして当た

り前だと思います。

しかし、サッカーのフォーメーションは決して

「几帳面」にこなすものではなく、意外性に富ん

だ展開を誘導するためのシステムです。すなわち

盤石の守備陣に穴を空けるべく意外なパスとドリ

ブルを行うためにあるのです。ここには練習のと

き以外「几帳面」さが入り込む余地はありません。

「几帳面」なサッカーは守備陣にとってとても守

りやすいのです。

トルシエさんが言っていた「日本に来て驚いた、

信号が赤で車が走っていないときでも日本人は渡

らず信号が変わるのを待っている、これではサッ

カーは勝てない」という言葉も同じことを言って

いるものと思います。決して日本人の遵法精神を

笑ったものではありません。ヨーロッパや南米の

ような世界の強豪サッカーと戦う日本サッカーを

作るためには、一度フォーメーションを止めてみ

ることも必要かも知れません。

生物学など自然科学の研究においても同じこと

が言えると思うのです。

これが最終講義のサッカー部分の内容です。講

義終了後６人で撮ったのが写真２です。

この原稿を書いたいきさつを申し上げます。最

終講義に先立つこと３日、２月 26 日に四谷のド

イツ料理屋でホットワインを飲んでいたときに、

「東京大学サッカー史」編纂に携わっている武田

が「原稿が集まるか心配だ、誰か書いてくれない

か」と言い出しました。

昭和 40 年卒業　石田金次郎

入学したときの技術レベル

昭和 36 年入学後、４月の中ごろに御殿下に行っ

て練習を見てこれはついて行けるかなと思いなが

らサッカー部に入った。先輩はたくましく見えた。

当時は、１軍、２軍と分かれて練習しており、

当然の如く２軍に仕分けされ、球拾いの時間が長

かった。ボールを蹴れるのは右足だけで、しかも

正確さに欠けていた。からっきしだめな右足プレ

イヤーであった。

当時、岡野さんがときどき来られて、竹腰方式

に代えてクラマーの方式の練習法を取り入れてい

た。ヨーロッパのクラブでは教授法がそれぞれの

クラブであるらしい。この方式での右足・左足交

互にインステップやサイドキックやボレーキック

やヘッディングを習得した。

１年生の冬には、梅村先輩の指導の下に農学部

東大の４年間で得たもの

写真２ 中央が渡辺翼

藤井がサッカー部の部室まで行って持って来た

昭和 37 〜 41 年頃の「闘魂」のコピーを見せて

くれました。それを読んだ日本語にうるさい廣瀬

英雄が「渡辺が良いことを言っている」と言い、

その鶴の一声で私が書くハメになったわけです。

そのとき同席していたのは、上記以外では、安藤、

河島、中岡智信、室賀清邦で計８人でした。

敬称略で失礼しました。
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で、太田直幹君と小生の 2 人が特訓合宿を受けた。

このときに、エド・マシューズのドリブルとフェ

イントを教えてもらい、不器用ながら習得し、以

後得意技の一つとなり大いなる武器となった。

２年生になって、一部から落ちてきた農大との

試合に左ウイングでリーグ戦初出場し、ハットト

リックした。足は左足、右足、右足でこのころは

左足も少々自信の持てるようになっていた。

以降、数多くの試合に出て、サッカーが楽しい

ものになっていた。練習の後に、焼鳥屋「白糸」

で歓談したり、また、同期の面々で新井家、樋口

家、畔柳家にもお世話になったことを覚えている。

実業団での経験

就職したのは関西の会社で住友金属である。か

つては種田先輩や吉富先輩がおられ、都市対抗な

どの常連になっていたそうであるが、当時は低迷

しており、我々の年には関学から宇野君が入社・

入団してきていた。

正確なプレーの出来る左足、インステップ・アウ

トサイド、カーブなど多種多様でかつ正確なプレー

が出来るようになり、ますますサッカーに興味がわ

いてきていたので、実業団の団活動に参加した。

昭和 40 年の岐阜国体の大阪選抜を選ぶセレク

ションがあり、その試合で左隅にシュートを決め

選ばれた。岐阜の国体は、常に１点差で勝ちを得

て優勝した。

しかし、このチームはクラマーの教えとはほど

遠いものだった。短期決戦では集中力の勝負であ

り、その点ではすごい集中力を発揮したからだと

思っている。岡野さんがメキシコで勝った要因を

振り返って、「人間の集中力は 2 週間が限度」と

のお話を受けたことがあるが、その周期にチーム

がうまく乗れたということであると思っている。

以後福井・長崎国体に参加して、初戦敗退、3 位

の成績であった。

貴重な経験

貴重な経験をした。昭和 40 年の夏に京都紫光

クラブと決勝戦を交えたが、０―１で敗れ、大阪

でやけ酒を飲んで列車に乗った。夜 9 時過ぎの中

央線「ちくま」である。車中ボックス席の人のす

すめで、朝５時ごろ木曽福島で降りた。

駅は高台にあり、木曽川まで降りて、川辺で川

の流れを見ていた。牛乳配達のおばあさんが声を

かけてきて、関所跡等案内してくれると言うので

後に付いていった。いろいろ案内してもらってい

るうちに家に寄って行きなさいとのことで、おば

あさんの家に寄った。

中央線の線路が目の前に見えるあばらやの２階

である。ビールを勧められて飲んだらそのまま寝

入ってしまった。目覚めたら、小学生の娘が寝覚

ノ床を案内するからといって連れて行ってくれ

た。帰ってきたら、山菜料理が出来ているから食

べていってくださいと言われ、たくさんの山菜料

理が用意してあった。今晩は泊まっていくように

と言われ、泊まることにした。お風呂が用意して

ありますからと言われ風呂に入った。後にも先に

も経験のない星空が見えるドラム缶のお風呂で

あった。翌日、帰るときには、お土産まで用意し

てくれた。

どこの馬の骨とも分からない自分にこれだけ親

切にしてくれるその気持ちに打たれた。

おばあちゃんは赤貧の生活である。牛乳配達、

駅の前の売店の店員で、子供は３人いて、長男は

中学校を卒業して東京に就職していた。子供たち

は、無償で１階に住む家族の子供に勉強を教えて

いた。これだけ貧しくても心は豊かに生活出来る

のを見て目が開かれる思いであった。「貧すれば

鈍する」というものとは「全く逆な世界」を見た

のは、貴重な経験であった。　　　　　　

岐阜国体の優勝のときにも、その帰途報告のた

めに寄ったが、その後何度もその家を訪れ、おば

あちゃんに感謝したしだいである。

初の外人スカウト

昭和 59 年、住友金属が日本リーグ２部から１

部に昇格し、チーム力強化のために外人を補強し

たいという話が持ち上がり、ロンドンにいた新井

佼一君に連絡を取り、彼がまとめていた在ロンド
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ンの日本人サッカーチームの名誉顧問のレス

リー・テーラー（英国サッカーのアマの代表チー

ム、ミドルセックスワンダラーズの顧問）に相談・

面接していただき、英会話教師でサッカーの出来

る H・デイビッド・ウェイトなる選手を採用した。

岡野さんにはレスリー・テーラーなる人物の評価

をお伺いして、会社採用の根拠とした。

日本サッカー協会から、彼はコンタクト（契約）

プレーヤーでプロであるから、日本では登録不可

と言われたが、東芝ロンドンにいた京大卒の伊藤

君の「コンタクト・プレーヤーはクラブから交通

費が出るだけの選手である」と助太刀の助言を頂

いて協会にご理解をいただき、当時、協会の事務

局の平木隆三さんだったと思うが、アマとして認

めていただいた。彼は、背が２m 超で、ガリバー

として新聞を賑わした。彼の保証人は日本ロレッ

クスのマクドナルド社長で、鹿島まで来て頂いた

こともあった。

杉並少年サッカーチームのお世話

昭和 58 年ごろ、杉並シーダーズなる少年サッ

カーチームの指導を要請され、営業課長として忙

しいなか、４年間、毎日曜日に少年サッカーの監

督・指導というボランティア活動をした。

このときに役に立ったのは、東大サッカー部で

教えていただいた練習方法である。右足しか蹴れ

ない子供たちであったが、最後は両足自由に蹴れ

るようになり、試合も「出ると負け」から「連戦

連勝」に変わった。東京都の少年サッカー大会で

優勝して、子供たちや父兄に大変感謝されたこと

を覚えている。

このとき、子供を集団で見て「子供」というも

のを考えたこと、また、躾を厳しく言ったが家庭

の躾が大切であるなと思った。そして、親御さん

の消防士や看護婦さんなどと付き合い、企業社会

ならぬ一般地域社会と触れ合えたのは、ありがた

い経験であった。

J リーグ・ウオッチャー

J リーグ発足と同時に、ＮＨＫが J リーグ・ウ

オッチャーという仕組みを導入し、ウオッチャー

になった。試合を見て J リーグに関する意見をレ

ポートするのである。前期の試合を見て、選手の

ラフプレーや隠れたファウル、審判の判定など目

に余るものがあり、試合だけでなく審判について

もよく見る必要があると提案した。後期から審判

についても評価項目が設けられてレポートするこ

とになったのを覚えている。

まとめ

東大サッカー部時代、岡野さんが日本の体育行

政、仕組みについて、学校体育や企業体育でなく、

ヨーロッパのようなクラブを主体とする社会体育

の必要性を力説されていた。実業団に身を置き、

企業の業績によって選手・チーム力の向上度合い

が変わったり、チームが統廃合されたりするのを

見、また、小さな地域のサッカーチームを指導し

て、健全な教育のためには躾や勉強とスポーツの

両立できるような社会体育の整備が必要であると

いうのを実感することが出来た。これまでの多く

の人の支援をいただいたことに感謝したい。

まだ、たくさんの思い出があるが、これらは全

て東大サッカー部で、クラマー式のプログラムで

左足の足技やヘッディング等の正確なプレーがで

きるような指導を受けて、自信を持てるように

なったことがベースであると思う。東大サッカー

部の４年間は、大変有意義であったと、いまさら

のように思う。

昭和 31 年卒業　山野一郎

子どものころ、小さなボールで

私の家の隣は小学校である。４年前にこの小学

校の校庭に芝を植える工事が始まり、今では冬で

も青々と芝が生えている。横浜で他に数校芝生化

したが生育状況はあまり良くないとのことであ

る。この学校の生徒数が少なく、あまり踏みつけ

12 歳から 70 歳半ばまで
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宿の小母さんはＧＫの楠田が一番上に名前が出て

私はウイングで一番下なので、楠田の方がよほど

偉いと思っていたらしい。

サッカーの夏合宿を山中湖で行なって、涼しい

中で思い切り動けたということは、東大サッカー

の技術の進歩には良かったと思う。合宿の終わり

の山中湖一周マラソンは車の少ない時代で、湖を

眺めながら気持ち良く走ることができた。苦しい

中にも忘れられない思い出である。

公式戦はよく頑張ったが負けが多かった。一つ

だけ昭和 30 年の正月の全国大学大会、１月４日

の準々決勝で相手のリーグ戦優勝チームの立教に

１―０で勝った試合を鮮明に覚えている。浅見か

ら立教ゴール前にフィードされたボールが、私の

３メートル先にいた小松にとんできた。私は当然

小松がヘディングすると思ったが彼はしなかっ

た。後ろにいた私は慌てて左から来たボールを右

腕の付け根に当てた。ボールは方向を変えてコロ

コロとゴールへ転がり込んだ。そのころの新聞に

は、リーグ戦優勝の立教を破ったということで大

きく取り上げられた。

卒業後就職して大分県の佐伯市に赴任したと

き、すぐにサッカー部を創った。私の他にサッカー

の経験者が２人いた。野球が盛んだったのでグラ

ウンドでサッカーをやったら野球部長から怒られ

た。仕方なく荒地を開いて狭い場所でサッカーを

やった。

大分は竹腰大先輩の出身地である。県選抜チー

ムで大阪の実業団の大会に行ったとき、竹腰さん

が来られて大分の人達と懐かしそうに話をされて

いたことがあった。

大分県に５年いて静岡県の富士市に転勤になっ

た。ここでもサッカー部を創った。若い人が多く

すぐサッカーに慣れて上手になってくれた。その

後東京に移り家は横浜に変わった。

現在 70 歳半ばとなったが、サッカーの方はま

だ続いている。サッカーＯＢインターハイ（ＳＯ

Ｉ）のグループで紅白試合をやり、ときには対外

試合もある。サッカーと出会った 12 歳のとき、

られていないから芝の元気が良いのかもしれな

い。私は暇なので草むしりを手伝ってやろうかと

思っている。この芝生のグラウンドで子供達が

サッカーをやったり寝ころがったりしているのを

見ると私のほうから芝生に有難うといいたくなる

ほどだ。

私がサッカーと出会ったのは 12 歳のとき、旧

制韮崎中学に入ったことによる。サッカーが盛ん

な学校で授業中にじゃんけんをして二手に分か

れ、休み時間になると冬でも裸足でグラウンドに

とび出し、スポンジボールやテニスボールでサッ

カーをやった。サッカー部に入らなくても十分に

サッカーができた。子供のときに小さいボールで

サッカーをやった方がボールに対する感覚が良く

なるのではなかろうか。テニスボールは小さ過ぎ

るとしても、この倍位の大きさで持ち歩きやすく、

扱いやすいボールがないのだろうか。裸足でサッ

カーをやったのは、終戦後で靴などなく皆下駄を

履いて学校へ通っていたし、下駄でサッカーをや

るのは危ないし、走れないからである。軍靴が出

廻っていたので、後にはこれを靴屋で改造しても

らってサッカー靴としたこともある。

リーグ優勝校の立教に勝つ

家が甲府に引っ越して甲府一高に入りサッカー

部に入った。１年のとき第４回国民体育大会が東

京で行われたが、県代表になり私は補欠として参

加した。このころの夏合宿は米と毛布を持参し、

寝るときは教室で椅子を並べてその上に横になっ

た。２年になったとき、ソ連に抑留されていた父

が帰って来て勉強しろということでサッカー部を

やめてしまった。

東大では１年のときはサッカー部に入り損なっ

てしまい、南アルプス等の夏山登山に行ったりし

ていた。２年になってから入部した。最初のころ

は素人みたいなものだったが、３年になったころ

に、やっとまともにボールが蹴れるようになった。

今では大学サッカーの結果は一般紙にはあまり

出ないが、50 年前は試合結果とともにメンバー

まで掲載された。楠田と本郷の下宿にいたが、下
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昭和 44 年卒業　北川　薫

サッカーが水に合う

50 年も前のことになります。あれは中学１年

生の秋ごろのことと思います。中学に入り、小学

校でピッチャーだった私は悩むことなく野球部に

入ったのですが、部風になじめずに２ヶ月ほどで

退部し、バレーボール部に入りました。それもま

たなじめず夏休み前には退部したのですが、次兄

から運動部に入るように強く言われました。そん

な折、体育の先生からサッカー部に誘われたので

した。水が合ったのでしょうか、それからはサッカー

がもっともお気に入りのスポーツとなりました。

入部間もないころ、先生から言われたことは「左

足でも蹴れるように」でした。寒い冬、寒風の吹

きぬける校舎の壁をめがけてキックの練習を続け

たことを思い出します。私は左利きの練習をして、

左手でも箸を使えるようにもなりました。左右均

等に使えるようにとの指示は私にとって人生でも

大きなキーワードとなったようで、私の人生観で

ある「多様性」を育んだ柱となっているようです。

もっともこれは綺麗ごとで、本当のところは一点

に打ち込めない、物事にのめり込めない散漫な性

格を引き出したのかもしれません。

名古屋で中学のベストイレブンに

中学では２年生と３年生のときに名古屋市のベ

ストイレブン（あるいは選抜チーム）になり、３

年生では名古屋市の大会で優勝をしました。当時

御殿下クラブとＬＢでプレー

は中学では県大会も全国大会もない時代でしたか

ら、それなりに最高の勲章をもらったことになり

ます。

そうした私でしたから高校の入学試験の発表を

見に行きましたら、サッカー部の顧問の先生が待

ち受けていて、入学する前にサッカー部の練習に

参加することになった次第です。

高校時代は、あのクラマーさんが日本にサッ

カーの指導に来られたころで、それまでは「百姓

一揆」サッカーをしてきた私にとって天地がひっ

くり返るほどの指導の転換がありました。しかし、

私にはその技術は身につきませんでした。昭和

30 年代後半という時代はサッカーが大きく飛躍

する第一段階であったでしょう。余談ながら、そ

のころ、野球のナゴヤ球場でサッカーの国際大会

がありましたが、その審判をなさっていたのが浅

見俊雄先生であることを知ったのは大学生になっ

てのことでした。

東大では３年生からのサッカー部生活でした

が、9 月に右膝の大怪我で入院しましたので現役

時代はこれで終了です。その後は大学院生、助手

という生活の中で後輩たちの練習や、浅見先生主

催の御殿下少年サッカークラブのお手伝いをさせ

てもらいました。また、大人の御殿下クラブと

LB ではプレーを続けました。

サッカーの体力科学研究

今から 30 年ほど前に故郷にある中京大学体育

学部に奉職することになりました。サッカー部と

は、残念ながら深いかかわりを持てませんでした。

というのは、サッカーの専任教員がいますし、コー

チがいます。口を挟むわけにはいきません。それ

でも入学試験ではサッカーの技術採点をやらせて

もらいました。私は結局スキー競技部（本学は男

女ともインカレ１部の強豪校です）の部長になり

ました。サッカー部は一段と強くなり、2000 年

にはインカレで優勝しましたし、今でも全国レベ

ルの上位で活躍しています。2007 年は惜しくも

準決勝で敗れました。なお、この 10 年ほどは元

名古屋グランパスエイトの J リーガーの沢入氏が

まさかこんな年齢になるまでサッカーが出来ると

は夢にも思わなかった。野球ではピッチャーと

キャッチャーの負荷が大き過ぎて高齢者野球は成

り立たないのだと思う。

私はサッカーをやっている小学生に会うたびに

「サッカーはどんなに年を取っても出来るんだよ」

と教えてやりたいと思っている。
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コーチ、監督を務めています。

私は大学では体力科学の中でも運動・スポーツ

生理学を専攻しています。大学院生の中にはサッ

カーの研究に取り組む者も少なくありません。

サッカーやフットサルの指導者になった者もいま

すが、研究者になり防衛大学校を経て、現在、大

東文化大学の准教授をしている者もいます。彼の

博士論文は「サッカーのコンディショニングに関

する研究」で、名古屋グランパスエイトの協力も

得て、当時ではまだ十分に普及していない乳酸の

測定を中心にした研究をまとめました。このよう

に、サッカーは他の競技スポーツと比較して研究

が進んでいるスポーツの一つです。日本のサッ

カーが世界水準でやっていられるのは、こうした

膨大な科学的成果に支えられているからだ、と確

信しています。

本学のサッカー部とは役職上での関係を持って

はいませんが、いろいろな意味でサッカー界とは

関係が続いています。しかし、私個人としては観

戦よりも自分がプレーする方が好きで、今でも学

生と一緒に、また、LB のメンバーとしてゲーム

をしています。もちろん、専門が専門ですから事

前の体力づくりを怠ることはありません。加齢を

感ずることなく、活力ある生活を送る上でサッ

カーは大きな拠り所となっています。

最後に最近の学生の変化の一端を述べることと

します。私の研究室では、他の研究室と年に２回

ソフトボールの試合をしています。そこで感ずる

ことです。現在の若者は実にソフトボールが下手

なのです。投げ方が下手、フライの目測がきかな

い、バットにボールが当たらない。話を聞いてみ

ると、子供のときからの遊びはサッカーで、野球

やソフトボールはほとんどしなかった、とのこと。

私の子供のころは遊びといえば野球でした。中学

からマイナースポーツであったサッカーをした私

にとってはこうした変化は嬉しい気持ちにもなり

ます。しかし、体力科学者としての私にとっては、

それはそれで青年たちの運動能力が心配の種では

あります。本家の体育系の学生がこうした状況で

すから、一般学生の運動能力を考えると日本人の

昭和 45 年卒業　新倉正和

中学・高校では県大会上位に

サッカーとは長い付き合いになり、折りに触れ

て私の人生を彩ってくれた。横須賀の私立中学校

に入り、かなりおとなしい部類であった中１の秋、

サッカー部に仮入部したのが、そもそもの始まり

であった。神奈川県では常に上位にいたサッカー

部であったので、多くの友人からは驚きの目でみ

られたものであった。中学、高校では、当時 50

〜 60 校程度しかサッカーをやっていなかったの

で、県大会でも上位に進めたし、高校では関東大

会にも出場することができた。１回戦で浦和市立

高校に１―９で大敗したのは一生忘れない思い出

だ。大学では、東京と青春？のきらびやかさに目

がくらみ、真面目な部員ではなかったが、それを

今でも後悔しているとともに、武田主将ほか皆さ

んに申し訳なかったと自責の念に駆られるので、

多くの字数を割くのを控えたい。

少年チームのコーチを

その後、しばらくサッカーからは離れていたが、

子供が生まれ小学校に入ろうかというときに、少

年サッカーのコーチを始めることになって、また

どっぷりサッカー漬けの生活が始まった。チーム

で数個のボールしかなく、それも、いびつであっ

たり、雨に濡れると神風特攻隊の気持ちでヘディ

ングをしていた自分の少年時代と違い、子供が全

員ひとつずつ持ってリフティングを 100 回でも

平気でこなすのを見て、時代の移ろいを感じなが

ら、６年間子供たちを指導した。横浜だけで 120

チーム程度ある少年サッカーの大会で優勝したと

の報告を、単身赴任先のボストンで息子から聞い

たのも懐かしい思い出である。その息子が、その

岡山でも夢を追いつづけ

将来を憂うる気持ちにもなるのです。

（筆者は中京大学学長）
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後、東大サッカー部に親子２代でお世話になった

のも感慨深いものがあった。父親と違って息子は

真面目な部員で、副主将も務めたようだ。

ファジアーノ岡山を応援

現在、岡山で単身生活を送っているが、岡山の

地でクラブチームを立ち上げ J リーグを目指して

いる若い東大ＯＢがいる。ファジアーノ岡山の運

営会社の社長を務められている木村正明氏で、東

大サッカー部員ではなかったらしいが、息子とは

旧知のなかで、岡山に来てから何回かお会いした。

ゴールドマン・サックス証券の役員の地位をなげ

うって、今サッカークラブの運営に情熱を傾けて

スポンサー探しに奔走している。陰ながら彼の夢、

J リーグのファジアーノ岡山誕生という夢を応援

している。

もう一つ、岡山で熱いのが女子バレーボールで

ある。岡山シーガルズという、女子バレーのトッ

プリーグでは唯一企業チームでない、クラブチー

ムである。現在の仕事（岡山理科大学および付属

中学校）と縁があって、同チームの河本監督とも

親しくさせていただいているが、外国人選手を使

わない、コンビ・バレーに対する哲学と情熱には

感心している。付属中学校に女子バレーチームを

作り、シーガルズ・ファミリーに直々に指導して

もらっており、発足１年目、中学１年生だけのチー

ムで岡山県２位の成績を残すに至った。今、岡山

でサッカーだけでなく、女子バレーにもはまって

いる。

昭和 47 年卒業　金丸　仁 

ＧＫのセービングにあこがれる

私がサッカーを始めたのは中学３年のときだっ

たと思う。実は中学にサッカー部があったのかよ

く覚えていない。サッカー部はあったのかもしれ

ないが、試合に出た覚えがないので、部員ではな

70 歳までは続けたい

かったのかもしれない。しかし、若くして亡くなっ

た、当時の親友と二人で日が暮れるまでボールを

蹴っていたことはよく覚えている。

そのころ、すなわち昭和 30 年代は、サッカー

のテレビ中継は年に１〜２回ほどしかなかった。

そのわずかなテレビ中継で、当時の全日本のゴー

ルキーパーだった保坂司選手のセービングを見

て、あんなことができたらすごいなと思った。鉄

棒や、跳び箱など、空中で浮いている姿勢をとる

ことが好きだったため、ゴールキーパーのセービ

ングにあこがれたのだった。当時はキーパーとい

うのは誰もあまりやりたくないポジションで、遊

びでサッカーをやるときは「お前はキーパーでも

やっていろ」という言葉に象徴される時代だった

のである。しかしセービングで空中に浮くときは

気持ちいいが、硬い地面に落ちるときは痛いのが

困ったことだった。幸い、私の家の前に大工さん

の作業場があり、かんなの削りくずがたくさん落

ちていた。それを拾ってきて、近くの空き地に敷

いて、その上に落ちるようにセービングの練習を

したものである。

高校時代、国体都予選決勝で敗れる

高校は東京教育大付属高校（現筑波大付属高校）

に入学した。体操部があれば入ろうと思っていた

が、幸か不幸か体操部が存在しなかったためサッ

カー部に入部した。走るのが嫌いだったことも

あって、もちろんゴールキーパーを志望した。私

が入部したときは３年生のキーパーが一人いるだ

けで、次がいなかった。キーパーを志願する変わ

り者は貴重な新人として迎えられた。また３年生

は伝統的に夏が来る前にやめてしまうので、私は

１年生からすぐにレギュラーになってしまったの

である。

当然実力が伴っていなかった。チームのバック

スに助けられて何とかキーパーを務めていたが、

やはり悲劇が起こった。当時われわれの高校は東

京都のベスト４に入っていたが優勝はなかなかで

きなかった。しかし私が 1 年生のとき、国体の東

京都予選で準決勝まで勝ち進んだ。準決勝の相手
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はいつも勝てない城北高校だったが、結果は引き

分けで、抽選の結果われわれが決勝に進むことに

なった。当時はまだＰＫ 戦という制度はなく、

コインの裏表で勝敗が決められていたのである。

われわれは城北に勝ったのだからこれで優勝だ、

全国大会出場だと大喜びし、決勝の早稲田学院戦

に臨むことになった。前半１点を先制されたもの

の、1 年生のセンターフォワード上妻が２点を入

れ、前半を折り返した。大学でも一緒にプレーす

ることになった上妻は、３年間高校で同じクラス

だった。後半になるとまた 1 点返され同点となっ

たが、こちらもさらに 1 点を入れて、３対２のま

ま残り時間５分となった。しかしこの５分間に２

点を立て続けに取られ、結局敗れてしまったので

ある。私は決勝点となった相手の４点目のボール

がゴールに転がり込むのをただ見ていたこと、

バックの小西さんが必死にクリアーしようとゴー

ル前でスライディングをしたことをよく覚えてい

る。なぜボールに飛びつかなかったのか、すべて

が自分の責任だと思い、３日間ほど放心状態に

なっていたことは今でも忘れられない。高校時代

のもっとも大きな悲しみのひとつだった。

足を靴に合わせる

高校に入ってから新しいスパイクシューズを

買った。足に合った靴を選ぶのは今では常識であ

るが、私の先輩たちは、足を靴に合わせるのだと

後輩たちに教え込んでいた。当時のサッカー選手

のほとんどが高校の近くにある安田という店にス

パイクを買いに来ていた。

今の靴と違って、昔「ボッチ」といった靴底の

スパイクは、皮を丸く切ったものを何枚か重ねて、

靴底に釘を打ち付けて止めるというものだった。

はいているうちに少しずつ革が減ってきて、同時

に止めてある釘が靴の中に顔を出してくる。靴に

は敷革という一枚の革の板を入れてはくのだが、

これがないと足の裏に釘があたってしまうのだっ

た。

当時の靴は３千円程度だったがそれでも高校生

には高いものだった。その後、１万円もするアディ

ダスのシューズが発売されると、この高価な靴が

われわれの垂涎の的となったが、私がこの靴を高

校時代に手にすることはできなかった。

浅見監督の理論的トレーニング

当時の技術であるが、今の高校生のようにボー

ル・コントロールがうまい選手は数えるほどしか

おらず、バックなどはとにかく外へ蹴りだすこと

が大切で、ボールを持つと必ず怒られたものだっ

た。バックスが味方を探してパスをつなげるなど

という技が生まれようもなかったのである。それ

から見ると今の高校生の技術はまさに隔世の感が

ある。

私が東大のサッカー部に入ったのは昭和 43 年、

教養学部２年のときだった。１年生のときには１

年間高校の監督をしていた記憶がある。高校の練

習は科学的なものとはいえず、いわゆる、スポ根

というものだった。夏の合宿で汗が吹き出てのど

が渇いても、練習中には一切水を飲んではならな

かった。今では良くないとされているうさぎ跳び

などは練習の定番であった。指導の勉強などして

いないものがやっていたのだから高校生もかわい

そうだった。

それに引きかえ、東大では、浅見監督が体育理

論に基づいたトレーニングを行っており、高校の

ときのそれとは当然内容が異なっていた。私には

ずいぶん新鮮に感じられた。

紛争中も練習を続ける

私が教養学部の２年生のとき、医学部の問題に

端を発する東大紛争が起こり、全学ストライキの

ため、有名な安田講堂の攻防戦まで授業は１年間

なかったが、サッカー部の練習は続けられていた。

私は医学部に進学したが、その後、上妻（通称ゴ

リ）、杉浦（通称アヘ）と計３人の医学部生が同

時に在籍することとなった。医学部生が３人いた

のはこのときだけだと思う。しかもその後医学部

の学生の入部は皆無である。

私の在籍した当時の東大サッカー部は、関東大

学リーグの２部に所属しており、当時の大学の中
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では強いほうだった。昭和 44 年には秋のリーグ

戦で優勝し、１部との入れ替え戦に臨むことと

なった。上妻、黒沢、俵、の加入が優勝の原動力

になったと思う。入れ替え戦では中央大学と対戦

した。しかし前半途中で、相手バックスが、こち

らのエースの上妻に汚いタックルを仕掛け、上妻

が負傷退場してからは一方的な展開となり、結局

大敗を喫してしまった。その後東大が関東の１部

にあがるチャンスは訪れなかった。

医学部の鉄門サッカー部で優勝

私はといえば、ゴールキーパーとして時々試合

に出してもらっていたが、３年生のときにフィー

ルドプレーヤーに転向した。ゴールキーパーとし

てやっていけなかったわけではないが、165cm と

身長が低いために、ゴール前の高いボールに弱く、

同僚の小原君にキーパーを任せることにしたので

ある。それまでドリブルなどの練習をあまりして

いなかったので、全員の練習が終わった後、ポー

ルを立てて、スキーのようにそのポールの間をド

リブルで縫ってゆく練習を繰り返し、みんなに追

いつこうとした。

当然すぐにレギュラーにはなれなかったが、５

年生のときなんとかレギュラーとなった。医学部

は６年間あるため、他の学部の学生より長くやれ

るのである。秋のリーグ戦の各大学メンバー表の

中で、５年生と書いてあるのは私１人だった。全

学で練習しながら、私は医学部の鉄門サッカー部

にも所属しており、医学部の大切な試合には前述

したほかの二人とともに出場していた。

私は昭和 47 年３月で全学のサッカー部は退き、

その後医学部のサッカー部の主将を務めたが、授

業が１年間なかった影響で、学年が変則的になっ

ており、４月からも医学部では５年生だった。こ

の年、春のリーグ戦ではほぼ全敗をしたのだが、

夏の東医体で念願の初優勝を果たした。東医体優

勝がチームの目標であったため、それに照準を合

わせた練習をやってきたつもりだった。この年か

ら、引き分けのときにＰＫ戦を行って決着をつけ

るという制度ができたが、われわれは練習の終わ

りに、必ずＰＫを１本だけ蹴るという練習を続け

ていた。これが見事功を奏し、常勝千葉大医学部

との決勝戦を、ＰＫ戦の末勝利したのである。

合宿所に住みつく

今では撤去されてしまったが、農学部の地震研

究所の横にサッカー部の合宿所があった。農学部

のグラウンドなどを管理する管理人の一家が住ん

でいるおんぼろの家で、奥に 20 畳？（記憶は確

かではない）ほどの広い部屋と 10 畳程度の部屋

があって、毎週日曜日に全部で７試合行われる秋

のリーグ戦の期間中、前日の土曜日に部員全員が

そこに泊まって次の日の作戦などを練るのであ

る。しかし、それ以外は部屋は空いており、私は

医学部の学生になったときに、ここに布団などを

持ち込んで住み始めた。家が横浜にあり、本郷ま

で１時間半もかかるため、ここは便利だったので

ある。しかも家賃も電気代なども無料だった。私

が住んでいたのを見て、その後数人がここに同居

するようになった。その共同生活はなかなか楽し

い思い出である。

藤枝の病院で監督兼選手

大学を卒業して 10 年経って私は、サッカー王

国静岡にある藤枝の市立病院に外科医として就職

した。われわれの高校時代、憧れの的であった藤

枝東高校がある藤枝である。しかし私が赴任した

ときは清水が静岡県のサッカーを席巻しており、

清水東高校、清水商業などが県の１、２位を競っ

ていた。

私の家のすぐ近くには芝生のすばらしい藤枝市

民グラウンドがあり、高校サッカーの県予選の試

合をやっていたが、静岡県で勝つことは全国を制

覇するより難しいといわれるほど試合のレベルは

とても高かった。われわれが大学でやっていた

サッカーよりずっとうまいと感じたものである。

家のすぐ近くですばらしい試合が見られることに

は感激したものである。

藤枝市立病院にもサッカー部があり、私よりう

まい選手がたくさんいるが、私は長年チームの監
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督兼選手をやって今日に至っている。

監督はあまりうまくないほうがよさそうである。

毎月 1 回中外製薬という製薬会社の工場のグラウ

ンドでサッカーの試合をやっているが、このグラ

ウンドの芝生は国立競技場よりも質が良いと思わ

れる。藤枝には現在、ほかにも前述した藤枝市民

グラウンドのほかに、藤枝総合運動公園に２つの

すばらしい芝生のグラウンドがあり、サッカーを

する環境には恵まれている。また市役所にも一時

ＪＦＬに所属したほどの強いチームがあり、全国

自治体サッカー大会では、常に優勝候補筆頭であ

る。私の病院は市立病院なので、そのうまいチー

ムのＯＢが何人か病院チームでプレーしている。

そのため病院のチームのレベルはかなり高い。

また、市議会のチームもあり、レベルはとても

低いが、全員が試合に参加しているほどである。

ＬＢ 50 の藤枝遠征

このようにサッカーでは恵まれた環境にある藤

枝にいることは幸せであるが、その幸せの少しで

も味わってもらおうと思って、ＬＢ 50 の藤枝遠

征を 2002 年に企画し、それが毎年の恒例行事化

している。当初、ＬＢ 50 は病院チームと対戦し

たが、病院チームの年が若いこともあって、歯が

立たず、その後、年が同じ程度の藤枝フットボー

ルクラブとの交流試合となった。試合となればお

互い勝ちたいので一生懸命となるが、藤枝のチー

ムは楽にボールをつないでくる一方、われわれは

苦しいパスしか出せない。東京と静岡のサッカー

の歴史と質の違いがそのまま出ているように感じ

るのである。

しかし「そんなの関係ねー」とばかり、試合後

の両チームでの宴会は年ごとに盛り上がりを見せ

ている。昨年も大阪府知事選に惜敗した熊谷さん

が、この席で気をはいておられた。サッカーを通

じて新しい友人ができることはすばらしいことで

ある。

ワールドカップを見るのもよいが、どんなに下

手でも自分でやる楽しさには勝てないのだ。60

歳まではサッカーを続けようと思っていたが、そ

昭和 51 年卒業　植村祐幸

51 歳で全国大会初制覇

「ピッピーッ」主審のホイッスルがグラウンド

とスタンドに長く響き渡った。　

2004 年８月 29 日午後２時、宮城県石巻市を舞

台に３日間にわたって熱戦が繰り広げられてきた

「第３回全国シニアサッカー大会（50 歳以上）」で、

我が「セレクシオン・トキオ・サッカークラブ」が、

１対０で北海道代表の室蘭シニアクラブを破り初

優勝した瞬間だ。

「やったぞー。優勝だ。日本一だぁ」我がチー

ムのメンバーは、誰彼となく握手しては抱きつい

て祝福を交わしている。チームは初めての全国制

覇の喜びと感激に包まれた。

小生は、ようやく目標に到達した喜びと充実感

に浸りながら、むしろ緊張が解けてほっとした安

堵感を感じていた。この大会の優勝を目標に新し

くチームを立ち上げたのがちょうど１年前。この

チームでよくここまできたものだと思う。寄せ集

めのチームは、よくいえば個性派揃い、50 歳を

超えてサッカーしているのは世間では「変人」の

部類かもしれない。ともかく一つのチームにまと

めていくには、大変な苦労が必要だった。チーム

立ち上げから今まで、いろいろな問題シーンが浮

かんでくるが、ようやく全国優勝の結果で報われ

た思いだ。

51 歳になった小生のサッカーキャリアは 40 年

近くになるが、全国制覇は初めての経験だった。

中学２年から始まったサッカー部キャリアは、高

校・大学・社会人と続いたものの、全国大会レベ

ルは縁のない世界だった。中学は東京のベスト

32 止まり、高校ではようやく東京のベスト 16、

大学はご存知の通り関東２部、社会人では東京都

シニアサッカーで全国３連覇

の 60 歳を迎えた今、それを 70 歳に延長しよう

と思っている。



143

第５部　御殿下の青春

社会人リーグ１部。これでは全国とは縁がなかっ

たのも当たり前。

そんな自分が 50 歳を過ぎて、全国制覇のシニ

アチームの一員に名前を連ねたのが不思議に思え

てくる。ＬＢ同期の池森君からの勧めもあり、記

録のつもりでシニアの世界に足を踏み入れてから

を振り返ってみることにした。

四十雀東京クラブ

小生がシニアサッカーと出会ったのは、40 歳

の時だった。30 代後半は東京への転勤も重なり、

参加できるチームが見つからず、めっきりサッ

カーの機会が減って、30 代中心の某商社サッカー

チームに混ぜてもらい、月一ゴルファーならぬ月

一プレーヤーで楽しんでいた（当時 30 代後半に

なると 20 代の若者と一緒にプレーするには体力

的に無理があり、プレーできる場が限られてい

た）。

そんな中、ある日の試合で相手チームに 50 歳

手前と思しき年齢なのに、体の切れがやけによい

プレーヤーが目に付いた。「大したものだなぁ」

と感心していたら、試合後に「植村さん」と声を

かけられた。かつて東京社会人リーグで対戦した

ことのある学芸大ＯＢの先輩だった。昔話に花を

咲かせるうち、「実は 40 歳以上のサッカーの世

界がある。とても盛んで多数の先輩方も楽しんで

いる。君もよかったら一緒にやってみないか」と

のお誘いを頂いた。サッカーの場が欲しかった小

生はありがたいお話と早速参加してみることにし

た。こうして小生はシニアサッカーの世界に足を

踏み入れたのだった。

入って驚いたのは、ほぼ毎週日曜日に試合があ

り、しかも 40 代から 70 代まで 40 〜 50 人位の

メンバーが常時集まってゲームをしていること

だ。60 代の会社リタイア年齢では、平日の試合

も組まれているらしい。それぞれが自分の年齢と

体力に応じて、楽しみながらも結構真剣勝負の

サッカーをしているのがわかった。

そのクラブが「四十雀クラブ東京」であった。

わが国のシニアサッカーの草分け的存在で、

1952 年４月創立の我が国で最古の歴史と伝統を

誇るシニアチームである（因みに 1952 年は小生

の生まれた年）。

入会の最低条件は「40 歳以上の品格卑しから

ぬサッカーマンであって、クラブ員の推薦を受け

た者」とのことであったが、小生は無事（ようや

く？）幹事会の承認を経て入会させてもらった。

会員数は 200 名を超える大所帯のクラブにも

かかわらず、当時インターネットの環境が整って

いない中で、試合のアレンジやグラウンドの手配、

会員への連絡等、非常にしっかりとした組織運営

が行われており、クラブの歴史と伝統を大いに感

じさせられた。

さまざまな年代が入り混じり、毎週のように活

発に対外試合をこなしている。40 代は白、50 代

黄色、60 代赤色、70 代銀色とパンツの色で年代

を区別し、年代別に試合を楽しんでいる。傘寿を

迎える会員には、クラブからまばゆいばかりの金

色パンツが長寿健康のお祝いを兼ねて贈呈され

る。さすがに 80 歳ではプレーは無理だが、70 代

の先輩たちは元気一杯にボールを追いかけてい

る。

「サッカーのような激しいスポーツができるの

は若い間だけ。40 過ぎたら何か趣味を探さない

といけないな」などと考えていた小生は、そんな

先輩諸兄の姿に自らの考えの甘さを気づかされ、

一生楽しんでいこうとする姿に勇気づけられて、

健康で体の許す限りずっとサッカーを続けていき

たいと思ったものだ。また、50 代、60 代そして

70 代の先輩諸兄の真剣なプレーに、つい不甲斐

ないプレーを年齢の所為にしている自分が恥ずか

しくなったものだ。

１年弱の活動の後、転勤（三重県へ単身赴任）

のため、４年ほどは顔を忘れられない程度に帰省

時に参加するだけであったが、45 歳になって東

京転勤とともに四十雀クラブでのサッカーを本格

的に再開した。毎週のように一緒にボールを蹴り、

元気に楽しくボールを追いかけ、ときには熱くな

り、試合の帰りにワイワイとサッカー談義できる

仲間がいる幸せを大いに感じ、このような環境を
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与えてくれた四十雀東京クラブには感謝で一杯

だった。

マスターズへの挑戦

これまで、シニアのサッカーは全国規模のチャ

ンピオンシップを争う大会は開催されておらず、

東日本では「古河マスターズ」が最大の大会であっ

た。1999 年春、日本サッカー協会が翌 2000 年（平

成 12 年）から 40 歳以上（Ｏ―40）を対象にした

マスターズ大会を開催すると発表した。生涯ス

ポーツを標榜する日本サッカー協会がようやくシ

ニアの全国大会開催に足を踏み出したのだ。本番

前年の 1999 年秋に、本大会の試行を目的とした

プレ全国大会が宮城県で開催されることに決ま

り、次いで関東から代表２チームが出場すること、

関東ブロック予選会が８月に開催されることが決

定した。東京シニア連盟は関東ブロック予選に東

京選抜チームを編成して参加することを決定し、

幸い小生も選抜チーム選考に最後まで残ることが

でき一員に加えられた。

夏の暑い盛り、茨城県波崎町での関東ブロック

予選に意気込んで臨んだ東京選抜チームであった

が、千葉選抜チームとの代表決定戦で０―０のス

コアからＰＫ戦で敗れ、プレ全国大会への出場権

をのがしてしまった。小生の１回目の全国大会挑

戦は実現目前で夢と消えた。

予選終了後、小生含め選抜チームに入った４人

が四十雀クラブ東京に戻り、翌年のマスターズ大

会目指しての準備が始まった。全国の覇権を争う

大会は、やはり大きな目標であり張り合いにもな

る。毎週の試合や遠征にも熱が入っていく。ミー

ティングやメールで活発な意見交換が続く。試合

帰りの行きつけの蕎麦屋での非公式ミーティング

は、遠い昔の青春を思い起こさせる熱いひととき

だった。目標に向かってチーム一丸となって挑戦

し、一人一人が少しでもよいプレーを目指して努

力していた。いい歳のオジサン達が熱く語り、気

勢をあげている姿は側から見れば異様であり滑稽

だったかもしれないが、メンバーは真剣そのもの

だった。

翌 2000 年３月、第１回マスターズの予選が始

まった。万全の準備をした我々は、予選リーグを

順調に勝ち上がり、２次予選、準決勝を危なげな

く勝ち進み、東京代表を決める決勝戦に駒を進め

る。

決勝の相手は、高麗（こうりょう）クラブ。東

京朝鮮高校のＯＢを中心に在日北朝鮮・韓国籍の

メンバーで構成するチームだ。小生が高校生のこ

ろ、東京朝鮮高校は公式戦に出場が許されなかっ

たが、幻の日本一と称された無敵の強豪校だった。

全国レベルの公式戦に出場することは、彼らに

とって高校生のころからの無念を晴らすことを意

味する。　

読売ランドサッカー場での決勝戦は、技術・戦

術に全国大会に懸ける気魄の差も加わり、一進一

退の好ゲームを演じたものの、終わってみれば１

対４の大敗であった。こうして全国大会への２回

目の挑戦も結果を出せずに終わった。高麗クラブ

とは翌 2001 年の決勝でも再戦し、０対１の惜敗

でまたもや涙をのんだ。そして 2002 年、2003 年

も決勝まで勝ち進んだが、いずれも高麗クラブの

高い壁を越えられず、結局４年連続準優勝で、い

つのまにか「シルバーコレクター」というあまり

有難くないニックネームを頂戴したのだった。

50 シニアへの挑戦① 東京シニア

すでに 50 歳になっていた小生は、2003 年マス

ターズ東京予選決勝戦の試合後、50 代の東京シ

ニア選抜チームから誘いを受けた。第２回全国シ

ニア大会への出場を一緒に目指さないかというの

だ。高麗クラブが越えられない壁となって４年連

続全国大会への道を閉ざされていた小生は、「50

代なら全国大会への道が開けるかもしれない」と

の期待感からこの誘いに乗り、マスターズからシ

ニアへ軸足を移すことにした。

数回の練習会を経て迎えた６月の関東予選会は

千葉市天台競技場で開催された。１回戦（対群馬

代表）、代表決定戦（対埼玉代表）にＭＦとして

出場し、代表決定戦では会心のゴールを決めて東

京シニアの全国大会初出場に一役買ったのだ。こ
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のときの東京シニアのメンバーには全国大会経験

者は皆無で、全員が全国初出場に新鮮な喜びを感

じ、心躍らせたのだった。

９月初旬で未だ真夏のような暑さの中、淡路島

で開催された第２回全国シニア大会は、各地域予

選を勝ち抜いた 12 チームが３チームずつ４つの

ブロックに分かれてリーグ戦を行い、各ブロック

１位が準決勝に勝ち上がるシステムで実施され

た。初日と２日目に予選リーグが行われ、３日目

に準決勝と決勝だ。東京シニアは、予選リーグで

北海道代表（釧路シニア）、九州代表（鹿児島シ

ニア）を退け順調に準決勝に勝ち上がったが、関

西代表の滋賀県チームと押し気味の接戦の末０―

１で敗れ３位となった。

初めての全国大会で上々の結果と考えるのが妥

当かもしれないが、勝てる内容だっただけに無念

と悔しさの残る試合だった。

午後から我々が戦うはずだった決勝戦を観戦し

た。開催地の兵庫県選抜チームの力は図抜けてい

て、スコアは１―０だったものの、終始危なげな

い横綱相撲で滋賀県を退け、当たり前のように優

勝を飾った。我々東京シニアが勝ちあがったとし

ても到底勝ち目がないと思うほど、兵庫県選抜は

次元の違うサッカーをしていた。やはり全国レベ

ルでは凄いチームがあるものだと認識を新たにす

る一方、「来年も全国大会に来て、決勝の舞台に

立ち、兵庫県選抜のようなチームを負かして優勝

したい」そんな思いがふつふつと湧いてきた。

「３位に浮かれてなんかいられないぞ、これか

らこのチームを超えるチームを作っていくぞ」決

勝戦観戦直後から気持ちは翌年に向けて切り替

わったのだった。

50 シニアへの挑戦② 新チーム立ち上げ

帰京後、早速全国大会での『思い』を共有した

チームメート数名で反省会をし、「全国大会の決

勝戦で勝てるチームを作ろう」「どうせ作るなら

３連覇できるチームにしよう」と、不遜とも思え

る目標を掲げることにした。

まず東京シニアの戦力を冷静に評価した結果、

現状で本当に戦えるメンバーは約３分の１で、新

たなチーム作りのためには、大半をそれなりの技

術・体力を持ったメンバーで揃えることが必要と

の結論となった。東京シニアで共に戦った大方の

メンバーには申し訳なかったが、これまでの延長

線上では全国制覇を目指すには中途半端なチーム

作りしか出来ないと考えたメンバーは、小生を含

め７名で東京シニアを抜けて、新たなチームを立

ち上げることを決断した。

７名がめいめい新メンバーをスカウトしてきた

結果、元全日本代表のＯ氏、Ｈ氏、Ｍ氏、日本リー

グ経験者のＫ氏、等々有名選手に、無名だが走力・

技術がしっかりしたメンバーが揃い、2003 年 10

月末に 20 名強の新チームを立ち上げるに至った。

新チーム名はスペイン語で「セレクシオン・ト

キオ・サッカークラブ」と命名した。このときＬ

Ｂ同期の池森君に声をかけ、一緒に全国を目指し

てもらうこととなった。

新チームのメンバーは、50 歳過ぎまでサッカー

をしているだけに全員がサッカー好きではあるも

のの、よく言えば個性が強い（つまり我が強い唯

我独尊タイプ）メンバーも多く、まとめていくの

がなかなか大変だった。しかし、「とにかく全国

制覇」で目標を共有化した新チームは船出をした

のだった。

明けて 2004 年２月東京予選の開始とともに、

いよいよ全国制覇を目指した戦いが始まった。

予選リーグから無失点を通して決勝に勝ち上が

り、３月末の西が丘サッカー場での大田区シニア

との決勝戦に進んだ我々は、３―０で快勝して東

京予選を無失点で通過した。そして４月草津温泉

サッカー場（ J ２ザスパ草津の本拠地）で行われ

た関東予選では、栃木県代表、群馬県代表を相手

にやはり無失点で完勝し、全国大会の関東代表と

なった。こうして、ついにチーム立ち上げ時の目

標である「全国制覇」のスタートラインに立つこ

とができた。

第３回全国大会は本文冒頭のとおり、８月 27

日〜 29 日の３日間、宮城県石巻市を舞台に開催

された。予選リーグでは鹿児島シニアを２―０、
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弘前シニアを３―１で下して準決勝に進み、京都

府選抜チームとの一戦に臨んだ。相手にも元全日

本や日本リーグ経験者などが入っており、チーム

力は互角で一進一退の好ゲームであったが、１―

０の辛勝で初の決勝進出を果たした。

決勝は既に書いたとおり１―０の辛勝で待望の

初優勝を飾ったのであるが、客観的にみれば、東

京予選から全国優勝までの 12 試合をわずか失点

１で通した完璧な初優勝だった。チーム立ち上げ

から関わった全国挑戦の第 1 回目を歓喜の優勝で

終えることが出来たこと、ＬＢ同期の池森君と学

生時代には味わったことのない優勝の味を分け合

うことができたことが、小生としては本当に嬉し

かった。

翌年、早慶ＯＢ連中が新チームを立ち上げるこ

とになって脱退し、翌々年も数人のメンバーが入

れ替わった。そういう中で 2005 年、静岡県藤枝

市の第４回大会、2006 年の岡山県美作市の第５

回大会にも東京予選・関東予選を勝ち抜いて出場

して連続優勝し、とうとう壮大な目標と思ってい

た「全国大会３連覇」を実現したのだった。

今、これから

２年先に始まった 40 代のマスターズ大会では

２連覇したチームすら皆無で、チーム力の維持が

難しい 50 代のシニアでは３連覇するチームは当

分現れないと思う。そういう意味で 50 歳からの

全国制覇挑戦は３連覇という『シニアの金字塔』

をうち立てたのではないかと思う。

一区切りついた感もあるが、しばらくは 50 代

の全国シニアに引き続き挑戦していきたい。やは

り、楽しみながらも緊張感ある試合は、いくつに

なっても刺激的で挑戦に値するものだと感じてい

る。60 歳になったら 60 代の全国チャンピオンを

目指していこう。おかげさまでシニアのサッカー

仲間もたくさん増えた。無理せずけがせず、素晴

らしい仲間達といつまでも真剣試合を楽しんでい

きたいものだ。

昭和 35 年卒業　福田泰二

旧制高校ＯＢのインターハイ

「ＳＯＩ」はサッカーＯＢインターハイの略称

であり、本来のインターハイは大正 11 年度から

昭和 23 年度まで戦時中の中断を挟んで 23 回に

わたって催された旧制高校のサッカー日本一を決

める大会であったことなどは周知のことでしょ

う。学制改革で旧制高校が終わりを告げ、インター

ハイがなくなってから４半世紀あまりを経てＳＯ

Ｉが誕生したのですが、それには前史がありまし

た。

たとえば四高ＯＢ ( 極星会 ) と六高ＯＢ ( 六蹴

会 ) が毎年のように対抗戦を続けていたほか、五

高 ( 龍蹴会 )、二高 ( 蜂章クラブ )、北大予科など

がそれぞれに活動していたようです。私がグラウ

ンドやコンパ会場の設営と審判とで少しお手伝い

をしたゲームには、1974 年（昭和 49 年）秋の静

岡 ( 葵会 )、東高 (MTR)、武蔵 (YKT) による巴戦

もありました。

それらの個別の活力をまとめて全国的な催しに

したいと、サッカーをこよなく愛する先輩たちが

考えたのは当然でもありましょう。1974 年 12 月

に､ 五高の小林さん ( 昭和 14 年東大卒業 ) の呼

びかけで９校 17 人による相談が行われ、議事が

どんどん進行したのは呼びかけ人の予想外だった

ようです｡

学校別の対抗試合を３月に開催、１日だけで全

試合を終了、参加資格は部のＯＢに限らないが、

旧制高校在籍経験者、交代は自由、大会の１ヵ月

ほど前に前夜祭と称する合同懇親会を催す、など

の骨子が決まり、さらに参加可能と思われる学校

を誘って、年明けに実行委員会を開いて詳細を協

議することになりました。

第２回となった１月の実行委員会には 11 校､

人数は若すぎて出場資格のない私も含めれば 22

名が集まり、サッカーＯＢインターハイという名

“ＳＯＩ前期”にお手伝い
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称はそこで決定したのです。

無資格の私がなぜ同席できたのかというと、二

つの幸運に恵まれたのです。一つは、学制改革の

ときに、ほとんどの高校が新制大学またはその一

部になったのに対して、私の出身校の武蔵は旧制

７年制高校のあとを継ぐ中高一貫校なので旧制の

先輩たちと同じ同窓会、同じＯＢ会のメンバーで

あること、もう一つは、２級ながら審判員の資格

をもっていたことです。

仲間をかき集めれば、武蔵が出る試合以外は審

判員を手配することができると考え、そのことが

武蔵の先輩を通じて 12 月の会議で披露されて、

以後は実行委員会や幹事会の末席を汚すことにな

りました。

東西対抗や海外遠征も

記念すべき第１回大会は３月 16 日に開かれ､

参加校は第２回実行委員会からさらに増えて 15

となりました。天気にも恵まれ大きなけがもなく、

日程を終えての帰路で、ここまでの過程を思い返

していました。

私より少なくとも６年は年上で、会社などでは

一切の雑用をとっくに卒業なさったに違いない先

輩方が、あらゆる雑用をいとわずに一致協力な

さっていたのです。五高の高橋さんと静岡の小宮

さんは、いつも小林さんの両腕でしたし、東高の

瀬藤さん、松本（女鳥羽クラブ）の外岡さん、等々

とても書ききれないほど多くの方がＳＯＩの基礎

固めをなさったのです。個性の強い人たちがよく

まとまったのは、サッカーという競技のもつ一種

の魔力のなせる業であったかも知れません。

当初は５年も続くかと危ぶまれたのが、東京の

春季大会に加えて京都で秋季大会を開いたり、東

西対抗や３地域対抗、たびたびの海外遠征も行う

など、驚くばかりのエネルギーを見せていただく

うちに、５周年、10 周年と節目のたびに盛大な

祝賀会が開かれました。そして 1989 年４月、15

周年のときには実行委員会から私にまで「感謝状」

をくださって感激しました。大会のたびに笛を吹

いたり、審判員を手配してきたことが報われたの

です。そのとき壇上で握手をしてくださった小林

さんがその夏に逝去され、秋に私が追悼試合の笛

を吹くことになるとは、全く予想もしませんでし

た。何年も前からご病気と闘っていらっしゃるこ

とを存じ上げてはいましたが……。

ＳＯＩ前期の終了

そのほかにも折角お近づきになれた諸先輩がぽ

つりぽつりと他界され、あるいは引退され、第３

回には 29 に達した参加校数も少しずつ減ったり、

単独ではメンバーが足りずに連合軍を組んだりし

ているうちに、第 20 回（1994 年）には連合６チー

ムを含めて 21 チームだけの大会となってしまい

ました。後輩が補給されず永遠に続くはずのない

団体が第 20 回の後はどうするかを考える「After 

20 委員会」で北大出の内田さんを中心に協議さ

れた結果、94 年９月に結論が出て、その年の秋

季大会をもって“ＳＯＩ前期”を終了することに

なりました。具体的には、春秋の大会は従来どお

り続けるが、連合チームを主体として単独校の参

加も認める、ということでした。従来のＳＯＩの

『心』を継承すると書かれたのは、それが少々あ

やしくなっていたからと私には思えます。“前期”

の間はほぼ受け継がれ、ときに発展もしてきた草

創期の精神が“後期”にはどれだけ継承されるか

と、失礼ながら疑問を感じたものでした。

一方、富山の小野津さんの献身や多くの方の努

力で、かねてから合同練習会が年に何回も開催さ

れており、これには参加資格の制約もないので旧

制高校在籍経験のない人も交じっていましたが、

近年は交じっているどころではなく、逆の比率に

なっているようです。

逝った人は帰らず、過ぎた時は戻らないのは当

然とはいえ、残念なことです。私にとって“ＳＯ

Ｉ前期”は、旧制高校に仮入学を許されたような

夢の一瞬でした。
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昭和 31 年卒業　楠田喜宏

岡野さんの示唆で

1953 年（昭和 28 年）、岡野俊一郎さんが全日

本学生選抜のメンバーとして、西ドイツ・ドルト

ムントで行われた国際大学スポーツ週間（のちの

ユニバーシアード）に参加された。帰国されてか

らの土産話の中で「試合後の交歓会で、外国のチー

ムは合唱をやってくれるのに、日本チームは炭坑

節しか歌えなくて大恥をかいた。これからのサッ

カー・チームは簡単なコーラスの一つくらい歌え

ないといけない」とお話しされた。「東大サッカー

部も、合宿で息抜きにコーラスをやってみたらど

うだろう。楠田は楽譜が読めるみたいだからコー

ラスの指導をしてくれ」という羽目になってし

まった。

当時は歌声運動の全盛期で、教養学部のある駒

場キャンパスでは昼休みに、民青（民主青年同盟）

の連中が簡単な２部合唱程度の青空歌声コーラス

を指導していた。私は高校のころ、コーラスをほ

んの少しかじったことがある程度のシロートであ

るが、合唱は大好きなのでこれに参加して結構楽

しんでいたものである。

そこでもらっていた歌声の楽譜の中から「静か

な湖畔の森のかげから」「クロンボの赤ん坊」な

どの輪唱、「われらに自由を」「しゃれこうべと大

砲」の同声２部合唱などあまり思想性のないもの

を選んで、おぼつかない合唱指導をしてみた。まっ

たくのシロート同士のわれわれだったが、意外と

評判は良かったようである。当時の合宿の思い出

合宿で部員に合唱を指導
を語るとき、コーラスの思い出が語られることが

ある。

日本代表も合唱を練習

私は社会人となった後、職場合唱団、一般合唱

団のメンバーとなって男声コーラスに熱中するこ

とになる。全日本合唱コンクールで全国４位に入

賞した職場の合唱団の練習指揮を担当したり、男

声合唱団 Around Singers の団長として畑中良輔

先生、（故）北村協一先生の指揮の下、２度のカー

ネギーホール公演を行うまでのめりこんで行くの

だが、このルーツはサッカー部の合宿に端緒があ

るように思う。

「これからのサッカー・チームは簡単なコーラ

スの一つくらい歌えないといけない」というのは、

合唱人として我が意を得たりの感がする。岡野さ

んの話によると、その後、日本代表チームでも合

唱の練習をするようになったことがあるそうだ。

最近はどうなのだろう。サッカーの応援歌には

Anderlecht の We are the champions や

Manchester United の You never walk alone など

の名歌がある。サッカーのサポーターとしても、

だれもが歌える合唱の簡単なバージョンがあった

らよいのだがと、いつも思うのだが……。

昭和 36 年卒業　松村　保

（囃子）さあさ、そこのお若けえの、こん学問

所へ入りなば、男を磨き身を立てる、それにゃ一

番蹴鞠組、仲間衆にもめぐまれる〜

「閑話御免」
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〜　　　〜　　　〜

（昔の若衆）おやご隠居さん久しぶり、つられ

て杵とりよろばい出、足腰大事にしてくんさい。

（隠居）おや梅さんに一修どん、なんのチョイ

トの武者ぶるい、ついでに話も聞かそうかい。

（二人）年寄り孝行も今のうち、思い出話の二

つ三つ、ご苦労きいてあげましょう。

（隠居）おう、そこよ。時は昭和の丁度中、関

八州の学塾の、高みで競った十の組、残念そこか

ら外れたが、なんとしてでも戻り入りやらねばな

らぬの一念で、馬場の泥砂駆け回る。それにかかっ

て先輩衆、ムチ持ちさながら気合いれ〜鬼の阿佐

美にこわーい軍鶏、羊羹とても甘くねえ、“脛ケッ

ポジレ”と水戸ざむれえの大埜兄イ〜いろいろ教

えてくんなすったが、どうにもおいらの筋悪るで、

あと一歩のとこで足踏みよ。かさねてそれにくち

惜しい、獅子奮迅の組頭、五十嵐兄いの逝った様。

おめえ、もちっと頑張れと、あの一言が腹に沁む。

（梅）そのあとわしらが組に入り、須賀の親分

さきにたち、景気づけなどしっかりと。

（隠居）そうなあんたら格別に、大親分には世

話になり、ご馳走、遊びも人一倍、しっかり恩返

しなどしてるかえ。

（一修）そりゃもう仲間うち揃い、芝生歩きの

球ころがし、しっかり楽しくお供して。ご隠居さ

んも時々は、顔出し忘れちゃいませんか。

（隠居）あいよありがとその事さ、五十嵐兄い

と相対の、京組頭の若井さん、何かのご縁で仲間

入り。京へは定めの技比べ、暑いばかりのそのあ

とで、天竜寺さんのご縁側、蝉の声きき長昼寝、

これ一番の思い出よ。

（二人）わしらもあちこち競い合い、沢山あっ

たそのなかで、何か残るはべつのこと。

（隠居）そうさな、若手同士で三田組と、競っ

て激しく頭打ち、何も覚えず事終えて、仲間一言

云うことにゃ“おめえの一番よい出来よ”。中央

組との勝負では相手の素早い走り止め、ここぞと

ばかりケッポジル。“次は退場”言われても、仕

掛ける方は怪我しねえ。

（一修）仲間内でも稽古場で、やられたやつは

おりますぜ。よくまあ今まで闇の夜、討たれずす

んで来やしたね。

（隠居）うんにゃ、稽古は血を流し、他流試合

は軽く汗、てな言うことがあったげな。それでも

お互い辛いのは、富士の麓の夏鍛錬、よくも倒れ

ず何刻も、水を飲まずに泥まみれ。

（梅）あそこは夏の遊び場で、娘っ子の往き来

が目の前に。汗で汚れの稽古着じゃ、どうにもな

らねえ男伊達。

（隠居）あまりの汚さ目にあまり、そん学問所

の若衆なら、洗濯やってあげましょう、聞いたが

後の祭りでな、握りつぶした奴は誰。

（梅）今じゃ人気の野球組、娘っ子の世話役お

りますぜ。

（隠居）ありゃいけねえ腑抜けども、世話され

てれば気が散って稽古に身がへえるかい。

ましてや何か行きがかり、嫁にでもして弱いと

こ、しっかり握られ万歳よ。

（隠居）夏鍛錬をカッコよく、締めたい思いは

皆同じ。大池周る早駆けも、せめて賑わう旭宿、

そろいの半被足並あわせ、掛け声エッホッと響か

せば、モテただろうに今さらと。

（二人）しかしそれでも蹴鞠衆、気がいい男の

集まりで、はしこい女にゃ無警戒。先々世間の風

の中、でえじょぶですかと言う奴も。

（隠居）いやさ、そんならおない時、汗泥まみ

れた仲間衆、しっかりいいとこ、聞かせよう。

○山本の修兄イ〜匠に優れ蹴鞠好き、高じて再

度の学問所。以前競った十組で、鍛えた技の切れ

のよさ、その背をわしら追いかける。綺麗な奥方

手作りの、菓子を美味しく頂戴し、無骨な手つき

で野郎ども、赤ん坊あやしも稽古の間。　　〜（こ

のあと四人は兄弟分）〜　　　　　

○野澤の量一郎〜細身ながらの頑張りは組頭役

ピッタリよ。工場じゃ何でも人間様の、代役こな

すカラクリ仕掛、その発明で世間中、名前を知ら

れた偉様よ。

○高場の真平〜元気印の大一番。ゴンとか云う

のを聞くけれど、これこそ元祖ゴン様よ。新型そ

ろばんを操って、紙すき仲間の知恵の役。音曲達
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者で衆あつめ、近所後輩南蛮の、辛掛汁飯ふるまっ

て。惜しいことにこのめえの、丁亥の古希までの、

寿命となって天国へ。冥福祈ってくんなさい。

○本林の徹〜涼しい顔して頭切れ、足腰粘り　

は人三倍。地力・博識相まって、約束仕切りの弁

じ事、日本一の役つとめ。

○足立の格一郎〜何と言っても人格者、面倒み

るのでみな頼る。あん芝浦の学問所、この仁、居

なくちゃ始まらねえ。教育、経営すべて背負い、

身をすりへらす誠実さ。弟子が慕うは大道理。

（二人）聞くほどなるほどコックリと。で、そ

ういうご隠居は。

（隠居）なに、言うほどのこともなく、蹴鞠の

なかでも山車走り、そのまま幕府の工事方、橋架

けるにゃ水神様、洞を掘るにゃ山ノ神、下げるが

頭の使い道。出入り、災害運もよくお役ご免の今

日よ、蹴鞠、球打ち楽しんで。

〜　　　〜　　　〜

（皆の衆）さあさ、そこのお若えの、これだけ

聞けば納得の、文武両道蹴鞠組、へえって気張っ

てやんなせえ。　　　　　　　　　　　　　（終）

　

編集長どの

なに間違えたかこの阿呆は、こげなごたくの並

べ書き、読めれば幸いどこぞ隅、置いてやってお

くんなさい。（阿呆の代人）

昭和 40 年卒業　新井佼一

サッカーのおかげで丈夫に

今年で 67 歳を迎え､ 70 歳に近づいている。

仕事の巡りあわせで、開発途上国を中心に 70

カ国近い国を走り回り、結構危ない目にも合いな

がら、命も失わず、健康面でも致命的な打撃を被

らずに今日に至っている。

下手の横好きでサッカーも 60 歳近くまで続け、

イギリスに勤務していたときはサッカー経験者を

集めてサッカークラブを立ち上げ、イギリス人の

チーム等との親善にも努めてきたりしている。

20 年かかりつけのお医者さんはいつもはらは

らしながら見守ってくれていたが、60 歳に近づ

いた頃に、転ばぬ先の杖ということでついに過激

な運動を控えるようにというドクターストップが

かかってしまった。

幼い頃は必ずしも頑健ではなったのが、かなり

無理がきく身体になったのは、ひとえに大学時代

にサッカーで鍛えられたおかげであると思ってい

る。　

高校時代に妙な弾みでサッカー部をつくる羽目

になり、教えてくれる人もいないままに見よう見

まねでやっていながらこのままではだめだと強く

感じていた。その結果昭和 36 年に大学に入った

ときは素人と言ってよい状態でありながら、向こ

う見ずにサッカー部に入部した。

梅村主将が新人特訓

しかし、浪人したあとの練習はただきついだけ

で、一向に上達しないまま 1 年が経ってしまった。

1 年生の冬に新キャプテンになった梅村さん（昭

和 38 年卒業）が我々下手糞な部員に指導をして

くださることになり、個別に２、３人ずつ集まっ

て農学部にあった合宿所に泊まり込んで練習する

ことになった

梅村さんから、「お前は何を習得したいか目的

東大のサッカーで鍛えられた

昭和 36 年卒業組、左より松村、高場、野澤、山本、本林（野澤はもう
1 年プレー続行）
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を決めて合宿所に入れ」と言われて、私はインス

テップキックを蹴ることができることを目標にし

て指導を受けることにした。

最初は、専ら地球ばかり蹴る羽目になり、冬の

硬い農学部のグラウンドに勝てるはずもなく、腫

れ上がった足の爪が 10 本とも飛んでしまった。

当時かかりつけであった医者が軍医上がりの元気

な人であり、「なんのこれしき。続けなさい」と

言う励ましをうけて練習を続け、何とか強く大き

く蹴ることができるようになったときは天にも昇

る心地がした。

私達下手糞な１年生に対してこのようなミニ合

宿をしてくださった梅村さん達の熱意と労力に対

しては感謝しても、し足りない思いがしている。

梅村さんたちの指導は当時クラマー氏がドイツ

から持ち込んだ合理的なものであり、早速母校に

も習得した技術と練習方法を持ち込んで後輩の指

導につとめたことはいうまでもないことである。

　検見川でスパルタ合宿

その翌年の練習は「ともかく走れ」という方針

で連日の走りこみが続き、駒場のキャンパスに行

くよりは毎日家と御殿下グラウンドを往復する毎

日で、家にいるときは飯を食って寝るばかりで

ちっとも勉強せず、親の大顰
ひんしゅく

蹙を買った。

検見川で行われた夏合宿は、確か９日間で、昼

のもっとも暑い時間から練習を始めて夕方までと

いうスパルタ式のものであった。無我夢中でつい

ていったが、練習の途中の水と氷の補給の時間が

待ち遠しい毎日であった。不思議なものでもう限

界ではないかと思っていても身体は何とかついて

いけるものであることをこのとき知った。

ともかく、現役時代の練習はいつも苦しかった

というのが実感であった。しかし、我々の年代の

キャプテンであった石光氏がこんな話をしてい

た。

石光氏たちが検見川で合宿をしていて、必死に

なってボールを追いかけていたところに、当時の

自民党の実力者であった川島正次郎氏が視察に訪

れた。彼は練習を見て「みんな楽しそうだね」と

昭和 42 年卒業　小柳　理

３人１組のサッカー部代表

昭和 39 年当時、サッカー部の年間活動スケ

ジュールは、前半を７月はじめの京大戦で終わり、

夏休みに入るものだった。忘れもしない２年生の

夏には、鳥原さん、嶋田さん、私にはもう一つの

おまけがついていた。運動会主催の伊豆半島横断

徒歩レースなるものがあり、サッカー部からの参

加を命じられたのだ。

３人で１チームを組んで一隊となり、伊豆半島

西側の戸田寮から東側の宇佐美寮まで、各運動部

から足に自信があるメンバーで組んだチームが参

加して半島横断の速さを競うのである。距離はマ

ラソンと同じの 42.195 キロということだった。

そして、我がサッカー部は、このレースが始まっ

た梅村先輩の学年以来、優勝を続けているという

ことだった。

７月５日の京大戦（０―０引き分け）、続く６

〜９日の七帝戦（東大優勝）の翌日に、関西でゆっ

くりする仲間たちと別れて帰京した。

翌 11 日の朝、東京を発ち夕方に戸田寮に集合

した。鳥原さんの発案で沼津からは連絡船で戸田

港に行くことにした。沼津のデパートで昼食用の

コッペパンとおかずのコロッケ、ウインナソー

セージなどを買い込み、船の甲板で潮風にふかれ

ながらムシャムシャ食べた。

犬に吼えられて疾走

レース当日は朝まだ薄暗いうちに起床して食事

を済ませ、午前４時に戸田寮前の砂浜をスタート

伊豆横断徒歩レースに挑戦

言ったそうである。

練習している当人たちにとっては思いがけない

言葉であったようであったが、思い起こせば私に

とっても厳しかった練習の日々が最も楽しい時代

であったことを今更ながら想いおこしている。
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した。参加チーム数の記憶は確かでないが20チー

ムぐらいはいたようだ。服装は短パン、運動靴、

ゼッケンを付けたポロシャツ、衣類やレモンなど

を入れた荷物を背負い、大会事務局から支給され

た麦わら帽をかぶるというものだった。「徒歩レー

スとはいえ優勝を狙うならば歩いてはいけない

よ」という先輩の助言に従い、スタートからラン

ニングである。３人が先頭をきってスタスタと村

の道路を走って行くと、いきなり家かげから腰の

高さほどもある犬が飛び出してほえながら追いか

けてくる。仰天し、一気にスピードが上がった。

これが功を奏したか、先頭をキープした。

その後のレース前半の途中経過は目をみはるも

のだった。スタートして３km で達磨山山道に入

る時点で２位以下を大きく引き離し独走態勢、戸

田峠（海抜 800m）を越え、雲海上の尾根道を走

り中間点（25km）の修善寺保健所に到着（２時

間 31 分５秒）。中間点では過去最高記録を約 20

分更新。ここで 20 分の強制休憩。トマト、りんご、

牛乳、茶、塩の支給があり、6 時 51 分に再スター

トした。この時にはすでに強い夏の陽射しが照り

つけていた。

熱射病で断念しかかったが…

休憩後はまた登りで、亀石峠を越えて宇佐美に

向かって下りになる。ところが峠の登りで平地で

は抜群のパワーを発揮する嶋田さんの調子がよろ

しくない。熱射病による脱水症状なのだろうか、

峠を越えたあたりで、とうとうこれ以上走り続け

るのは無理だろうという状態にまでなってしまっ

た。先頭を走っていたがレースはもうやめよう、

ということにして、道路脇の乾いている草地に這

い上がり休むことにした。３人ともグッタリと仰

向けに寝転がり青空を眺めていた。15 分ぐらい

そうしていたように思う。峠のそよ風か若さのな

すせいか、水も飲まずに横になっていただけなの

に嶋田さんがシャキッとしてきた。後続のチーム

はまだ目の前を通り過ぎていない。そこでまた

レースに戻ろうということになった。

かんかん照りの熱で軟らかい感じのアスファル

ト道路を走って下って行くと、前方から来たト

ラックが止まり、運ちゃんが身を乗り出して「ど

こまでいくの？」、「戸田から宇佐美まで！　そ

りゃあ大変だね。これまで誰ともすれ違わなかっ

たからトップだよ。これ、あげるよ」とサイダー

をくれた。残りの道のりをただひたすら走り切り、

何とか宇佐美寮のゴールにたどり着いた。タイム

は休憩を含み５時間 42 分だった。

サッカー部連続優勝を守る

到着後は、記念写真の後ただちに、優勝者ご到

着という感じで医師と看護婦さんたちが控えてい

る畳部屋に案内されて健康チェックを受けた。幸

いにも３人とも体調に異常はないということだっ

た。ただ、鳥原さんと嶋田さんの足には、土踏ま

ずから指の付け根まで、大きなマメの水ぶくれが

出来ていた。さっそく、応急手当をしてもらった。

若い看護婦さんのヒザの上に足を乗せて、しっ

かり抑えてもらい丁寧な処置を受けていた。鳥原

さんによると、戸田から達磨山越えの山道が石こ

ろ道だったためとのことだった。自分の足はとい

えば、せいぜい普段より赤くなった程度で、小指

の先ほどのマメも出来ていなかった。私は縁側で

庭を眺めながら、もっと普通の足ならば良かった

のにと思っていた。

賞品は、金メダルと副賞のビール 1 ダースだっ

た。さっそく、宇佐美寮下の海岸で冷えたビール

をラッパ飲みした。この日は寮に宿泊し、翌日に

京大戦、七帝戦、徒歩レースで疲労がたまった体

を引きずって東京に帰った。

こんなふうにして、とにかくその年までのサッ

カー部連続優勝の流れを切らさずにすんだという

思い出です。なお、この文を書くに当たり鳥原さ

ん、嶋田さんから思い出をメールで頂き、特に鳥

原さんからは日付、レースの詳細な記録を教えて

いただき、メリハリのあるものになったと感謝し

ております。
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昭和 44 年卒業　永峰富一

キーパーをはじめて命じられて嫌だなと思いま

したが、サッカー部に入ったのだからやってみよ

うと始めました。

面白くなったのは、全体が見渡せることが分

かったときからでした。声を出してバックと繋が

る楽しさはこの位置しかありません。しかし、な

にせ素人から始めたので練習しかない。家に帰っ

て蒲団を敷いてセービングの練習をしたので家の

者はどたんばたんとびっくりしていました。

シュートをはじいた時の快感は最高ですから、多

くの人がキーパーを目指して下さい。

広島の名キーパーであった坂井さんには足を

使って動くことをずいぶん教わりました。まず第

一歩を横に動けということです。後は勘と偶然し

かありません。前にでろともいわれましたが難し

いことでした。ハイボールに対処する練習をもっ

とバスケットのようなことを入れてやっておけば

といま思います。

最後のリーグ戦で農業大学に敗れ優勝を逃した

一戦の最初の失点も、右手で弾いたのですが、あ

とのフォローが遅れ、ボールはゴールにプッシュ

され、あの結果になりました。キーパーがバック

全員と連携を指示しておけば助かったかなと今思

い出しますが、全て後悔先にたたず。今の監督藪

内君との思い出シーンです。全員が優勝を目前に

して浮き足立っていた一戦だったのでしょう。 

ゴールキーパーの楽しさ

昭和 44 年卒業　鍋島　厚

夏休み中の寮委員

サッカー部は東大運動会に所属しているわけで

すが、夏休み中（検見川の夏合宿の前の時期であっ

下賀茂寮の思い出

たと思います）に運動会の運営する山中湖、戸田、

宇佐美、下賀茂の寮に寮委員として手伝いに行く

のが恒例になっていました。

当初は、山中湖の寮に手伝いに行っていたので

すが、確か３年のときに伊豆の下賀茂に新しく寮

が出来るということで、この年から下賀茂に行く

ようになりました。サッカー部の同期の杉山健一

君が、運動会との連絡などの仕事をしていたとこ

ろ、いつのまにか運動会専属のような形になって

いましたので、おそらく彼から誘われたのではな

いかと思います。

山中湖でも下賀茂でもそうでしたが、だいたい

夜になると寮委員を中心にビールで宴会というパ

ターンでした。一番驚いたのは、山中湖で近くの

千葉大医学部の寮に行ったときです。どうも、毎

年合同のコンパをやっていたようですが、よくい

う一気飲みでしょうか、そのときの皆の飲みっぷ

りにはびっくりしました。翌日、誰かが脱水状態

になって、相手が医学部なので都合がよく、点滴

だか何かの処置をして貰った記憶があります。

下賀茂では、開寮当初に、弓ヶ浜で水死者が出

るという悲しい出来事がありました。大学に入学

し、これからという時期に亡くなってしまうとい

うことは、ご家族の悲しみを思うと今でも辛い記

憶です。

40 年の記念式典

下賀茂寮は、その後も皆に愛される寮として

40 年を迎え、昨年 10 月に山上会議所にて 40 周

年記念式典が開かれました。私も久しぶりに皆さ

んの顔を見たいと参加しましたが、初代管理人の

漆田さんのお嬢さんが、お子さんを連れて来られ

ていました。40 年振りに会ったわけですが、当

時の小学生のころの面影が残っていて、往時のこ

とを懐かしく思い出しました。

その会話の中で、「鍋島さんに命を助けられま

した」といわれて、何のことかなと思ったのです

が、夜中に急にお腹が痛くなってどうしようもな

く、私が車で救急病院まで連れて行ったら、急性

盲腸炎で直ぐ手術を受けたというのです。自分の
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昭和 45 年卒業　山田知良

大学１年の夏のことだと思っていたのだが、初

めての自動車免許証取得の時期を調べてみると、

昭和 42 年７月とあるので２年の夏だったのだろ

う。サッカー部からの寮委員として任命されて夏

休みの 10 日か２週間ほどを山中湖寮で過ごした

思い出がある。 

まだ免許取立てのときで、本格的な運転などし

たことがなかったが、先輩が当時発売されて間も

なかったカローラに乗って山中湖寮にきた。乗っ

ていいということで運転させてもらったとき、方

向転換のため寮の庭でバックで左に回ったとこ

ろ、右バンパーを立っているドラム缶に軽くぶつ

けてしまった。これで初めてバックで回るときは

外輪差があるということを、身をもって知ること

となった。

 朝のラジオ体操の指導で宿泊者皆の前で演技

をしたこと、馬場で初めて乗馬させてもらい並足

で走ったこと、湖に出て２人乗りの小さいディン

ギーというヨットに乗って湖上を セーリングし

たことなど、いろいろと楽しい思い出があったが、

特に忘れ得ない思い出としては混血の美少女にめ

ぐり会ったことだろう。

彼女は竜岡門そばにあった看護学校の生徒で寮

に来ていたのであった。どのようにして彼女と話

せるようになったのかはほとんど覚えていないが、

寮の食事を作るおばさんが手助けしてくれたよう

な気がする。秋になり、東京に戻ってから何回か

彼女とデートしたが、秋の深まりとともにその付

き合いは悲しい終わりを迎えたのであった。

山中湖寮の甘酸っぱい思い出
昭和 46 年卒業　鹿島文行

日比谷、東大、開銀あわせて 15 年ほどサッカー

に打ち込み、その後も、折に触れサッカー仲間と

の飲み会があり、J リーグ、日本代表チームの試

合観戦なども楽しんできましたので、サッカーは

自分の人生から切り離せないものでした。昭和

23 年子年生まれ、今年は還暦となる節目の年、

振り返ってみますと、サッカーを通じた経験と、

人との繋がりが大きな支えになってきたと思って

います。このことはこれからも大事にしていきた

いと思っております。

東大サッカー部での思い出の中で、一番大きな

ことは、やはり昭和 44 年のリーグ戦での優勝、

１部との入れ替え戦出場になります。中大との入

れ替え戦は大敗でしたが、リーグ戦優勝は大きな

目標だったので、それが達成できたことは、自分

にとって大きな勲章になっております。優勝でき

た要因はいろいろあげられますが、先輩方の応援

と浅見監督の指導力が大きかったと思います。

本郷の合宿所で開かれていた新人歓迎会のやか

ん酒、検見川合宿で当時の全日本代表チームの胸

を借りたこと、４年生の７月に京大戦から九大で

の７大学戦まで西日本を遠征したこと、卒業後６

年ほどたった頃、京大戦が行われた京大農学部グ

ラウンドに女房を連れて行き同期に冷やかされた

こと、……いろいろな思い出があります。

最近はメタボ体型になって、とてもプレーはで

きませんし、サッカー選手だったとは周りから信

じてもらえない状態になっておりますが、頭の中

には昔の感覚が残っており、テレビでサッカーを

観ていると、つい自分がプレーしているように力

が入り、身体が動いてしまいます。

現役の活躍ぶりをメールで流していただいて、

リーグ優勝は大きな勲章

頭のなかでは記憶が薄れていて、そんなことも

あったかなという感じでしたが、いずれにせよ漆

田さんのお嬢さんや杉山健一君をはじめ懐かしい

顔ぶれと楽しい時間を過ごしました。

サッカー部員としての学生生活の思い出です。

 このような青春の甘酸っぱい思い出を持てた

のも、サッカー部に入ったおかげと思っている。 
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昭和 46 年卒業　渡辺　宏

今は、つくばの仮住まいで、多くの写真やメモ

は千葉の方に残してきたので、危うい記憶に頼っ

たことしか言えませんが、思い出すことを列記し

ておきます。

○昭和 41 年、入学と同時にサッカー部入部。暁

星時代の高校のサッカーとの違いにカルチャー

ショックを受けた。新入生歓迎コンパで飲まさ

れ、確か、友定さんと一緒だったと思うが浜田

山の家へ帰る途中の井の頭線で、座っている人

へめがけてはいたことを覚えている。ご迷惑を

かけました。

○入部したとたんに、４年の島田さんと坂井さん

が、坂井さんの留学のことで言い争っていたの

を覚えている。ところが、自分自身が坂井さん

と同じサンケイスカラシップの試験に受かって

しまい、４年ではなかったので余り問題なく留

学した。

○もう一人、渡辺がいて彰だったので、区別する

ために彼がＡ、僕が H ということになり、電

車の中でもＨと呼ばれて迷惑した。Ａちゃんと

は、ときにはドライブなんかも行ったが、おと

なしそうな顔をしている割に短気で、暴走族と

けんかしそうになったりしたが、ついに、東大

とけんかして東大もやめてしまった。

○１年フランスに留学して体重が８kg くらい増

えたが、検見川の夏合宿から戻り、２〜３週

間で元の体重に戻ったのを覚えている。フラン

スでの単位は認められず、２年で留学し、また

２年に戻った。帰ったころ、俵、黒沢、上妻ら

が入ってなかなか試合に出られなくなった。僕

サッカーのある人生

のフランス留学中にフランスで Revolution de 

mai があり、僕の帰国とほぼ同じ時期にストラ

イキがはじまった。

○僕が３年の時、どういう拍子か留年した八林さ

ん、同期入部の武田、小柳、それに俵、黒沢、

上妻等メンバーがそろって関東２部優勝、１部

の中央と入れ替え戦を代々木のグランドでやっ

たが、上妻が怪我をして大敗した。

○次の年は、前年のメンバーが多く残り、清木が

キャプテンになり、シーズン前半の成績も悪く

なかったので行けると思っていた。リーグ戦初

戦の相手は成城。相手チームのキーパーに高校

で一緒にやっていた弟がいた。雨の中で、僕も

一回シュートを打ったがゴール右に外れた。終

了少し前にゴール前の、間接フリーキックだっ

たと思うが、決められ、初戦を失った。

○それから、黒沢がいなくなったりし、僕も何か

調子が出ず、浅見さんに、何回かスタメンを外

された。自分でもリーグ戦になってから何かお

かしいと感じていた。しかし、どの試合か忘れ

たが、体調が良いときに、受けたパスをノート

ラップで逆サイドの、多分桜井だったと思うが、

一発でつないだことをよく覚えている。結局真

ん中くらいの成績に甘んじた。

○卒業後も大学院に行っていたこともあり、現役

の試合によく行った。Ｍ２で結婚したのだが、

貧乏なこともあり新婚旅行は横浜。その帰りに、

上妻がキャプテンだったと思うが、今度は下の

入れ替え戦が駒沢であり直行した。何とか残留

したが、中央戦とは違って気持ちのこもった良

い試合だった。

○その後も、東大ＬＢの試合には、よく、参加さ

せてもらった。戸井、手島、内田、大塚、宮崎

ら、後輩と一緒にプレーし、楽しませてもらっ

た。特に思い出すのは、戸井君が企画した、シ

ンガポール遠征。こてんぱんにやられたが、成

城のキーパーだった弟がシンガポールにおり楽

しい時間だった。その後、暁星が強くなってか

ら、暁星の方に行く機会もふえ、今はＯＢ会で

あるアストラ倶楽部の幹事長になってしまった

有難いと思っております。

OB として、毎年の寄付だけは続けて参ります。

現役の皆さん、上を目指して頑張ってください。
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のであるが、樋口さんのおかげで、ＬＢ 50、

60 にも参加させてもらっている。

○また、戸苅さんのやっていた少年サッカース

クールや、自分自身吉祥寺にいたこともあって、

西本先生や平林がやっていた武蔵野サッカース

クールの手伝いもした。

○昨年、後腹膜腫瘍で３回目の入院をしたが、そ

の退院が還暦の誕生日と重なり、現在勤務して

いる環境研の女性陣から赤いちゃんちゃんこな

らぬユニフォームをもらった。

昭和 47 年卒業　黒澤秀樹

こんな練習つまらない……

2007 年晩秋、筑波大が関東リーグ 1 部に残っ

たとき「奇跡的逆転残留」と表現した筑波大ＯＢ

が、「一度落ちるとなかなか上がれない、半世紀

前に強かった東京大学、……」「強い意志……頑

として目標に向かって妥協しないことだ」と語っ

ていた。

そのとき、40 年前の私の４年間が蘇ってきた。

それにしても何度妥協して頭を下げたことか。

入部して間もなく「この練習つまらない、どう

いう意味があるんですか」と尋ねたら、「そんな

こと言うならサッカー部やめろ」という言葉が４

年生の答だった。

昭和 43 年度秋のリーグ戦後半、優勝候補日体

大に勝ったが、この試合中相手ＧＫと衝突した私

は口の中を切っており、夕食のカツカレーが傷に

沁みた。しかし、次節、農大に２―７で破れ、優

勝を逸した。守備の弱いチームでは勝ち続けられ

ない、日本代表チームに国際レベルのＧＫがいれ

ばと、いつも思う。

２年生の春、関東１・２部合同の新人戦では泥

濘の敵地で慶応大に１―２で負け、３位に終わっ

た。秋のリーグ戦では２部優勝したものの、１部

との入れ替え戦で中央大に大敗した。

退部したが頭を下げて復帰

３年生の夏合宿のころ「心の中の風船が破裂し

た」といって退部した。しかし、サッカーが好き

だった。秋のリーグ戦が始まり、緒戦に負け第２

戦も引分けて優勝が遠のいたチームに頭を下げて

復帰した。御殿下で試合が始まり１分もたたない

とき、ハーフライン付近から打った私の左足ドリ

ブル・シュートがゴールネットの左上を揺らした。

試合後誰かが、「ＧＫがゴールポスト横にいた奴

と話し込んでいたんだ」と言っていた。４年生の

秋、最終戦が終り、小山先輩が話しかけてきて慰

めてくれた。

浅見監督、戸苅コーチ、先輩、同期、後輩など

のおかげ、高校以来、県大会クラス以上での私の

優勝経験は 10 回くらい。運の強い、ありがたい

サッカー人生に感謝している。

後輩諸君、優勝って実にいいものだよ。人生に

彩が加わる。目標に向かって強い意志を持ち妥協

しない日々を歩んで欲しい。

妥協しない強い意志を

昭和 51 年卒業　南谷尚志

学園紛争で志望を変更

そもそも私の東大受験はひょんなことからだった。

昭和 46 年、なぜか前年より競争率が跳ね上がっ

た京大教育学部に３点差で入れず、大阪外大に入

学したものの、大学リーグで本格的にボールを蹴

りたいという思いは募るばかり。講義にも身が入

らず、とうとう京大再受験を目指すことにした。

当時、今はなき西宮球技場での京大サッカー部（関

西大学リーグ１部だった）の試合を見に行っては、

自分がプレーする姿をダブらせていた。

ところが、その冬、京大は学生運動が激化して

無期限ストライキに突入し、昭和 44 年の東大に

続いての入試中止が噂された。迷った末、東大に

出願することに決め、大急ぎで受験参考書「傾向

大学リーグへの憧れ
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と対策」を買い直した。本当にばたばたの受験勉

強だったが、幸い、無事合格した私は、本郷御殿

下グラウンドの地下にあったサッカー部の部室を

訪ね入部した。「東大サッカー部」で、ただ本格

的にボールを蹴りたい一心だった。

「東大ア式蹴球部」と言うのだ、と先輩から教

えられ、同期入部の連中からも栄光の歴史を聞か

された私は、正直、とんでもない部に入ったもの

だと少々後悔したことを覚えている。1 年目、遠

征しての京大定期戦とその後の七帝戦での京大戦

（先輩の負傷もあり出場した）は複雑な思いを抱

いてのものとなった。

東大ア式蹴球部員の自覚

高校からサッカーを始めた私にとって技術・体

力の向上が第一であり、日本のサッカー史などほ

とんど関心の外でしかなかった。ましてや東大の

果たしてきた日本サッカー史上の功績など知るは

ずもなかった。当時の東大は、伝統校の衰退、新

興大学チームの躍進など戦国時代のように上下め

まぐるしく入れ替わる関東大学リーグにあって２

部中位を確保という状況だった。

それでも日々の練習・試合を積み重ねるうち、

「東大ア式蹴球部」の一員としての自覚は確固と

したものへと変化していったように思う。高校選

手権常連校出身選手を揃えた大学と対等に戦う面

白さもあった。単なる「サッカー少年」から「サッ

カー選手」への変化だったのかもしれない。

大学の４年間、特に最終学年のリーグ戦で関東

２部６位となったものの１勝もできず終わったこ

とで不完全燃焼の思いから、後輩の手助けを続け、

無謀にも監督を務めた年もあった。

その後、ニューヨーク勤務の間も「東大サッカー

部」は私の生活の中で大きな比重を占め、先輩・

後輩集まってボールを蹴ったりしたこともあっ

た。結局、27 年に渡る銀行生活の間、何かにつ

けて「東大サッカー部」はずっとついて回ったよ

うに思う。

娘も東大の女子マネに

家庭的には三人の娘に恵まれたが、幸い「サッ

カー」が唯一の共通語として娘達とのコミュニ

ケーションに役立っており、特に上の娘は平成

10 〜 13 年の東大現役チームマネージャー（かな

り厳しかったらしい？）まで務めてくれた。彼女

は日本サッカー協会を経て、今や F リーグ・浦

安バルドラールの総務担当としてチームを切り回

す存在となっている。

近時、シニアサッカーが盛んになり、一昔前なら

年寄りの冷や水と揶揄され心配されたものが堂々

と市民権を得て全国大会まで開催されるように

なった。これも「団塊の世代」のお蔭なのかもしれ

ないが「東大サッカー部」出身者の活躍はあちこ

ちで見聞きする。誇らしく思う一方、お互い、いつ

までも健康でサッカーが楽しめるよう願っている。

昭和 51 年卒業　池森俊文

東大ア式蹴球部は、昭和 31 年に関東大学リー

グ１部から２部に降格して以降、１部復帰が悲願

となった。しかし、現役・ＯＢの熱い思いにもか

かわらず、その後半は２部を死守することが精一

杯の状況であった。

「なぜ、２部優勝、１部復帰、と言わないのか」

現役が提示した低くて現実的な目標設定に対し

て、状況は理解しつつも、このように言わざるを

得なかった諸先輩の心の叫びが伝わってくるよう

な一言である。また、現役にとっては、これはと

きとして胸の奥から聞こえくる自省を促す自らの

声でもあった。このままで良いのか、と。

昭和50年度は、そのような時代の最中であった。（注）

本稿は、同期の集まりで出た話を中心に、そのよ

うな時代の様子を小話としてまとめたものである。

（注）昭和 52 年、東大ア式蹴球部は、21 年間守り続けた関
東大学リーグ２部から、東京都リーグ１部に降格した。

なぜ、２部優勝、１部復帰、
と言わないのか（昭和 50 年度小話集）
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【泥蹴編】
現実的な目標に批判

辞意を表明されていた浅見先生に懇願して、も

う１年やっていただくことになった。

毎年納会で新主将は新年度の目標を述べるのが

恒例になっていた。新４年生の事前の打ち合わせ

に従って池森は、「少なくとも前年以上の成績（６

位）をあげる」と述べた。

ＯＢからクレームがついた。「なぜ、２部優勝、

１部復帰、と言わないのか」と。浅見監督が「彼

らは状況を冷静に判断して、現実的な目標を掲げ

た」と弁明してくださったが納得されず、言い直

すこととなった。「前年の成績を下限とし、全力

で上位を目指す。できれば優勝し、１部復帰を展

望したい」と。

東大ア式蹴球部の伝統と、ＯＢ諸氏の熱い思い

を感じた瞬間であった。

[ 宮武談 ] 我われの代は、１年生でいきなり明

治学院と下の入れ替え戦を経験した。大方の試合

は記憶の彼方に消えてしまったが、あの明治学院

との試合だけは今も鮮明に覚えている。恐怖感の

ある試合だった。それがトラウマになったわけで

はないが、それ以降のリーグ戦では、あの恐怖を

避けることが暗黙の目標となった。

上位校に対抗する秘策

大学までのサッカー経験などで劣る東大サッ

カー部が、上位校に対抗するための秘策として考

え至ったのが、「つまらないサッカーをする」と

いうことであった。華麗に展開し、よいサッカー

を組み立てようとする上位校に対して、１対１の

ハードマークで分断し、大きくクリアーしてイン

プレーの時間を短くする。その内に相手は苛立ち、

我われと同じようなサッカーに陥ってしまう、と

いうものであった。ベンチからも「池までクリ

アー」「病院まで飛ばせ」という声が上がった。

選手は忠実に、中盤で奪ったボールまでもクリ

アーした。この術中に填
はま

ったのが、リーグ戦の順

天堂大、国士舘大、練習試合の全日本Ｂ、早稲田

大学などであった。

大宮サッカー場の死闘

この秘策を、意識してか無意識にか、同じよう

に実施していたのが、選手のサッカー経験では東

大と同様の境遇にあった一橋大であった。当時の

東大と一橋大と立教大は、同じように成績が振る

わず、不名誉にも関東大学リーグ２部で「３きょ

う（東京、一橋、立教）リーグ」と呼ばれていた。

その一橋大と、大宮サッカー場でリーグ戦の第４

戦目を戦った。事前の予想どおり、そこでは見苦

しい光景が展開された。ボールは意図もなく大き

く行き来し、接触プレーの後にはそのまま蹲
うずくま

る選

手が続出した。この試合で一橋大学のＧＫとセン

ターバックは負傷退場し、その後の出場が不可能

になってしまった。

浅見監督は、「これは、もはやサッカーではない」

と溜め息をつかれた。

まだ、勝っているぞ

昭和 50 年はプロ野球セリーグで広島カープが

初優勝した年だった。センターバックの影本や

ミッドフィールダーの吉野は、広島出身で熱烈な

カープファンだった。リーグ戦の４戦目、10 月

５日（日）の予定の対明治大戦は、台風のため延

期となり 10 月 15 日（水）明大八幡山グラウン

ドでの試合となった。同じ時間帯に後楽園では、

セリーグの初優勝を掛けて広島対巨人の試合が行

なわれていた。マネージャーの谷本はベンチから

「まだ、広島が勝っているぞ」と叫んで、武田コー

チに怒られた。

[ 谷本談 ] ベンチからみて右サイドで、東大の

オフサイドと思えるシーンがあって、東大ベンチ

からは一斉に「オフサイド、ケア」という声が上

がった。主審はつられて？　オフサイドの笛を吹

いたが、実は逆サイドに明治大のバックスが残っ

ていた。主審はそれに気づいて、大声で「ジャッ

ジ！ドロップボール！」と叫んで試合を再開した。
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あの宮武が

リーグ戦は、負けないけれど勝てない試合が続

き、下位を低迷して最終戦まで下の入れ替え戦の

可能性があった。ところが、競り合っていた一橋

大が前の試合で負け、その時点で関東リーグ２部

からの陥落はなくなった。それで気が緩んだか、

それまで負けても１点差のゲームを続けていたの

に、最終戦の青学に１―５の大敗を喫してしまっ

た。関東リーグ２部を死守することの重圧が如何

に大きかったことか。終了した開放感からか、そ

こまでクールに振る舞い、バックからの不正確な

クリアーボールを文句一つ言わず追いかけ続けた

副主将の宮武が、なり振り構わず号泣した。

[ 宮武談 ] 重圧からの開放もあったが、開放感

で青学に惨敗してしまった自分たちの不甲斐なさ

と同時に、卒業後にはもうこのような緊張感のあ

る試合はできない、といった思いが交錯したのだ

と思う。

 陽
みなみ

を出してやりたかった

４年生で初めて公式戦のメンバーになった選手

が何人かいる。メンバーでも控えの選手はベンチ

でゲーム展開を見守りながら自分の出番を待つ。

待ち続けても出られないことが多い。そのような

選手の一人が陽だった。陽は本来ＭＦやＦＷのプ

レーヤーだったが、正ＧＫの負傷欠場により、請

われて駒不足のゴールキーパーに転向していた。

浅見監督は試合後に何度か「今日は陽を出して

やりたかった」と漏らされていた。リーグ戦の最

終戦、浅見監督が叫んだ。「陽、行くぞ」。マネー

ジャーの谷本が聞いた。「ゴールキーパーですか」

「いや、中盤だ」。谷本は、陽のために背番号 18

のＧＫ用ユニフォームも用意しておいたのだが、

陽は普通のフィールドプレーヤー用の 18 番を着

けて、晴れがましくリーグ戦デビューを果たした。

浅見監督の意を受けた谷本が出場を告げると、

「わしか？」と照れたように、しかし自信たっぷ

りに言って出て行った。陽は、この日のことを日

記に「人生最良の日」と記した。

模範演技にも容赦はない

春の検見川合宿で、当時福島大学に在職されて

いた松本コーチの指導を受けることができた。浅

見監督の口利きであった。その中の基礎トレーニ

ングの一つに、投げられたボールを腕立て伏せの

姿勢からジャンプヘッドで返す動作を繰り返す、

というものがあった。田中は松本コーチから指名

されて模範演技をすることになった。模範演技だ

から数本で終わると、たかをくくっていた田中で

あったが、いつまで経っても終わらない。そのう

ちに白目を剥いて半失神状態になってしまった。

曰く、「この練習の目的は、この状態になってど

のくらい頑張れるか、である」。

よくやった、よくやった

春の検見川合宿で、同じ時期に合宿していた全

日本Ｂチームと練習試合をすることになった。明

らかに実力の違う全日本Ｂに押し込まれながら、

最後のところで体を張ってシュートをはじき返す

という展開が最初から最後まで続いた。ボロボロ

になりながら、前後半が終了し、結果、０―３の

負けであったが何となく達成感があった。

試合終了と同時に、今年から浅見監督を補佐し

て熱血指導をしていただいていた昭和 45 年卒業

の武田コーチから声が掛かった。「よくやった、

よくやった」。心もち目が潤んでいた。

東大の準備に感謝する

当時の御殿下グラウンドは土のグラウンドで、

長雨が降るとぬかるんだ。大きな試合の前には、

練習とともにグラウンド整備が重要な準備事項で

あった。50 年の京大戦の前にも雨が続き、毎日

毎日グラウンド整備を繰り返した。当日、懇親会

の挨拶で、池森は京大に対して「もっと良いグラ

ウンドでやってもらいたかった」と詫びた。京大

主将の永井は「昨日の段階で、今日は試合ができ

るかどうか心配したが、思いのほか良い状態のグ

ラウンドに驚いた。東大の準備に感謝する」。と

答えてくれた。
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何も障害物はなかったよ

毎年夏の山中湖合宿の最終日には、恒例の山中

湖一周競争を行なっていた。池森がスタートに向

けて準備していると、しばらく顔が見えなかった

兵頭コーチが息を切らしてやってきた。「何も障

害物はなかったよ」その日の実施に備えて、早朝

に起床して事前試走を行い、安全確認をしてくれ

たのだった。池森は深く頭をさげた。

マージャンと勉強は基本的に同じ姿勢をとる

リーグ戦が近づき、遠藤コーチから「試合に向

けて体調を整えるように」との指示が出た。

「リーグ戦が終わるまでは、夜遅くまでマージャ

ンをするようなことがないように」と。植村が言っ

た。「それなら、リーグ戦が終わるまでは、夜遅

くまで勉強することも止めよう。マージャンと勉

強は基本的に同じ姿勢をとる」。

サッカーはアグレッシーブな姿勢が大切

50 年当時、大先輩の竹腰重丸さんがご健在で

あった。諸先輩にならい、我われも親しみを込め

て竹腰さんのことを「ノコさん」と呼んでいた。

納会などに出席されるほか、不意に御殿下グラウ

ンドの練習を見に来られることもあった。山の上

にノコさんを見かけると、練習に一区切りつけて

全員で挨拶に行った。ノコさんから「サッカーは

アグレッシーブな姿勢が大切。アグレッシーブな

姿勢は動作に表れる」と教えていただいた。

サッカー部では、しばらくの間「アグレッシー

ブ」という言葉が流行った。

無念の小野田、不死鳥の南谷

秋のリーグ戦を目指して準備をしていた夏の終

わりごろ、小野田は練習試合として実施した古河

電工戦で、鎖骨骨折の大怪我をしてしまった。小

野田は４年生４人で組んでいたバックスの要
かなめ

の一

人だったが、この怪我によってこの年のリーグ戦

は出場不可能となってしまった。さぞ、無念であっ

たであろう。小野田のリーグ戦への思いは強く、

１年留年して翌年のリーグ戦にかけることとなっ

た。

万全の準備で秋のリーグ戦に臨んだ左サイド

バックの南谷は、初戦の国士舘大戦で、頬骨陥没

骨折の負傷をしてしまった。残り試合の出場が絶

望視されたが、１試合を欠場しただけで３戦目か

ら復帰した。皆はその野獣のような回復力に驚愕

したが、完治していたわけはなく、現在のような

専用のプロテクターもない中で、副主将としての

責任感からの勇気ある復帰であった。

助っ人柴やん

１年先輩の柴田さんは、４年次終了後、勉学に

励んでおられたが、小野田の負傷欠場もあり、リー

グ戦目指して復帰していただくことになった。当

り負けしない体格と、体格に似合わない柔らかい

ボールタッチと、判断力の高さで、我われにとっ

て強力な助っ人となった。

ダイビングヘッド

宮武のダイビングヘッドによる得点が目立っ

た。御殿下での対立教大戦、京都大学との定期戦、

天皇杯予選の日本製鋼戦、惜しくもクリアーされ

たが春季対抗戦の対日体大戦、などである。２部

とは言え、当時の大学サッカーの頂点近くに位置

する関東リーグのチーム同士の試合では、双方の

プレッシャーも強く、ゴール前ではなかなか余裕

のあるプレーはできなかった。　　

[ 宮武談 ] ４年になって練習もしていないのに

ダイビングヘッドで得点を決めた。京大戦も含め

て３、４点はダイビングヘッドで決めたと思う。

よく、練習で出来ないことは試合でもできない、

と言われていたが、練習もしなかったダイビング

ヘッドを何本も決めて、俺は天才か？と思った。

しかし練習ではできた普通のトラップやパスが、

試合ではなかなかできなかった。

東大サッカー部のレベルは高い

53 年卒業の井田は新入生のころ、東大サッカー

部の試合を見学に行った。関東リーグ１部のチー
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ムを相手に、局面ではむしろ相手を上回るプレー

をする選手が目についた。チームとしても対等に

渡り合っていた。このようなレベルの高いサッ

カー部でやっていけるかどうか不安になった、と

最近になって語った。井田が目の前で見たプレー

の主は植村であった。

【用具／設備編】
ユニフォーム

50 年度の東大のユニフォームは、正が青・青・

青で、胸に白で「東大」と縦書きし、白の背番号

であった。副は白・白・白で、同様に胸に黒で「東

大」と縦書きし、黒の背番号であったが、泥沼状

態の御殿下グラウンドなどで何試合も使ったた

め、泥色が染み込んで、昔は白であったと偲ばせ

るような異様な色になっていた。特に白パンツは

人によって洗濯状態も異なり、色のトーンが明ら

かに違っていた。今だとユニフォームとは認めて

もらえないかも知れない。

バカにつける薬はない

当時の御殿下グラウンドは土のグラウンドで、

所どころに小石が転がっていた。従って、選手に

は激しい練習による擦り傷などが絶えなかった。

そのようなときにお世話になったのが、木箱の救

急箱であった。その蓋の裏側には、「バカにつけ

る薬はない」と大書してあった。

50 年卒の吉澤先輩あたりの仕業ではなかった

だろうか。

部室・シャワー室、そしてトイレ

当時の部室は御殿下グラウンドの地下にあり、

病院側の道路面と同じぐらいの位置にあった窓か

ら、微かに外の光が入ってきたが、明かりをつけ

ても薄暗かった。階段を下りたところのシャワー

室で、温水のシャワーが使えた。下宿者などはこ

のシャワーで風呂を済まそうとしたため時間がか

かった。冬場は寒さに震えながら列を作って順番

を待った。

トイレはシャワー室の奥のドアの向こうにあっ

て判りにくかった。「トイレは地下にある」と聞

いた受験生が、場所がわからずシャワー室で用を

足していた、という噂もあった。間違えられても

仕方がないような場所であった。シャワー室の横

には、トレーニング器具が置いてあった。昼休み

に一人でトレーニングをして力が尽きると、いく

ら呼んでも助けは来なかった。

合宿所

農学部構内の東大地震研のさらに奥のほうに、

サッカー部の合宿所があった。東大の野球場の隣

であった。杉浦はこの合宿所に住んでいた。果物

が好物で３度の食事として果物を食していると言

われていた。おかっぱ頭に絣のチャンチャンコ姿

で存在感があった。

合宿所は、同期の打ち合わせや新人歓迎コンパ

などにも使われた。コンパの際には、この合宿所

は修羅場と化し、しばらく異臭が立ち込めた。

ペンデルボール

東京オリンピック準備にドイツから招かれたク

ラマー・コーチも活用したペンデルボールが、東

大にもあった。御殿下グラウンドの七徳堂側の端

あたりである。高い柱の頂上から吊り下げられた

ロープ付きのボールで、ゴールキーパーのパンチ

ングや、フィールドプレーヤーのジャンプヘッド、

ボレーキック練習などを一人でやるのに使った。

不届き者が力いっぱい蹴ったりしてよく壊れ

た。

キャプテンマーク

1974 年（昭和 49 年）の西ドイツ・ワールドカッ

プで優勝した西ドイツチームのキャプテン、ベッ

ケンバウワーが巻いていたことで広まったキャプ

テンマークであるが、新しい動きに敏感なマネー

ジャーの谷本は、ストッキング止めを転用して池

森の腕に巻いた。多分、東大チームで使われた初

めてのキャプテンマークではないだろうか。

しかし、これが試合中に何度も外れた。あまり
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に鬱
うっとう

陶しいので、池森は途中からこれを巻くのを

止めた。

スパイク

アディダス、プーマは１万円を超える高級品で

あった。選手のほとんどが数千円の国産のスパイ

クを履いていた。ヤスダは以前からあったが、そ

の外に、タチカラ、ミツナガ、オニツカタイガー、

ヤンガー、ウシトラ、モンブランなどの国産メー

カーがあった。

アディダスやプーマのラインを真似たデザイン

が多かったように記憶している。当時はまだ、お

おらかな時代であった。舶来物は足幅が細く作っ

てあり合わなかった。国産物は革が硬かった。い

ずれも新調すると、しばらく靴擦れに悩まされた。

このころ、軟らかいカンガルー革のスパイクが登

場したが、御殿下グラウンドで使うとすぐにだめ

になった。

大足コンテスト

センターバックの影本とミッドフィールダーの

田中は、足が大きいことで１、２位を争った。影

本のスパイクは「シロナガスクジラ」、田中のス

パイクは「マッコウクジラ」と呼ばれていた。影

本は東京ではなかなか足に合うスパイクが見つか

らず、出身地の広島から取り寄せて使っていた。

スコアブック

それまでも時どきはスコアブックを付けていた

が、50 年度はマネージャーの谷本、茅野そして

女性マネージャーの西山さん、塩屋園さんの努力

もあり、全試合の記録がスコアブックとして残っ

た。記録者の欄には植村や田中の名前も見られた。

当時のスコアブックは、東京教育大学教授多和

健雄著とあり、成美堂の出版で、ハードカバーの

豪華な「本」であった。メンバー提出用紙が、付

録として巻末の数ページに印刷してあり、それを

切り取って使った。その裏面には成美堂の広告が

印刷してあった。

サッカー教本

1973 年に、浅見監督が翻訳された、アラン・

ウエイド著「イングランド・サッカー教程」が、ベー

スボールマガジン社から出版された。同じころ、

同じくアラン・ウエイド著の本が、岡野俊一郎さ

んの翻訳で「コーチのいない君のためのサッカー・

ベスト・コーチ」というタイトルで、これもベー

スボールマガジン社から出版された。

当然のことながら東大サッカー部でも話題と

なったが、49 年卒の佐々木さんは、殊勝にも両

方とも買って読んでいた。池森は困らせようと、

「１冊買うとしたら、どちらの方がお勧めですか」

と聞いた。佐々木さんは、ちょっと考えて「甲乙

付け難し」と答えた。

【解説】このころ手に入ったサッカー本で、東

大サッカー部関係のものとしては、上記の２冊の

ほかに、スポーツシリーズ「サッカー」（竹腰重

丸著：旺文社）、スポーツ入門双書「サッカー」（竹

腰重丸、浅見俊雄、田中純二著：ベースボールマ

ガジン社）、「チャナディのサッカー」（Ａ．チャ

ナディ著、竹腰重丸監修、村岡博人、窪田登訳：

ベースボールマガジン社）、「サッカーのすすめ」

（岡野俊一郎著：講談社）、「サッカー教室」（岡野

俊一郎著 : 鶴書房）、「サッカー世界のプレー／

ワールドカップのスター達」（牛木素吉郎構成、

岸本健写真：講談社）、スポーツ教室「サッカー」

（岡野俊一郎著：旺文社）、「図説サッカー事典」（新

田純興ほか著：講談社）、「サッカー戦術とチーム

ワーク」（Ｃ．ヒューズ著、岡野俊一郎訳：ベー

スボールマガジン社）などがあった。

サッカーマガジンと
三菱ダイヤモンドサッカー

1966 年創刊のサッカーマガジンは、当時の重

要なサッカーの情報源であった。欧米のサッカー

が写真とともに紹介された。75 年の６月からは、

それまでの月刊が月２回の発行となったが、続け

て買うだけの経済的な余裕はなかった。

もう一つの重要なサッカーの情報源が、1968
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年放送開始の三菱ダイヤモンドサッカーであっ

た。東京 12 チャンネル金子アナウンサーの進行

と岡野俊一郎さんの解説は冷静で示唆に富み、

個々のプレーや戦術のみならず、マナーや観客の

反応までもコメントがあった。サッカーが奥深く

知的なスポーツである、という印象を与えてくれ

た。

金太郎とチビ蹴

サッカー部に入部したとき「チビ蹴をやろう」

と言われて、何のことか判らなかった。ミニゲー

ムのことであった。小さなスペースにコーンを２

つずつ立ててゴールにした。

東大では、ずいぶん前からミニゲームをこのよ

うに呼んでいるようであった。そう言えば、コー

ンはなぜか「金太郎」と呼ばれていた。こちらは

ずいぶん前からそうだったかどうかは判らない。

４、５人以上の仲間が集まると「金太郎」を立て

て「チビ蹴」をやった。いったん始めると、時間

を忘れて夢中でやった。筋肉痛が残った。

【番外編】
中根さんの写真集

中根雅子さんは赤門付近に居住し、よく御殿下

グラウンドに練習や試合を見に来られた。

検見川合宿などでは泊り込みで支援いただいた。

写真が趣味で、京大戦やリーグ戦などの写真を多

数残されたが、アルバイトをしながらそれらをま

とめて自費出版の写真集にして、同期の一人ひと

りに記念として頂戴した。皆で資金支援を申し出

たが、頑
かたく

なに拒否された。おそらく昭和 50 年度

は写真集のある唯一の年代ではないだろうか。

リーグ戦パンフレット

それまでも関東大学リーグ戦のパンフレットは

あったが、50 年から初めて顔写真入りとなった。

自分たちの写真もさることながら、相手チームの

選手の顔と名前が初めて一致したりして、大変に

重宝した。東大で、同期のみならず先輩や後輩に

もあだ名をつけて喜んでいた田中や陽や小野田な

どは、今度は他チームの特徴ある選手たちにあだ

名を付けては、それをパンフレットに書き込んで

楽しんでいた。回遊少年、海軍中将、はみだし、

などのメモが、田中の字で今も私のパンフレット

に残っている。

東大ダックス

東大ダックスは東大職員のチームで、東京都社

会人リーグに早期に参加した歴史あるチームであ

る。当時は毎日、御殿下グラウンドで、昼休み時

間を利用して２チームに分かれてゲームをしてい

た。御園や池森は、東大サッカー部の練習のない

日などに、仲間に入れてもらい一緒にボールを

蹴った。その縁で卒業後も親交があり、年１回、

毎年 11 月に同世代で定期戦を戦い続けて、もう

30 年以上になる。

夏の佐渡旅行

サッカー部の夏休みは、長い合宿や練習の合間

の束の間であったが、そのような期間を利用して、

群れる女子高生のようだと言われるほど仲の良

かった同期は、夏の佐渡に旅行した。参加者は池

森、植村、小野田、谷本、堀井、陽、宮武。行程

は以下のようなものであった。

７月 18 日（金）
　上野→新潟→小野田家→両津港→みさき荘泊

　　19 日（土）
　（佐渡）いかつり船　佐渡全島定期・観光バ

スフリー乗車券〜大佐渡スカイライン、相川、

佐渡金山

　　22 日（火）
　両津港→新潟→小野田家泊

　　23 日（水）
　新潟→長岡→（帰宅者）上野　

　　　　　　→（継続者）富山→陽家泊

　　24 日（木）
　富山→金沢→成巽閣→金沢→名古屋→東京
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修学旅行

学部の修学旅行はなかったが、サッカー部は修

学旅行を敢行した。企画・立案は田中が行った。

行程は以下のとおりであった。

この旅行中の 17 日夜、同期会「泥蹴会」が結

成された。16 日に宿泊することになっていた本

庄家別宅に到着してドアを開けてみると、何やら

異様な光景が目に飛び込んできた。箪
た ん す

笥が空いて

衣服が散乱して……。

泥棒が入っていたのだった。警察の取調べを受

けたり本庄家に連絡したり慌ただしい夜となっ

た。泥蹴会命名の由来の一つとなった。

11 月 14 日（金）
　11 時 59 分東京発「銀河 52 号」に集合（池森、

植村、影本、田中、谷本、茅野、堀井、南谷、

宮武、陽）

　　15 日（土）
　大津→北小松→南谷別荘昼食→近江今津→京

　都→京都女子大学園祭→南谷別荘泊

（小野田が合流）

　　16 日（日）
　北小松→近江今津→竹生島→大阪、京都→奈

良→本庄家泊

　　17 日（月）
　奈良見物→大阪→川福にて泥蹴会結成→奈良

→本庄家泊

　　（杉浦が合流）　　　　　　（小野田が帰宅）

　　18 日（火）
　奈良→京都→高雄山→京都→（公式日程終了）→東京

　　　　　　　　　　　→南紀白浜へ

　　　　　　　　　　　→大阪→南谷家泊　※

　　19 日（水）
　※大阪→広島→池森家泊

　　20 日（木）
　広島→東京

[ 谷本談 ] 泥棒の入った形跡を見つけたのは、

本庄から鍵を預かった谷本と池森ほかが宴会を早

めに切り上げて、先乗り組として本庄家別宅に到

着したときであった。地元警察に 110 番すると、

元県警本部長私邸ということで、警察官数人があ

わてて駆けつける騒ぎとなった。その渦中、２次

会組が夜道を声高に歌うわ笑うわで、完璧に泥酔

しての、にぎやかな到着となり、彼らを静めるの

がまた、ひと苦労であった。

泥蹴会

リーグ戦終了後に実施した修学旅行で、50 年

度の同期会「泥蹴会」が結成された。大阪のうど

んすき「川福」において、11 月 17 日の夜のこと

であった。

泥蹴会とは、雨の御殿下グラウンドで泥に塗れ

て球を蹴ったとか、同期の飲み会ではとことん泥

酔したとか、修学旅行で泥棒に入られた場面に遭

遇したとか、さまざまの要素を総合しての命名で

あったと記憶している。

結成の翌日、「泥蹴会」と書いた皿の焼物を作

成して、泥蹴会の宝物として大事に保管するはず

であったが、早々に紛失してしまった。

泥蹴会は、年に１回、原則的として 11 月 23

日に会合して、適当な相手と交歓試合を行いなが

ら、互いの近況を確認し合うこととした。その約

束はしっかりと守られて、卒業以来 30 年余り、

今も途切れずに続いている。交歓試合の相手は途

中から、グラウンドを共有していた職員チームの

東大ダックスと、関東大学リーグ２部において共

に戦った宿敵一橋大学ＯＢとなり、ここ 10 年ぐ

らいは三つ巴の定期戦を展開している。

ただ一つ

♪唯一つ、旗影高し。今輝ける、深空の光。

天寵を負える子ら、友よ、友、ここなる丘に、

東大の旗立てり。

伝統の旗、東大の光。讃え、讃えん。讃え、讃

えん。

応援歌「ただ一つ」は、卒業後も何度も歌った。

同期の結婚式では、必ずといってよいほど歌った。

「学生、注目！」。リード役はいつも小野田であっ

た。めでたい席での斉唱であったが、それまで感

極まる場面で歌ったことが多かったためか、条件
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反射的にこみ上げて来るものを感じて、いつも薄

涙を浮かべての斉唱となった。カラオケで歌うと

きには、直立不動の姿勢で歌った。（カラオケで

歌うな！）

学生の本分

当時のサッカー部には、法学部、経済学などの

文科系が多かった。工学部などの理科系は実験が

多く、練習との両立がなかなか難しかったためで

ある。その中で特に経済学部は楽勝と言われてい

たが、（優秀）かつ要領のよい学生であった宮武は、

４年次をサッカーだけに集中すべく、経済学部に

おいて３年生のうちに卒業に必要な単位を全て

取ってしまった。浅見監督はその要領の良さを「お

前は受験ではなく、籤引きで東大に入った」と言っ

て褒め讃えた。

就職戦線異常なし

50 年の就職協定では、９月１日が会社訪問の

解禁日であった。それに対して、この年の東大サッ

カー部は、検見川で異例の長期合宿を敢行、８月

31 日が合宿最終日となった。そのため、就職希

望の４年生は合宿明けの９月１日に慌しく会社訪

問に出かけることとなった。

リーグ戦も９月半ばには始まる。時間がない。

副主将の宮武は９月１日に訪問した某商社を、日

を置かずして再度訪問して直談判した。「リーグ

戦が迫っている。最後のリーグ戦に集中したい。

就職活動をしている余裕がない。直ぐに決めても

らえないか」。

後で判ったことだが、この会社の人事担当者は

同社ラグビー部の世話役で、体育会系にはことの

外に理解があった。「判った。もう来なくて良い。

リーグ戦に集中しろ」。そう言って、合格の印を

押してくれた。

東大にもサッカー部があるの？

池森は就職して間もないころ、上司に連れられ

て行った飲み屋で紹介された。「こいつは、東大

サッカー部で主将をやっていた」。カウンター越

しに若い女性が反応した。「まあ、東大にもサッ

カー部があるの、弱そう！」。

池森は、「何を言うか、わが東大ア式蹴球部は

……」と、数分にわたって詳しく解説し、場の雰

囲気を白けさせてしまった。

大運動会

紳士淑女の来場で、馬車人力車列をなし、見物

席は美しく着飾った婦人令嬢で埋められ、未来の

学士に目星を付ける婿選びの会場ともなった、と

記録にある帝大運動会の流れを汲む「大運動会」

が、毎年御殿下グラウンドで行なわれた。このこ

ろには見物する人も少なかった。

サッカー部の練習は休みとなり、部のコンパの

ためにビール券を求めて何人かの部員が参加させ

られた。その中で、多田はこの大運動会のスター

であった。陸上競技部の部員もエントリーする

100 ｍ競争で毎年優勝を続けた。颯爽と走り抜け

る姿は美しかった。

上野公園の花見

御殿下グラウンドからは、病院を抜け、池之端

門を抜けると、不忍池や上野公園はすぐである。

桜のころ、翌日練習が休みとなる日に、大人数で

上野公園に花見に行ったことがあった。桜の木を

折って怒られたり、陽が靴をなくしたりで大騒ぎ

であった。

[ 茅野談 ] ある日の練習終了後、誰が言い出し

たか、51 年卒組を中心に約 20 名ほどで上野公園

に花見にでかけた。折からの花見日和に加えて桜

も満開で、上野公園は花見客で混み合っており、

一寸の余地もないほどであった。何とか、とある

サラリーマンの一団の隣に席を確保して花見が始

まった。貧乏学生のことで酒もつまみも大したこ

とはなかったが、それなりに座は盛り上がってい

た。そのうちに、さらに酔いも回ってきて、一人

が桜の木に登って揺すったところ、音をたてて折

れかけて、巡回の警官に注意されるなど、だんだ

んと過激な方向に突入していった。

やがて、隣り合わせたサラリーマンの一団と合
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同の花見会の様相を呈していき、年上殺しの陽や

田中を中心に取り入って、相手の持参した酒は勝

手に飲むは、歌は歌うわの大騒ぎとなっていった。

そのうちにお隣さんは帰ることとなり、荷物に

なるからと酒と食べ物を寄付してくれた。残った

我われは、ますます盛り上がっていき、当時、宴

会の席では必ず歌っていた春歌を、次から次へと

止まらずに歌い続けた。

夜も更けて周りの喧騒も静かになり、我われも

そろそろ帰ろうということになったところで問題

が発生した。陽の靴がないのである。シートをひっ

くり返したり、あちこち探したが出てこない。皆

は相当に酩酊していて、探している最中にも誰か

が歌い出すと、皆で手をたたいて呼応する始末で

あった。

陽は陽で完全に出来上がっており、「俺の靴は

いい」と何度も言っていたが、皆はほとんど聞い

ていない。そのうちに、しばらく見えなかった小

野田と宮武が「おい、靴だ」といって差し出した。

陽はその靴を履いて合宿所まで帰ることができ

た。

駒場寮

2001 年８月の強制執行によって、その歴史に

幕を閉じた駒場寮であるが、１、２年次の南谷の

住居であった。６人で住む部屋の名前をボヘミア

ンと称していた。

寮食堂のメニューはＡ定食 90 円、Ｂ定食 120

円の２種類があった。Ａ定食ばかり食べていると

体を壊すといわれていたが、駒場付近に下宿して

いた池森は、これを３ヵ月も続けて貧血になった。

南谷は貧血になった池森を誘って近くの中華料理

屋で、鉄鍋で作った野菜炒めを食べさせた。血液

中にヘモグロビンが生成されていくのがよく判っ

た。有難かった。

本郷にある御殿下グラウンドでの練習からの帰

り、電車賃を節約するため、よく渋谷から駒場東

大前まで２人して歩いた。

引越し請負

２年次から３年次になるとき、講義の中心が駒

場から本郷に移る。そのため、下宿を駒場近辺か

ら本郷近辺に変える者が多かった。面倒見のよい

堀井は、レンタカーの軽トラックを借りてきて、

同期の引越しを手伝ってくれた。東京の事情の判

らない地方出身の学生たちにとって、涙が出るほ

ど有り難かった。

本郷ボンバーズ

御園は３年まででサッカー部を退部して学問に

打ち込んだ。しかしサッカーへの思いは断ちがた

く、有志を集めて本郷ボンバーズというサッカー

チームを組織し、東大総長杯のサッカー大会に出

場して見事優勝した。

上野「山下」のバイト

昭和 34 年から 41 年の東大サッカー部の監督

であった須賀さんは、上野で「山下」という高級

天ぷらの料亭をやられていたが、我われサッカー

部員のためにアルバイトをさせてくださった。

テーブル席の注文取りと皿洗いの仕事があった。

南谷や茅野、池森などがお世話になった。仕事が

終わると、ごはんを腹いっぱい食べさせてもらっ

た。有難かった。

皿洗い係りは、ときどきお座敷の前まで料理を

運んだ。入り口で「お富さん」と声を掛けるのだ

が、なかなか恥ずかしくて大きな声が出せなかっ

た。

本郷三丁目「不二家」

サッカーの厳しい練習で体が消耗すると、無性

に甘いものが食べたくなることがある。

田中、小野田、陽、植村、堀井などは、地下鉄

本郷三丁目の駅の近くにあった不二家の常連で

あった。好物はホットケーキであった。２枚重ね

のホットケーキに３種類のシロップが付いてき

た。それをホットケーキにたっぷりと掛けて食べ

た。田中は残ったシロップを水に溶いて飲んだり
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した。小野田はときどき、昆布茶を頼んで存在感

を示した。

正門前の「弥生」

日曜日の朝は、アルバイトの御殿下クラブで小

学生と「狐狩り」などをやった後、午後からの練

習に備えて昼飯を食べた。

谷本や茅野が好んで行ったのが、正門を出て信

号を渡ってちょっとのところにあった「弥生」で

あった。東大サッカー部ファンのおばさんと、無

口で大柄なご主人の２人だけで切り回しており、

メニューはカツ重と、ゲソ天だけがのった独特の

鍋焼きうどんしかなかった。もともとは甘味処で

あったが、甘辛い味付けのカツ重が美味しかった。

このほか、同期でよく出かけた飲食店には、以

下のような店があった。

寿司屋「若竹」
ご主人が亡くなってからは、おばちゃんが握っ

ていた。

肉豆腐「南州屋」
肉豆腐が意外に酒に合った。

よせ鍋「大松」
知的な雰囲気のある親父さんがやっていた。出

てくるのが遅かったが量は多く美味しかった。

やきとり「白糸」
この店の横を通るたびに、陽は舌鼓を鳴らして

皆を誘った。

学士会館ビヤガーデン
翌日が休みとなる練習後には、小走りに駆け込

んだ。

大ジョッキ８杯も飲むと、一口飲むごとに尿意

を催した。

とんかつ「永井」
薄くて大きなとんかつであった。

江古田「和田屋」
御園、陽のホームグラウンド。駅を降りた途端

に２人の大声が聞こえてくるような気がした。

検見川「チャチャ」　
柴田さん行き付けの店。

おしまい
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追　悼

昭和 33 年卒業
木村　蓊、小林昭夫、西野　宏、浜口幸久

昭和 32 年度のシーズンも終わり、卒業の日も

近づいた 33 年１月 25 日、我々４年生部員のた

めに３年生以下の部員による送別会が持たれた。

当日は午後２時から御殿下グラウンドで送別の紅

白試合が行われ、５時から農学部グラウンド横の

合宿所で送別コンパが催された。コンパでは東大

ア式蹴球部の来たるべきシーズンでの活躍を期待

しつつ、スキヤキ鍋を囲んで時を過ごした。しか

し、そのとき参加した部員の誰一人として、旬日

を置かずして主将五十嵐の身の上に悲劇が起ころ

うとは夢にも思わなかった。

１月 30 日夕刻、練習の帰途、赤門の前で五十

嵐が交通事故にあったという知らせを聞いた部員

たちは、ある者は東大病院に駆けつけ、ある者は

御殿下グラウンドに集まって、彼の回復を祈った。

しかし、皆の願いは空しい結果となった。

「東大サッカー史」編集のために昭和 32 年度

の記録をまとめるべく、同期が集まったおり、異

口同音に五十嵐主将の思い出をまとめて置こうと

いうことになった。木村、小林両君による回想に、

当時の東京大学新聞の記事を添えてまとめとする

しだいである。

「サッカー史」が完成したら、皆で五十嵐の墓

前に供え、往時を偲ぼうと考えている。

　　　　　　　　　　　　　
「神風タクシー」の犠牲に

卒業に必要なギリギリの単位しか取ってこなかっ

た私は、最後の試験を間近に控えて、めったにな

いことだったが、部の集まりを終えたあと大学の

図書館に直行して机に向かっていた。誰かは忘れ

たが、突然呼びにきた人に五十嵐君の変事を告げ

られて付属病院に駆けつけた。回復を信じ交替で

さすり続ける彼の足は、鍛えられて鋼のように固

かったが、時間とともに少しずつ冷えていった。

１年前、戸田の大学寮で行われた運動部合同の

合宿中に撮った破顔一笑のさわやかな彼の写真

前列左から２人目が五十嵐主将昭和33年2月5日付、東京大学新聞から

追悼  五十嵐洋文くん
（昭和 32 年度主将）
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が、遺影として各新聞の記事に添えられることに

なった。これがきっかけで、当時世間を騒がせて

いたタクシーの暴走に歯止めをかける風潮が生ま

れたのが、彼の遺した思わざる功徳としてあきら

めるしかなかった。

同期の部員のうち、彼と佐藤芳夫と私の３人が

１年生の夏の京大戦に帯同させてもらった。戦い

のあと、白砂青松で名高い須磨の浦まで足を延ば

し、うら若き女性にはとても見せられない海水着

なしの姿で海に入ったすぐそばを、早くも環境汚

染の走りとなる汚物がプカプカと流れていたのが

強く印象に残っている。

あるとき、休講となった彼が、学校のすぐそば

にあった私の下宿に突然やって来て、今の女房と

鉢合わせ。色だけの茶をすすりながらしばし談笑。

そんな縁もあったので、ご迷惑かと思ったが、わ

れわれの結婚式に彼のご両親の出席をお願いし

た。その後、父君よりずっと年賀状をいただいた

のがうれしく思い出される。（小林昭夫）

率先垂範のリーダー

昭和 32 年、１部復帰を合言葉にして新シーズ

ンが始まり、新しい布陣として主将の五十嵐と私

が中盤のハーフバックでプレーすることになっ

た。五十嵐から左右のどちらをやりたいか、得意

な方をやれ、残りを俺が引き受けると言われ、左

足の不得意な私が右のポジションをやることで

リーグ戦にのぞんだ。

１年目からレギュラーとして試合に出場してい

た彼は経験の少ない私を気遣い、指示したり励ま

したり試合中いつも私をリードしてくれたので、

連携を取りながら攻守の要である中盤の役割を果

たすことが出来たと考えている。

彼は感情的になって大声をあげたりすることは

なく、常にチームメートに気を配る心優しい主将

であった。一方、練習でも試合においても常に先

頭に立ってがんばる率先垂範型のリーダーでも

あった。

長年プレーを続けてきたこともあって足首に慢

性的なねんざがあり、試合前には念入りにテーピ

ングをしていたにもかかわらず、痛みが感じる素

振りは少しも見せなかった。

また、残念ながら 1 部復帰が果たせず主将とし

てさぞかし悔しかったと思うが、彼から一言も弁

解とか愚痴を聞いたことはない。人柄でチームを

見事に統率した度量の大きい好漢であった。

卒業をひかえ卒論の実験を終えて帰宅してから

彼の事故を電話で伝えられたとき、頑強な身体の

持ち主なので、よもや命を落とすとは思ってもみ

なかった。しかし、翌日訃報を知って茫然として

しまい、ご家族の前で号泣してよく話すことが出

来なかったことを記憶している。

彼の墓は府中市の多磨霊園にある。近くを通る

時いつも彼のことを思い出す。また、その墓石に

は一緒にプレーしたチームメートたちの名前が刻

まれている。五十嵐主将は我々の心の中で生きて

いる。（木村　蓊）

昭和 51 年卒業　田中　靖

一番先に天に召される

ヘコさんとは誰か。まずそれから始める必要が

ある。

筆者はＬＢ会の昭和 51 年卒 13 人の１人で、

ヘコさんはその 14 人目であった。本名は陽雅文

（ミナミ・マサフミ）、今は鬼籍に入って 30 年に

なるが、彼を知る者の間では、文字通り太陽のよ

うな存在であった。ヘコさんとはその彼の愛称で

ある。１年生の検見川合宿で、いささか肛門の筋

肉が緩かったために、ヘコキムシと命名されたの

がその起源である。その後、「ヘコキムシ⇒ヘコ

キ⇒ヘコさん」と変化した。彼のバンカラで純情

な男ぶりを「西郷どん」になぞらえ、西郷のユニ

フォーム＝「兵児帯（へこおび）」から命名され

たとする異説もあるが、ヘコキムシの命名者であ

る筆者はそれを真説とはしない。

ヘコさんの悲劇は、同期の中で一番元気であり、

追悼  ヘコさん、陽
みなみ

 雅文くん
（昭和 51 年卒業）
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将来の逸材と自他共に認めていた人間が、一番先

に天に召されたということにある。遂には彼の命

を奪うことになる胸の癌は、４年生の５月に撮っ

たレントゲン写真にはかけらもなかった。秋の

リーグ戦を終えて、同期で出かけた「修学旅行」

から帰京した翌日に、その残酷な正体を現したの

だ。彼自身の驚異的な生命力と、回復への皆の願

いで、宣告された余命６ヵ月が３年まで（５倍！）

延びたが、力闘の末、彼は遂に逝った。

こう書いても多くの読者には依然として「ヘコ

さん」はなじみが薄いであろう。独断と偏見にな

るが、彼が東大サッカー部 90 年史に登場しても

違和感がないと筆者が考える点がいくつかある。

今回は、そういう観点から、こよなく彼を愛した友

人のひとりとして彼の思い出をつづってみたい。

小学校４年からサッカーをはじめる

まず特筆したいのは、彼の華麗なサッカー歴で

ある。筆者もその一人である昭和 28 年生まれは、

後に「花のニッパチ」と呼ばれた世代であり、好

物＝「巨人、大鵬、玉子焼き」と信じていた少年

時代を共有する世代である。

彼はそんな時代に、小学校４年生からサッカー

を始めた。当時、サッカー王国といわれた埼玉、

静岡、広島ならいざ知らず、冬にはどんより曇っ

た雪の日が多いサッカー後進国（富山の人、すみ

ません）富山において、なぜか彼はサッカーを志す。

ちなみに筆者は小４のとき、市内の少年野球

チームに入団した。当時、筆者（を含め多くの少

年）は、サッカーのサの字も知らなかった。野球

以外に手ごろな、換言すると比較的道具の値段が

安く、仲間も集めやすいスポーツはなかった。元

気のよい男の子の多くは野球をしていた。

なぜ、彼が小４からサッカーを始めたか、彼自

身に聞いたことはない。でもこれは、当時の常識

から見ると快挙だったと思う。

今は、J リーグ全盛の世の中となり、全日本も

ワールドカップの常連となった。子供たちのなり

たいもののひとつとして、職業としてのサッカー

は確実に市民権を得た。サッカーエリート教育の

開始年齢もどんどん若年化している。今では幼稚

園からボールを蹴る子供たちがいるが、ヘコさん

はその大いなる「はしり」である。確か、あのロ

ナウジーニョもジダンもそうだったと記憶する

が、10 歳前後からストリートサッカーに興じ、

サッカーの虫になる。ヘコさんが彼らと違うのは、

日本ではまだそういう感覚がなかったころに、自

然な形でサッカーとの出会いを経験したことであ

る。おそらく、筆者たちの世代までのサッカー部

員にそのような歴史を持つ方はいないと思う。

力が結果につながらなかった

次に挙げたいのは、彼の潜在力が必ずしも「結

果」につながらなかった皮肉なめぐり合わせであ

る。この点は、筆者も含め、非凡なサッカーマン

では必ずしもなかった読者諸兄に、共感を持って

もらえるのではないだろうか。ある意味で、時代

に先駆けた存在だったからといえるかもしれない。

ヘコさんは、富山大学付属中学に進むと、勇躍

サッカー部の門を叩く。同じころ筆者もサッカー

部に入部する。親から薦められた剣道と、親しい

ボールを蹴る陽

在りし日の陽　雅文
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友人がたまたま入部したために念頭にあったサッ

カー部のどちらにするか悩んだ挙句「ええ、まま

よ」とサッカー部に入部を決めていた筆者とは大

違いである。

ヘコさんは、とんとん拍子にクラブ内で頭角を

現すが、２年生のときに鎖骨骨折のため１年シー

ズンを棒にふる。それでも、ギプスをはめてまで

も練習に明け暮れたというから、サッカー小僧の

面目躍如である。３年生の時には生徒会長、サッ

カー部キャプテンを兼ね、学校内での実力も相当

なものだった。

ところが、大事な一戦はいつも引き分けとなっ

た。当時の習慣で引き分けの場合、最後はコイン

トスとなるのだが、キャプテンの彼は１度も抽選

に勝ったことがなかった。じゃんけんでは勝つが、

その後のコイントスで負けるのである。チーム

メートをして、「陽はサッカーの練習は要らない

から、抽選の練習をして欲しかった」と言わしめ

た、との逸話が残っている。

彼の遺稿集で、ある友人が「悲運の名将」と彼

を呼んだ。類まれな運動神経を持ち、誰からも憧

れと尊敬の念を持って見られた男だが、皮肉な運

命にもてあそばれた面があった。

高校時代のヘコさんは、富山中部高校のサッ

カー部主将として、同校躍進の原動力となり、富

山随一のセンターバックの評判を取った。顧問の

先生によると、その当時の中部高校は十分県代表

の実力があったが、ライバルが圧倒的だったため、

県レベルで優勝することができなかったという。

ここでは、必ずしも彼の悲運が災いしたわけでは

なさそうである。

４年間の結末を飾る 20 分

大学入学後、１年生の夏までは、後日の彼自身

の述懐によると「日和って」サッカー同好会に属

した。同好会では飽き足らなかったのか、運動会

サッカー部に入部するや否や、独特のひたむきさ

で存在感を徐々に発揮していく。冒頭に記した「ヘ

コキムシ」人生の始まりである。

同じ部で生活し始めて、筆者が感じたのは、体

が固い割には、プレーが意外とやわらかくかつ、

足の振りが鋭いこと、中肉中背で「いかり肩」を

特徴とする大人の体格をすでに有していた。筆者

が入部当時、多田君という同期生と二人で「スケ

ルトン兄弟」の異名を取ったほど痩せて非力だっ

たのとは大きな違いであった。

それだけ傑出した素材だったが、なぜかポジ

ションを争うところまで行かなかった。その後

フォワードの一員として、筆者と同じ二軍の釜の

飯を長く食った。ヘコさんの十八番の型は右 45

度くらいから相手ゴールに接近し、不器用だがや

や強引なフェイントで相手を引き離し、立ち腰の

まま鋭い右足シュートを決めるパターンだった。

いよいよ４年生のシーズンを迎えたとき、シー

ズン入り直前に、彼は急遽ＧＫへのコンバートを

命じられる。当時のチームにＧＫの人材が薄かっ

たためである。さすがに彼をして「ムムム……、

勝手なこといいやがって。しかし受けることにし

たよ」と日記に書かしめた一大転機だった。とこ

ろが一定の練習をすると、彼は見事にＧＫ役をこ

なすのである。これには、皆が舌を巻いた。ヘコ

さんは器用なのである。何回か試合にＧＫとして

起用された。

ところが、肝心のリーグ戦では一向に彼の出番

は訪れなかった。東大の二部残留が決まってから

迎えた最終戦、ここでヘコさんは最初で最後の

リーグ戦デビューを、ＧＫでなくＦＷとして果た

す。浅見監督の決断だった。日記には「４年間の

結末を飾る 20 分、しかも温情で。くやしさ、う

れしさの入り混じった気持ちだ。今この瞬間を文

章で表すのは難しい。ただ涙が止まらなかったと

だけ言っておく」。まさにそうだったであろう。

そこで、東大サッカー部現役としてのヘコさんの

歴史は終わる。

思うに、ヘコさんは、アスリートとして万能型

選手だったと思う。174cm、62kg、大型でも小型

でもない、また一芸型でもない。ＢＫもＦＷも、

はたまたＧＫすらこなしてしまう。今にいうオー

ルラウンド・プレーヤーであり、ユーティリティ・

プレーヤーである。
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当時は、４―２―４全盛のころで、オランダの

トータルサッカーがお目見えしたばかりのころで

ある。早く世の中に現れすぎたタイプの選手だっ

たかもしれない。今は、「戦術的交替」を可能に

する万能型プレーヤーや、攻撃のできるＧＫ、ス

イーパー的ＧＫ等が話題になる時代である。ヘコ

さんは、今だったら、プレーヤーとしても別の価

値観で扱われただろうと思う。また、元気だった

ら、後進の精神面での指導に偉大な力を発揮した

男だったと思う。

遺稿集その他を含め、ヘコさんの内面を語るこ

とは他に譲って、今回はサッカーマンとしてのヘ

コさんの知られざる一面に光を当ててみたかった。

ヘコさんは時代を先取りしつつ、平凡なサッ

カーマンとしての人生を極めてまじめにひたむき

に演じて見せてくれた気がする。故人の名誉のた

めにも言うが、これはほめ言葉である。筆者のよ

うな超凡人にとって仰ぎ見る存在だった。

最後に、ヘコさんが壮絶な人生を駆け抜けた軌

跡を素描してこの短い文章を終わりたい。筆者の

筆力不足で 90 年史に相応しい話になっていなけ

ればご寛恕願います。合掌。

［陽　雅文（みなみ・まさふみ）年譜］
昭和 28 年　４月 10 日　富山市に生まれる。

昭和 35 年　富山大学付属小学校入学。高学年

頃から熱心にサッカーをする。

昭和 41 年　同付属中学校入学。サッカー部主

将、生徒会長を努める。

昭和 44 年　富山県立富山中部高校入学。サッ

カー部主将を務める。

昭和 47 年　東京大学理科一類入学。サッカー

部入部

昭和 50 年　11 月 21 日　発病（悪性胸腺腫）

昭和 52 年　同大学院資源工学科進学

昭和 53 年　12 月 4 日　逝く

平成 12 年卒業　下田修平

よく、お酒を飲んだ

私のような三下が中西さんについて語るのは大

変恐縮ですが、最も中西さんと親しかったから書

いてみろと上の代の方にいわれ、筆を握ることに

しました。

何がどう親しかったかというと、まあよくお酒

を飲んだ、と。特に合宿初日の夜は決まってこそ

こそと食堂に行ったり、階段の陰に隠れたりしな

がら、主にウィスキーを飲んだものです。２日目

は私も中西さんも２日酔い状態で、アセドアルデ

ヒド分解のため練習前から水を大量に飲むのです

が、「なんで汗かいていないうちからそんなに水

飲むのですか？　中西さんと下田さんだけ」と女

子マネージャーから訝しがられたものです。

さすがに２日目の夜はお互い自重するのです

が、３日目からは「まあ、今日は抑えめにな」と

いいつつ、しっかり飲むのでした。基本的には、

飲んだ次の日の朝食時、中西さんはぐったりして

いるので、たいていの人は「あ、昨日の晩は飲ん

だな」とすぐに分かるのですが、逆に私は朝から

やたら気持ちがたかぶって饒舌に喋るので、たい

ていの人は「あ、昨日の酒が残ってるな」と気づ

いてくれます。ちなみに、常に我々２人だけとい

うわけでもなく、たまには私の一つ下の足立君も

合流することがありました。

もちろん、合宿以外の場では、サッカー部の皆

とともに試合の打ち上げに行くこともありました

し、あるいはア式蹴球部のコーチを辞められたあ

とも、主に大谷さんの代の人たちとプライベート

で飲みに行くこともありました。昨年の夏、有楽

町の某カフェで集まり、その後有志一同で銀座ラ

イオン本店で飲んだのが、最後の宴でした。

理想の指導者はヴェンゲル

普段はあまりサッカーについて話すことはない

追悼  中西義和さん
（平成 10 年度コーチ）
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のですが、酔っぱらうと私も調子に乗って、中西

さんの理想とするサッカーについての話などを、

伺ったこともあります。しかし泥酔しているので、

何を話したのか、翌日には両者ともに綺麗さっぱ

り忘れていたりします。

その中で私が覚えているのは、「理想の指導者

はアーセン・ヴェンゲル」ということです。曰く、

「試合の際のたたずまいが、凛としている」と。

なるほど、たしかに中西さんもヴェンゲルのよう

な雰囲気を持っていた方でした。ヴェンゲルと中

西さんのサッカー理論の共通点だとか、そういっ

た難しいことは私には全くわかりません。ただや

はり、中西さんはスマートな方だな、と常々感じ

ていました。

例えばお酒をどんなに飲んでも、愚痴をいわな

い、自慢話を語らない、怒らない、他人にからま

ない。もちろん、飲酒時以外もスマートですし、

さらにいえば学生からの質問、疑問に対して明確

に答えてくれる、そしてそのような疑問を素直に

投げかけられる雰囲気を持っていました。

具体的には、「なんで自分が試合で使ってもら

えなかったのか」、「あの時点であのような指示が

あったのは、どういう意図か」といった疑問を、

学生が中西さんに対して直接問うているシーンを

よく見たものです。そしてそれに丁寧に答える中

西さんの姿も、はっきりと覚えています。あと一

つ覚えているのは、「プロサッカーでは、いわゆ

るシャンパン・サッカーが理想」ということで、

ヴェンゲルにせよシャンパンにせよ、元来フラン

スサッカーへの憧れが強かったといえましょう。

しかし、大学サッカーにおいてシャンパン・サッ

カーを展開するのはさすがに無理でして、当然そ

のような要求を我々に課したことはありませんで

した。　

中西さんがどのようなサッカーを東大でやろう

としていたのか、当時の主将であった大谷さんに

訊いたところ、「シンプルにつなぎ、ボールも選

手もよく動くサッカー」とのことです。これを聞

いて、「ああ、それこそまさに、ヴェンゲル率い

るアーセナルのサッカーだな」と実感しました。

都大学リーグ２部へ昇格

今でいうところのメッシやカモラネージや、あ

るいはカッサーノやロナウジーニョのような技巧

派ドリブラー（ファンタジスタ）に頼ることなく、

全体がリズムよくパスをつなぎ、よどみなく選手

が動いて行くチームです。そのサッカーを、中西

さんの視点からどの程度実現できていたのか、私

には全く分かりませんが、結果として東京都３部

を無敗で優勝し、２部へと昇格したのでした。

また、中西さんは学生の自主性を最大限に尊重

していて、基本的方針と公式戦メンバー選出以外

は、全て幹部学年の４年生に任せていました。た

とえば練習メニューは、ほとんどこの幹部学年の

人たちの提案と、それを尊重した上での中西さん

の助言で構成されていました。

かように人格者であった中西さんの交友関係は

当然幅広いものでした。かつて日本リーグでプ

レーしていたころ、あのラモス瑠偉がけがしたさ

いにお見舞いに行ったそうです。そしてラモスが

復帰後に中西さんと会ったとき、中西さんに対し

「また来るよ、って言ってたのに、来なかったじゃ

ねえか！」と怒ったそうです。お見舞いの帰りぎ

わ、日本人なら誰でも、「じゃあ、また来るから」

と社交辞令を述べるものです。中西さんもこのよ

うに言って去ったところ、これをブラジル系のラ

モスは額面通りに記憶し、また来る日を待ってい

たのだと。外国人に対して日本式社交辞令、およ

び婉曲的否定法を用いて話すと、あとあと面倒な

ことになるのだという訓示を、このとき、いただ

いたような気がしました。

中西さんが亡くなられたのは私が上海に赴任し

た後だったのですが、それからしばらくして１週

間ほど帰国する機会があったので、お墓参りに行

きました。しかし午後７時半ごろお寺に参ったら、

すでに閉門しておりました。ちょっと考えれば当

然理解できる結末で、なんというヌケ作、と自分

を責めつつも、「中西さん、必ずやまた来ます」

と誓いました。これは、社交辞令じゃありません。

本当に行きますから。



174

平成 2 年卒業　住谷安史

同期との初の出会い

入学直後の昭和 61 年春、「駒場キャンパスの

グラウンドで新入生を集めて試合をするので遊び

に来ないか」― 高校時代のサッカー部の尊敬す

る先輩であり、大学でも当時の主将だった鈴木修

二さんに誘っていただき、足を運んだ。なんとな

く気恥ずかしくて、シャツなどは持ち合わせず、

単に見学するだけと決め込んで、その場に向かっ

た。浪人明けのたるんだ体では、10 分間ですら

ボールを追いかける自信がなかったのが本音だっ

たかもしれない。その新入生歓迎試合で４年間の

苦楽を共にする同期のメンバーに初めて出会っ

た。

太陽のような存在

真っ黒に日焼けした愛嬌のある顔、コミカルな

仕草、卒業してからはビヤ樽のような体型、いつ

も誰にも隔てなく気を配る優しさ、そんなことか

ら先輩、後輩を問わず、誰からも愛されるキャラ

クター。グラウンドの上では、体力トレーニング

のときなど、私も含めいつもビリ争いを演じてい

たにもかかわらず、「カラ元気！カラ元気！」と

みんなを鼓舞して笑わせていた。主務という裏方

仕事も、嫌な顔一つ見せず、みんなを引っ張って

まとめていった。

グラウンド以外でも、飲み会、カラオケ、麻雀、

いつも周囲を笑いの渦に引き込み、心を温めてく

れるバイタリティーは天性のものだった。同期の

結婚式では、いつも手塚君の “フレー！フレー！”

と い う 声 が 会 場 に 響 き わ た り、“Eins! Zwei! 

Drei!”というかけ声を合図に、同期一同による

応援歌「ただ一つ」斉唱の先頭に立った。いつも

みんなの心の中心にいた太陽のような存在が手塚

君だった。

苦境での救世主

手塚君のプレースタイルについても触れておき

たい。今や“ノールック・パス”も当たり前になっ

たが、手塚君は当時から“ノールック・パス”を

面白おかしくコメディータッチで演出していた。

その身のこなしは、今思い出しても、思わず吹き

出してしまいそうな愉快さである。

そんな手塚君が救世主になったプレーとして思

い出すのが、大学３年（昭和 63 年）の秋である。

東京都１部のリーグ戦は苦戦の連続だった。思っ

たような戦いができないまま全日程を終え、東京

都２部リーグの東洋大との入れ替え戦という正念

場に立たされた。

しかも、初戦引き分けで仕切り直しとなった入

れ替え戦再試合は、前半に１点を先制される苦し

い展開。後半の残り時間も刻々と少なくなり、し

だいに焦りも募っていた。

そんな状況を救ったのが、ツートップのフォ

ワードの一翼を担っていた手塚君のプレーだっ

た。中盤からのスルーパスを受けて抜け出した手

塚君は、相手ゴールキーパーを見透かしたように

落ち着き払い、絶妙のタイミングを見計らって、

右足インサイドキックでゴール隅に決めた。苦境

の底から我々を救い出し、歓喜を爆発させた瞬間

が忘れられない。まさに神様、仏様、手塚様だっ

た。

別れと永遠の絆

あまりにも突然だった。平成 17 年冬、手塚耕

治君は天に召された。同期の萩原君から送られた

悲報が、安藤君から職場にいた私へのメールに刻

まれていた。目を疑った。信じられなかった。

手塚君とのお別れの会には、卒業以来の多数の

同期が集まった。同期だけではなく、先輩、後輩、

友人、その他関係者が多く参列し、悲しみに打ち

ひしがれながら、手塚君を見送った。手塚君のこ

とだから、卒業以来、離ればなれになってしまっ

ていた我が同期の絆をまた結びつけてくれたのか

もしれないとさえ思った。

追悼  手塚耕治くん（平成元年度主務）

同期を結びつける永遠の絆
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手塚君とのお別れの会の後、程なくして、毎年、

夏合宿で汗を流した山中寮のサッカーグラウンド

を訪れてみたくなった。現役当時以来の山中寮と

サッカーグラウンドである。

グラウンドは一面に雪が覆い、静かで、サッカー

ゴールもグラウンドの端の方に片づけられてい

た。手塚君が緑の芝生の上で、明るく走り回って

いる姿が目に浮かび、今にも手塚君の笑い声が聞

こえてくるように思われた。一人たたずみ、手塚

君を想った。

私はなかなか出席できずに恐縮しているのだが、

我が同期は毎年、年末に大学近くで集まり、当時

の手塚君を偲びながら、旧交を温めている。今年

に入ってからは、手塚君が眠る故郷、桐生のお墓に、

同期や後輩が一緒にお花を供えにも行った。

もう 20 年以上前のことになってしまった昭和

61 年春の新入生歓迎試合に手塚君が来ていたの

かどうか、今では本人に聞く術はない。しかし手

塚君のことだから、きっと来ていたのではないか

という気がする。そのときから、そしてこれから

も手塚君は僕ら同期を結びつけてくれる永遠の絆

なのだと思う。
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法学部４年　大沢拓巳

蹴りはじめてから 18 年近く

幼稚園時代に半ば強制のごとく始めたサッカー

だが、もう 18 年近く続けていることになる。思

い起こせば、それこそ走馬灯のように無数の場面

が頭に浮かぶ。合宿の食事を残すと怒る少年団の

コーチ、10 時間以上もバスに揺られて遠征に向

かった京都や大阪、県大会で優勝したときの記念

写真。部員も少なく、顧問も初心者で、練習に苦

労した中学校のサッカー部。日常生活にも厳しい

高校の監督、100 人を超える部員、初めて行った

海外での試合、引退の瞬間。

ここまで振り返って気づいた。自分のサッカー

史を時系列順に書き起こしても、あまり意味ない

と。そこで、これまでサッカーを続けてきて感じ

たことを少し書きたいと思う。

敗北の意味するものを考える

サッカーをやっている以上、負けることは少な

くない。チームとしてのそればかりでなく、練習、

試合の中での１対１や、チーム内でのポジション

争いなど、多くの場面で敗北に直面する。それゆ

え敗北をどう消化するか、あるいは敗北にどうい

う意味を持たせるかは、サッカーを続けていくう

えでとても重要な問題だと思う。

敗北には２つの見方があるように思う。１つは、

敗北から学ぶという「失敗は成功のもと」的側面

である。日常の練習で課題を見つけ、試合に向け

１部昇格のシナリオ描いて
てその課題を一つひとつ克服していくには、ミス

（＝敗北）に目を向けることは必要不可欠だと思

う。だからこそ、負けた試合でもビデオを見るし、

ミスをサッカーノートに書き残したりする。また、

こうした技術の面以外にも「あのとき負けたから

今日の試合に勝てた」とか、「一度決定機を外し

ていたので、２度目は…」といった思いは誰しも

経験があるものだろう。

他方で、『敗北から学ぶものはない、負けたら

無だ』という考え方があることも否定できない。

元日本代表監督のオシム氏も、あるインタビュー

でそのように答えたことがあるという。また、メ

ンタルトレーニングの世界では、負け試合のあと

の反省よりも、勝ち試合のあとの反省の方が有効

だという見解がある。敗北から学ぶことがいかに

難しいかを示しているだろう。やはり負けたとき

には、“負けたという現実”の方に意識が集中し

がちである。特に大事な公式戦などでは、この傾

向はより強いように思われる。

思えば、私が所属していた少年団のスローガン

は、「負けて泣くな、勝って泣け」だった。「勝っ

て泣け」は、目標とそれを達成する喜びを示す言

葉だ。敗北から学び成長することは、明確な目標

を念頭に置いているからこそ可能なことなのかも

しれない。久々にこのスローガンを目にしたとき、

ふとそのように思った。

イメージを通じて自己表現

サッカーに限った話ではないが、明確なイメー

ジを描けるかどうかは、プレーの成否に大きく関

わることだと考えている。

高校時代、練習の初めに目を閉じてイメージを
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する時間が設けられていた。そこでは、自分自身

の基礎的なプレーをイメージして、ミスの修正を

試みることもあった。しかしそれ以上に、プロの

試合やゴール集などで見たプレーをイメージする

ことが多かった。もちろん、容易に実行できるプ

レーばかりではない。それでも、試合で似たよう

な状況が起こったときに、そのプレーが頭をよぎ

るかどうかで、選択するプレーが変わってくるこ

とは間違いないだろう。だから、同じゴール集を、

覚えるくらいに何度でも見ることもある。試験の

前に暗記すれば、『1603 年→江戸幕府成立』がす

ぐ導き出せる（これは極端な例だが）のと同様に、

試合中に多くのプレーを頭に描ける気がするから

だ。

大学に入って試合に出るようになり、特にフ

リーキックなんかで、ほんの少しはイメージを形

に出来ているかと思う。こうしたイメージを通じ

た自己表現も、サッカーの醍醐味の一つだ。

生活文化としてのサッカー

高校時代、イングランドに行く機会があった。

街の公園が芝生で、なおかつゴールが付いている

こと、ほとんどの人がひいきのチームを持ってい

ることなど、さすがサッカーの母国という印象を

受け、そのような光景は数多くあった。サッカー

が生活に根付いているのだ。

翻って、日本のサッカー文化について考えてみ

た。協会などのシステム面については、世界的に

見ても整っている部類に入るのではないだろう

か。特に、プロ予備軍でなくても、高校や大学に

真剣勝負の場（種々の大会）が提供されているの

は素晴らしいことだと思う。最近では、カテゴリー

ごとのシステムに加えて、J ヴィレッジなどでエ

リート教育も行われ始めている。エリートの育成

と、生涯サッカーを楽しめるような環境の拡大を

両立していくことが、今後は必要になってくると

思う。

その一方で、見る側の視点からは、サッカーが

生活の一部になっているとはいえない面もある。

先のクラブ・ワールドカップに浦和レッズが出場

した際、メディアはこぞって“日本代表”浦和レッ

ズを盛り上げていた。それが日本人の気質なのか

もしれないが、少し奇妙なことだ。イタリアでは、

インテルのファンが AC ミランを応援することは

ないだろう。私も含めて多くの日本人にはまだ、

“愛すべき我が街のクラブ”はないのだと思う。

これはクラブが強いか弱いかに関わるものではな

く、クラブを街の象徴と意識付けられるかどうか

の問題である。実際、マンチェスター市民の半分

以上はシティのファンだという話もある（真偽の

ほどは定かでないが）。

J リーグが出来てまだ 16 年。日本のサッカー

文化はまだ産声を上げたばかりだ。生涯スポーツ、

地域スポーツとしてますますサッカーが発展して

いく必要がある。サッカーを続けてきた人間とし

て、少しでもそれに貢献していきたいと思ってい

る。

多くの人に会い多くの体験

18 年もサッカーを続けることができたのは、

サッカーが、さまざまな人と出会う機会を与えて

くれ、多くの貴重な体験をさせてくれたからにほ

かならない。サッカーを通じて自分自身の成長を

実感することができ、それが自分の生きる力に

なってきたと思う。

また、重要なエッセーにこのようなまとまりの

ない駄文しか書けないことは申し訳ないし、締め

切りギリギリまで書き始めなかったことを少し後

悔している。

最後になるが、創部 90 年という記念すべき年

に、東大ア式蹴球部のプレーヤーでいられること

を、それも最高学年、副将として過ごせることを

うれしく思う。これを書いている時点で結果は分

からないが、秋に 1 部昇格という最高のシナリオ

を演じられることを期待しつつ、このエッセーを

締めくくりたい。
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東大に入ったらサッカーを

このような僕でありますが、やはり高校でサッ

カーをしなかったことに対する後悔やら未練やら

を抱えて、高校生活の残り半分を過ごしていまし

た。

そして浪人時代、地元検見川のグラウンドで必

死になってボールを追いかける青年たちを見て

( 今思えばサッカー部じゃなかったぽいのですが

…ユニホーム赤かったし )、「ああ、そうだ。東

大入ったらサッカー部に入ろう」などと思ったの

でした。

さて、だいぶ省略してますが、これが部に入る

までの僕です。実際に部に入ってからは、多くの

想像を超える発見にめぐり合いました。そんなな

かでも一番の発見は、僕はやっぱりサッカーが好

きだったということです。肉体的に、精神的に、

どんなに辛くてもやっぱりサッカーをやっていた

い。「はい。僕はサッカーが好きです。やっぱり」

なんて言っておりますが、上記の内容では、前述

した疑問の答えにはなっていないことは、みなさ

んにもわかると思います。なんのために僕はこの

場所でサッカーを続けているんだろうか、果たし

てそれにどんな意味があるんだろうか。

プロになるというわけでもないのに、僕がうま

くなったところで誰かが幸せになるわけでもな

し。それなのに、なんで僕は親をはじめとする多

くの人に迷惑をかけてまで、サッカーをしている

のでしょうか。研究者として生きていきたいなど

と夢見つつ、ほかの学生が勉強にいそしむなか、

なんであえてサッカーに打ち込むのでしょうか。

サッカーが好きだから、というのは必要条件には

なり得ても、十分条件にはなりません。しかし、

それ以外にはっきりした答えをひねり出そうとし

ても何も思い浮かびません。

そこでようやく、僕は「どんな意味があるのか」

という問い自体が無意味なものではないかと考え

いたるのです。「意味」というものは事後的に出

来事やある行為に付加するものであって、それを

今どんなに考えたところで、それは空論の域を出

農学部 4 年　小薗健太

高校ではラクロス部に

もう、梅雨入りとのうわさで持ちきりですね。

このエッセーの提出日は、何を隠そう妹の誕生日

だったりして、プレゼントに何を買うかで頭が

いっぱい、なかなか筆が進みません。本来このよ

うな文章は、引退してからゆっくり現役生活を振

り返りつつ書くものなのかもしれませんが、せっ

かくの機会なので、残された現役生活もほぼ 5 カ

月とだいぶ短くなってしまった今、僕が日々考え

ていること感じていることを書いてみようと思い

ます。

早いもので僕が部に入ってもう３年が経ちまし

た。当然のことですが、入部する前と比べていろ

んなことができるようになったし、おざなりな言

い方ですが、人間的にも成長できたと思います。

まだ足りないこと、やり残していることは山ほど

ありますし、これからそれらを全力でやりきるこ

とが残された数カ月における僕の、まあ目標で

あったり、夢であったりするわけですが。

しかしながら、最近、ふと『なんで自分は今サッ

カーをやっているんだろう』などと考えることが

多くなってきました。

僕の高校までのサッカー人生は決して人に誇れ

るようなものではなかったと思います。小学生の

時はずっと GK だったのですが、中学入学と同時

に憧れのフィールドプレーヤーになりました。グ

ラウンドがなかなか使えないので、練習の半分く

らいが近くの公園でのミニゲームでした。走り込

みもありましたが、いつもショートカットしてい

ました。そして高校入学とともに、まさかのラク

ロス部入部、さらには１年後にまさかの退部。そ

の後は暇だったので、地元でフットサルチームを

作ったり、ゴルフの打ちっぱなしに行ったりして

いました。

なぜサッカーを続けるのか
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ない。だからこそ、この瞬間を有意義なものにす

るために僕はやり残されたことをやらなければい

けないんだと思います。そんなことを稲毛までの

道すがら、黄色い電車に揺られながら考えていま

す。

「気遣い」の大切さ

まあ、そんなわけで、僕は今もこの場所でサッ

カーをしているわけなんですが、近ごろよく感じ

ることに「気遣い」の大切さというものがありま

す。どんな行為においても「気を遣う」というこ

とは出来ると思うんです。サッカーをしていると

きでも一つのパスをとっても、相手がどういうタ

イプでこのパスを受けた次にどんなプレーをした

がっているか、とか。狙った通りにパスが出せな

くても、そういうことを考えていくことが大事な

んだと思います。日常生活でも、あとで使う人に

だとか、隣に立っている人にとか、見ている人に

とか。

個人に対してもそうですが、チームに対しても

です。よくいう「盛り上げる」ということもその

一つだと思いますが、チームが今どんな状態で、

どうすることが必要であるのか、よく考えること

が大事なんだと。

プレーで引っ張るとかいうのも、そういうこと

なんじゃないかと。練習中でも試合中でも、全力

で取り組む選手、抜くことを知らない人のプレー

を見ると「オレも…」と触発されることが幾度と

なくあります。そんな正の連鎖の中心、あるいは

発端にいられるような存在になりたい、近づきた

いなどと思っています。

研究室に入って、今までと違い、チームとして

研究活動を行っていくことがどんなものなのか、

体感し始めているこのごろ、研究室の中でもそう

いうことができる人間になれたらと感じているわ

けです。

いろいろ書いてきましたが、こんな僕の駄文を

読んで、後輩たちの中からいま日本が直面してい

る食糧問題、環境問題を真剣に受け止め、東京大

学農学部に進学し、未来の日本の農林水産業を背

負って立つような人材が出てくるようなことがあ

れば幸せです。

工学部 4 年　齋藤　信

高校では部活でも勉強でも成果

僕は小学３年のときにサッカーを始めました。

きっかけは仙台から盛岡へ引っ越したとき、近く

に住んでいた親戚に勧められたからだと記憶して

います。それが小、中、高と続き、高校卒業後に

一時サッカーの厳しさに耐えられず、フラフラし

ていた時期があったのですが、結局大学でもこう

してサッカーをやっています。このエッセーでは、

大学入学後にフラフラしてから途中入部を決断す

るまでの道のりについて書こうと思います。

始まりは高校時代。このころはとっても充実し

ていましたが、部活と勉強のどちらも頑張りた

かったので、毎日が忙し過ぎて辛かったです。し

かしその結果、部活でも勉強でも自分の満足のい

く成果を挙げられました。この高校時代の部活期

を切り抜けたときに身につけた信条が「サッカー

やりすぎると死んじゃうけど、勉強はやりすぎて

も死なないんじゃない！？」ということです。要

は、死ぬほど努力するってことができれば、人間

できないことなんてほとんどない、ということで、

どうしようもない余裕ぶっこき無敵人間になって

いました。

ボート部に入ったがすぐ退部

そして部活引退後の受験勉強期、勉強のやりす

ぎで本当に死んでしまうことはなく大学に合格し

て、さらに気を良くしたために、あの無敵理論の

もと、大学では全神経を自分の人生の目標探しと

勉強に向けようと意気込んでいました。ただ、一

点集中するとはいっても友だちがいないと寂しい

ので、高校で死にそうになったサッカーよりも

ずっとラクそうな響きのボート部に入っていまし

失敗を経て部生活を続ける
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た。ボート部新人歓迎コンパでのタダ焼肉に誘惑

されたことは否めません。

今、僕がサッカー部に所属していることから分

かるように、この試みは失敗でした。どうしてだ

めだったのか。これが大学生活で得た、重要な教

訓であると思います。

まず、ボート部を辞めたのは、ボート部の現実

は東大留年率 No.1 を争うくらいの超ストイック・

マッスル大好き集団だったことや、艇庫と呼ばれ

る合宿所に寝泊まりして、毎日が合宿のような生

活を義務付けられていることなどが理由です。

失敗の根源は、自分がその目標の向こうに本気

で憧れるような風景がイメージできていなかった

こと、「死ぬ気で」努力する決意ができていなかっ

たことだと思っています。「死ぬ気で」というの

はどうも程度がはっきりしない表現なのですが、

自分のすべてを賭ける価値があると認めることを

指しています。

自分が高校生だったころと大学へ入学したころ

の、自分の「死ぬ気で」の基準をくらべると、若

かりし高校生のころの方がギリギリのラインまで

踏み込めていたと思います。当時はすべてを注ぎ

込む覚悟がありました。大学入学のころは、覚悟

がなかったからこそ拘束を恐れてボートを辞めた

わけです。実際、大学入学後は自分で何を考える

でもなく、ただただ周りの雰囲気に流されて生活

していたように思います。

成功のイメージを持て

大学合格までの順風満帆からは一転、何をやっ

てもダメ状態に陥った僕は、しだいにギャンブル

の魅力に取り付かれていきました ( 笑 )。

張り合いがなく時間の有り余る毎日は正直苦痛

でした。苦悩の日々だったはずなのだけど、何も

考えず何となく過ごして時間を浪費していたと

いった方が正確かも知れません。同じ高校でギャ

ンブル仲間のあの人と「サッカーしたいよな ?」

とかいいながら、朝、大学へ行く途中にパチンコ

店へ吸い込まれ、バイトに行ってそのまま夜、の

ような感じの生活でした。

こんな生活の中、たまに高校の先輩や後輩なん

かと OB 戦でサッカーやフットサルをするのは格

別の楽しみで、あるとき、サッカーサークルに入

ろうと計画しました。そこへ友人から誘われ、ま

た同じ高校だった中野さんも人工芝で本気サッ

カーしたそうにしていたりしたので、サッカー部

に体験入部することにしました。

正直、ボート部に入ってすぐ辞めた経歴がある

ので、今度もまた辞めるのではないかと少なから

ず思っていました。しかも、体験入部したときは

ちょうど秋季リーグ戦の前で、練習があまりにも

きつ過ぎたり、一部の部員に暴言を吐かれたりし

て心が折れそうになったのですが、自分の体のあ

まりの衰えようと、部員に体力的にも技術的にも

圧倒的に負けていたこととに腹立たしく思いなが

らも、いつのまにか続いていました。このときは、

何としてでもこのときの自分の生活環境を変えて

やるぞ、という強い気持ちを持っていました。

何かを成し遂げたければ、自分のすべてを捧げ

る覚悟が必要です。そして、その覚悟をするため

に、その先にある成功のイメージを持たなくては

なりません。これは今までに挙げたような、生き

方のようなことにだけ当てはまるのではなく、例

えば、日々のサッカーの練習で、きょうの失点は

ＤＦとＭＦの間で簡単にワンツーを通されてフ

リーにさせた、理想的にはこういうふうに守るべ

きだったから次はこうしよう、などといろいろな

場面に生きる考え方だと思います。

エッセーに書くことにより実践への決意とする

とともに、よろしければみなさんにも考えてみて

もらいたいメッセージです。

工学部４年　鈴木亮平

多くの人に支えられて

けが人入りしてから３ヵ月がたちますが、けが

人という立場に立ってみていろいろなことが見え

『翼』
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てきました。最近強く感じるのが、選手はたくさ

んの人の支えのもとでプレーできているのだとい

うことです。

練習には鈴木さん、ＯＢコーチの方々がいる。

トレーナーの方々がけが人一人ひとりをみてくれ

ている。転がっていったボールを走って取りにい

き、ボトルの水を替えてくれるマネージャーがい

る。などなど。多くの人たちに支えられているわ

けです。

ただ、その人たちは試合には出られません。ピッ

チに立つのは僕たち選手です。もちろん選手全員

が試合に出られるわけではありませんが、試合に

出る選手は出られない選手を含めて、多くの人の

思いと共にピッチに立つわけです。試合に出られ

ない選手も、多くの人の思いと共に練習をするわ

けです。そう考えると、一つ一つの練習、一つ一

つのプレーを無駄にはできません。もちろん、サッ

カーがうまくなりたい、強くなりたい、それが理

由でサッカーをやっているわけですが、サッカー

をやる以上、いろいろな人の思いを背負っている

のです。自分のため、そういった人たちのために

も、勝利を掴み取らなくてはいけない。そんなこ

とを考えて僕は今、日々励んでいます。

　　　　　　　　　　　　　
飛ぶしかない

現在、けが人でチームになんら貢献していませ

んが、そんな使えない僕に力を貸してくれている

トレーナーの方々、心配し励ましてくれる仲間が

いるわけです。そういう人の思いを僕は背負って

いるわけです。それは他の選手にも言えることで、

選手はいろいろな人の思いを背負ってプレーする

わけですが、それは選手にプレッシャーをかけ、

のしかかってくる重荷なのでしょうか。いいえ。

その思いが選手に力を与えるのだと思います。そ

れがあるから前に進める、高く飛べる。翼なのだ

と思います。僕の背中には翼が生えています。だっ

たら飛ぶしかありません。ときにはつらいことも

ありますが、羽ばたき続けるしかありません。

上の文章は２年生のときに書いたものですが、

４年になった今でも日々感じることです。怪我が

多かった僕が現在サッカーを楽しめているのも、

多くの人の助けがあったからだと思います。また、

何も言わずに僕にサッカーを続けさせてくれてい

る両親には特に感謝しています。プレーヤーであ

る以上、この与えられた翼を使って、プレーで感

謝を表現できればと思います。

工学部４年　高橋信行

小学生でのめりこむ

私が小学２年生のとき J リーグが開幕し、若い

人たちにとってスポーツといえばサッカーという

風潮ができかけたころ、私もその風潮にのみ込ま

れてサッカーを始めた。当時私の通っていた学校

の地域にはサッカーと野球のスポーツ少年団が

あったが、特に迷うことなくサッカーを選んだ気

がする。幼稚園に通っていたころから水泳を習っ

ていたせいか、小さいころからスポーツが好き

だったがなぜサッカーを始めたかは自分でもよく

わからない。きっと友達の影響ではじめたのだろ

う。親の影響も全くなかった。

しかし、何となく始めたサッカーであったが小

学校の学年が上がるにつれどんどんのめり込んで

いった。週に１回の少年団だけではものたりず、

放課後は大勢集めてグラウンドでサッカーをした

し、ひょんなことから地域のクラブチームで練習

させてもらったりもした。

ドリブルに興味

当時の自分はドリブルにしか興味がなかったと

いっても過言ではないだろう。ゴールを決めるこ

とよりドリブルが醍醐味であった。サッカーにお

いて自分の力を一番示すことができるのはドリブ

ルだと考えていたのだろう。現在もこの幼少期に

作られた概念は若干残っている気がするが、一番

大事なのはゴールを決めることであり、ディフェ

サッカーと私
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経済学部 4 年　高松　敏

練習量最多を目標に

僕は高校時代に不完全燃焼でサッカーを終えて

しまいました。それがくやしくて、大学でサッカー

サッカーへの姿勢

ンスにおいてもパスにおいてもサッカーの力を見

せられるものであると、いつの間にか考えるよう

になっていた。

コーチからもらったドリブルのビデオにはフェ

イントの紹介やマラドーナ、バッジオ、ペレなど

のドリブルが収録され 100 回くらいみたし、フェ

イントはすべて練習した。試合ではそれを使おう

とするあまり「高橋にボールを渡したらパスは

返ってこないと思え」とコーチがみんなの前で

いって笑われた記憶がある。文集などを見ると将

来の夢に「サッカー選手」と書いているが、少年

なら誰もが一度は見る夢である。現在の少年たち

はどんな夢をいだいているのだろうか。

当時の自分を振り返ると誰よりもサッカーが好

きな自信があったが、サッカーが好きであること

とサッカーがうまいことはまた別問題であった。

周りにトレセンや有力なクラブチームに合格して

いる人たちを羨望の眼差しで見るしかなかった

し、少年団のチームとして県大会やトーナメント

で勝ち上がることはなかった。それでも三浦知良

の本をよんで自分と重なる部分は多いと大いに希

望を抱いていた。このころサッカー以外に、はやっ

たハイパーヨーヨー、ミニ四駆、ポケモンなどに

は、たいてい手を出し、水泳と書道をやりながら

のんびりと生きていた。

中学では部活に

中学に上がると部活動という形でサッカーを続

けることにした。地元のクラブチームから誘われ

ていたが、「学校でやればいいじゃん」と浅はか

に考えていたため断った。しかし、いま振り返る

と浅はかではあったが、いろんな意味で正しかっ

たと思う。

周囲の友達の中には東海地方ではかなり有名な

クラブチームに合格して入った友だちもいた。合

格を蹴って中学の部活に入った友だちもいた。

まず中学の部活動に入って衝撃的だったのが徹

底的な上下関係。先輩は全員怖くみえた。実際、

そうである先輩もそうでない先輩もいたが。

ある日グラウンド整備をばれないようにさぼっ

たら、そうである先輩に呼び出されて「バレタか、

これは終わったな」と思っていたら、意外にも

「サッカーがんばっとるな。先輩の言うことは聞

け！」みたいな感じでことが終わり、涙が出そう

になった。

自分のサッカー観に関してはまだドリブルが

50％以上を占めていたし、実際自分の周りでト

レセンや有力なクラブチームに受かっている人た

ちはドリブルがうまい人たちばかりであった。監

督もパス禁止で練習試合をさせたりして個人技を

重視する人だったので、私のドリブル熱は収まる

ことがなかった。

しかし、このころ、トップ下から３―５―２と

いうフォーメーションのサイドハーフに移ったた

め守備をせざるを得なくなり体力的な問題からパ

スが増えてきたように思う。

中学のときのチームはなかなか強く 3 年のとき

に県大会まで進んだ。公立中学ということもあり

係活動や地域活動にも非常に活発な学校だったた

め、委員会に参加したり地域の人たちと町を清掃

したりすることにも精を出していた。また釣りを

サッカー部の友だちと一緒にやっていた。土日の

練習は朝９時からだったので早朝の３時４時から

池や川に行って、練習に間に合うように帰ってき

ていた。いま振り返ると非常に懐かしい気持ちに

なる。

高校でもサッカー部に入るが、中学の部活動の

引退を機に自分のなかでサッカーに対して一区切

りついた気がする。これ以降の私とサッカーについ

ても書こうと思ったが、書き記すには余白が足りな

い。またいつかの機会に振り返ることにしよう。
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をもう一度やり、できることは全てやって、自分

がどれだけサッカーがうまくなれるのかを試した

いと思っていました。受験を終え、本校に入り、

何の迷いもなく「ア式」に入りました。

僕は高校時代にサッカーにかける時間が少な

かったことを後悔していたので、１年生のときは、

とにかくたくさん練習して、なるべくサッカーに

時間を使おうと思っていました。だから、部員の

中で一番練習量を多くすることを目標にしまし

た。特に、夏休み以降は一番早くグラウンドに行

き自主練習をし、全体練習を終えても、遅くまで

残って自主練習するということを続けました。こ

のようにして、本当にほとんどの時間サッカーを

していました。そのような努力の結果もあり、１

年生の最初はかなりサッカーが下手だった自分

が、１年生の終わりには驚くほど成長し、満足し

て１年を終えました。

２年生になっても、僕のサッカーに対する姿勢

は１年生のときと変わりませんでした。とにかく、

たくさん練習しようと思い、それを実践していま

した。しかし、試合ではミスが多く、FW なのに

まったく点数が取れませんでした。練習してもな

かなかうまくならない中で、やり方を変えなけれ

ばならないと感じました。そのときの僕は確かに

多くの時間練習していましたが、何も考えずに練

習をしていたり、集中が切れているのにだらだら

練習することがありました。だから、毎回の練習

で目標を持ち、その目標を達成するためにはどう

すればいいのかを考えながら練習をすることにし

ました。その結果がすぐに現れたわけではありま

せんが、シーズンの最後のほうになると、伸び悩

んでいた自分がまた徐々に成長できるようになれ

ました。

国公立大会で得点

いろいろ試行錯誤し２年間を終え、大学３年生

になりました。僕は、一度も１軍に上がれず、大

会にも出ることができませんでした。そんな中、

３年生の春に東京都国公立大会にレギュラーで出

場するチャンスを得ることができました。そして、

その大会でチームは３位になり、僕も得点を取る

という形でチームに貢献できました。

この国公立大会は、僕の中でとてもいい思い出

になりました。この大会を通して、苦しい時期が

続いても、努力は報われるということを実感でき

ました。そして、試合を見ているチームメートに

応援され、それが自分を後押ししてくれたことを

感じ、試合している人も応援している人も気持ち

を一つにして戦うことがチームにとって一番良い

と思いました。　それまでの僕は、ただ自分がサッ

カーをうまくなることだけしか考えていなかった

のですが、この大会を終え、「２年間でア式のさ

まざまな人にお世話になったし、その分まで今後

は応援を含めいろいろな形でア式に貢献していこ

う」と考えるようになりました。

大会の後、自分は一時期、1 軍にあがることが

できました。そして、得点を取ることもできまし

た。秋季リーグに出ることができなかったのは残

念でしたが、チームを盛り上げるという意味では

少しは貢献できたと思っています。

３年生の１年間は、大学３年間の中で最も技術

的に成長しましたし、自分がア式の部員であり、

なんらかの形でア式に貢献したいという気持ちが

強くなった１年でした。

ア式を中心にして僕は大学生活を過ごしてきま

した。いろいろな思い出があり、たくさんの先輩、

後輩と出会いました。ア式が僕の大学生活を充実

させてくれたと感謝しています。その恩返しと、

自分自身のために、どんな形であってもチームの

勝利に貢献し、１部昇格を達成して最後の年を終

えたいと思っています。

工学部４年　千布勇気

真面目さは格段に上

僕の生家がある所は信号、コンビニがひとつも

ない。いわゆるド田舎。そんな田舎の幼稚園だが、

部を理解し好きになって
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サッカーゴールはあった。気づいたら自然にボー

ルを蹴っていて、小 3 から本格的な部活にも入っ

た。それから自然の流れで高校までずっとサッ

カー部にも入り続けた。サッカー部の仲間は小中

高とそれぞれよい仲間たちばかりで、好きなこと

をやりつつ楽しい日々を過ごしてきた。もちろん

悔やしかったこと、苦しかったことなど様々ある

が、これらも含めてすべてがかけがえのない思い

出だ。

そうこうしているうちに 10 代も後半になり、

東大に入学するが、浪人時代は生まれて初めて

サッカーを取り上げられたせいか、サッカーが恋

しかった。大学に入ると授業の心配、休みの少な

さ、練習のつらさ、現役部員の真面目さなどまっ

たく知らずに、これまた自然に入部を決めた。　

入部直後、部の現実に直面し、サッカー部らし

さ、大学らしさを強く感じた。まず何より部のス

トイックさだ。部員の真面目さはこれまでのどの

部活よりも格段に上。みなが真剣そのもの。練習

中はもちろん、私生活にいたるまでそうだと思う。

やはりみなそれなりの苦労と犠牲を覚悟して入部

してきているからなのだろう。

そして大学サッカーの大きな特徴は学生が主体

であるところだ。まさに部員主体の団体で、高校

までの大人が敷いてくれたレールの上を走ればい

いのとまったく違う。あらゆることを学生が動か

している。活動場所、練習、大会、費用、備品、

外部との関わりなどとにかくすべてだ。部員が

しっかり自分の仕事をしないとサッカーができな

いのだ。

　
主将としての方針

月日は流れて最高学年になり、サッカー部とい

うものを理解して好きになり、主将に立候補した。

部を変え、強くするために。これまではほぼ毎日

同じ練習で、毎回言われることが同じだった。た

しかにトラップ、パス、バランスなどといった根

本的なことは何よりも大事なことである。それは

疑う余地がない。しかし本当にそれらのことを多

くの部員が、毎日試行錯誤しながら必死になって

改善しようとしているようには見えなかったし、

つらい練習をやりきることで手いっぱいだといっ

た様子にも見えた。また高校時代の経験で、下手

は下手なりに、ある程度の相手になら勝つための

術があると知っていた。うまくやれば東京２部の

チームぐらいには勝てるのだ。

だから僕は、

▽ある一定期間ごと、練習ごとに重視すること

をしぼる

▽テーマ設定、細かい指導、練習の多様化によ

りヒント、刺激を与える

▽組織的に動くように全体で統一的に狙いをも

たせる

などのことをしようと思った。

全部が全部思うように進んでいるわけではない

し、これまでの習慣というかやり方というか、そ

ういうものをすぐ変えるのはやはり難しいことだ

と感じている。そんな中でも確実にみんなの動き

や発言などに、これまでなかった変化がみられて

いるのはうれしいことで、若干手応えもつかんで

いる。

こういうことができたのもわがサッカー部だか

らこそだと思う。他の大学ではこうはいかない。

みなが真面目に要求に応えてくれるし、新しい練

習にも真面目に取り組んでくれる。さらには部員

や OB などから要求、不満、提案を多数いただい

ている。だからいろいろ試せるし、軌道修正もし

やすい。こんな部員に恵まれて幸せだし、ほんと

うに感謝している。

春季の後は秋季に向けてもっとも大事な日々が

待っている。全体としてやりたいことをしっかり

やって、有意義な鍛錬を積んでいけば、結果はつ

いてくるものだと信じたい。今シーズンやってき

たこと、やっていくことが正解か不正解かはわか

らないが、日々の練習は充実しているし、雰囲気

も僕の思い描く理想に近いと感じている。最後に

秋季の試合に勝って、楽しく終わればこれ以上の

ことはない。
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法学部４年　中島悠司

６年間のブランクと受験

この部に入って４年目、ついに最後の年になっ

てしまった。入学して間もないころ、高校時代に

やり残したことに憧れて部活をやろうと思い、小

学生のころに熱中していたサッカーに再び戻って

きた。

６年間のブランクと受験は、入部当初の自分を

本当に苦しめた。練習についていくこと自体で精

いっぱいでそのときは何かテーマ、課題を持って

練習に取り組むことはできなかったような気が今

となってはする。一日一日の練習に全力で「挑む」

ことしかできなかった。でもそのときはそれでよ

かったのではないか、今ではそう思う。「全力を

出し切ること」それは簡単なようで難しいこと。

１年目に身をもって知ることができた。

２年目、春合宿でけがをしてから数ヵ月実践を

離れてしまい、そして復帰した後もなんだか調子

が上がらず、辛い年ではあった。サッカーをして

いても「前はこんなはずではなかった」「どうし

てこんな簡単なことができないんだろう」と思い、

自分のプレーに疑心を持ち、自信をなくしていた

時期もあった。自分を変えるのは自分しかいない、

とは分かっていても、それが出来ずにずるずると

わがチームは恵まれている

工学部４年　中川　隆

中学の部活ではじめる

ウケねらいの面白い文章などは、自分には到底

書けそうもないので、とりあえず、自分がどのよ

うに今までサッカーとかかわってきたかを振り返

りつつ書き始めてみることにしようと思う。

僕がサッカーを始めたのは中学１年のとき、学

校の部活としてである。小学校のときまでサッ

カーは、他の野球やバスケットなどのスポーツと

同様、友だちと一緒に休み時間に遊ぶ程度のもの

であったのだが、中学では迷わずサッカー部に入

部したのを覚えている。おそらく一番面白いと感

じていたからだと思う。特にサッカーが強い学校

ではなかったので、大会で上の方まで勝ち上がっ

て次を勝てば…、などという特筆すべきエピソー

ドなどないのだが、毎日夢中でボールを蹴ってい

た気がする。( 中略 ) こうして高校２年のときに、

受験のためサッカー部を辞めたのだが、このとき

は、大学でまでサッカーをやるとは思ってもいな

かった。

真剣に練習に取り組む

実際、大学に入学した当初はサッカー部には全

く興味がなかったのだが、１年半ほどの受験勉強

でなまった自分の体と、もはやどうしようもなく

なっていたサッカーの技術に嫌気がさし、また打

ち込むべきことの何もない手持ち無沙汰感にさい

なまれ、そして中学のころから一緒のサッカー部

で技術にはとても定評のあるＦ君の入部もあって

( すいません、林さんの入部は特に関係ないです )

入部を決意した。

部に入って今までで一番強く感じたことは、ひ

とりひとりがとても真剣に練習に取り組んでいる

こと。と同時に今まで自分がサッカーに対して不

真面目に取り組んできたことをとても後悔してい

る。別に不真面目にやろうと思ってやってきたわ

悔いなくやろう
けではないが、今のこの状況と比べれば、不真面

目と言って差し支えないと思う。まさに後悔先に

立たずである。　

後になってどうこう言っても仕方ないのでもう

やめにするが、引退後にこんなことは言いたくな

いので、おそらくあと半年をきってしまった自身

のサッカー人生における目標は、悔いなくやりき

るということである。

引退してこの部誌を読み返すときに「本当によ

くやったな」と、自分で納得することができるよ

う、最後まで全力を出しきろうと思う。
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大学入学が、ついこの前のような感覚がしてな

らない。しかし、今では最高学年の４年生であり、

あと 10 ヵ月で卒業を迎える。部卒業まで６ヵ月。

岩手県久慈市、人口４万人、過疎の町出身の GK

中野誠が部生活を振り返ってみようと思う。

入部と退部

思えば、私は東京大学ア式蹴球部には２度の入

部を経験している。１度目は１年の春で、２度目

が２年の夏である。しかも、１度目の入部は１ヵ

月も所属せずに去ることとなった。主な理由とし

ては父親の失業であり、自分の力ではどうするこ

ともできないものだった。やめたくてやめたわけ

ではなく、しばらくは小さいころからのサッカー

を裏切ってしまったような罪悪感を感じ、軽い自

己嫌悪に陥っていたと思う。だが、サークルなら

入らない方がいい、いつか部活に戻りたい…と思

う意志は、２度目の入部に至るまで薄れることな

く抱いていた。

再び入部

大学生活も２年目を迎えた春。新人歓迎コンパ

や何やらで学内の雰囲気は普段とは違う装いをし

ている。自分は何をしていたかというと、オリ合

宿にも行かず、日々お金を稼ぐことに夢中だった。

夢中になりすぎた私は十分過ぎる額を貯め込んで

いた。そんなときに、駒場のスポ身でサッカー部

の方々と一緒になる。とくに同じ学年の M につ

よく勧誘され、駒場の３学期が終わるころには自

あっという間の 2 年間

時間を過ごしていた。でも、新人戦前に少しずつ

調子が戻ってきた。やっぱり新人戦という大会が

なにか契機となり、目標となり、変わることが出

来たのかもしれない。そう、目標を持つことは大

切である。しかもそれは大きく、高いものでなく

ていい、むしろ僅かでも小さくても、自分の第１

歩を踏み出すアシストとなるようなものであれば

いい。そんなことを学ぶことができた。

学連の幹事として

新人戦を終えて半ばをすぎた。3 年にもなると、

いままで追随していればよかったことでも自らが

実行しなくてはいけなかったり、知らなくてもす

んだことを新しく知る機会がたくさん増えた。自

分の場合は都学連の学生幹事で３年目では都学連

の経理部の長としてほかのチームや団体と接する

ことが多くなった。そんな中で、自分のチームの

評判や他のチームの実情に触れた。「東大はうま

くないけど、頑張るから戦いにくい」「人工芝の

グラウンドが羨ましい」「うちは大学にグラウン

ドがないから一般施設を借りて練習している」「部

員が足りないので大会を棄権します」などなど。

今までは東大サッカー部を内部から見ることが

多かったけれど、外の視点で捉えることができた。

それは、つまり今まで当然のものとして思ってい

たことを再確認するきっかけでもあった。今まで

なんとも思わないことでも素晴らしいと再認識し

たり、疑念、不信を感じることもあった。でも、

なんだかんだと心に抱くことはあるけど、やっぱ

りうちのチームは恵まれていたのだという考えに

たどり着いた。グラウンド、コーチ、スタッフな

ど環境面はもちろん、チームメートにも恵まれた

中で再びサッカーができたのは、神様をあまり信

じない自分であっても感謝しなくてはいけないの

かもしれない。３年目、自分を取り巻く環境を見

詰め直すことができたのでは。

そして、４年目の最終学年、いまエッセーを書

いている自分はあと５ヵ月で引退する。そのとき

なにを思い、さらに５年後、10 年後に大学での

思い出として何を思い出すかは知らないけれど、

そのころの自分に感謝だけはしているようでいた

い。それを実現することを未来の自分と約束した

い。そういう意味でここにエッセーとして残して

おく。
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理学部４年　那須雄介

なぜ入部したか

90 年という部の伝統に圧倒され、小生のよう

な者が後世まで残る（であろう）エッセイを書く

ということに対し、いささか畏怖の念を禁じえな

いといった心境である。

さて、今回は僕がなぜサッカーを大学に来てま

でやっているかということに関してお話ししよう

と思う。

始まりは３年前の４月。同じ高校出身で中学の

ころから仲の良かった水澤君と、よく授業が終

わってはサッカーサークルや「ア式」の練習に参

加していた。２人とも迷っていた。せっかく浪人

してまで大学、それも東京大学に入学して、サッ

カーに没頭していて果たしていいのだろうかと。

勉強は？　中学高校と６年もの長きにわたって

（いや、現在進行形かもしれない）男子校の中で

抑圧された女の子との出会いは？　ＦＦは？　ド

ラクエは？　ウイイレは？…

さまざまな葛藤が両人の頭で巻き起こった。夜

も眠れない日々が続いた。というのは嘘だが、こ

のままでは埒が明かない…。そこでこの問題を解

決するべく駒場の食堂（２F）で会合が開かれる

ことになった。以下はそのときのやり取りの一部

である。

那須「やはり我々は拘束時間が短く自由度の高

いサークルに入るべきでは？」

水澤「うむ。確かにそれも一理ある。だがよく

考えてみたまえ、那須君。あんなに素晴らしい人

工芝グラウンドがほぼｔ＝∞の間使え、スタッフ、

「仲間」

分の中で決心はついていた。

自分の持つ１日 24 時間、それは誰もが持つ 24

時間。自分の時間はただ単に大学の単位やバイト

の給料と交換していくだけのものか？　自分の時

間は周囲の人よりも充実感あるものにしたいと思

わないのか？　と考えた末、２年の夏から御殿下

まで通う日々が始まる。　

バイトもやめず、時間的に非常にハードであっ

た。しかし時間は本人の使いようだと思えば、忙

しさもまた充実感であろう。こうして、非常に長

いブランク ( 浪人しているせいでもある ) があっ

たが、人生最後ともいえるサッカーが始まった。

余談ではあるが、このとき T と S も入部して

平均身長をアップさせた。彼らが部内でアップさ

せたのが平均身長だけではないことを祈る。

プレーヤーとして

あっという間の２年間だった。２年前は、あと

２年半かぁと考えることがあったが、今は日々の

練習、練習時間をとってももったいなく思ってし

まう。こうするべき、こうしたほうがいいとは思

うものの、理想を現実にさせることがなんと難し

いことか。日々、ふがいなさを感じてしまう。し

かし、ふがいなさを感じることができるならば、

次の瞬間にそこを改善できるように行動すればい

いだけだ。それは、練習の心構えかもしれないし、

筋力的なものかもしれないし、メンタルかもしれ

ない。何が得意で何が不得意とかではなく、がむ

しゃらにのばせるところはすべてのばしたい。

残す６ヵ月について

「結果を残す」この一言に尽きる。なにも意識

しなくても、結果は出てしまうが、そうではない。

端的に言えば、去年以上の結果である。現在（2008

年 5 月末 )、春季リーグの最中であり、今週末に

対戦する立教大学は予選リーグ突破をかけた重要

な一戦である。この試合には勝たなければならな

い。そして、秋季リーグでは私が「東大ア式一部

上場」と言っているように、必ず東京都１部リー

グに行きたいと思っている。

プレーヤーの皆さん、マネージャーの皆さん、

そして指導陣の方々、チーム内の競争意識の徹底

とサポート、厳しい指導をよろしくお願いいたし

ます。
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創部 90 周年ということで、改めてこの部の伝

統をひしひしと感じています。

環境と雰囲気にひかれて入部

自分が入部するきっかけになりましたのは、ま

ず環境面の良さがありました。人工芝のグラウン

ドにシャワー完備の部室、素晴らしいコーチやト

レーナーさんに恵まれていて、「サッカーをする

ならここしかない」と思えるほどでした。

そして何よりきっかけとなりましたのは、部員

の雰囲気の良さです。入部前にさまざまなサッ

カーサークルに出かけてみたものの、いまいち空

気になじみ切れずにいた自分にとって、真面目に

部生活を通じて人間的に成長

シャワー付き部室という素晴ら（以下略）」

那須「よし、ア式に入ろう！」

こうしてア式に入ることを決意した２人には、

５月から新しい仲間との厳しい練習が始まった。

ある程度予想はしていたものの、ここまで練習が

厳しいものだとは思わなかった。５月の間はほと

んどボールに触らせてもらえず、ひたすらグラウ

ンドの周りを走っていた。腐りかけて三四郎池に

やかんのふたを落としそうになったこともあっ

た。ストレスで鬱になりかけたこともあった。激

しい頭痛に襲われたこともあった。

いろいろな仲間たち

そんな僕の心を繋ぎ止めてくれたのが仲間たち

だった。埼玉のヤンキーと皆に恐れられた O 君（俗

称：親分）や運動量とあごに関しては他の追随を

許さないＴ君（彼女と抗争中 2008 年５月現在）、

いつも眠そうだがその視線はいつもマネージャー

に注がれている N 君（学連に行く日はワックスを

欠かしません）、皆から猫と呼ばれる、魚と女に目

のない K 君（よく臭います）、岐阜の神童とは呼

ばれなかったＴ君（最近授業が同じ女の子に対し

ストーカー行為に及んでいるとの目撃情報多数）、

サッカーより３度の飯よりマネージャーが大好き

な N 君（出待ちはちょっとね）、おそらくプロ並

みのスピードと筋肉をもつ水澤君（付き合い始め

て 10 年だがその生態は未だかなり謎）、一見抜け

てそうに見えて実際抜けている N さん（T の存在

は大きいです）、静かだが仕事ができる頼れるマ

ネージャー K さん（キレたら怖い…のか？）、佐

賀の頼れるおじさん C さん（彼の佐賀弁はかなり

レア）、会話が下ネタになると断然眼が輝くテクニ

シャン M 君（真面目そうに見えて結構…）、基本

ハイテンションな F 君（うざがられることしばし

ば）、これまた always ハイな S 君（ラーメン次郎

の常連）、かなりオトナな N 君（酒の入った彼は

もはやセクハラおやじ以外のなにものでもない）、

のっぽ N 君（でかい）、すまし顔の S 君（イチャ

イチャしやがってこの野郎）…。彼ら / 彼女らに

は本当に助けられた。もちろん先輩後輩にもお世

話になった。彼らの温かい励ましがなければ、現

在僕はここにいなかったかもしれない。

大学でサッカーをやる理由

今回のエッセイの主題は「僕が大学でサッカー

をやる理由」であった。前置きはこれくらいでい

いだろう。本題に入る。

正直な話、入部したのは自らの積極性からでは

なく、友人（水澤君）の強い勧誘があったから、

という消極的理由からである。これは否定できな

い事実である。しかし入部した理由がなんであれ、

部活を４年間やめずに続けていかなければならな

い理由が僕には存在する。

ボールと友達になりたいから。

プレーはもちろん、その他雑務でも部に貢献し

たいから。

そして何より大切な仲間と一緒にいたいから。

これが結論だ。あと５か月やり抜きたい。
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サッカーに取り組む部員の雰囲気はなじみやすい

ものでした。

こうして入部し、サッカー自体だけでなく、さ

まざまな人との触れ合いを通じて、貴重な経験を

させていただきました。これだけ全力で練習をし

ているので、身体的、精神的に負担の大きいこと

が多かったので、なかなかプラスにとらえなかっ

たこともありましたが、そのときそのときで精

いっぱい頑張ったつもりです。

卒業後は現役の支援を

こうして今強く感じているのは「自分という人

間と付き合うのは難しいな」ということです。と

きにはいいものが出せたり、ときには出せなかっ

たり。頭ではわかっていても、心も体も思うよう

に行ってくれないことがしばしばあって、そのた

びにどうすれば上手くいくのか試行錯誤を繰り返

してきて、だいぶ上手くなったものの、いつもで

きるわけではありません。これはきっと一生つい

てまわる問題なんだろうと思っています。

さまざまな体験を通じて、入部したばかりのこ

ろと比べて、人に感謝することだったり、常に努

力する姿勢だったり、仲間を励ます姿勢だったり

を学ぶことができ、少しは人間的に成長すること

ができたんじゃないかと思っています。これもこ

の部をここまで存続させ、このような充実した環

境を整えてくださった OB の皆様方のおかげと思

い、感謝しています。今後この部を離れても、こ

こで得た経験を活かし、そして現役の支援をして

いきたいと思います。

文学部 4 年　船本洋平

「楽しさ」だけでは物足りない

東京大学ア式蹴球部は創部 90 周年を迎えまし

た。ア式蹴球部というコミュニティを通して数多

くの人々がサッカーというスポーツに情熱をかけ

主務として思うこと

充実した時間をすごしてきたことを考えると、創

部 90 周年の偉大さを感じざるを得ませんし、節

目である今年現役に対する期待も大変大きいもの

だと感じ、部員一同気合が入っています。もちろ

ん私も今年こそ試合に出てチームに貢献したいと

思っています。

しかし、大学入学当初は今のようなサッカー中

心のライフスタイルは想像していませんでした。

そもそも私が「ア式」の一員となったのは、５

月中旬と他の仲間と比べ多少遅いものでした。東

大に入学して間もないころは、毎週のようにコン

パに出掛け、サッカーサークルではミニゲームに

精を出し、五月祭で出店するチョコバナナの味付

けの研究を行っていました。当時求めていたもの

が「楽しさ」であり、大学生活とはそういうもの

だと思っていました。　

しかし、何か物足りなさも感じるようになりま

した。中学高校の部活にあった試合に出る喜び、

相手チームに勝つという目標を努力して達成した

ときの喜び、受験時に感じた猛勉強の末に高得点

を取るという喜び等は皆無でした。逆にその目標

に至るまでに感じる焦りや不安といった感情もあ

りませんでした。ただ今が楽しいという感情に浸

るだけの自分に嫌気がさし、多少遅れをとったも

のの中学高校の同級生の中川と共にア式の門をた

たこうと決意し、当時ア式の部員であった同じク

ラスの友人にお願いして御殿下グラウンドまで連

れて行ってもらい入部しました。入部してからは、

周りのレベルの高さに圧倒され今後の不安が生じ

たものの、うまくなって試合に出てやるという想

いのもとにがむしゃらに頑張ってきました。

周りの人たちに支えられて

しかし、３年間、何も部に貢献することができ

なく、何らかの形で部に貢献したいと思い主務に

立候補しました。主務を務めている中でうれしく

感じることがあります。それは東京大学運動会ア

式蹴球部という１つの集団に関わるすべての人

が、さまざまな形で我々の勝利を考え何か行動を

起こそうと考えているということです。練習を見
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歴史を組織として継承しなければ

ア式が創部 90 年になることを改めて考えると、

本当にすごいことだと思う。同時に、この節目の

年に選手として部にかかわっていられることは本

当に幸せなことだと思う。どんな組織であれ 90

年存続することは大変なことだし、こと日本の

サッカーチームのなかでこれほどの歴史を持つ

チームは数えるほどもないのだから、なおさらだ。

現在は、かつて日本サッカーの黎明を支えたこ

ろや関東リーグで何連覇もしたころとは部を取り

巻く状況が異なっている。しかし、この歴史は組

織として継承していかなければならないし、継承

しさらに発展させていくには、そのときどきの

チームが常に組織としてしっかりしていなければ

ならない。当然現在のチームもそうだ。でなけれ

ば斜陽の状態が続いた後に、やがては頽廃してし

まうであろう。

現在は、現役という立ち場から、今のチームが

90 周年に際しての決意

部の発展にわずかでも貢献できるよう一部員とし

て努力しなければならないと強く感じている。１、

２年のころは、チームやその歴史のことを今ほど

強く考えていなかった。しかし４年になり、また

記念の年を迎え、もっとこの組織の一員として自

覚をもって残された選手としての時間をすごさな

ければいけないと思うようになった。チームのこ

とを考え自覚をもって過ごすといっても、短時間

で何ができるわけはないが、本稿を書いている時

点であと５ヵ月、毅然とした決意をもって一つ一

つの練習や試合、日常生活に臨みたい。

今述べたように、選手としてできる一番のこと

は、練習でも何でも高い意識をもって過ごすとい

うことだ。今までの自分の意識の持ち方を振り返

りながら、このエッセイという場を借りて、自戒

のために今後の決意を固めたい。

「動機」を持ち続ける

入学後にア式に入ろうと思った動機はいろいろ

あるが、一番は高校時代の未練だ。出身の私立城

北は、かつては全国大会にもよく出場し、最近も

比較的サッカーが盛んな高校だった。自分の代も

一応選手権の都代表を大目標にやっていた。チー

ムとしては総体以外の３大会で都の８強まで進出

したが、結局、強豪高校には勝てず悔しい思いを

した。個人としても後輩の後塵を拝したり、選手

権前に大けがをしたりと、思うようにならないこ

との多さや自分の不甲斐なさにフラストレーショ

ンが溜まることが多かった。もちろん、それはそ

れで今に生きている部分もあるし、良い思い出も

ある。ただ、引退したときには、とくに個人とし

て「もっとやれた」という後悔が大きかった。

大学に入ったとき、もうサッカーはやめようと

も思ったが、高校時代のことが拭いきれず、入部

した。大学では後悔だけはしないよう人事を尽く

し、４年間でサッカー選手として自分が到達しう

る最高のレベルを目指そうと思った。試合に出る

とか試合に勝つといった「目標」や、キックを強

化しようといった「目標」は当然常にあるが、大

学でサッカーを続ける継続的かつ根本的な「動機」

てくれるコーチやトレーナー、今年から応援や新

入生勧誘活動に力を入れようといってくれた後

輩、プレイヤーがいいコンディションで練習でき

るようサポートしてくれるマネージャーやアシス

タント・トレーナー、大切な休日にグラウンドま

で足を運びアドバイスをくれる諸先輩方など。

また優先的にグラウンドを使わしてくれるとと

もに必要なものは購入してくれる学生課体育チー

ムなども我々のことを考えてくれています。まだ

まだ私自身の目の届かないところで部に対して貢

献してくれている人もいることでしょう。私のよ

うな未熟者が主務を務めることができているの

も、そういった周囲の人たちの力によるところが

大きいと思います。そういった部のことを考えて

行動してくれている人たちには大変感謝していま

す。
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として、その「自分が到達しうる最高レベル」を

目指すことを常に意識するようにしてきた。

皆それぞれ自分なりの、サッカーをしている動

機があるだろう。モチベーションが下がったり、

ふと何でサッカーなんてやっているんだろうと思

うときも、この動機があるから頑張れる。東大生

なのに、サッカーに全体練習外の多くの時間を割

いたり、お金を使ったりするのもこの動機がある

からだ。上手くなりたいのは誰でも一緒だが、自

分の場合、そのことを常に能動的に意識するよう

にしないと、見失ってしまいやすい。そして後で

後悔してしまう。だから自分に対してこういった

動機付けをするようにしてきた。

しかし、本当に人事を尽くしたと言えるほど、

やれることをやってきたかと振り返ると、妥協し

たなという部分が多々思い当たる。幸い、先輩後

輩同期の中に目標やライバルになる選手にも恵ま

れ、大きくモチベーションが下がることはなかっ

たが、もっと自分に厳しく全てに取り組まないと、

とても自分が目指すレベルにはほど遠いと思う。

強い大学の練習に参加したり、そういう大学の

選手の話を聞いて、自分のサッカーに対する意識

がいかに低いか思い知らされた。彼らはプロとい

う明確な目的があるから当然意識も高いが、自分

も先に述べた明確な動機がある以上、意識で彼ら

に負けてはいけない。そこで負けたら、差は広が

る一方だ。「ア式」の熱心なチームメートを見て

いても、意識で負けているなと焦ることが多い。

90 年目の今季も新しい１年生が入ってきて競

争も激しくなってきた。初心ではないが、自分が

１年生のころに、高校時代の轍を踏まぬよう人事

を尽くそうと決めたことを今一度思い出し、常に

忘れないようにあと５ヵ月頑張りたい。天命がど

うなるか、あるいは引退のときに、どれほど上達

できたと感じることができるかわからないが、少

なくともこの５ヵ月はやりきったと胸を張ってい

えるくらい、やりきりたい。

工学部４年　南　哲

部に入って驚いたのは、まず規律の厳しさです。

遅刻して帰らされた人を実際に見たときは驚きま

した。そういう自分も帰らされ、上野公園を 10

周走った記憶があります。次に感じたのは練習の

厳しさです。基礎練習、ボール回しがこんなにき

つい練習だとは思いませんでした。中学、高校の

部活は練習が週３回しかなく、いまの週５回の練

習に慣れるまでに時間がかかりました。

また鈴木コーチの下でボールを止める、蹴るこ

との重要性、つまり基礎技術の重要性を実感しま

した。そして練習に取り組む姿勢、ただ練習をこ

なすのではなく、自分に何が足りないのかを考え

て、自分が上手になるために能動的に取り組むこ

との重要さを感じました。確かに自分の弱さを客

観視することはつらいことですが、その弱さから

逃げ出そうとする自分と戦うことで、日々が充実

していくのではないかと信じます。

このチームにはつらい練習でも声を掛け合って

乗り越えていこうとする雰囲気があるし、部員一

人ひとりに役割があり部活を円滑に進めるために

尽力しています。

また一番好きなのは、皆がサッカーに真面目に

取り組んでいることです。このような恵まれた環

境の中でサッカーが出来ることに幸福を感じ、支

えてくれている両親、友人、部員、コーチの方々

に感謝の念を抱きつつ、あと５カ月、一生懸命頑

張りたいと思っています。

最後に部の先輩の思いを引用させて頂き、筆を

置きたいと思います。

＜常に強い人間にはなれなくても、弱い自分に

負けてしまうときがあっても、それでも自分自身

を値踏みしないで、可能性を信じて何度でも挑戦

していく、それが僕の考える幸せな生き方です。

あしたのために、一日一日のきょうを大切に生き

ていきたいと思っています。＞

恵まれた環境に幸せを感じ
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想像以上にやりがい

部活動のマネージャーのイメージを聞かれたら

何を想像するだろうか？

やかんを持って走り回っている女の子。一生懸

命練習着を洗濯している女の子。

しかし高井昌吏さんの『女子マネージャーの誕

生とメディア ? スポーツ文化におけるジェンダー

形成』によると、戦前から 1950 年代まではマネー

ジャー業も男子の仕事で、女子がマネージャーを

するようになったのは 1960 年代だそうである。

そして世間に女子マネージャーの存在を一気に広

めたのは、あだち充さんの『タッチ』のようなス

ポーツ漫画だった。きっと、このようなメディア

を通じて、マネージャーは女子の仕事だというイ

メージが広まったのだろう。

思い返してみれば、私もマネージャーとして入

部する前は、このようなテレビや漫画で見たよう

な仕事をイメージしていた部分も多少あった。ま

た、家族にとってもマネージャーは雑用係という

イメージが強く、私が大学生活の多くの部分を部

活に費やしているということもあり、「学校の勉

強は？」「学生のうちにもっといろいろなことを

経験したら？」「そんなにがんばらなくてもいい

のでは？」など何度母親に言われたことだろう。

このように必ずしも温かく応援してきてくれたわ

けではない。しかし、それでも私がマネージャー

を続けてくることができたのは、マネージャーと

いう仕事は想像以上にやりがいあり、得るものが

たくさんあったからである。

よりよい環境を作る

マネージャーになったばかりのころは、分から

ないことが多すぎて仕事を覚えることだけで精一

杯。無我夢中だった最初の１年はあっという間に

過ぎていった。マネージャーの仕事は「縁の下の

私の誇り
力持ち」とでもいおうか、決して派手ではない。

３年間を経験してきた今の私でさえマネージャー

の仕事を魅力的に感じられるように説明できるか

どうかわからない。選手の水分補給や試合の記録

などといった作業を表す言葉を並べることくらい

しかできない。しかし、うまく言葉で表すことが

できない部分がマネージャーの醍醐味なのではな

いかと私は思う。

私が入部した時に比べてマネージャーの仕事も

ずいぶん変化してきている。そして、私自身もい

ろいろ経験することによってマネージャーとして

変化してきたと思う。始めはその仕事をすること

だけで精一杯だったが、今では他のマネージャー

はどのような行動をとっているか、グラウンドの

どこで何が行われているのかなど周りの状況も把

握し、より良い環境をプレーヤーとマネージャー

ともに提供することができるかを考えて行動する

よう心掛けている。

マネージャーとは何だろうか。私の中でこの質

問に完璧な答えを見つけることはないだろう。

もちろんより良い環境をつくることだが、この

一言に入りきらないことがたくさんあるのであ

る。マネージャーの仕事は漠然としていて、その

中でいかに自分のやりがいを見つけることができ

るのかが重要なのである。ただ一ついえることは、

私はこの３年間マネージャーをしてきたことを誇

りに思っており、掛け替えのない経験である。

お茶の水女子大４年（マネージャー）　野呂順子

浦和だからサッカーに興味

私が、初めて御殿下グラウンドに足を踏み入れ

た運命の日は、2005 年４月 14 日でした。スタジ

アム以外で、一面、緑に覆われた人工芝のグラウ

ンドを目にしたのは初めてで「大学というところ

には、こんなに立派なグラウンドがあるんだ」と

びっくりしたことを鮮明に覚えています。中学校

ア式蹴球部からの贈り物
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３年間は、バドミントン部で毎日練習に励み、駅

伝にも参加し、高校では空手に精を出していまし

た。人をサポートしたり、スポーツ観戦をするよ

りも、自分で運動する方が好きだった私が、マネー

ジャーをやっているという事実を、今でもときど

き不思議に感じます。

私がサッカーに興味を持つようになった理由

は、地元が浦和だからです。小さいころからサッ

カーに興味を持たざるを得ない環境に置かれてき

ました。浦和レッズが試合に勝った翌日は、小学

校の前の家には、必ず赤い大きな旗が風に翻って

いました。さいたまテレビを見ると、いつもレッ

ズ選手のインタビューが放送されていました。ま

た試合当日は、地元の駅にユニフォームに身をつ

つんだレッズサポーターが溢れていて、サポー

ターの様子を見れば、その日の結果が一目瞭然で

した。

いつしか、我が家もレッズ病にかかり、中学生

の時は国立や駒場スタジアムに家族そろって応援

に行っていました。いつ見ても感動するのは、埼

玉スタジアムで、ゲートからスタジアム内に入っ

た瞬間目にする、あの一面真っ赤にそまったレッ

ズサポーターの光景です。最近のレッズサポー

ターの暴挙に斜めの視線を送りながらも、レッズ

を愛して止まない私ですが、大学に入ってから、

レッズよりもさらに上を行く、自分にとってかけ

がえのないサッカーチームに出会いました。

マネージャーの仕事

自分のポジションである『マネージャー』は、

地味な仕事が多いです。選手の飲料を用意するこ

とが主な仕事ですが、ただボトルに水を入れて置

いておくだけでなく、飲みやすいボトルの位置を

考えたり、試合の際は、環境要因を考慮しながら

水温を微調整したり、空のボトルが放置されるこ

とがないよう、常に目を光らせ、日々やかんを片

手に水分補給に奔走しています。他にも、備品を

管理したり、周りへの目配りを欠かさず、環境整

備に気を配っています。

親しい友達には、「マネージャーなんかよくやっ

てるよね。人のためによくそこまでできるよね」

と言われます。でも、「人のため」にやっている

わけではありません。あくまでも、東大ア式蹴球

部という組織が好きで、そこに属しているさまざ

まな人たち（現役の選手、監督、コーチ、スタッ

フ、OB、OG の先輩方）の「人」としての魅力

に引き付けられて、「自分もこの組織の一員とし

て、できることを果たしていきたい。」という強

い思いを胸に、４年間マネージャーを続けてきた

のです。

「ア式」に出会わなければ、のほほんとした大

学で４年間過ごし、今ごろ、立派な「お茶」漬け

が完成しているところでした。

体育会の部活に入ったことで、組織の上下関係

や、社会的なルールを身につけることができまし

た。また、臨機応変な対応や、機転の利いた行動

を心がけるようになり、人間として大きく成長で

きた気がします。何よりも、自分の出身大学のよ

うな狭い世界にいるだけでは味わうことのできな

かった、経験を数多くさせてもらい、様々な人と

の繋がりを築くことができました。

学生幹事も務める

その一つとして、東京都大学サッカー連盟の学

生幹事をやらせてもらっている経験は、大変貴重

なものです。都学連に入ろうと思ったきっかけは、

１年生当時、尊敬していた先輩が、選手として練

習に励みながら、学連の経理部長と主務を同時に

こなし、組織の運営面で大きな負担を抱えていた

ためです。大会に必要な書類作成など、小さなこ

とでも何か力になりたいという一心で、都学連に

入りました。初めは、経理部で領収書を書くなど、

主に上級生のサポートに回っていましたが、３、

４年になって、審判部に移り、責任ある仕事を任

されるようになりました。３年のときは、大会中

の警告、退場者を管理し、通告書類を作成したり

していました。最高学年になった今では、都協会

に主審派遣の依頼をしたり、大会の会場を確保、

調整し、大会のくじ引きを作成し、対戦カードを

決め、さらには大会当日会場で起こるさまざまな
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EURO 2008 予想

東大ア式蹴球部創部 90 周年の部誌ということ

で何かを書くということですが、自分のことを書

いてもたいしたことは書けないだろうと思うの

で、高校の卒業文集と似た手を使って、間近に迫っ

た EURO 2008 の勝手な予想を載せさせていただ

こうと思います。独断と偏見に基づくものですの

で、気に食わなくても、予想が外れていても、こ

いつバカだな、ぐらいに思ってやってください。

それでは始めます。

グループ A はスイス、チェコ、ポルトガル、ト

ルコ。ポルトガルはマニシェ、トルコはバシュトゥ

ルクやハリル・アルティントップといったコン

ディションが良ければスタメンでの起用も有り得

る選手を外しているが、これは他に選出しても十

分な実力を持つ選手がいるからだと見られる。一

方で、負傷のロシツキー、代表を引退したネドベ

ドを召集できなかったチェコは苦しい戦いを強い

られると見られる。C・ロナウドが波に乗ってい

欧州選手権の予想

ることと、開催国であるスイスはこのポルトガル

と当たるのがグループの最終戦であることから、

１位ポルトガル、２位スイスになると見られる。

グループ B はオーストリア、クロアチア、ド

イツ、ポーランド。ドイツは名脇役のシュナイダー

を、クロアチアはリーグ戦で大怪我を負ったダ・

シルバを欠いて本大会に臨む。とはいえ、たとえ

シュナイダーを欠いても実力派が揃っているドイ

ツは、GK に凡ミスが出なければ問題なく予選を

通過すると見られる。実力的には、最終戦でイン

グランドに引導を渡したクロアチアが、オースト

リアとポーランドを上回ると思われるが、ポーラ

ンドはポルトガルを押さえて予選で首位通過を果

たしており、開催国であるオーストリアのモチ

ベーションも相当高いと見られるので、難しいと

ころである。安直に１位ドイツ、２位クロアチア

としておく。なお、余談だがポーランドの GK は

日本でお馴染みのセルティック所属のボルツ、マ

ン U 所属のクシュチャク、アーセナル所属のファ

ビアンスキとかなり豪華である。

グループ C はイタリア、オランダ、フランス、

ルーマニア。いわゆる死のグループというやつで

ある。イタリアは、有力選手としてはインザーギ、

イアクインタ、オッドあたりが外れている。代表

を引退したトッティももちろん召集されていな

い。オランダはランザート、ブラルーズ、フラン

スはメクセス、フラミニ、ベン・アルファといっ

たところが外れている。ルーマニアは順当な選考

だったようである。はっきりいってどこが突破し

ても意外な結果だとは言えないと思う。というこ

とで、ここでは少し博
ば く ち

打を打って１位オランダ、

２位フランスとしておく。イタリアはグループ最

終戦のフランス戦に負けて…という感じで。

最後のグループ D はギリシャ、スウェーデン、

スペイン、ロシア。特筆すべきニュースはラーショ

ンの代表復帰だろう。また、ラウールの落選も今

季の活躍からすれば意外と言える。前回覇者のギ

リシャは、今回は厳しいと見られる。前回ほどに

はノーマークで臨むことはできないからだ。若い

選手が多めなのと、初戦で当たるのが名将ヒディ

不測の事態に対処し、審判、アセッサー、会場責

任者から寄せられるクレームにも対応していま

す。

大会中は、学連全所属チームで起こるさまざま

な問題に対処しなければならないため、至らない

ところだらけで、自チームには迷惑をかけてし

まっていることが多々あると思います。それでも

文句一つ言わず、暖かい目で見守ってくれている

現役の選手や、スタッフの心の広さにいつも助け

られています。

私の４年間の大学生活は、ア式蹴球部と共にあ

ります。ここまで人間として成長できたのも、全

てア式との出会いがあったからです。東大サッ

カー部が、いつまでも誰にとっても魅力的な居場

所であり続けることを、心から願っています。
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ンク率いるロシアだという点では不安はあるもの

の、スペインの力は他より一枚上手だろう。とい

うことで、１位スペイン、２位ロシアにしておき

ます。

当たりませんね

以上の予想で行くと、準々決勝はポルトガル―

クロアチア、ドイツ―スイス、オランダ―ロシア、

スペイン―フランスになります。うん、外れそう。

気を取り直して続けます。

まず 1 試合目のポルトガル―クロアチア。普通

に予想すれば C・ロナウド、カレスマの両翼がク

ロアチアのサイドを切り裂いて…と行くのが正統

派の予想だし、かなりそう思っている。しかし、

あえて、トッテナムへの移籍が決まった若き司令

塔ルカ・モドリッチの活躍と堅固な守備でクロア

チアがポルトガルを下し、C・ロナウドの欧州 2

冠を阻むと予想します。

２試合目のドイツ―スイス。ホームの大声援を

受けて猛攻を仕掛けるスイス。必死で守るドイツ。

レーマンのミスで１点を失うも、バラック、クロー

ゼを軸とする攻撃陣が 1 点を返す。その後は互い

に危ない場面を凌ぎ、延長戦を戦っても１―１で

PK 戦へ。W 杯ドイツ大会では PK 戦で敗れ去っ

たスイスだが、ホームの後押しもありドイツのフ

リンクスが外してベスト４へ。

３試合目はオランダ―ロシア。ロシアのヒディ

ンクの策が見事に当たって後半途中まで０―１で

ロシアがリードするも、ファン・ペルシ、バベル

を次々に投入する超攻撃策に出たファン・バステ

ンの采配が当たり、オランダが２―１で逆転勝ち

を収める。

４試合目はスペイン―フランス。準々決勝一番

の好カードである。しかし、残念ながら組み合わ

せからの期待とは裏腹につまらないゲームとなっ

てしまう。スペインの若い選手たちはフランスの

老獪さの前に持ち味を出すことなく、アネルカの

１発に沈んでしまった。

ということで、準決勝はクロアチア―スイス、

オランダ―フランスの予想です。これ絶対当たり

ませんね。当たったら誰か何かください。

まず１試合目のクロアチア―スイス。互いに大

舞台でここまで勝ち上がることに慣れていない両

者の対戦は、しかし、面白いものとなった。前半

は点の取り合い。クロアチアのオリッチが先制点

を奪えば、スイスのフライが同点ゴールを決める。

追いついた勢いそのままにバルネッタがミドル

シュートを決めて突き放すと、セットプレーから

キャプテンのニコ・コバチが同点ゴールを決める

という展開。後半は、クロアチアは GK のプレティ

コサを、スイスはセンデロスを中心に攻守を見せ、

そのまま延長戦へ。延長では互いに決定機を作る

も決められず、決着は PK 戦にもつれ込むかに見

えた。大仕事をやってのけたのが延長から投入さ

れたハカン・ヤキンだった。このゴールで、スイ

スは決勝進出を決め、バーゼルのザンクト・ヤコ

ブ・パルクはお祭り騒ぎとなった。

もう一試合のオランダ―フランスも激しい試合

となった。キックオフから 20 分までに怪我のた

めに両チームとも交代のカードを切らざるを得

ず、フランスはアンリを下げてベンゼマを、オラ

ンダはロッベンを下げてファン・ペルシを投入す

ることとなった。とはいえ、展開は一貫していて、

中盤付近での潰し合いが試合の大部分を占めてい

た。予選リーグでは引き分けに終わったこのカー

ドは、この試合では 90 分の間に勝者が決まった。

連戦の疲れが見えるフランス守備陣をファン・デ

ル・ファールト、ファン・ニステルローイ、ファ

ン・ペルシーの三人で切り裂き、ファン・デル・

ファールトが決勝ゴールを奪い、オランダが決勝

へ駒を進めた。

決勝はスイス―オランダ。開催国で決勝まで駒

を進めたスイスの冒険は、ここで終わりを告げた。

前半はやはりセンデロスを中心に０―０で折り返

すも、後半にオランダがファン・ニステルローイ

を外してカイトを投入すると、２点を奪い、優勝

を決めた。オランダは EURO ２度目の優勝を果

たすと共に、ファン・バステンは選手としても監

督としても優勝を経験することとなった。

というむちゃくちゃな予想でしたが、いかがで
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しょうか？　ここまで読んでいただいた方には、

申し訳なく思うとともに、深く感謝いたします。

お疲れ様でした。

文科Ⅰ類 3 年　岩田宗一郎

少年時代

今年は東京大学ア式蹴球部創立 90 周年という

こともあり、部誌を編纂することになった。自分

も一部員として、その活動に少しでも貢献すべく

小エッセイを書きたいと思う。テーマについてで

あるが、特定のものを与えられたわけではなく、

個人に任せられているため、多様に考えられる。

ただ自分の場合は、書くべき内容ははっきりして

いる。それは、この部の中で自分が持つ特殊性の

ゆえである。特殊性―それは、大学からサッカー

を始めたということである。東京大学という、一

般的にスポーツを専門としていては入学できない

と考えられる大学にあっても、初心者でサッカー

部に入部するというのは珍しいケースである。そ

こで、その珍しいケースに当てはまる自分の、記憶

を辿りつつ、入部までの自分とサッカーというス

ポーツとの関係性について簡潔に書きたいと思う。

まず、小学生までのころを思い返す。プロアス

リートのほとんどが、競技を小学生のころより始

めることから分かるように、活発で、時間があり、

将来への夢が溢れる小学生は、何かしら好きなス

ポーツができ、そしてそのスポーツをすることが

多いものだ。自分も、類に漏れず、好きなスポー

ツがあり、それに取り組んでいた。しかし、その

スポーツはサッカーではなく野球であった。その

ころは、サッカーには全く興味がなく、むしろ、

ちょうどＪリーグが開幕してサッカー人気が盛り

上がってきたころだったこともあり、野球人気を

下げる可能性のある、野球と対立するものだ、と

しか思っていなかった。

中学受験が終わり、中高一貫の私立中学に入学

が決定した時には、入学後野球部に入ることをす

でに心の中で決めていた。しかし、いざ入学して

みると、その中高一貫校には野球部というものが

存在していなかった ( もし野球部が存在していた

ら、自分がこのエッセイを書く機会は絶対にな

かった )。失望のあまり、なんの部活にも入らな

いまま、中学時代を過ごした。ただ、自分のサッ

カー人生にとって大きな出来事が、中学３年生の

時にあった。2002 年日韓ワールドカップである。

それまでで、サッカーという存在が自分の生活に

最も接近した瞬間だった。このときは、多分にナ

ショナリズム的発想からではあったが、サッカー

日本代表を応援した。また同時に、試合を見るこ

とで、オフサイドなどのルールを覚えていった。

しかし、日韓ワールドカップは、自分に、サッカー

というスポーツに対する興味を抱かせはしたが、

実際に自分がサッカーをしようとまでは思わな

かった。

サッカーの楽しさを知る

初めてサッカーを主体的にプレーし、そして

サッカーをすることの楽しさや喜びを感じたの

は、高校に入学する直前の春だったように思う。

ある日、枚方市内の淀川の河川敷に、野球をする

ために同級生で集まったのだった。その中にサッ

カー部員が数人おり、また偶然その一人がサッ

カーボールを持って来ていたこともあり、野球の

合間にサッカーをすることとなった。そこで初め

て、ボールを蹴ることの面白さやドリブルで相手

を抜く楽しさを覚えたのだった。

高校入学後、それまでドッジボールやバスケッ

トが中心だった昼休みの遊びが、サッカーへと変

わっていった。その昼休みの遊びや体育の授業を

通して、自分のサッカーに対する気持ちは高まっ

ていった。また、サッカーの技術本を読むことや

サッカー部員に教わることで、更にそれらを自分

の中で考えて組み入れることで、上達していった。

上達することで、好きになり、好きになることで

更に上達するという好循環だった。

自伝

（編集者注）実際には決勝でスペインが１対０でドイツを破って
優勝した。
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このような高校生活が続き、高校３年生になっ

た頃にはすでに、大学に入学後はサッカー部に入

部することを決意していた。もちろん初心者で

サッカー部に入ることに対する不安は自分の中で

少なからずあったが、ナルシストであるというこ

ともあってか、自信の方が大きかった。

大学入学が決定してからは、自分の頭の中は

サッカーの事で占められた。初めて自分のスパイ

クを手にしたときの喜びは今でも忘れ得ない。た

だ、高校時代から抱いていた不安は、相変わらず

心の中でくすぶり続けていた。いや、むしろ増大

していたのかもしれない。あれ程サッカー部に入

部することを決意し、求めていたにもかかわらず、

その不安に揺さぶられ、迷ったのだった。しかし

最後は入部を決めた。それはなぜか？　答えは１

つしかあり得ない。

俺はサッカーが好きであり、サッカーをしたい

からだ。

文学部３年　後藤遷也

俺は果たしてサッカーが好きなのか

私は小学校に上がる前から大学３年生の今に至

るまで、自分に一番身近なスポーツとしてサッ

カーと付き合ってきました。付き合ってきた、と

いう事実はいささかのブレようもなく一貫して変

わらないことですが、付き合い方という点におい

て、高校までと大学からの間に明確な線引きがな

されることを現在の私ははっきりと認識していま

す。その間の時期に私の中で起こったささいな、

しかし決定的な変化についてこれから少々書かせ

ていただきたいと思います。

先ほど書きましたように、私はこれまでの 20

年ばかりの人生を、常にサッカープレーヤーとし

て、ほとんど毎日のようにその時々の仲間たちと

ボールを追い駆け回してきました。そうなった

きっかけといえば、二人の兄もやっていたからと

自分が望む道を進むということ

いうだけの理由で母が小学校に上がる前の私を地

域の少年団の練習場に連れてきた、そんなことで

した。それから私はなんで自分がサッカーをやっ

ているのか、なんでコーチにこっぴどく怒られて

もまた練習に行くのか、そもそも自分はサッカー

が好きなのか、そんなもろもろの疑問を自分に問

いかけることなく、サッカーと自分の関係につい

て何らかの定義を漠然としたものですら抱くこと

なく、ただ無我夢中で練習していました。負けて

勝って、勝って負けて。抜いて抜かれて、抜かれ

て抜いて。そんな繰り返しの中に様々な理屈を埋

没させてしまえる点こそ、サッカーという世界一

のスポーツの一番の魔力なのかもしれませんが、

とにかく僕は高校の部活を引退するまで、幸か不

幸か、小中高とチームの中では常にレギュラーポ

ジションを与えられていたこともあって、サッ

カープレーヤーとしての確たる自意識をほとんど

構築することなく過ごしてきたのです。

ところが引退後の大学受験期、サッカーをする

外部的な理由を失って初めて、私はサッカーとの

関わり方について自問せざるを得なくなりまし

た。この時期の煩悶はすなわち次の問いによって

置き換えられます―「俺は果たしてサッカーが

好きなのか」。目の前に広がっているのは田舎で

の親元の暮らしとは比較にならないくらいの自由

に輝いて見える東京での大学生活です。高校まで

と違ってもはや少数派でしかない体育会系への所

属が要請される要因はまず見当たりません。それ

より今までとは全く異なった生き方へと転じてい

くことこそ大学生活の本旨ではないのか―ぎり

ぎりでしたが晴れて東大への現役合格を果たした

頃には、私の中ではだいたいこのような結論が出

来上がっていました。そして結局「ア式」には入

らず、当初の自分が望んだとおりの道を実現しよ

うと東京で文字通り一人、半ばわくわくしながら

歩き始めたのです。

サッカーへの回帰

最初のうちは、思い描いていた即物的な自由を

思うさま楽しむことが出来ました。厳しいトレー
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ニングも、あれやこれやとうるさい指導者も、強

敵のプレッシャーもない生活は確かに気ままで気

楽で、言い換えればどこまでも怠惰で、私は新し

い出会いの数々と都会の魅力に夢中になり、これ

こそが望んだ道なのだと考えました。しかしそん

な生活も半年が過ぎると、だんだんと心境に変化

が訪れ始めました。気がつくと、高校時代の試合

の DVD を引っ張り出してきては観ていたり、体

育の授業で一緒になったア式部員から聞く部内の

様子がどうにも気になったり、実家の両親と電話

で話すといつのまにか話題がア式のことになって

いたりし始めました。つまり、ここにきてようや

く私は気がついたのです。確かに最初の出会いは

受動的なものだったかもしれません。ただ、長い

時間をともに過ごすうちに、それと意識すること

のないうちに、私にとってサッカーは、いついか

なるときも真剣に向き合わなければならない友に

なっていたのだと。大げさでなく私とサッカーを

結んでいるのは愛そのものだったのだと。大学に

入る前の私はそれを当たり前と思い、むしろいと

わしく感じ、しまいには見失ってしまっていたの

です。以上のことを悟った私は、半年間分の後悔

に苛まれつつ、ア式の知り合いに連絡を取りまし

た。そこから一通りの紆余曲折がありつつ、ア式

部員の端くれとしての今現在に至るのです。

このように大学に入って初めてサッカープレー

ヤーとしての自我に目覚めることができた私です

が、ア式での生活は今までのサッカー人生の中で

最も辛く厳しい時間となっています。単純にト

レーニングの強度が高いことはもちろん、一人暮

らしの中で自己管理を怠らず、心身ともに常に良

いコンディションを保つことの難しさ、また今ま

で属したサッカーコミュニティーとは一段も二段

もレベルの違うア式という集団の中で実力を発揮

し、競争を勝ち抜いていくことのシビアさ、全て

が未経験のことで、もちろんうまくいかないこと

のほうが多いです。しかしこれが、私が明確な自

我を持って選んだ道なのです。それがわかってい

るから、たとえ思い通りにいかないことばかりで

も、私は今幸せです。

経済学部 3 年　高木駿平

サッカーにおける三位一体

精神論のほうはほかのみなさんが大いに語って

くれると思うので、ぼくは極めて技術的な話を、

自己満足的に書きたいとおもいます。

今年のテーマは三位一体です。つまりデカルト

的な心身二元論的な流れを汲む近代西洋哲学との

離別であり、そしてキリスト教の三位一体論とは

全く関係のないものであります。

ひとことでいえば、心技体はひとつであるとい

う考え方です。

そもそも東京大学自体が、日本の開国以降の急

速な近代化もとい西洋化を主導することを目的に

設立した帝国大学の流れを汲むものであり、我々

東大生が、儒教的価値観や仏教的哲学などなど古

の教えよりも、安易に西洋的方法論を信ずるのも

当然といえますし（むしろ我々はそのような教育

を受けてきた）、サッカーにおいても、体力練習

で体を鍛え、ボールを使って技を高め、メンタル

トレーニングによって心もゆるがぬものにするこ

とにより、全体のパフォーマンスを向上させる。

といった足し算的、形而上的な考え方をするのも

致し方ないことでしょう。それはでもなにか違う

のではないか、そんなことを最近考え出したわけ

です。

まず、なぜそのような考えに至ったのか。実感

としてほんと身体の調子がいいなと思っていたあ

る日（つまり体が最高の日）、特にというか全く

近日中にその練習をしていないのにほぼパーフェ

クトの精度でロングが蹴れるというときがありま

した。そんなときは肩甲骨の回し具合でボールの

質が調整できる不思議な感じがあります。（技も

最高）さらにそんなときは何本でもけり続けてい

たいと感じ、蹴るのが全く苦にならないのです。

（心も最高）

調子がいい日はボールもいい
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最高！　もし負けなければ

つまり、おぉ体調今日いい感じだ、というのを

すこしずつ自分にとって当たり前にしてくこと

で、常に“体”を最高にできるようにしておけば、

あとはどうとでもなるのではないかという仮説で

す。結論からいえばこれはかなりうまくいきまし

た。最近は怪我のせいもあり少しこのメカニズム

が悪循環ぎみのようです。おそらく高原直泰（日

本代表、浦和レッズ）の現在の状況もいずれかの

不振が三位一体的にスパイラルをおこしているせ

いなのではないでしょうか。

具体的には入念なストレッチ、筋トレ、体幹を

継続的にやりました。筋トレはやりこんだ後しば

らくお休みしたときがいい状態になる気がしま

す。あまり追い込みすぎるのは知らず知らず心を

痛めるので反対です。

そういう意味で一番、心技体が良好だったのは

国公立です。多少のあがりはありましたが、オン

ザボールのときはなんでもできそうといった感じ

で、特にワンタッチパスなどボールのフィーリン

グが最高でした。なにか無心に近いものがありま

した。とっても楽しかった気がします、もし負け

なければ。

ただやはりコンデション如何ですべての技術の

質は上がるにしても、持ってない技は出てこない

のでそこは増やさないといけないようです。いく

ら調子がよくてもいきなりシザースはでてはこな

いようです。

それぞれ実感はすこしずつ違うにしても、理想

的な体の状態がいままでで何試合かありましたの

でコンスタントになれるようにしたいと思いま

す。最後のほうは非常にいいかげんになりました

がこれでおわりにいたします。

工学部 3 年　深田啓介

フランスＷ杯で目覚める

僕のサッカー人生最大の危機は小学３年生のと

きでした。僕のクラスにＫという男の子が転校し

てきたのです。しかもＫは僕の近所に引っ越して

きました。僕はすぐＫと仲良くなりました。Ｋは

クラスに一人はいるような、家にゲームをたくさ

ん持っていて、毎日のように友達を家に呼ぶ子で

した。家が近いということもあり、僕もＫの家に

入り浸っていました。そのうち K の家で遊ぶの

が何よりの楽しみになっていきました。その頃僕

は等々力ＦＣというサッカークラブに入っていた

のですが、週２しかない練習をサボってまでＫの

家に行くようになってしまいました。

僕は覚えていないのですが、親の話によるとそ

の頃僕は「サッカーやめたい」とまで口にしてい

たそうです。まさに危機 !!　ここでサッカーをや

めていたら、おそらく中学では卓球部に入り、高

校では陸上部に入り、大学ではボーダーに入って

いたかもしれません。

この危機を救ったのがあのフランス・ワールド

カップ（ＷＣ）です。僕が見た初めてにして一番

熱いＷＣでした。日韓もドイツも見ましたが、僕

の中ではＷＣといえばフランスです。もちろん小

５の男の子が深夜まで起きていられるわけもな

く、日本戦以外は主にハイライトでしか見ていま

せんでした。しかしあのわくわく感、興奮はそれ

までにないものでした。

まず日本。アルゼンチン、クロアチアとの戦い

は、どちらが勝ってもおかしくないような試合展

開にハラハラドキドキでした。日本のサッカーも

ここまでやれるというのを見せてくれたと思いま

す。ジャマイカ戦でゴールを決めた中山が、ボー

ルを持って帰りながらもカメラ目線でにやけてい

たのも印象的です。

アルゼンチンのベロン、オルテガ、Ｃ・ロペス、

僕とＫとフランス
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バティが繰り出す攻撃は破壊力抜群！　しかしそ

れに立ちはだかったオランダ！　後ろからのロン

グボールをベルカンプがワントラップでＤＦをか

わし、決めた決勝ゴールは、オルテガの頭突き退

場以上に衝撃的なものでした。衝撃的すぎてコメ

ントのしようがありません。

それからブラジルのロナウド！　初めて見たと

きこいつは何なんだ !?　と思いました。とにかく

速い！　歩いていたかと思うと、次の瞬間トップ

スピードになっている。僕が思うにこの頃がロナ

ウドの最盛期だったのではないでしょうか。

感動のフランス・チーム

そしてフランス。クロアチア戦で２ゴールをあ

げたテュラムのゴール・パフォーマンスは世界の

サッカー少年の間で大流行したことは間違いない

ですが、やはりジダン。神。うますぎる。そして

王者ブラジル相手に３―０で完勝して優勝。この

大会はフランスのためにあったという他にありま

せん。

とここまでフランスＷＣについて長々と書いて

きましたが、要はこの感動が僕のサッカーに対す

る情熱を呼び覚ましたということです。その後は

等々力ＦＣの練習に欠かさず参加するだけでな

く、毎日のように等々力七丁目公園でボールを

蹴っていました。あの頃は本当にサッカーが楽し

くてしょうがなかった。しかしその楽しさと引き

替えに以前ほど頻繁にＫの家に行かなくなった、

僕とＫとの間に取り返しのつかない溝が出来て

いってしまったのでした ( 嘘 )。

そうこうして、今も元気にサッカーを出来てい

るわけですが、あの頃のように純粋にサッカーを

楽しめているかと聞かれれば、すぐにＹＥＳとは

答えられません。

いろいろなプレッシャーの中でサッカーをして

いるので、それはしかたのないことです。思うよ

うにプレーできなかったり、時には辛いこともあ

ります。そうしてめげそうになった時こそ純粋に

サッカーを楽しめていたあの頃を思い出します。

やっぱり自分はサッカーが好きなんだと再認識

し、また頑張ろうという気持ちになります。何だ

かんだ言っても何でサッカーをしているのかとい

えば、サッカーが好きだからです。そして、あの

わくわく感、興奮をもっと肌で感じたいからです。

この初心を忘れずにこれからもサッカーを続けて

いきたいと思います。

サンキュー、フランス !!

工学部 3 年　藤安雄治

紅白戦で勝ったＢチーム

僕が「ア式」に入ってもう 2 年以上が経ちまし

た。まだ1年以上の現役生活が残っているものの、

小中高と約 10 年続いてきた僕のサッカー人生の

中で、大学での最後の期間は一番密度が濃く、成

長を実感できるものであることは間違いないと思

います。僕がここ最近実感しているのは、自分の

成長に最も大きく関与しているのは、スポーツの

３本の柱である心技体のうち心の成長であるとい

うことです。

第一位：心、第二位：技、第三位：体

第一位：技、第二位：体、第三位：心

ここに２つの順位を書きましたが、これはオリ

ンピック後に日本オリンピック委員会心理班が出

場選手に対して行った調査の結果です。前者が「心

技体でオリンピックで大切な順番は？」という問

いで、後者が「毎日の練習で実施している順番

は？」という問いに対する回答結果です。

精神力を鍛える、いわゆるメンタル・トレーニ

ングを行うことによって、日々の練習の質を高め、

技術や身体能力を高めていくことももちろん重要

ですが、試合にどういう気持ちで臨むか、試合に

おける精神状態のコントロールはそれ以上に大切

であるような気がします。

一番最初に思い浮かんだ事例としては、2006

年ドイツ W 杯の初戦、対オーストラリア戦での、

１点リードして迎えた試合終了間際、１失点から

心技体の心
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崩れるように立て続けに３失点した最悪の結末で

す。もちろん気候や環境といういろいろな条件は

ありますが、そこも大きくひっくるめて、まさに

90 分間集中力を持続することができなかったこ

とが敗因であると言えると思います。また、僕た

ち東大ア式の近況からも幾つもの例を挙げられま

す。今週行なった 2 回の紅白戦では B が A に１

勝１分という結果でした。紅白戦で B が A に勝

つというのはうちのチームに限ったことではな

く、日本代表などでもよくあることだそうです。

ところが対外試合になると常に B より A の方が

戦績がよく、むしろ練習試合や準公式戦での B

チームの勝率は非常に低く、B が他チームに勝っ

た試合は１つか２つくらいしか思い出せません。

紅白戦のあと、敗因を細々と分析するいろいろな

声が聞こえましたが、僕の個人的な分析では、A

は B を侮り、B は A に一泡吹かせてやろうとい

う心理が根底に働いていて、それがすべての根源

なのではないかと思います。逆に対外試合では自

分達がトップメンバーであるという無意識な自信

が心を支配しているか否かが試合結果に色濃く反

映されている気がします。

6 点ビハインドのリラックス

そして今日５月 25 日は関東２部から東京 1 部

に降格してきた帝京大学に６―２の惨敗を喫しま

した。試合後、コーチの鈴木さんも言っていまし

たが、開始２分で立て続けにスローインから同じ

形で２失点してしまった時点で、東大の DF 陣が

浮き足立っているのは一目瞭然でした。そこには

もちろん無視することのできない実力差というも

のがあることは間違いないと思うのですが、格上

格下という意識と、試合開始直後に先制を許し試

合の主導権を握らせてしまったという事実が、帝

京、東大各チームに与えた精神的な効果が点差の

開きに拍車をかけていた気がします。僕は今日の

試合でこの春季リーグで初めて後半残り 10 分く

らいから出場の機会を与えられたのですが、前線

に長いフィードを送り、声を張り上げて堂々と戦

えた自分のプレーは我ながらよかったと思ってい

ます。そこから２点を返し、どうにか４点差まで

ビハインドを縮めることに成功したわけですが、

僕がスタメンとして出場していたらもっといい結

果になっていたとは毛頭思っていません。僕がの

びのびとプレーできたのは、語弊があるかもしれ

ませんが、６点ビハインドで自分の失点に対する

責任感が薄れ、リラックスして試合に臨めたから

だと思っています。

もちろん、その 10 分強の出場時間の中でミス

がなかった訳ではありません。敵の左サイドから

のクロスボールをキャッチミスしてしまい、失点

してもおかしくない局面を作ってしまいました。

しかし、試合の流れが自分達に傾いているときは

不思議とルーズボールも拾えるもので、幸いＤＦ

がクリアしてくれました。このようにゲームを支

配することがどれほど重要で、またどれほど気持

ちいいかということは経験によってしか得られな

い感覚でしょう。瞬発力、集中力、判断力などと

ともにＧＫに求められる能力の一つとして経験値

はよく挙げられます。そういう意味では早く出場

機会を勝ち取り、キャリアを築いていくことは選

手としての進化を進めるための王道であるといっ

ても過言ではないと思っています。

試合で表現する

更に精神面でのスポーツにおける重要な要素を

細分化すれば、集中力・イメージ・自信など枚挙

に暇がありませんが、僕はその中でも心理的な良

い準備を強調したいと思います。

試合の１ヵ月前、１週間前、３日前、そして前

日までという様々なスパンでの過ごし方全てが当

日の心身のコンディションにつながってくると思

います。僕たちの立場上、サッカー以外の用事や、

もしくは誘惑はたくさんありますが、その用事を

選択し、誘惑に打ち勝ち、チームに、サッカーに

どれだけ貢献できるかという事は非常に大きな問

題であるように感じます。

以前、日経新聞のサッカー選手へのインタ

ビューコラムの中で、三浦カズが「ドライブを楽

しむことも、カラオケへ行って歌うことも含め、
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24 時間全てがサッカーのためだ」と語っていま

した。僕たちは学生である以上、24 時間全てを

サッカーに捧げる事は不可能に近いかもしれませ

ん。ですが勉強・アルバイト・人間関係などに費

やすあらゆる時間をサッカーに捧げるベクトルを

意識して過ごせば、その達成度が自身のプレーや

チームの結果に結びつく可能性は大いにあると

思っています。

高校生のころ、スキャモンの発育曲線というも

のを見て、フィジカル至上主義に陥りました。も

ちろん「心技体」は比べる対象としてはあまり適

切ではないのかもしれませんし、三者は密接に関

係していて、結局練習によって技術や身体能力を

磨き、確かな実力が自信につながるというシンプ

ルな構図にもたどり着き得るとは思いますが、そ

こは程度の問題であり、やはり練習によって得た

ものを出来る限り試合で表現するということはか

なり重要なファクターであるということを最後に

もう一度主張させてください。それは高校のとき

クソ真面目にサッカーしていた僕にはもちろん、

あまりに真面目すぎる東大のチームにも言えるこ

となのではないかと思います。そういう意味では、

ゲームを楽しむ心を刺激してくれる最近の応援は

個人的にはいいことだと思っています。

そんなことを考えながら、僕は 21 歳になりま

した。

農学部 3 年　南田遼太

運動会を言い訳に

小学校、中学校、高校、そして大学へと進級す

るにつれて、私は段々と飼いならされていったよ

うな気がする。昔の自分はもっと負けず嫌いだっ

た。いつでも一番になりたかった。しかし小学校

の途中で、全校生徒数が 50 人にも満たない学校

から一学年およそ 150 人もいるような学校に転

校して、運動じゃまるっきり敵わないヤツがう

闘魂

じゃうじゃいることを知った。筑波大付属駒場中

学校に入ってみると勉強でもまるっきり敵わない

ヤツばっかりだった。大学に入ってからは自分が

ボヤボヤしている間に同年代あるいは後輩たちが

面白そうなプロジェクトを立ち上げ、社会に半分

足を踏み入れている。それでも何となく諦めに近

いような、まぁいいや、がたった一つの感想だっ

た。部活で週に５回は潰れてしまうし、残りの日

をアルバイトやデートやらに充てるとどこにも時

間はないように感じた。運動会でやっているとい

うのが最大で唯一の言い訳だった。三年になって

就職の二文字が目の前にちらつき始めると俄然、

そんな自分に対して苛立つようになった。進学し

た専修での予習量が多いこと、身体の調子がいま

いち上がってこないことがその苛立ちに拍車をか

けた。

あたかも過去の話で、断固たる決心で乗り越え

た、かのように、書いてきたが、私はまさしく今

このような状態にある。今日はオフの金曜日で若

干気持ちにも余裕がある。『闘魂』用エッセイを

書くというちょうどいい機会もある。ということ

で、少し気持ちの整理をしてみようと思う。

気高く、勝利への飢えを

何より取り戻すべきは勝利への飢えだ。現状に

満足してはいけない。常に向上心を持ち続ける、

相手には全力で立ち向かう。緩みきった私はなか

なか最初は苦労すると思う。ただこれからは負け

ず嫌いになるぞ、なんて決心して勝利への飢えを

手に入れることができたら誰も悩んだりしない。

競争は確実に何かを消耗させる。決して楽ではな

い。では何故消耗するのか、何故楽ではないのか。

競争を好まない日本人的な心理が働く ( あるいは

特にうちの学年に関しては特に ) からかもしれな

いし、ただ純粋に人より努力しなければならない

からかもしれない。さらにはちょっとやそっとの

努力じゃ決して追いつけない、あるいは決して追

いつくことなどできない相手が増えてきて、負け

ることに慣れてしまったのかもしれない。何にせ

よ悔しいという気持ちに栓をするのはもうやめよ
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うと思う。

そこで大切なのは、気高く飢えることだ。この

「気高く飢える」という言葉は「ジョジョの奇妙

な冒険」という漫画で使われていて、私はなるほ

どと思って胸にとどめていた。文脈としてはジョ

ニィ・ジョースターなる登場人物が DIO を打ち

負かすために気高く飢えなければならないッ！の

ような（詳しく述べると非常に長くなるので割愛）

シーンである。DIO はどんな手段を使ってでも

勝利を手に入れようとするハングリーさを持ち合

わせており、主人公たちはなかなか彼に勝ちきる

ことができない。下流からのし上がってきた

DIO、勝利のためならたとえ汚い手であっても厭

わない DIO に対して、恵まれた環境で育った＝

受け継いだ者である主人公は決して勝つことがで

きない。しかし、そのような相手ありきの飢えに

も勝てるのが気高い飢えだというのだ。

おそらく相手を貶
おとし

めて勝つのではなく、自分の

ベストを追及して、その結果相手にも勝つという

ことである。競争相手というと少し変だが、自分

こそが最大の競争相手であるのだ。そうすること

で無限のモチベーションが生まれ、また他人のこ

となど気にならなくなってくる。そうすれば先述

の競争に関する苦悩も消える。あるのは自分の世

界だけだ。何より必要なのは自分の行動に納得す

ること。妥協と納得は違う。そして自分が納得し

ているのか妥協しているのかは、簡単に分かる。

少なくとも私は最近妥協ばっかりだ。

あえて運動会のア式蹴球部を選んだのだから、

それにも納得したいし、納得してメンバーとして

選ばれたい。納得できるプレーをしたい。このエッ

セイは決して「納得」できるような出来ではない

かもしれないが、書いているうちにメラメラと漆

黒の闘志が沸いてきた。闘魂。

法学部 3 年　村上達哉

サッカーを続ける本気と緊張

私がア式蹴球部に入部したのは、2006 年の春

でした。それからもう２年が経過し、気づいてみ

れば３年という上級生になっています。毎年、新

歓シーズンになって新入生を見ると、自分が「ア

式」に入部した時の事を思い出します。

受験生のとき、大学生になっても今まで続けて

きたサッカーをやりたいという気持ちはあったも

のの、私大志望のためにもしかしたら無理かもし

れないと思っていました。しかし、偶然が重なり

国立大への入学が許された瞬間、その喜びととも

に、大学のサッカー部に入れるんだと思った自分

がいたことを今でも覚えています。合格決定後す

ぐにア式蹴球部の練習を見学し、新入生として春

休みから練習に参加させてもらいました。鈴木

コーチをはじめとする充実したスタッフ陣、人工

芝や照明完備のグランド、クラブハウスなど最高

の環境のもとに２年間汗を流してきましたが、今

の時点でア式蹴球部に入ってよかったなと心から

思える自分は幸せだと思います。今回のこのエッ

セイを書くにあたって、自分がア式に関して思っ

ていることを思うままに書きたいと思います。

大学のサッカー部という、一番サッカーに集中

して取り組める環境の中にいて、自分がサッカー

をすることについて深く考えるようになりまし

た。サッカー部は大学に来てまでサッカーを続け

たいという人間の集まりだから、やっぱり皆の本

気度や緊張感が違います。大学の看板を背負って

戦うことの責任、勝ったときの喜び、キックオフ

直前の一瞬の静寂、どうしても上手くいかないと

きの悔しさなど、適当にサッカーをやっている奴

には絶対に分からないことがここにはあると思い

ます。この点において、週 5 回の練習で他の大学

生と時間の使い方が異なり、犠牲といえる部分は

多少あるのかもしれないけど、それを上回る何か

「ア式」の本気度と緊張感
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を得ているのだと実感しています。「本気で上手

くなりたい、負けたのが悔しい。」その時すぐに

は上手く気持ちを切り替えられないだろうけど、

後になって落ち着いて考えてみると、自分の悩み

はすべて、｢自分はサッカーが好きだ｣ という一

点に起因していることに気がつきます。ここまで

悔しいと思えるのもサッカーが好きだからなんだ

なとか、本気である証拠なのかもしれないな。そ

う考えると妙に安心するというか、納得した気分

になります。

得点の喜び

この 2 年間、いくつかの大会を経験してきまし

た。メンバー外でピッチの外から先輩たちの勝利

を願っていた試合もあれば、スタメンとして出場

させてもらった試合もありました。でもどんな試

合でも得点したとき、勝利したときの喜びはある

ものです。その中でいまだに忘れられないのが、

味方の起死回生のゴールによって、ＤＦの自分は

得点したわけではないのに、後ろで見ていてしび

れたというか、鳥肌が立ったようになったことで

す。毎日の練習は辛いときも、気分が乗らないと

きもたまにはあるけれど、あの一瞬の喜びによっ

てそんなものは吹き飛んでしまう。今でも大事な

試合の前のイメージは公式戦の得点における一瞬

の喜びです。グランド全体が爆発しそうな一瞬の

あの感じです。

また、大学でサッカーをやっていて良かったと

思える理由の一つに、先輩後輩や仲間の存在があ

ります。高校生のように日々の生活が一緒でない

大学生の間に、ほぼ１週間まったく同じスケ

ジュールで生活する仲間とのつながりにはかなり

重要なものを感じます。辛い練習を乗り切るのも、

勝利の喜びを感じるのも４年間を共にすごす仲間

と一緒です。その存在は私にとってはもはやなく

てはならないものになっています。きっと 4 年の

秋、引退の日には涙し、その後の将来別々の道に

進んだとしても、仲間でありつづけるのであろう

と思います。

ア式蹴球部での生活も、もう半分を過ぎました。

この２年間が充実したものであったことは上述し

た通りですが、この先、上級生としての責任も果

たしつつ、引退の際には何も悔いが残ることのな

いように真剣にサッカーと向き合っていきたいで

す。

法学部 3 年　望月進司

日本に来て大学生活が始まった

今回この「テーマは指定なし、ただ字数は

2000 以内」という若干不思議な課題を前にして、

正直どんなことを書けば良いのか、分からずにい

ます。でも、「この文章はどんな人に、どんな時

に読まれるのかな」と少し想像をめぐらしてみた

結果、「あぁ多分、自分だ」という答えが一番しっ

くり来ました。だから、何と言うか、タイムカプ

セルみたいな役割を果たしてくれるような文章に

なってくれれば良いなと思います。

入学して間もない頃、僕は米国から東京に出て

きたて、日本にだって来てから１年足らずでした。

アーケディア・ハイスクールを卒業した後、飛行

機に乗る前の夜中の３時か４時まで荷造りをしな

かった僕は、年季の入ったスーツケースとアディ

ダスのスポーツバッグとくたびれたリュックに、

入るだけ荷物を詰めて（服と CD と文房具くらい

のものだけど）、日本に来ました。

当時大学生だった兄が住んでいた京都の家か

ら、大阪の予備校に通いながら日本での暮らし方

みたいなもの、とりあえず電車の乗り方とかから

学びだしました。

よくよく考えてみるとその時まで僕は、父と母

以外とはまともに日本語を話しておらず、中 3 の

時にあさひ学園という週１の日本語学校を卒業し

てしまって以来まともに日本語を書いたことがな

かったという、そんな塩梅でした。それでもスター

ト地点から比較的必死に８ヵ月ほど勉強した結

果、長い間目標にしていた東京大学に合格するこ

これはいつか自分が読む原稿
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とが出来て、もう一度僕はスーツケースとスポー

ツバッグとリュックに物を詰め、上京しました。

そして井の頭線の富士見が丘という駅の近くの、

がらんとした６畳のアパートの部屋に寝袋を敷い

て、そうやって僕の「大学生活」みたいなやつが

始まりました。

仲間たち

散々迷ったものの、５月１日の正式入部日に僕

は「ア式」の一員になりました。高校では水球・

サッカー・水泳を兼部していたのもあって、本当

いろいろな部とかサークルを見学したけれど、結

局の決め手は簡単なもので、基礎練と対面パスと

クロス練がすごく楽しかったからでした。

見たことないもの、新しいものしかないような

生活の中で、ボールをインサイドでトラップして、

インサイドで蹴り返した時の懐かしさみたいなや

つには、すごく懐かしいというか心安らぐものが

ありました。それともう１つの理由は、新歓試合

（新入生歓迎試合）でボランチを組んだ深田とか、

体験練習で会った時にはもうア式に決めているっ

て言っていた髪の茶色い村上と吉田とかパーマヘ

アーの遼太とか、駒場の 11 号館で「どうしようか」

なんて相談した高木とか、ラグビー部の部室で一

緒にタダ飯食べながら「どこ入るの？」「俺？サッ

カー部」なんて話した藤安とか、「おう、サッカー

部入るで」とか言っていた角刈りの柔道男こと岩

田とか、まぁ何かよく分からないけどいつか駒場

で話したときにア式に入るって言っていた熱海と

かが、友達になれそうな気がしたからでした。秋

の終わり頃に後藤が来た時も友達になれそうな気

がしました。

先輩やみんな

入部してからは強い渦みたいに日々はア式で一

杯になりました。お葬式で寿司食べてゴリさんに

怒られたことや、アップ用の靴を忘れたアキさん

にグロさんが怒るのを見たりなんかして「怖ぇえ」

と思ったり、いきなり現れた福田さんにメチャク

チャ走らされてお腹下すくらいキツかったこと

や、初１年会の後皆でプリクラに突っ込んだり、

岩田がデザート全品２つずつくらい頼んで４年生

を困らせたことや、諏訪さんが諏訪チルドレンと

して可愛がってくれたこととか、京都でサンタク

ロースみたいな袋を背負って夜にコインランド

リー探したり、検見川の洗濯室で他団体と揉めそ

うになったところを水澤さんに助けてもらったこ

ととか、駒場の吉田家に入り浸ったこと、追いコ

ン（卒業生追い出しコンパ）のために衣装とか小

道具集めるのに奔走して泊まりで練習して、当日

は他の皆のネタに大笑いしたこと、冬のオフ中に

走り過ぎて怪我をして、ずっと山下さんと平井さ

んと二瓶さんの下でリハビリを続けて、3 度目の

復帰テストで初めて合格した時に皆に拍手された

りおめでとうって言ってもらった時、ジョグしな

がらダウンするふりして少し涙目になったこと

や、夏に一時休部させて欲しいと話したらタカさ

んが許してくれたこと、帰って来た時も何もな

かったかのように皆が受け入れてくれたこと、出

場も出来ず、負けてしまった新人戦の後、１人ゴー

ル裏で座っているところを碇さんが肩を叩いてく

れたこと、ただ毎日、同じように部室に行って、

サッカーをして、部室に戻って、皆と話したり笑っ

たりしたこと…。

来年の秋季が終わる時、その冬の追いコンで追

い出される時、社会人になってからふと、懐かし

くなったとき、きっとこの４年間を思い出すだろ

うと思います。その時、この文章がその手助けに

なればと思います。これだけ青臭い文章なんて、

俺以外書かないだろうと思うので（苦笑）。

工学部３年　吉田航太朗

小学校 1 年から始まった

私が大学に入学して、つまりア式蹴球部に入部

してもう２年が経つ。今回エッセイを書くにあ

たって、自分のサッカー人生について振り返って

私のサッカー人生
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みようと思う。

私がサッカーを始めたのは小学校１年のとき

だった。それより前にもボールを蹴って遊ぶくら

いのことはしていたが、ちゃんとサッカークラブ

に入ってサッカーを始めたのが小学校１年のこと

だった。始めた理由はサッカーが好きだったから

というわけではない。ただ３歳年上の兄が小学校

のサッカークラブに入っていて、自分もなんとな

く兄と一緒に練習に行くようになっていた。なん

となく始めたサッカーをやめることなく続けたの

は、サッカーに魅力を感じていたのだろう。当時、

練習は週に１、２回しかなかったのだが、それで

いて小学校の卒業アルバムに将来の夢はサッカー

選手になることだと書いていたのは、今考えると

恥ずかしいかぎりである。もっと練習していれば

今もう少しはまともだったかもしれないと後悔し

たくもなる。小学校のころのサッカーで覚えてい

るのは、正直自分の所属しているチームが弱くて、

隣の全国大会に出るような強豪チームにボッコボ

コにされたことくらいである。

小学校で６年間サッカーをやっていた私は中高

一貫の中学、高校で当然のようにサッカー部に

入った。私が本格的にサッカーをやり始めたのは

この頃だと言える。とは言っても私が入学したの

は勉強に対してかなりスパルタの全寮制の学校

だったので、１日の練習時間は１時間強くらいし

かなかった。心身ともに一番成長が期待できるこ

の時期に練習時間を確保することができなかった

のは、現在にかなり大きな影響を与えていると思

う。事実、練習時間が少ない分ボールを触る練習

しかできず、フィジカルトレーニングなどをやっ

たことがなかったため、大学３年になった今でも

体力は周りと比べて足りないと思う。だが当時、

顧問の先生には「自分たちで考えてプレーしろ」

と言われていたので、練習時間の短さを克服すべ

く、色々を考えて部員同士で話し合った覚えがあ

る。このことは「ア式」に入った今でも活きてい

るのではないかと思う。しかし、やはりこの時期

にもっと練習できていればと後悔するばかりだ。

日本女子大３年（マネージャー）　小林由佳

マネージャーはチームプレー

私が初めてサッカー部という集団に属したのは

高校 1 年の時なので、今年で 6 年目になる。小

学生だったら集大成の年となるであろうが、私の

6 年目はどうも、そうはいかないようだ。マネー

ジャーになりたての頃は、低学年の児童が「先生、

先生！」と言うように、私も「先輩、これって…」

と、まるで質問の豪雨を浴びせていたかのように

思う。それから様々なことを、自分なりに学んだ

私にとってのア式蹴球部

悔いのない大学サッカー生活に

大学に進学した私は、正直なところ部活でサッ

カーをやろうとはあまり考えていなかった。高校

２年の修学旅行で東京大学を見学した際に本郷に

人工芝のグランドを見ており、そこでサッカーが

やれればいいくらいにしか思っていなかった。は

じめ私はクラスの友達と一緒にサークルの新歓試

合（新入生歓迎試合）に行って、そこで久しぶり

にサッカーをした。そのとき思ったのは、やっぱ

りサッカーは楽しいということ。しかし、自分の

中でなにかがしっくりこなかった。そこでのサッ

カーはどこかでぬるく、ここは自分の場所ではな

いと思った。そうして、私はア式蹴球部に入部し

た。正直他の大学生に比べて自由に使える時間は

少ないかもしれないが、私はそれ以上の魅力が今

ア式蹴球部で過ごす時間にはあると感じている。

実際おもいっきりサッカーができるのはあと２年

しかない。うちより技術的に上であるようなチー

ムとも戦って勝ち、１部に昇格できるようになる

ために、これまで以上に高い意識を持って過ごさ

なければならない。こんなに恵まれた環境でサッ

カーができることに感謝しつつ、自分の大学サッ

カーを将来後悔しなくていいように残り２年間走

りきりたいと思う。
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り経験したりしてきた。もちろん今もその最中で

ある。サッカー部に入ったからこそ、かかわるこ

との出来た方々も数えきれないくらい大勢だ。少

しオーバーに表現すれば、このようなことの一つ

ひとつが私を構成し、まだまだ未熟であるが成長

させている。これら構成要素の中で特に大きなも

のが、２つある。

一つは、何といっても仲間の存在である。とか

く親元を離れた大学生活ではその存在は大きい。

部活中にも、それ以外の時にもたくさんのことを

話す。他愛もない話をしたり、そうかと思えば真

剣に部活の事を話し合ったり。一人の人であって

も幾つもの面があるので、面白い。こうしていろ

いろな意見に接することができるのは、人として

の幅を広げる絶好のチャンスだ。もちろん、時に

は厳しいことを言われることもある。けれどその

ように言われることは、あるいはその方が私を成

長させるのかもしれない。

このようにして、私は日々＜マネージャーは

チームプレー＞というのを痛感する。もともと違

う大学の人たちなので、出会いは単なる偶然のも

のかもしれない。それでも気持は一つだろうと

思っている。昨年から分業し、徐々に仕事も増え

ているが、みんなで協力し合い、一つひとつ、こ

とをよりよい方向へ向かせようとしている。同じ

気持ちを持って同じ方向をともに目指せるという

のは、結束感と充実感を与える。ここで得た絆は

本当に、大切にしたい。

サーカーを楽しむ

もう一つは、ある年の高校サッカー選手権大会

の開会式で川淵キャプテンがおっしゃったことに

起因する。―それは“大いに楽しむ”ということ

だ。

「サッカーを楽しんでください」

シンプルな言葉だったことも手伝ってか、胸に

刺さるようだった。これは、夢にまで見た晴れの

舞台でただ勝つことだけに躍起になるのではな

く、自分がサッカーを続けてきた根本に立ち返っ

てほしいというメッセージだったと記憶してい

る。深読みしすぎかもしれないが、これは選手だ

けでなくスタッフにも、もっと言えば日々の生活

にも言えることではないだろうか。心から“楽し

む”ことによってその価値が格段に上がると思う。

私が初めて「ア式」を見学した日、まじめにサッ

カーに打ち込む姿とそれでいて楽しそうにしてい

る部員の方々の、そんな雰囲気の良さを感じた。

『私もこんな風にまたサッカーを楽しみたい。』そ

う思って入った。今までいろいろなことがあった

が、どれもが私に影響を与えている。その刺激が

私の“楽しみ”に繋がっていると思う。

さて、この二つのことは非常に関連性を持って

いる。簡潔にいえば、周囲の助けがあってこそ楽

しめる、ということだ。私は不器用なので、きっ

と一人では転んでばかりで進めずにいると思う。

そこで先輩に導かれ、後輩に救われ、同じ学年の

人にはいつも助けられている。皆と出会えたこと、

時間やそれ以上のものを共有できていることが、

私にとってかけがえのない財産だ。

これから先も、きっといろいろなことに直面す

るだろう。ア式にはそれらの事から多くを吸収し

て、充実した時間を過ごせる環境があると思う。

時にはよいことばかりではなく立ち止まってしま

うこともあるかもしれない。しかし、そこで投げ

てしまわず、人間としての幅を広げていきたい。

それには、少し遅れをとるかもしれないが、焦ら

ず自分のペースを見失わずに進んでいけたらと思

う。その途中で周囲の人と喜びを分かち合ったり、

多かれ少なかれ私も手助け出来たら、さらに良い

と思う。周りと刺激し合って、ここで過ごす 4 年

間を実り多いものにしたい。

最後になりましたが、日ごろ多岐にわたりア式

蹴球部を支えてくださる関係者の皆様に、心より

感謝申し上げます。これからも精一杯精進してま

いりますのでよろしくお願いいたします。
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日本女子大３年（マネージャー）　櫻井優里

女子校の茶道部から学連幹事に

私は６年前に開催された 2002 年日韓ワールド

カップを見てサッカーが好きになりました。当時、

私は中学３年生でした。女子校だったせいかワー

ルドカップは異様な盛り上がりでした。ですが、

ワールドカップが終わると周りのみんなのサッ

カー熱は冷めていってしまい、夏休みに入る頃に

はサッカーが好きというのはクラスで私１人くら

いでした。いわゆるにわかファンが多かったんで

すね。私のサッカー熱はみんなとは逆に、上がっ

ていく一方でありＡ代表戦はもちろんＵ―23 代表

戦、Ｕ―19 代表戦、Ｊリーグ、チームの練習まで

見に行っていました。それと同時に、大学に入っ

たらサッカーに関わることをしたいと思うように

なりました。

大学に入り新入生歓迎会のとき東大ア式蹴球部

のマネージャーに誘われました。中学高校と茶道

部だった私が大学に入り、いきなり運動部なんて

なぁ…と思い最初は迷いました。しかし、実際に

部活に行き練習風景を見た時、入部を決めました。

入部当初は部活に関してわからないことだらけで

空回りばかりでした。先輩に何度も怒られました。

おまけに人見知りの性格のせいで自分から話しか

けるなんてことは出来ませんでした。今までとは

全く違う環境に慣れるには時間がかかりました

が、入部して数ヵ月経つと次第に部活に慣れてい

きました。すると自然に心にも余裕が出てきまし

た。コミュニケーションもとれるようになり部活

に来ることが楽しくなりました。そしてたくさん

のことを学びました。組織に属するということ、

人間関係、目標を持つことの大切さ、ひとつにな

るということの難しさ。「ア式」は私にたくさん

のことを教えてくれました。この頃、私の思いに

も変化がありました。それはひとつの目標に向

かっていくみんなの役に立ちたいという思いで

私がここ（ア式）にいる理由
す。もっと、もっとみんなの役に立ちたい。ア式

に貢献したい。この思いが日に日に強くなってい

きました。そこで見つけたのが東京都大学サッ

カー連盟の学生幹事 ( 学連 ) の仕事でした。偶然

にも同期のマネージャーで学生幹事をやりたいと

いう子がいなかったので私が学連に入りました。

これで少しは役に立つことができたのかと思いな

がら今でも部活と共に頑張っています。

ア式を私の必然にする

そして、なぜ、私がサッカーを好きになったの

かは、ア式に入ってわかりました。ア式に入るま

では漠然とサッカーは面白いし選手がカッコいい

から好きとしか感じていませんでした。しかし、

それは違いました。私は頑張って、必死になって

目標に向かっている姿に憧れてサッカーが好きに

なったのだと気づきました。

あの時ワールドカップが開催されていなけれ

ば、私はサッカーに対して何の興味もなく人生を

過ごしていったでしょう。きっと、あの時にＷＢ

Ｃ（ワールド・ベースボール・クラシック）が行

われていたなら私は野球が好きになっていただろ

うし、バスケットボールが流行っていたならバス

ケットボールが好きになっていたでしょう。偶然、

テレビでワールドカップを見て、偶然に私はサッ

カーが好きになり、偶然ア式に勧誘してもらい、

偶然学連に入り、偶然に素晴らしい仲間たちに会

いました。しかし、偶然とは必然的に起こる運命

だと私は思っています。カッコいい風に言えば、

私が今みんなと出会い、ア式にいることは必然的

だったのかなぁと思います。あの時、サッカーが

好きになっていなかったら私は今ごろどうしてい

たでしょう。あの時、私はサッカーに出会えて本

当良かったと心から思います。

私がア式にいる理由そのものをひとつに断言す

ることはまだ出来ないです。しかし、ここ ( ア式 )

にいてみんなと一緒に協力し、共に喜びを分かち

合い、時には、悲しみも分かち合う仲間がいるこ

とは最も幸せなことだと思います。私にとってそ

れは『最高』であり『最幸』でもあります。引退
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するまでの間に『最高』な仲間たちと『最幸』な

時間を過ごし、私がここ ( ア式 ) にいる理由を見

つけていきたいです。

日本女子大３年（マネージャー）　迯
に げ

目
め

佑子

＋αを求めてマネージャーに

私は大学で建築を学んでいて、だからというこ

ともあるのかもしれませんが、その学科の友人の

中で部活をしている子はごくわずかです。しかし

私はサッカー部のマネージャーをしています。建

築雑誌を読み、建物巡りをして、一眼レフカメラ

で写真を撮り、美術館に足を運び、憧れの建築家の

作品について討論し、与えられた課題をこなして

いくだけで学生生活が終わるのは嫌でした。＋α

を通じて何かを得ることができたらと思って入っ

たのが「ア式」でした。中学時代から憧れていた

サッカー部のマネージャーです。

ア式の人は、藪内監督をはじめとして素敵な人

が多く、みんなのことをもっと知りたいと思いま

した。ですが、まず初めに気付いたのは自然にで

きて当然の行動ができない自分でした。

先輩マネージャーやしっかり者の後輩マネー

ジャーの行動を見ていると、なるほどと思わせら

れるさりげない気配りが随所に見られます。それ

は相手の立場で考えれば当然気付けることや、一

歩先を予測することで備えられることでもありま

す。自分中心に考えていては気付かないことです。

ライバル心に満ち溢れた学科の友達の前ではつい

忘れがちなことでもあります。私にとって部活を

通じて出会った人や経験はとても価値ある大切な

宝物です。

部活をしていてマイナスになることはないとい

えば嘘になってしまいます。特に、設計課題の提

出が差し迫る中の部活には、私はいったい何をし

ているのだろうと思わせられることもありまし

た。＋αをこなすには、それだけ気合と根性が必

部活

要ですが、ア式にはそれを平気で持ち合わせてい

る人が集まっています。

色鮮やかな思い出

未だに、水を満杯に入れたボトル 12 本が入っ

たカゴを持って移動しなければならないときは重

くて地味に辛いです。けれど、もっともっと辛そ

うな選手にボトルを渡したときにありがとうの一

言をもらえると、心のもやもやは晴れて、虹まで

もが現れたりします。

私自身も部活中は普段よりありがとうと言う機

会が増えるので、そのようなことからもひとりで

はなくチームで動いているということを実感しま

す。

考え方や感じ方は十人十色で、これだけ強い意

志を持った人が集まっていれば、それぞれがチー

ムについて真剣に考える程ぶつかることも多くな

ります。人それぞれ得意分野があり、ア式として

も、スタッフとしても、マネージャーとしてもチー

ムなので、お互いに助け合ってこれからもいい環

境を築いていけたらなと思います。

私は、時には一人で黙々とグランドを走り続け、

楽しそうにリフティングをし、１対１の真剣勝負

をする時もあれば、実は優しく面白い人が集まっ

た、オンとオフの切り替えが上手なア式の雰囲気

が好きです。特に先輩マネは、チームのことはも

ちろん、後輩マネのことも大切に考えてくれてい

ます。その先輩のパワフルさは、大きな責任感か

ら生まれるものだということも知りました。その

ことを言葉ではなく行動で教えてくれ、プライ

ベートな相談にも乗ってくれる先輩も大好きで

す。

時には背を向けたくなることもありますが、好

きなことをして過ごせている学生生活での色鮮や

かな思い出は、人生の壁に出会ったときの大きな

バネになってくれると信じています。
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確実に進んできてはいる。しかし、何かを新しく

変えながらいつも前へと歩んでいきたい、という

気持ちは常に持ち続けていたい。

誕生日のサプライズ

ところで、新しいことと言えば、部のホームペー

ジの一新や、新歓活動などもあって、今年の春は

なかなか忙しかった。忙しくて大変で、それなり

に辛い時期を過ごしたことは否めないが、それで

も本気で取り組んでくることができたのには訳が

ある。ここで話の筋を戻すことになるが、その訳

はもちろん仲間の存在だ。前述したのは、同じ

AT の２人のことだけだったが、マネージャーの

皆のことも忘れてはならない。このように書いて

いて、今、ある時のことを思い出した。私の誕生

日を皆で祝ってくれたときのことで、サプライズ

だった。感激するくらいに嬉しくて、何があって

もア式で、この皆と一緒に頑張っていこう、とあ

の時に感じたのを覚えている。その気持ちをここ

で書くことによって再確認としたい。

それから、仲間と言えば、選手たちのこと。新

歓活動をしていたときに、新入生に部の雰囲気、

仲間の良さを伝える中で、「俺が結婚することに

なったら式にこいつらは全員呼ぶことになる」と

いうようなことを誰かが言っていた気がする。私

も納得できたし、それくらいのことが言える関係

がア式では築けている証拠なのだろう。同じ大学

であるけれど、ただの大学の友達とは違う、私に

とって特別な人たちだから、きちんと向き合って

いたい、と思わずにはいられない。言いつ言われ

つ、の関係でいたいから、私はできるだけ遠慮し

ないようにしている。AT としての仕事柄で遠慮

していても仕方ないということ、それからよりよ

い方向へと部の状態を変えること、それから個人

の性格、という三つの理由からなのだが、それが

正しいのかは私にもわからない。もっと謙虚であ

るべきなのかもしれないが、今はまだこうしてい

たいと思う。……と偉そうに宣言できるようにな

るために、まずは確実な自覚を持つこと。自分で

も足りないと認められるときもあれば、放りだし

文学部３年（ＡＴ）　半田奈緒子

ＡＴを立ち上げる

部誌を編集するという節目の年に、東大ア式蹴

球部に偶然にも在籍している。何を書こうかと悩

むところであるが、せっかくこの先にも残るもの

に自分のエッセイが載せられるならば、「ア式」

にいて私が感じてきたこと、今の想いをそのまま

に綴ろうと思う。おそらくとりとめないものにな

るだろうし、他の人が読んで面白いものになると

も思えない。けれども、いつか何年後かに自分で

読み返したときに、今の率直な気持ちが生き生き

と伝わるようであってほしい。

私は２年生のはじめから、ア式に入部した。そ

れまでの部活を辞めようかと考えていたときに、

たまたま出会ったのがア式だった。当初はマネー

ジャーとして入部したのだが、紆余曲折を経て、

アシスタント・トレーナー（通称 AT）というも

のを起ちあげた。この瞬間から私の一番の頼れる

仲間で、大切な後輩で、大好きな友達となってい

るのが、一学年下の小蒲彩子ちゃん、丸井由貴ちゃ

んである。身体の基本的なこと、ケガのこと、ト

レーニングのこと、何もかも全くわかってないゼ

ロの状態から、トレーナーさんに付いて一緒に学

び、わからないところは質問し合って、１年間過

ごしてきた。後輩でありながらも、同期である二

人が、私にとってなくてはならない存在であるこ

とに間違いない。

さて、AT 発動時の私の最初の目標は、引退す

るまでの間に、AT という制度をア式の中に定着

させて、後輩に残していくことだった。少し緩す

ぎる目標設定だったのだろうか、実際には AT と

いう仕事は部に根ざしてきているようだ。私の現

在の目指すところは、リハビリ選手の AT から部

の AT になること、である。今では、毎日の練習

前や練習試合のアップ、ダウンを任され、リハビ

リ以外の選手からも相談をされることがあって、

持ち続けていたいこと
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文科Ⅲ類２年　江連　豪

結論はノー！である

結論はノー！である。これが今現在、部員の多

くが持っている回答（であると思う）である。で

もホントにそれでいいのか？　男子校育ちの僕は

今でも思い出す。共学の学校と試合するとき女子

マネージャーといちゃいちゃしている相手校の選

手を横目にみながら男どもに水の入ったコップを

渡されるみじめさ。そして憧れた。マネージャー

との恋。またとないチャンスを得ている今、みす

マネージャーと付き合うのは
ありかなしか

ているときもいまだにあって、情けなくなること

もしばしばあるからだ。

いろいろと書いてきたが、今の自分にとって東

大ア式蹴球部が生活の一部となっていることに対

して、満足している。普通の大学生からすれば、

それで物足りなくないのか、など疑問にあがると

ころなのかもしれない。だが、誰かのケガで、そ

の理由やメニューを考えるのに、途方に暮れたり

挫折しそうになったりもするけれど、それでも御

殿下に行きたい、という思いを持っている。実は、

初めてア式の練習を見学に来たときの感想は、

サッカーしているのを見ているだけなんて何がい

いんだか、というものであった。それまでの私は

自分が運動をしない側に立ったこともなく、まし

て運動している人をそばで見ている人間になった

こともなかった。ここまでの心境の変化をもたら

したのは、やはりア式という生活の中で出会って

きたすべての人だろう。ついこの前、入部したば

かりの新入生が辞めることになったとき、部室で

彼女と最後の話をしてからグラウンドに向かっ

た。部室では平気だったはずが、グラウンドに来

て皆を見ていたら、一人欠けたことが意識されて、

涙がこぼれてしまい困った。グラウンドは私がア

式の皆といたい場所である。それは、きっと後１

年半も変わらないのだろう。

みすこのチャンスを逃していいのだろうか？　試

合の時は、いつでも最愛の人に一番近くで応援し

てもらえる。練習中なんか少しでも痛もうものな

ら誰よりも早く氷を持って彼女が駆けつけてくれ

る。いいじゃないか。二十歳にもなって青春とい

う言葉を使うのにはいささか抵抗はあるがまさに

青春そのもの！　そして練習後。ツラい練習にヘ

トヘトになっている他の部員をよそにグランドか

ら部室までは当然２人乗りである。自転車をこぐ

下半身は練習で疲れているはずなのに坂道だって

なんのその。なぜかって？　そんなことはいちい

ち説明するまでもなく後ろに彼女が乗っているか

ら。さらには帰り道。他の部員への気まずさと恥

じらいから別々に部室を出る２人。しかし毎日、

駅で偶然出くわしてしまうのだ。あぁなんと甘

酸っぱい。まだまだ妄想は続く。舞台は秋季リー

グ最終節、昇格のかかった大一番。勝てば昇格と

いう試合は同点のままロスタイムを迎える。そし

て感動的な決勝ゴール！　ガッツポーズとともに

僕は人差し指を空に向かって立てる。もちろん、

その指の先には東大病院の屋上からビデオを撮っ

ている彼女の姿が！そして心の中でこうつぶや

く。「お前のために点取ったぜ」。最高じゃないで

すか。これぞスクールライフですよ。オフの日は

２人でディズニーランドですよ。

ボールと恋人に

がしかし！　ほんとにそんないいことばかりな

のだろうか？　もう少しよく考えてみよう。まず、

同学年のほかの選手たちが「マリエちゃん（仮名）」

とマネージャーのことを呼んでいるのに自分もマ

リエちゃんと呼ぶのは変だし、かといってマリエ

とみんなの前で呼ぶのは気恥ずかしいがために結

果的に『あの人』と呼ぶことくらいは我慢しない

といけない。そもそも自分が付き合っている場合

はいいこともいっぱいあるだろうが、逆の立場

だったどうだろうか？　１月のオフには選手もマ

ネージャーも関係なくみんなで楽しい学年旅行。

旅行の夜といえばやはりトランプ。みんなで大富

豪に興じていると、どこからともなく「あれ、人
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数減ってない？」の声。気がついたら選手とマネー

ジャーが１人ずついなくなっているじゃないです

か。も、もしかして隣の部屋で２人きりなのか？

そんな状況耐えられますか？　僕は耐えられな

い。その瞬間、チームも何もあったものじゃない

ですよ。みんなで勝利を目指そうなんて言ってい

る場合じゃありません。完全に１人勝ちです。

しかし、なんだかんだ言ってもお互い好きに

なってしまったらそれはしょうがないのでまぁそ

れはそれでいいじゃないんですか？　僕にはわか

りません。価値観は人それぞれなので。もし付き

合うことになったならその時は、それぞれの部員

が節度をもって大学生としてふさわしい交際をす

ればよいのではないかと。

一応、最後に個人的見解を述べたいと思います。

僕はマネージャーの方々と付き合いたいとは思い

ません。上記のような妄想をつらつらとしてまい

りましたが、僕にはまったくマネージャー萌え的

な感情が湧きません。というかそんな感情が湧い

ていたらチームを支えるためにいつも頑張って仕

事をこなしてくれているマネージャーの方々に失

礼ですね。あとはやっぱりサッカーとプライベー

トはきっちりとメリハリをつけたい。練習の日に

グランドで彼女にあったり、オフの日もマネー

ジャーとスイパラに行ったり、飲み会の日にマ

ネージャーと二人でオールしちゃったりっていう

どっちがどっちなんだか分からなくなってしまう

ような生活はしたくないです。要するに僕は残り

の 3 年弱、サッカーと真摯に向き合っていきたい

ということです。最終的にボールと恋人になれれ

ば素敵だと思います。

理科Ⅱ類２年　大内三千生

辞めることは敗北

最近あまりサッカーが楽しく感じられない。も

ちろんこの文章を書いている時期が春季の頃であ

麻布サッカー部と
ア式の主観的違い

り、秋季リーグの時期ではないからなのかもしれ

ない。ただ僕が確信を持って言えることは少なく

とも麻布学園サッカー部でサッカーをしている頃

に比べるとつまらないということだ。このように

感じているのは恐らく僕だけではないのではない

だろうか。つまり僕自身のみの問題ではなくア式

蹴球部にこそなにか足りないものがあるのではな

かろうかということである。そのことについて考

えてみたいと思う。まず自分自身のサッカーとの

関わりかた、そしてその環境を考えることにする。

僕がサッカーを始めたのは小学校２年生の時で

そのきっかけはグラウンドでサッカーをして遊ん

でいるときに友達に一緒にクラブチームでやらな

いかと誘われたことだった。実際僕は割と運動も

できたほうだったのでなにかしようとは思ってい

た。しかし特にサッカーが好きで始めたわけでも

続けていたわけでもまったくなかった。小学校で

は土日が潰れて友達と遊ぶことも出来ないし、わ

ざわざ準備して行くのはおっくうでどちらかとい

うと親に止めたいといいたくないから止めずに続

けているという状態だった。結局僕がサッカーを

止めたのは中学校受験を迎えた時だった。

僕は麻布学園に入学した。僕のなかでは絶対に

運動系の部活に参加することは決まっていた。そ

して自分の最も得意なスポーツはやはりサッカー

だったので、サッカー部に入部することを決意し

た。もちろんウマが合う友達がいるであろうとい

う予想もあったからでもある。案の定サッカー部

にはいい友達が出来た。しかし、サッカーはやは

りあまり楽しくなかった。というのも正直あまり

上手くない僕は試合中ボールをもらうのも恐かっ

たし、練習も僕にはきつかった。僕が最もサッカー

を止めるか迷ったのは中学３年生ぐらいの時。新

しいコーチが来て、僕はＢでずっとサッカーをや

らされ、ないがしろにされていた。その時は何度

止めようと思ったことか。僕をサッカー部に繋ぎ

とめたのは完全に意地とプライドだった。僕の中

でサッカーを止めることは敗北を意味していた。
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チームの熱い絆よもう一度

そうしてなんとか高校にあがりサッカーをつづ

けた。高校でコーチが代わったとはいえ、中学時

代の影響もあり高校１年生の間はほとんどやる気

がなかった。他の部員はかなり減って 15 人程度

になってしまっていた。しかし逆に人数が減った

ことで部員同士の絆は強くなっていったと思う。

その絆のおかげで僕はもうサッカー部を止めよう

とは思わなくなった。麻布サッカー部は高２の秋

で普通引退だがもの足りない人は高３の春まで

サッカーを続ける。僕が高２の春の時、二人の先

輩が残った。僕はその人達が好きだった。いい人

でとてもサッカーに一生懸命で居残りで僕と１対

１の練習をしてくれた。その頃からサッカーを自

分からやりたいと思うようになった。努力むなし

く、春はスタメンをとることが出来なかった。そ

れが悔しくて悔しくてしょうがなかった。だから

夏は絶対にスタメンをとる、そして夏にスタメン

を取れたらこれからずっとサッカーを続けよう、

そう決心した。それからは本当に走り込み、努力

をし、自分に甘えることは絶対にしなかった。

そして夏、秋とそして春までスタメンをはるこ

とができた。一生懸命やったおかげかどうかわか

らないけど心から試合で勝ち進みたい、このチー

ムで、そう思い始めた。チームメイトも妥協を許

さないし、やる気に満ち溢れていた。そんな麻布

の連中とサッカーをやれたことは恐らく人生で一

番意味があり、楽しみだったと思う。

大学でもサッカーを続けることは受かった時か

ら決めていた。きつい練習も麻布での練習のおか

けで特別にきついとは思わない。でも何かもの足

りない。というよりもこのチームで勝ちたいと思

うことが出来ない。この原因の一つにはまだ「ア

式」に１年しか在籍しておらず思い入れがないと

いうこともあるだろう。しかし最も根本的な原因

はやはりチームメイト同士の信頼や団結力が形成

されておらず、その意味でまだまだチームとして

未完成であるといえるからだと思う。チームに大

事なのは一人一人が、自分がチームの要素である

理科Ⅱ類２年　久木田紳吾

熊本県トレセンチームでジュビロカップ出場

私がサッカーを始めたのは小学３年生の頃だっ

た。友達が熊本 YMCA というチームに入ったの

で、じゃあ僕も、という感じだったと思う。この

頃は水泳などの習い事もいくつかやっていてサッ

カーもその習い事の一部であり、父が小学校でバ

ドミントン部の顧問をやっていた関係でバドミン

トンもしていた。小学校の休み時間や放課後には

キックベースや鬼ごっこなどで盛り上がり、とに

かくこの時期は友達といろんなスポーツや遊びを

するのが好きだった。また、運動も勉強も得意だっ

たので、この頃に自然と文武両道が目標になって

いた。

そして小４、小５と進むにつれサッカーにとて

も魅力を感じるようになり、バドミントンは小４

で止めた。なんでサッカーに魅力を感じるように

な っ た か は 自 分 で も よ く 分 か ら な い。 実 際

YMCA ではほとんどの人が幼稚園からサッカー

をやっていて、小３から始めた自分は下手だった

ので、小５の途中までレギュラーでもなかった。

だけどサッカーはどんどん好きになっていった

し、だからこそ早くレギュラーを取りたい、と思っ

私とサッカー

ことを自覚し、自発的に勝利へと向かいその手段

としてチームメイトと団結することだと思う。

今のア式は個人個人が努力しているとは思う。

しかしお互いがお互いを認め、高めあっていくと

いう意識が足りないと思う。ただ上手いだけの人

間など僕は必要ないと思う。勝つためにどうすれ

ばいいのか、それをみんなで考えて行くことの出

来る人間が必要なんだと思う。今、ア式にもやる

気のある人も、やる気のない人もいるけど、全員

が勝利への執念を持ったとき、必然的に僕等は

チームとしてまとまりをもち、目標へと近づける

のだと思う。
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て頑張った。だからその頃はひたすらリフティン

グとかキック練をしていた覚えがある。レギュ

ラーになってからはキーパー以外の全てのポジ

ションを経験した。しかし、レギュラーといって

も私以外の 10 人はみんな私より上手く、私の取

り柄と言えば走ることだけだった。最終的に６年

の最後にアビスパ福岡を下して九州大会で優勝し

た時には右ハーフだったが、私はやはり勝利に貢

献できてはいなかったように思う。

中学校時代は、本当にサッカー一色だった。小

学校の時のチームメートは何人か他のチームに

行ったが、私は中学の時も熊本 YMCA でサッカー

を続け、小学校の頃のふがいなさをバネにして真

面目に努力した。すると１年の 10 月には１個上

の代の試合にも途中出場できるまでになった。そ

の頃は自分自身の成長は実感してなかったが、今

考えるとかなりこの時期に成長したように思う。

事はトントン拍子に進み、この頃熊本県トレセン

の練習に参加し始めた。そして間もなくトレセン

のコーチから四国遠征の 18 人に選出されたとの

電話をもらった時は自分の努力が認められた気が

して本当に嬉しかったのを覚えている。

しかしそんな嬉しい時も束の間、２年の夏にジュ

ビロカップという大会に県トレセンとして参加し

たのだが、FC 東京や清水エスパルスのジュニア

ユースと戦い、まだまだ自分は未熟だと感じた。し

かもその時のジュビロカップで、特別に１個下の代

から選出されていた選手にレギュラーを奪われて

とてもふがいない思いをした。彼は小学校の頃か

らずっと日本代表に選ばれてるような選手だった

し、試合を見ても彼の方が自分より上手いと思っ

たので納得できたが、やはり悔しかった。中学時

代はこのような遠征や合宿、試合の記憶がほとん

どで、サッカー以外のことはそんなに記憶が無い。

文武両道は小学校からのモットーだったので授業

は聞いていたが、それで良い成績が取れていたの

で自習はほとんどしていなかったように思う。

原弘明コーチに教えてもらった素直な心

中学時代でもう一つ忘れられないのが、原弘明

さんというコーチとの出会いだ。原さんは国見高

校の前総監督である小嶺忠敏さんの教え子で、

サッカーだけでなくサッカーを通して私たちを人

間的にも成長させることを重視していた方だっ

た。挨拶の徹底やボランティアへの参加、また練

習試合などでは率先してグラウンド作りやゴミ拾

いをするなど、その頃は少し面倒だなと思ってい

たが、今考えればそういうことを中学時代に経験

しておいて良かったと思う。原さんの下で、感謝

の気持ちを持つことや、素直であることの重要性

など多くのことを学べて人間的にも成長できたと

思う。中学生という人間形成において重要な時期

に原さんに出会えて本当に良かった。

中学校時代の最後の大会も夏で終わり、ここで

進路選択の問題が出てきた。YMCA の仲間やト

レセンの仲間は大抵、強豪高である大津高校か

ルーテル学院に進学すると言っていたが、私は大

津高校か、進学校である熊本高校に進むかで迷っ

ていた。勉強をとるか、サッカーをとるか。とり

あえずサッカーの練習にも行きながら勉強もやる

ことにしたが、年が明けて２月初旬くらいまで

サッカーと勉強の両方をやっていた。結局、サッ

カーをしに大津高校へ行っても怪我をしたりサッ

カーが伸びなかったら無駄になるけど、熊本高校

に行ったら勉強はある程度大丈夫だし自分次第で

思いっきりサッカーもできると思い熊本高校に進

学することにした。その冬に、熊本高校が新人戦

で県ベスト４に入ったという朗報を聞いた。また

小学校、中学校と同じ YMCA でプレーし、トレ

センでも一緒だった友達が熊本高校に一緒に入学

する予定だったので、それもとてもプラスの判断

材料になった。結局、彼も私も入試に合格し、二

人でサッカー部を強くしよう、と言ってサッカー

部に入部した。

高校時代は小学校や中学校と違って指導者の指

示が少なかったので自由にサッカーができた。当

然小学、中学時代の指導者の教えが土台になって

いるのだが、小学校、中学校より指導者の目を気

にすることが無くなったからか、伸び伸びとやれ

てまた一段とこの時期に成長したと思う。同学年
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のサッカー部の仲間も面白くてサッカーに熱い人

間だったので本当に良かった。結局高校総体、新

人戦と全てベスト８までは進出するもののその先

の壁を超えることはできず、優勝した大津高校を

見て大津高校に行っていれば全国にも行けたのに

と思うこともあったが、最高の仲間と高校サッ

カーを満喫したので熊本高校に進学して本当に良

かったと思う。また、僕らの代がメインになる年

の国体から、年齢が U-15 になり僕たちの代は国

体に出られなくなった。国体のメンバーに選ばれ

たかどうかは分からないが、目標としてきたもの

ではあったのでとても残念だった。

熊本高校から東大を受験

次に勉強面について。高校に入学して最初のテ

ストでは、学年の半分以下の成績だったしこの頃

は東大なんて夢のまた夢だったので熊大か九大に

行ければいいやと思っていた。しかし時間が経つ

につれて成績はどんどん上がっていき、２年の夏

には東大も少しは視野に入れ始めた。熊本高校の

教師陣を信頼していたので、塾には行かず高校の

やり方に従って勉強していたのだが、そのやり方

が自分に合っていたらしくサッカーを引退してか

らは東大を受験しようと思い始めた。高校受験の

時もサッカーと離れたのは１ヶ月もなかったの

で、初めて長期間サッカーと離れて勉強をしたの

だが、これはとても辛かった。この辛さをあと１

年続けるなんて不可能だと思ったので、絶対現役

で受かってやると思って頑張った。そして晴れて

東大に入学した。

ア式蹴球部に入部してからはまず体力や体の動

きを取り戻すことが最優先だった。受験中も少し

は運動していたのでその点はすぐ克服できたが、

大学サッカーはやっぱりフィジカルの面で高校と

は違うので、無理をして５月に肉離れを起こして

しまった。運良くそんなに怪我は長引かず、復帰

してから間もなくしてレギュラーとして試合に出

してもらえるようになったが、90 分間良いパ

フォーマンスを維持できるようになるまでには

少々時間がかかった。私はボランチとして起用さ

れることが多く、トップ下にその時のキャプテン

である伊藤貴寛さんがいたので攻撃に３割、守備

に７割くらいの比重でプレーしていた。

秋季リーグが始まっても大体ボランチとして出

場し、とにかく守備を頑張ろうという気持ちでプ

レーしていた。第５節までで、秋季リーグの試合

毎に相手監督から２票、自チームの監督から１票

優秀選手に与えられる票がチーム内で１位だった

ので、最終的に秋季リーグの優秀選手賞をもらい

たい、とモチベーションも高まっていたので調子

も良かった。しかし、第５節の創価大学戦で相手

選手からタックルを右足首に受け、結構ひどい捻

挫をしてしまった。良い調子を崩したくなかった

ので次の週の第６節に間に合うように努力した

が、結局第６、第７節と欠場してしまった。続く

第８節も出場はしたものの、怪我の影響もあって

か思うようにプレーできずチームも敗退。最終戦

の一橋戦こそ勝ったものの結局目標だった１部昇

格は果たせなかった。その冬に行われた新人戦は

左の踵
かかと

の骨打撲により出場できず、１シーズン目

を終えることになった。

2 シーズン目の目標 10 ゴールを達成

１月のオフが明けて２シーズン目。２シーズン

目になってまた目標を段階的にいろいろ立てた

が、その一つに対外試合で 10 ゴールというもの

がある。去年の４年生は新人戦で優勝した代で、

人数も個々のレベルも他の代に比べ上だったので

明らかに今シーズンは戦力がダウンした。だから

私はまず昨シーズンのディフェンス力を維持した

まま、攻撃でもボランチの位置から貢献しなけれ

ばならないと思い、対外試合で 10 ゴールという

目標を立てた。目標達成のために、私は突破力と

シュート精度にはある程度自信があるので、高い

位置で相手からボールを奪って相手が手薄な時は

とにかく仕掛けることにした。これまでに自分の

理想とする形で２、３点は取れたし、何より５月

に行われた早稲田 B との試合で２ゴールを決め、

目標だった 10 ゴールはもう達成した。これに慢

心することなくこれからももっと理想に近づける
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ように努力していこうと思う。

また、先日東京ヴェルディのトップチームの練

習に参加させてもらった。小学校、中学校と

YMCA で一緒にサッカーをしていた友達が去年

ヴェルディに入団していたので、割とすぐ溶け込

めた。まず練習を通して一番感じたことは、プレー

スピードが東大の練習とは段違いに違うというこ

とだ。普通に５対５のパス回しをするにしても

ボールも人も速くて展開も速いので体力的にきつ

かった。でもこんな環境でサッカーをやれること

自体が嬉しかったし、またある程度その中で自分

のプレーがやれたことは自信になった。練習後、

高木琢也コーチに「今回の練習のシチュエーショ

ンでのオフェンスは良かったけど、ディフェンス

はもっとアグレッシブにいかないといけない。あ

とパス技術も改善しなければいけない。」と言わ

れた。自分の中でも同じような反省をしていたの

で、見ていてくれたんだと思って嬉しく感じたと

同時に、もっとレベルアップしてやろうと前にも

増して強く思うようになった。このモチベーショ

ンを維持して、これからも強い向上心を持って頑

張っていきたい。

理科Ⅱ類 2 年　佐藤裕人

高校１年の春

今回部誌を作るということで自分も一部員とし

てその作成に微力ながら携わる運びとなったわけ

ですが、せっかくこのようにサッカーについて冷

静に考えてみる機会を与えられたのだから、今ま

での自分とサッカーとの付き合いを振り返ってみ

ようと思います。とはいうものの、とても他人の

見本となるようなものではないので気恥かしさが

拭いきれない面もあるし、自分の稚拙な文章では

冗長になってしまうこと請け合いなので、自分に

とって大きな転機と認識している三つのことを書

いてみようと思います。

自分とサッカーとの
関わりについて

自分がクラブなどに自分の意思で所属してサッ

カーを始めたのは中学入学後でした。それまでは

放課後遊びなどで球蹴りに興じることはありまし

たが、スポーツとして始めようと思ったのがこの

時です。なぜ入部を決めたのかは記憶が定かでは

ないのですが、友達に誘われたなどの些細なこと

だった気がします。自分の出身中学は中高一貫校

であり、中学 3 年生時に大会で敗退すると、すぐ

に高校の部活に入って練習するしきたりとなって

いました。中学時代はダラダラと練習をしている

ような状況で、お世辞にも、うまくなって試合で

勝とうという雰囲気があるとは言い難かったよう

に思われます。

しかしこの時期というものは何もしなくても身

体が成長する時期なので、それに甘んじているよ

うでした。だから、高校の部活に入って、部員の

意識の高さに驚きました。今思うと当たり前のこ

とばかりですが、「練習はさぼれない」「先輩に仕

事をさせてはいけない」などの、いわゆる「体育

会的」な考え方は、この当時からだで覚えていっ

たものがほとんどです。しかしなにより衝撃だっ

たのが、練習の質、量の違いでした。とても体力

的にも技術的にもついていけず、先輩から叱咤さ

れることは日常茶飯事でした。しかし毎日ボール

を追いかけまわすうちに、なんとか 1 年ほどで練

習にはついていけるようになりました。

この１年は初めてサッカーのために多かれ少な

かれ努力をしたという意味で、重要な１年だった

と思います。また、シャトルランを練習後にして

いるときにある部員がきつさを嘆いていた時、当

時の先輩が言った「きつくなかったらトレーニン

グにならないだろ」という言葉は、今でもきつい

時に思い出す言葉の一つです。

高校１年夏

次なる転機は高校１年の夏でした。当時は３年

生が引退した後、新チームが発足した直後で、自

分も先発で出場する機会を与えてもらえていまし

たが、まだまだ 3 年生が引退した穴を埋めている

と言えるレベルではありませんでした。
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当時の監督は、同じくこのチーム状況は厳しい

と思ったようで、就任 2 年目でいろいろと慣れて

きたこともあり、惜しみなく部員たちをしごき始

めました。練習試合で負けたらダッシュをさせる

のなどは序の口で、日常生活でなにか不適切なこ

とが発覚してもダッシュが待っていました。こう

いう場合、「連帯責任」という言葉がしょっちゅ

う聞かされました。自分も、シュート練習で詰め

を怠ったために、部員全員を走らせてしまったこ

とがあります。この連帯責任によって、こういっ

た罰走は、体力トレーニングよりもはるかに精神

的に厳しいものとなりました。他人のミスによっ

て走らせられる、または自分のミスによって他人

が走らせられる辛さに加え、いつ終わるかわから

ない恐怖と闘う毎日が続いていたのでした。

自分のサッカー人生の中で、唯一サッカーをや

めようと思ったのはこの時だったというのは、今

だから言えることです。しかし、この厳しい夏を

過ぎると、確かに自分の中に変化を感じました。

体力的に明らかに走れるようになっていたのは勿

論、あれだけ走ったのだから走り負けるわけがな

いという自信が沸々とわいていました。この時期

は、根拠に基づいた自信というものを初めて獲得

した時であり、その後の自分の自信過剰な一面を

形成する基盤となっている気がします。

けが

三つ目の転機は、現在進行形なのですが、大学

入学後から今までです。現役の方はご存知かと思

いますが、ア式蹴球部に入部後自分はほとんどけ

がによってサッカーをしておらず、長いリハビリ

生活を過ごしています。前述のとおり現在進行形

なので、客観的に考察を加えてみることは難しい

し、一刻も早く復帰したいのは言うまでもありま

せん。しかし、この時期を経て、サッカーやサッ

カー部に対する考え方や貢献の仕方は、自分が今

まで思っていた以外にも数多存在することを実感

するようになりました。具体的に挙げるほど考え

はまとまっていませんが、なんとなく実感してい

る次第です。というよりも、へたに言語化するこ

文科Ⅱ類２年　白井英介

都学連幹事として経理担当

東大サッカー部ってのは結構歴史があるところ

らしく、今年で 90 周年を迎えるらしい。めでてー

まじめでてー。めでたいついでにエッセイを書け

と仰せつかった。2000 字。長いよね普通に。な

んかこんな感じでいいのか心配になってきた。真

面目に書こー。

エッセイ。エッセイて何？ってことで辞書引い

てみた。エッセイ【essay】自由な形式で意見・

感想などを述べた散文。自由な形式ってことは冒

頭の何行かは間違ってなかったってことにしよ

う。タイプミスなんかもこの際目を瞑ろう。とに

かく何でも書いていいってことなので私が日ごろ

思っていることについて時間の許す限り ( 原稿提

出時間ギリギリまで ) 書いていきます。エッセイ

ばんざい。検閲もあるらしいけど引っかかったら

まぁドンマイ。日の目を見ることのなさそうな文

章を書くのは気が引けますが、検閲担当の方少々

お付き合いください。ちなみに今まだ 400 字。

先は長い。

さて、私は現在東京都大学サッカー連盟におい

て学生幹事という形で経理の仕事を担当しており

ます。そのため練習に出席できないことも時々、

もとい、しばしばありますが、まぁ俺ペーペーだし、

「ア式」の東京制覇

とによって自分がそれに縛られてしまうことに怯

えている、といったほうがいいかもしれません。

今まで長々とまとまりのない文章を書いてきま

したが、今一番強く思うことは、やはり復帰して

サッカーでチームに貢献したい、ということです。

プレイヤーとして入部した以上、これを本分とし

て忘れてはいけないと思います。後になって、「あ

のけがの時期があったからこそ今の自分になれ

た」という考察がこの文章に加えられるよう、日々

努力していきたいと思います。
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と思いながら日々仕事をこなしているわけです。

そもそも私は都学連というものに全く興味がな

く、自ら運営に携わろうなどという殊勝な人間で

はありませんでした。そのためはじめは幹事会に

出席することにさえ苦痛を感じていました。とこ

ろが最近では、毎週の幹事会に休まず参加するこ

とはもちろん、東京選抜を組織する技術委員会に

入れていただいたり、自分の担当する経理におい

て新しい試みを始めるなど、いうなればやる気マ

ンマンです。いい響き。

なぜ私がこのようなマンマン野郎に変貌するに

至ったのか、私のことを少しでも知っている方で

あれば疑問に思うでしょう。実際私自身ちょっと

やりすぎなんじゃないかと思うこともあるぐらい

ですから。　キーワードはこれ、「東京一のチーム」

です。具体的には、東京都サッカートーナメント、

春季対抗戦、秋季リーグ戦、新人戦の４冠を達成

することだと私は思っています。もちろん実力だ

けでなく、健全な運営や地元と密着したチーム作

りなど、「東京一」という枠を広くとらえた考え

方もあるでしょう。しかし、我々現役部員が考え

なければならないことはただ一つ、旗影高し、じゃ

なくて、サッカーで東京を制覇すること、これ以

外にないはずです。だとすれば、我々が考えるべ

きは、「如何にしてア式を強くするか」この一点

に集約されることになります。「強い」チーム、

というのはなかなか難しくはありますが、ここで

はよりシンプルに、たくさん「勝利」するチーム

が「強い」と考えることにしましょう。要は全て

のア式構成員が、試合で「勝つ」ために何をすべ

きか、何をしなければいけないかを考えて行動す

ることが不可欠である、ということです。

仕事はできているか

プレーヤーは自分が巧くなること、強くなるこ

とが間違いなくチームのレベルアップに直結して

います。だから東京制覇のために、とにかく練習

すればいいわけです。トレーニングして、ケアし

て、体を休める。己の為に精進するこれら全ての

行動が東京制覇を見据えた行動である、と言うこ

とができるわけです。しかし、長期的な怪我をし

て私が思ったことは、己を高める以外の勝利への

貢献の仕方がある、ということです。もちろん己

の早期治癒のためリハビリすることも東京制覇を

見据えた行動です。しかし、例えば私であれば都

学連において先輩の仕事を請け負うこと、応援を

してチームを盛り上げること、また応援を通じて

「まぁ公式戦は出れないよね」みたいに感じてし

まっている仲間と気持ちを高め合うこと、新歓活

動の規模を拡大して新入生を多くチームに引き入

れること、これら全てがア式の東京制覇に直結し

ていると考えれば全く苦にはならない、そう思う

ことができるようになりました。もちろん、他に

も自らの仕事をこなすことがア式の東京制覇に直

結すると考えるのが難しい集団もいるでしょう。

与えられた仕事を取り合ったり、スペシャリティ

を与えられないと仕事が疎かになってしまうのも

仕方ないことなのかもしれません。確かに現在

薬
や か ん

缶は２つしかありませんし、検見川の部屋も２

つしか取っていませんしね。しかし、本当に「ア

式を強くするため」という視点に立っていれば、

「仕事は与えられるもの」という思考の枠組みが

既に誤っていることに気づくはずです。

与えられたタスクをこなすだけでは勝てないし、

時にはその仕事が本当に目的に合致した形で行わ

れていたかどうかを疑う姿勢も必要なのです。だ

から、「○○ちゃんは仕事持ってないからこれ私が

やっちゃったら角立つよね」みたいな馴れ合いを

見ていると、ア式のこと、本気で考えてるの？　

とイラッとします。もちろん効率化のために最低

限の仕事の分担は必要です。でも、目指すべき目

的のために何ができるか常々考えていれば、大学

の部活という小さな組織の改善点など、４年間で

は修正しきらないほど出てくるはずです。それほ

ど、変革とは難しく、しかしやりがいのあることだ

と私は思います。これは都学連においても同様で

す。与えられた仕事が少ないから「やりがいがない」

と感じている人がいること自体私には信じられま

せん。そんなの結局は「与えられたものをやり切っ

た」とかもっと言えば「私頑張ってる」という自
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己満足を求めているに過ぎないのですから。

なんだか角が立つ文章になってしまいました。

気づけば 2000 字をオーバーしてしまっていたの

で私のエッセイはこれにてお開きにしたいと思い

ます。やっぱめでてー。

理科Ⅱ類２年　藤井丈生

レギュラーになりたい

東京大学ア式蹴球部２年藤井です。早いもので

入部してから１年がたちました。大学に入学した

当初はサッカー部に入るつもりはまったくありま

せんでした。サッカー部どころかサッカー・サー

クルに入るつもりもあまりありませんでした。あ

のころは大学では文化的な活動をしようと思って

いました。とりあえず、将棋部に入り、それから

演劇でもやろう、そう思っていました。僕は小学

生のころから将棋に興味がありました。浪人時代

に羽生善治さんのことをいろいろ知り、ますます

将棋に対する関心が強くなりました。また東京大

学の将棋部は全国の大学で一番強いと知り、これ

はもう将棋をするしかないと、将棋に対する想い

は強くなる一方でした。

しかし、大学に入ってから状況は一変しました。

入学してからはとりあえずいろいろなところを見

ておこうと思ってこのア式蹴球部にも顔を出しま

した。そしたら思った以上に久しぶりにするサッ

カーは面白かったのです。そこで僕の気持はだい

ぶ揺らぎました。ただ、それでもまだ将棋や演劇

に対する気持ちも強く、サッカー部に入らずサー

クルで楽しくやるだけでいいんじゃないか、そん

な風に思っていました。

ところが、入学式の後のクラスの飲み会で、同

じクラスに所属するサッカーに熱い男、久木田紳

吾にサッカー部に入るかどうか聞かれたときに思

わず入ると言ってしまったのです。彼は部員が増

えることをとても喜び、僕は何だかいまさらやっ

自分の目標と
部の目標達成を願う

ぱり入らないと言えない感じになり、そのまま

サッカー部に入ることになりました。

こうして、その場の雰囲気に流されてサッカー

部に入ることになったのですが、実際に「ア式」

でサッカーをしているとやはり面白いです。練習

は確かにきついので、ときどき入部したことを後

悔したこともありました。特に週に一回あるフィ

ジカルトレーニングをしてるときに自分がなぜこ

んなところで必死に走っているのか疑問をもつこ

ともありました。しかし、どういうわけか、どん

なにきつい練習をした後も仲間と一緒に楽しく過

ごしてるうちに、また明日も頑張ろうという気持

が湧いてくるのです。サッカーというスポーツに

魔法のような力があるからなのか、サッカーボー

ルに力がかかることで不思議な化学物質が合成さ

れるからなのか、サッカーをしているともっと

サッカーをしていたい、もっとサッカーがうまく

なりたい、そういう風に感じるのです。いまでは

サッカー部に入って良かったと思っています。

そんな感じで１年が過ぎましたが、前年度は東

京大学ア式蹴球部はあまりいい結果を残せていま

せん。春季リーグは予選リーグ敗退、総理大臣杯

も敗退、秋季リーグでは目標としていた１部昇格

を果たせず、新人戦は初戦敗退。非常に残念な結

果となってしまいました。

今年の僕の目標はレギュラーに定着することで

す。まあその前に腰痛を治すことが先ですが。た

だその個人的な目標を達成すること以上にチーム

が目標を果たすことを切に願っています。すなわ

ち、東京大学ア式蹴球部が東京都リーグ１部に昇

格することです。仮に自分が目標を達成すること

ができなくても、チームには勝ってほしいと思っ

ています。そのために、試合中の応援、試合に出

る選手のサポート、声だしなどを精一杯やるつも

りです。いままでは自分のことしか考えておらず、

チームのことを考える余裕はありませんでした

が、今はチームのことを第一に考えています。こ

れはサッカー部で１年やってきて自分もだいぶ成

長できたからではないかと思います。

こうして１年やってきていまなおきついと思う
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のは時間と金銭です。やはり部活と勉強の両立は

難しいですし、サッカー部では練習以外の活動も

多すぎると思います。なんだかんだで時間をとら

れると相当きついです。また、金銭面でも毎月支

払う部費や合宿費、ユニフォーム代など相当な出

費になります。年数回のコンパも結構な出費です。

新入生がなかなか入らないのもこれらのことが

ひっかかるせいだと思います。

理科Ⅰ類２年　松谷康平

地域のチームから香港のチームへ

「ア式」創部 90 周年ということでエッセイを

書かせていただくことになりましたが、自分自身

でも振り返ってみようという思いも兼ねて、短い

ながらも自分のサッカー歴について書かせていた

だきます。

自分がサッカーと出会ったのはもう 10 年以上

前、小学校三年生のときでした。

学校にも慣れ、休み時間や昼休みに遊ぶお決ま

りの友達も増えたころ、一人の友達がある少年

サッカーチームに自分を誘ってきました。休み時

間や放課後に友達とボールを蹴って遊んでいたこ

ともあって、サッカーへの興味は少なくなかった

自分は、その少年サッカーチームに入団し、サッ

カー人生をスタートさせました。

その１年後、親の転勤という理由で香港へ引っ

越すことに。引っ越す前は日本語が通じない外国

での生活と通じ合える友達や慣れ親しんだ土地と

の離別に正直不安と寂しさでいっぱいでした。し

かし、そこは日本人観光客がよく訪れる場所であ

り、そこに住む日本人も多く、日本人学校の存在も

あって慣れるのにそう時間はかかりませんでした。

しかし何より大きな要因となったのが、日本人

のサッカーチームの存在。既に日常とサッカーが

切り離せないものとなっていた自分は迷わず入団

し、平日は近所の友達やクラスメイトと、土日は

このままでは終われない

チームの仲間とボールを蹴る日々が続きました。

マンションの香港人の少年とも試合をしたことも

多く、今思えばこれが「サッカーは世界の共通語」

ということなのでしょう、自分にとっては貴重な

経験だったと思います。

中３でレギュラーを奪う

小学校６年生の４月に帰国し、中学受験を乗り

越え浅野中学校に入学した自分は、サッカー部に

入部するかしないか決めかねていました。という

のも、受験勉強で鈍った体をまた動かそうという

気にはならなかったから。それでも帰宅部になる

よりはとサッカー部に入部しました。

ここで待っていたのは大きな挫折。周囲の選手

は高い技術を持っていたり足が速かったりと実力

者ばかりで、なかなかチーム内でポジションが与

えられず、試合でも出場時間が限られることもあ

りました。

ここであきらめて投げ出してふてくされてしまう

か歯をくいしばって練習を重ねるかは当時の自分

には大きな岐路でした。ここで前者を選べば二度

とサッカーと関わることがなかったかもしれません。

自分は練習を重ねました。試合に出られるよう

に。活躍できるように。周りに認められるように。

中学３年の時にレギュラーポジションを奪い試合

前に自分の名前が呼ばれたそのときの感動は今で

も忘れられません。

高３の無残な敗戦

ここで中学・高校時代のサッカー部の顧問につ

いて少し触れたいと思います。

入部当初はとても怖い存在で個人的に会話する

こともままならず、学校内でも少し空気の違う先

生でした。理由はわかりませんが徐々に角が取れ

はじめたものの、いまだに試合中・練習中にはよ

く怒られていたころに、先生に言われた一言があ

ります。

「お前に期待してなかったらお前のことなんか

怒らない」

つまりは、怒鳴りながらもそのアドバイスを伝
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えようとしているということ。そのことに気が付

きはっとした自分は、それ以降どれほど怒鳴られ

ようとそこに込められたアドバイスを必死に受け

止め、考え、試行錯誤するようになりました。

多くのことを学びました。プレーの面でもそう

ですが、一人のサッカー選手、スポーツ選手とし

てのマナーも厳格で、私生活の面でも勉強になっ

たことは少なくありません。その全てを吸収し身

につけたとは言えませんが、「恩師」と呼べる人

のうちの一人であることは間違いありません。

その先生のもとサッカーを続け、高校３年の夏

の選手権予選を迎えました。浅野高校サッカー部

としては最後となるこの大会に、もちろん部員全

員で意気込んで臨んだわけですが、結果はここに

書くのもはばかられるほど残念なものでした。肩

に力が入りすぎたのかもしれません、普段なら確

実に勝てる相手にふがいない戦いをしてしまい、

まさしく不完全燃焼となったまま中高６年間の

サッカー生活に幕が下りました。

「このままでは終われない、もう一度サッカー

がしたい」

大学でもサッカーを続けることを決意した瞬間

でした。

１年間の浪人生活を経て東京大学に合格したそ

の日に、本郷のグラウンドへと足を運びました。

人工芝とは聞いていたものの改めて自分の目で確

かめ、ア式に入部するという決意は一層固くなり

ました。

ア式に入部してから１年、紆余曲折ありましたが

今もこうして、サッカーの楽しさ、奥深さ、醍醐味

を感じられるこの上ない環境のなかでサッカーに

真正面から向き合う生活を送っている次第です。

お茶の水女子大２年（ＡＴ）　小蒲彩子

出会った人達みんな好き

2007 年 4 月、大学に入学したばかりの私は、

19 歳

これから始まる大学生活に期待で胸を膨らませ、

将来の夢に向かって日々精進するのだと意気込ん

でいた。そしてその将来の夢に少しでも近づくた

めに、このア式蹴球部に入部することを決意した。

しかし１年が経った今、正直その夢に対する熱意

は薄れつつある。高校時代に比べてはるかに自分

の世界が広がったことで、新たな分野に興味をも

つようになった。そして、もし夢が叶い願い通り

の職業につけたとしても、それだけでは食べてい

けないという現実を知ったからである。とはいっ

ても完全に憧れを失ったわけではなく、幅広い視

野で将来を見据えようと思っている最中である。

今秋、自分は 20 歳の誕生日を迎える。社会で

はもう成人とみなされる年齢になるのだ。だが、

今の自分を思うととても成人と呼べる気がしな

い。ほんの些細なことで喜んだり、悩んだり、怒っ

たり、悲しんだり…。よく言えば感受性が豊かと

いうことかもしれないが、その感情を隠せずすぐ

表に出してしまうところがまだまだ子供だと思

う。経済的にも、自分はまだ学生の分際で親のお

金で生活・勉強しているし、実家暮らしのため直

接生活面で支えられている。

こんな自分だが、大学に入り大人になったと思

うこともある。自分が常に周りの人に助けられ、

許され、生かされていることに気がつき、感謝す

るようになったのだ。高校時代はそんな自覚もな

く自信過剰で、簡単に人を嫌いになったりもした。

こんな自分を変えたのは、大学に入ってから出会っ

た人々、特に「ア式」の人々との出会いである。 

入部したころと今とでは自分の将来やりたいこ

とは変わりつつある。しかしア式に入って本当に

良かったと心から思っている。なぜなら今の自分

は、ア式に入ってこその自分だと思うからだ。サッ

カーに対し真剣に前向きに取り組むプレーヤー、

それを常に気を配り支えるマネージャー、ほぼ０

の状態から手探りで一緒にここまできたＡＴ（ア

シスタント・トレーナー）の仲間との出会いは、

自分が中心となってプレーできれば良いと自己中

心的だった高校までの自分を変えた。もちろん上
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個人技ではないサポート

ア式蹴球部のマネージャーになってから約１年

が過ぎようとしています。

初めて御殿下グラウンドを訪れたのは、昨年の

４月下旬。人工芝が広がるその光景に随分驚いた

ことを覚えています。

サッカーに携わったのは初めてのことで、聞く

こと見ること全部が新鮮だった上、戸惑うことも

多かったように思います。

１年を経た今、少なからず自分自身の成長を感

じることができます。

サポートの側に回ってみて

手くいかずに悲しむことも、辛いこともたくさん

ある。だがそれ以上に、ケガをした選手がリハビ

リを経て再びプレーしているのを見たり、失敗し

て落ち込む自分を誰かが励ましてくれたり、他の

マネージャーやＡＴと協力したことが上手くいっ

たりすると、嬉しくて楽しくてしょうがないのだ。

ア式にいると、嬉しいことも悲しいことも全てが

自分を作っているのだなと思うことがよくある。

今の自分の構成要素は、出会った人達全員と

いってもいいと思う。幼稚園しか一緒でなかった

子も、街角で親切に道を教えてくれた人も、よく

叱ってきたバイト先の元上司も、今の自分の行動

に何らかの影響を与えているかもしれない。時間

は永遠ではない。そういう人との出会いは、一生

に一度しかないかもしれない。ぼやっとしている

場合ではない。

今まで出会った人全員に感謝するのはいまひと

つピンとこない。しかしその場の出会いで終わら

なかった、今関わっている人全員のことが本当に

大好きだ。この気持ちを伝えるのは難しいかもし

れないが、上手く表していきたい。そして二十歳

の誕生日を、平凡の日ではなく何か特別なきっか

けの日にできたらいいと思う。

しかし、至らない点もまだまだ多く、現状に甘ん

ずることなく向上心をもって臨みたいと思います。

マネージャーという仕事は、自らが主体になる

のではなく、あくまでサポートをする立場です。

今までの人生の中で、誰かに助けられことやサ

ポートしてもらった記憶は多々あるのですが、自

分自ら誰かをサポートすることはなかったように

思います。よって、今までの考え方が通用せず、

新しいものの見方に触れることができたのです。

私は今まで、与えられたことを一生懸命やって

きました。それは、自分の仕事だったり、練習だっ

たりしますが、とにかくがむしゃらにやるのが当

たり前と思っていた節があります。もちろん、一

生懸命やればやるだけ報われ、結果がでるもので

す。たまに、そうはいかないこともありますが…。

ところが、それは自分が主体のときには当ては

まるのですが、そうでないときは当てはまらない

ことが多いと気付きました。サポートする立場、

つまり自分が主体ではないときに、周りに気を配

らず目の前にある仕事をただこなしていると、サ

ポートするどころか逆にマイナスの働きをするこ

とがあったのです。これには驚きました。周りの

スタッフと協力して、何が必要か、どう動くかを

決めていくことが大事だと教わりました。サポー

トは個人技ではないのです。自分一人が何でもか

んでも一生懸命やることが正解ではなく、全体の

バランスを見てタイミングをはかることが大切

だ、と気付きました。たくさん失敗して大切なこ

とに気づいたので、これを生かしていきたいと思

います。

そして、常に柔軟性をもつこともひとつの課題

です。人を対象としているので、変化はつきもの

です。状況も刻々と変わっていきます。臨機応変

が大事だよ、といわれたことがあるのですがまさ

にその通りだと思います。私個人は、想定外のこ

とが生じると動けなくなることが多いのでもう少

し柔軟性をもてたら、と思います。

以上は１年間の部活動を通して学んだことです

が、マネージャーの仕事をする時以外でも重要な

ことだと思います。
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立教大学短期大学部 2 年（マネージャー）　藤村美穂

甘えてはいられない

今年の春から「２年生」になったわけだが、い

まいち実感がわかずにいた。大学生活自体も大き

な変化があるわけではないので、余計に「１年生

の続き」という感じで毎日を過ごしていたのだが、

新入生が入部してきて、私なりに少し「先輩」と

しての自覚が出てきた気がする。しっかりして、

良いお手本にならなければ、と思うと背筋が伸び

る。しかし、いざ仕事を教えるとなるとやっぱり

戸惑ってしまうし、質問する立場から質問される

立場になり、日々悪戦苦闘している。大学で教育

学を専攻しているのだが、勉強だけでなく、どん

なことも「教える」ということはとても難しい。

また、うまく教えられないということは、自分自

身が完璧に出来ていないということにも繋がる。

１年生を見ていると、私が入部したときを思い出

し、時間が流れるのは本当に早い、もっと一瞬一

瞬を大切にしなくては、とつくづく感じてしまっ

た。いつまでも甘えてはいられない、しっかりし

なくては、と思うと同時に、私は周りの環境に本

当に恵まれているな、と思う。

私の周りには、時に厳しく、時に優しく色々教

えてくださる先輩方や、一緒に「ア式」生活を楽

しめる仲間がいる。「先輩」と呼ばれる立場になっ

成長するということ

そして、人との関わりは入部して得たもののな

かでも、とても大きなものです。

スタッフの仲間をはじめとして、助けられたこ

とがこれまで何度もあります。一緒に悩むことも

あるし、ときには叱ってくれます。大切にしてい

きたいです。

この１年を過ごしての感想ですが、大学生活は

あっという間に終わるのではないかと思います。

何をすべきか何をしたいのかを見極めて、一日一

日を大切にしていこうと思います。

てからこそなのか、私がどれだけ回りの人に頼り、

甘え、そして助けられてきたかがわかる。ア式は

もちろんのこと、大学に入ってから特に、私より

遥かに多くの経験をしてきている人と関わる機会

が多く、沢山の刺激をもらっている。そのような

人たちと関わっていくなかで、私自身の未熟さを

実感させられてしまうのが少し辛かったりもする

が、本当に周りの人たちには感謝の気持ちでいっ

ぱいだ。一つの組織として成り立たせるためには、

もちろん全員での協力と調和が必要なのだが、そ

の中にも個人個人の高い意識がなければ組織とい

うものは成り立たないと思う。ア式生活で、新し

いことを学び、日々成長し、全員で同じ方向を目

指していけることが本当に嬉しい。

普段の練習のときから、選手たちが良い球を蹴

ることができたり、シュートを決めて喜んでいる

姿を見ると、思わず笑顔になってしまう。自分の

ことのように嬉しく思ってしまうのだ。先日、あ

る企業の社長が「他人の喜びを自分の喜びとする」

と言っていたのだが、私にとってのア式生活こそ

がこの言葉に当てはまるのではないか、と感じて

しまった。選手一人一人にいろいろな想いがあっ

てプレーしていると思うと、軽々しくマネージャー

の仕事などできない。おこがましい言い方になっ

てしまうが、少しでも選手たちを支えていけたら、

と思う。もちろん私がプレーするわけではないの

だが、どんなときも選手と同じ立場に立って、同

じように喜びや楽しさ、時には辛さや悔しさを共

感していけたらいいな、と改めて感じた。

話は変わるが、かつて、イタリア代表のロベル

ト・バッジョという選手が「サッカーがきるなら

寿命が縮んでもかまわない」と言った。私はこの

言葉が大好きだ。この言葉を聞いたとき、選手と

しては普通なら「勝利」という結果を残せること

が一番嬉しく、輝かしいことであるはずなのに、

サッカーができるということを素直に喜び、命を

かけていることに感動した。勝利を掴むことや試

合にでることよりも、サッカーができるという自

分の環境や、周りの人に感謝し、命をかけてプレー

しているロベルト・バッジョの考え方を尊敬して
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やる気と不安

私が、サッカーを好きで見るようになったのは

高校２年生の時で、とても最近のことです。それ

までは運動が苦手で、どちらかというとスポーツ

はあまり好きではなく、テレビで楽しんで見るこ

ともありませんでした。しかし、高校生の時にテ

レビで、あるサッカーの試合を見たときから、サッ

カー・スポーツへの見方が変わりました。それか

らはよくサッカーを見るようになり、スタジアム

に行くようになり、段々自分が観戦するという以

外でサッカーに関わりたいと思うようになりまし

た。そして、大学生になり大学サッカーを初めて

見たときに、私がやりたいものを大学サッカーの

中に感じました。

現在、私はア式蹴球部でアシスタント・トレー

ナー（AT）をしています。AT は私が１年生の

時に出来ました。主な仕事内容は、一言で表すと

「リハビリの手伝い」です。私は今まで運動は体

育の授業でしかやったことがなく、ましてや怪我・

リハビリの知識はまったくと言ってよいほどあり

ませんでした。トレーナーの方や先輩方に教えて

頂き、だんだんと分かること、出来ることが増え

ていきました。始めは、教えていただいたことを

中心に、覚えたり、自分なりに勉強したりしてい

ました。しかし私の仕事は、それを自分で理解す

れば終わりではありません。選手に対して行いま

す。初めの頃は、すぐ実践できるという恵まれた

日々、前進

しまった。それと同時に、ア式の選手たちもロベ

ルト・バッジョと同じように感じているのだろうな、

と思った。自分の命に代えてまでサッカーを大切

にできることを尊敬し、また、羨ましくも思った。

そして、マネージャーとしてア式に携われること

の素晴らしさを改めて実感し、これから先、もっ

ともっと成長できるように努力しようと思った。

環境に喜びを感じ、充実感で一杯でした。けれど

もそれが去年の夏頃、私には重いプレッシャーに

感じてきました。「やりたい・やらなくてはいけ

ない」という気持ちと同時に「何かミスをしてし

まったら…」と不安に思うことが多くなってきま

した。そんな気持ちを打ち消そうと勉強をしまし

た。でも、実践する機会が毎日のようにあり、追

いつきません。また、何か聞かれても、自信を持っ

て答えられず、ますます自分に自信を持てなく

なっていきました。そんな時、トレーナー・

AT・マネージャーで話し合う機会があり、私は

失敗が怖くて、何も出来ないと思っていることを

言いました。その時に、みなさんが言ってくれた

言葉が私に壁を乗り越える力をくれ、前進するこ

とが出来ました。

私がア式蹴球部と関わって、まだ１年がたった

ばかりです。よく好きなことをやるのは大変と言

われてきましたが、それは本当かもしれません。

でも、この１年間は私にとって１年分以上の経験

をさせてくれました。そして、あの時大学サッカー

に感じたものを信じて実行に移して、本当によ

かったと思っています。上記以外にも、みなさん

の言葉が私に力をくれたことがたくさんありま

す。私１人では絶対乗り越えられなかったこと、

出来なかったこともみなさんのおかげで乗り越え

て来ることができました。頑張らなくてはいけな

い、勉強不足だなと感じることは今でもあります。

そして、まだ自信を失うこともあります。でも、

教えていただいたこと、勉強したこと、悩んだこ

とを生かしてこれからも、大切な人たちの為に、

精一杯学び、サポートしていきたいです。日々、

前進。これからも、頑張ります。

理科Ⅰ類 1 年　太田圭亮

努力が報われなかったからこそ

よくいつ頃からサッカーを始めたのか訊ねられ

継続は力なり
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ることがあります。そんな時いつも僕はなんと答

えればよいのか言葉に詰まってしまいます。とい

うのも、地元のサッカーチームに通いだしたのは

小学校３年の春であったものの、それ以前から

サッカー経験のある父親の影響でボールに触れて

はいたので、正確にいつからサッカーを始めたの

か自分でも把握できていないからです。

サッカーチームに入ったのは、別にサッカーがし

たかったから入ったという訳でもなく、ただ単に友

達に誘われたからにすぎませんでした。確かに、

多少サッカー経験があったので入りやすかったと

いうのもありますが、あの時野球チームに誘われ

ていたら今頃野球をやっていたかもしれません。

しかし、その後サッカーを続けていくうちにい

つの間にか自分の生活の中心にはいつもサッカー

があるようになっていました。中学校に進学した

ときも迷わずサッカー部に入部し、高 3 の 1 学

期までずっとサッカー中心の生活をおくっていま

した。

このように高校までの自分のサッカー人生

（サッカー人生といえるほど大層なものではない

が）を振り返ってみると、よく同じことを 10 年

近く続けられたなとつくづく思います。サッカー

に全てを賭けてきたわけでもなく、決してサッ

カーをするのに最適な環境が整っていたわけでも

なく、高校時代に至っては大した成績も残せませ

んでした。それなのになぜここまでやってこられ

たのでしょうか。上達したい、試合に勝ちたいと

いう漠然とした思いがあったからなのはもちろん

ですが、では何がこのモチベーションを維持させ

てきたのでしょうか。

逆説的になってしまいますが、今まで自分がやっ

てきたものの中で一番上達するのに苦労したもの

であったからなのかもしれません。極端に言えば、

一番努力が報われなかったものであったからなの

かもしれません。これは、スポーツ全般に言える

ことでしょう。努力の成果がなかなか目に見えて

あらわれないことが多々あります。だからこそ逆

に、慢心することなく上を目指して努力し続けら

れたのかもしれません。これがサッカーのよい所

であり、スポーツのよい所であると思います。

続ける中で得られるもの

しかしながら、大学に入って初めて、サッカー

を続けていくことに疑問を感じるようになってし

まいました。高３でサッカー部を引退するまでは

無心になってボールを蹴っていたので、サッカー

をやっていく上で理屈なんか求めていなかったし、

考えたこともありませんでした。しかし、大学受

験で半年以上サッカーから離れていたせいなの

か、理屈抜きにがむしゃらにサッカーを続けてい

くことに何の意義も見出せなくなっていました。

４月の間は、サッカーを続けるのかどうか自分

に問いかける毎日でした。やめればきっと後悔す

るというのはなんとなく分かっていたものの、大

学でサッカーを続けて得られものはサッカーを続

けていくことで失うものに比べてちっぽけなもの

に感じられてしょうがなかったのです。

そんなとき僕を救ってくれたのは「継続は力な

り」という言葉でした。この言葉は高校の卒業ア

ルバムの中で座右の銘として自分で書いた言葉な

のですが、正直なところ、この言葉に思い入れが

あるわけでもなく、ただ書くことがないから書い

たという程度のものにすぎませんでした。しかし、

アルバムを見ていてふとこの言葉を目にしたと

き、ずっと探して続けていた答えが見つかった時

のような衝動に駆られました。

大学でサッカーを続けた先に何があるのかとい

うことばかりに目が行き、サッカーを続けていく

中で得られものを見逃していた自分に気づかされ

たのです。

この言葉のおかげで、ア式蹴球部に入ってサッ

カーを続けようと決心できたのだと思います。

最後になりますが、僕は今日までサッカーに関

して、悔いが無いと言えば嘘になりますが、やり

残したことは無いと思っています。確かに、サッ

カーで生活していこうとしている人に比べたら、

やってきたサッカーの質も量も到底及ばないだろ

うし、最大限の努力をしてきたとは言えないかも
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文科Ⅱ類１年　久保雅史

後悔ばかりのサッカー人生

私は兄の影響を受けてサッカーを幼稚園の頃か

ら始めた。それ以来ずっとサッカーをしてきた。

自分にとってサッカーとは

サッカー情報は毎日欠かさずチェックしている

し、サッカー雑誌も毎回買っている。それほど私

にとってサッカーは大きいものなのだ。サッカー

なしの自分は考えられない。そう言いきることが

できるほど、サッカーが好きだ。ずっとサッカー

に携わってきたから、後悔したこともほとんどが

サッカーについてだ。今までで一番の後悔は何か

……選べないほどたくさんある。今までの練習態

度、中学のときの関東大会、高校のときの大会す

べて、インハイで引退してしまったこと。ここで

すべてを挙げきることはできない。後悔ばかりの

自分のサッカー人生、そんな思い出にしないため

にもこの東大ア式蹴球部では自分のすべてを出し

切りたいと思う。生涯最後の本気のサッカー。悔

いのないように頑張りたい。

と、このエッセイを始めてみたが、これからは

今までの自分のサッカー人生を振り返りたいと思

う。そうすることによって、自分がどれほどサッ

カー中心の生活を送ってきたかわかり、決意新た

にまたサッカーを続けることができる気がするか

らだ。

勝ちたい気持ち

先述したように、サッカーに初めて触れたのは

幼稚園生のときだ。小学生になると、兄が入って

いたスポーツ少年団に入り、大会に出て、勝負に

負ける悔しさを知った。渋谷区ではトップレベル、

しかし一歩外に出ると、弱小チームに成り下がる。

私のチームはそんなチームだった。あのころは、

ミスしたチームメイトにただ何も考えずに怒鳴り

散らしていた。敗れた責任もチームメイトのせい

にしがちだったかもしれない。本当に自分勝手

だったと思う。自分にうぬぼれていた面もあった

かもしれない。渋谷区の子どもの少なさを考えれ

ば、同じチームの同じ学年に８人も集まったのは

幸運だった。その幸運に気づかずに、私は大事な

仲間を傷つけていたかもしれないと考えると、本

当に申し訳なく思う。しかし私の勝ちたいという

気持ちは嘘ではなかった。たとえミニゲームでも

勝ちたい。それは今でも変わらない。性格も多分

文科Ⅰ類 1 年　加賀田俊将

ときには美しく、ときには荒々しく

私は小学生のころからサッカーを始め、中高と

続けましたが、高校２年の時にサッカーをやめて

しまい、もう二度とサッカー部に入ることはない

と思っていましたが、刺激のない毎日が嫌になり

大学でサッカー部に入ることにしました。若くて

力強くいられる今のうちに思い切り運動しておか

なければ後悔が残ると思い、敢えてサークルでは

なく運動部に入りました。練習は高校のときより

は楽でしたが、大学になると高校のときより自主

性、積極性が要求されるため、よく考えてプレー

することがまず必要でした。そのなかで強い身体

だけでなく強い精神、素早い判断力がある程度は

身についたと思います。ときには上品で美しく、

ときには強く荒々しいプレーができることが私の

目標であり、目標があることによって、自分が生

きていると実感できる。私はそんな感覚を求めて

サッカー部に入部したのかもしれません。とにか

くサッカー部に入ったからには今ある１日１日を

精いっぱい生きたいと思います。

生きている実感

しれない。しかしながら、限られた条件のなかで

やれることをやりきったと思います。

これから先も同じことを、胸を張って言い続け

られるように、全力でサッカーに取り組んでいき

たいと思います。
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に影響しているかもしれないが、小学生時代から

勝負の世界に身を置き、勝つことの楽しさと負け

ることの悔しさを知っていなければ、これほど負

けず嫌いな人間にはなっていなかったと思う。勝

敗にこだわる姿勢は、スポーツをやっている人間

にとっては必要不可欠なものだ。それを得ること

ができたのも、チーム・仲間・コーチのおかげで

ある。ここで感謝の意を示したい。

下手だから気持ちがすべてだった

私は、中学受験をして麻布に入った。最初に述

べておくと、ここでも私は仲間に恵まれたといえ

る。中学の都大会で優勝したのだ。ご存知のよう

に麻布は進学校であり、サッカー名門校ではない。

都大会にいくだけで成功といえた。その麻布が優

勝したのだから快挙というしかない。私たちの

チームには、決して巧い選手がいたわけではない。

しかし粘り強さがあった。たとえほとんどの時間

攻め込まれていても、１点もやらないというチー

ムとしての我慢強さがあったのだ。あのときの麻

布というチームの優勝こそチームで勝ち取った優

勝という名にふさわしい優勝はないだろうと思

う。中学時代結果を残したのだから、高校時代も

期待したのはいうまでもない。しかし、私たちの

代は一度も都大会に行くことなく引退した。中学

時代にみせた勝負強さはなくなっていた。

歯車が狂い始めたのは、間違いなく関東大会１

回戦での敗戦だろう。内容は悪くなかった。むし

ろそれまでで一番良いサッカーをしていた。だが

負けた。関東大会で良い内容で負けたことによっ

て、負け癖が付いてしまったのかもしれない。敗

戦後、みんなの気持ちが切れたのが目に見えてわ

かった。高校生になり他にやることが増えたとい

うのも、チームの結束に影響したように私は思う。

みんな勉強・文化祭・運動会を比較的優先するよ

うになった。しかし結局は、メンバー全員の勝負

への執着心が薄れたから勝てなかったのだ、とい

う結論に行き着く。精神論を嫌う人もいるけれど、

下手な私たちにとっては気持ちがすべてだった。

チームスポーツであるサッカーにおいては、一人

文科Ⅰ類１年　鈴木康平

お前らサッカー楽しいのか？

僕がサッカーを始めたのは中学の頃だった。そ

の当時は特別サッカーが好きということもなく、

はじめたきっかけも友達に誘われたからサッカー

部に入ったという程度のものだった。そんなこと

だから部活に入っても、朝起きるのがつらいとか、

練習がきついとか、先輩や先生が恐いとか、そん

なネガティブなことばかり考えていた。そんな僕

に希望を与えてくれたのが黒須先生だった。黒須

先生は僕が中２のときやってきた新しいサッカー

部の顧問だった。先生は練習初日に僕たちを集め

てこう言った。

「お前らサッカー楽しいのか？」

その一言は僕にとって衝撃だった。『そういえ

ば、楽しいって気持ち、どっかに置いて来ちゃっ

たなあ…』それ以来僕のサッカーに対する姿勢は

変わった。黒須先生のおかげでだんだんサッカー

が楽しくなっていた。練習はきついけど毎日練習

をするのが待ち遠しくなってきた。そうして最後

の大会を控えた３年の夏、悲劇は起きた。すねの

骨を折り、全治４か月。大会は１か月後だった。

僕とサッカー

でも気持ちの入っていないメンバーがいると、勝

利を得ることはできないのだ。と、気づくのがみ

んな遅かったのかもしれない。

このように自分のサッカー人生を振り返ってみ

ると、良い思い出も悪い思い出も、今の自分にとっ

てはかけがえのないものだと気づく。これからの

東大ア式蹴球部でのサッカー人生もきっと大切な

ものになるはずだ。大切な思い出にするために、

本気でそして楽しくサッカーをしていきたい。最

後まで勝負をあきらめない人間になりたい。チー

ムとして勝利の喜びを感じたい。これらを達成で

きたとき、東大ア式蹴球部に入って良かったと最

後に思える気がする。
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僕のなかにあるサッカーが成長する

「サッカーとは社会の縮図だ」

これは、高校のサッカー部の監督から、高校を

卒業した後に言われた言葉です。この言葉を直接

聞いたのはそのときが初めてでしたが、監督は僕

たちにこれを一番教えたかったそうで、間接的に

はいつもこのことを発信し続けていたそうです。

高校のときはただ必死に勝つこと、強くなるこ

と、うまくなることだけを目指して夢中になって

頑張っていただけでしたので、このように、一歩

下がってというか、視野を広くしてサッカーにつ

いて考えさせられるこの言葉は、僕にとって非常

に大きなものになりました。

そんな今の僕が、この機会にサッカーについて

真剣に考えてみたところ、サッカーというスポー

ツはやはり社会の縮図なのだと改めて感じまし

た。僕がサッカーに出会ったのはおそらく幼稚園

のころであり、それから今までおよそ 15 年間ずっ

とサッカーをしてきました。人生の４分の３は

サッカーですが、僕がサッカーによって成長した

というよりは、僕のなかにあるサッカー自体が成

サッカーをするということ

長して、それに連なって僕も成長してきたように

思います。

つまり、サッカーに深く関わっていくにつれて、

その深み、複雑さはますます増していき、そうし

て生まれてくる困難を乗り越えていくことで、

サッカーの能力と同時に社会で生きていく能力を

身につけていくということです。

まず、小さいころ、サッカーとはボールを蹴る

ものだ、つまり、対象を見てそれに向かって自分

の足、そして体全体を動かすことを学びます。そ

して、ゴール、つまり、目標を持つことを学び、

敵がいること、味方がいること、ルールを守るこ

とを学びます。目標を達成するためにはどうすれ

ばよいのかを考え、対象を目標まで到達させれば

よいと学び、そのためには対象を自分もしくは味

方のものにすることが必要です。それには障害を

かわす、もしくは乗り越える必要があり、それを

成し遂げるためには自分の能力を上げること、味

方との連携をうまくとることが必要になります。

それには自分を知り、自分を味方に伝え、味方か

ら自分に味方の考えを伝えられ、それを自分で考

えて行動に起こせばよいのです。

プレーに生き方が表れる

ここではサッカーのいろんな場面を抽象的に表

現してみたのですが、これはまさに社会での人の

生き方そのものをよく表していると思います。こ

れほど順序だって学んで来たわけではなく、ただ

いろんな人の真似をして学んでいくことも多いと

は思いますが、真似をすることも社会において成

長するには欠かせない能力です。他にも多くの場

面、いや、すべての場面でサッカーは社会なのだ

と確認することができるでしょう。だから何だと

いうのか、と思うかもしれませんが、ここからわ

かることがあります。それは、なぜ僕はサッカー

をするのか、ということの答えの一部です。

なぜなら、サッカーとは社会だから、その中で

サッカーをするということはまさに自分の人生を

生きるということになるからだと思います。

元日本代表監督のオシム氏は戦術を考える上

僕は絶望した。『せっかくサッカー楽しくなって

きたのになあ…』そんなとき僕を励ましてくれた

のもやはり黒須先生だった。

「中学でのサッカーは終わったけどな、お前の

サッカー人生はまだ続くんだぞ。俺は大会で勝つ

よりもお前がサッカー楽しいと思ってくれてこれ

からもサッカーを続けてくれることの方がうれし

いんだ」

こんなにうれしい言葉はなかった。僕はこれか

らもサッカーを続けていくことを決意した。そう

して今、僕は東大ア式蹴球部の一員としてサッ

カーをしている。新たなステージでも、サッカー

が楽しい、という思いを大切にしていきたい。
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理科Ⅰ類１年　野中尚輝

小淵沢サッカースポーツ少年団

東京大学ア式蹴球部に入部してから２ヵ月しか

経ってなく、部について書けることがほとんどな

いので、これまでの私とサッカーについて書こう

と思う。

私がサッカーを始めたのは、小学校３年生のと

私とサッカー

で、選手一人一人の性格をも考慮に入れて構想す

るそうです。それはオシム氏がサッカーと人生と

の関係を熟知している確かな証拠になると思いま

す。

自分の人生をどのように生きるか、これはどの

ようにサッカーをするかで大きく変わってきます

し、逆に、サッカーのプレーには自分の人生の生

き方がありありと表れています。例えば、僕は試

合中にパスをどこに出そうかとか、ドリブルで前

に進めたほうがいいのかなどを選択する場面で迷

うことが結構あります。そういった優柔不断さは

明らかに僕の性格を反映しています。逆に、プレー

中の視野を広くしようと努力して、実際に広く

なっていくと、日常生活でもいろんな人の意見を

聞くことができるようになっていきました。

サッカーは失敗の連続で、自分の思い通りにな

ることなんてほとんどありません。これは人生に

ついてもいえることです。しかし、それでも人は

そんな人生でも、むしろ、そんな人生だからこそ

夢や目標を持って、自分の理想を追い続けようと

するものです。僕がサッカーをする理由はここに

あるようです。

僕は１年生ですが、ア式蹴球部に入ってすぐに

けがをしてしまい、もうサッカーをやめようかと

思ったときもありました。しかし、まだまだ理想

を追い続けたいという気持ちがあるので、このけ

がを克服してまた好きなサッカーができるように

頑張りたいです。

きである。「スポ少に入らないと夏休みのサッカー

に入れてあげない」と言われたからという理由で、

私は小淵沢サッカースポーツ少年団に入った。当

時は２年生が試合に出場しなければならないほ

ど、人数が少なく、入ったばかりの私も試合に出

ることができた。ほとんど勝てる試合もなかった

が、毎週末楽しくサッカーをしていたと思う。

小学校４年生の夏に、私は父の仕事の都合でイ

ギリスに２年間住むことになった。

私は、英語がまったくしゃべれない状態で現地

の学校に転校した。最初の何ヵ月かは、周りが何

を言っているのかまったくわからず、とてもつら

かった。しかし、サッカーを通じて徐々に友達も

でき、彼らの会話を聞いたりしているうちに、少

しずつ英語がわかるようになってきた。もし、サッ

カーをしていなかったら英語をほとんど学べずに

イギリスから帰ってくることになっていたかもし

れない。

韮崎高校に進学

イギリスから帰ってきて私は、再び小淵沢サッ

カースポーツ少年団に入った。そして中学に入学

してからは、八ヶ岳フットボールクラブというク

ラブチームでサッカーを続けた。そしてサッカー

が強かった地元の韮崎高校に進学することを決め

た。

高校に入学してからは、月曜日以外週６日部活

があり、３年の５月に受験勉強のために引退する

までは、部活以外のことはほとんど何もしていな

かった。

高校生活を振り返ってみると７割がサッカー、

３割が受験勉強というような感じだったと思う。

練習がつらく、やめたいと思ったこともあったが、

卒業した今では、いい思い出であるし、サッカー

でつらい練習をやってきたからこそ、東京大学に

合格することができたのだと思う。

こうして振り返ってみると、もしサッカーがな

ければ今の自分はいないと思う。サッカーを始め

たときには、自分がサッカーをこんなに長く続け

るとはまったく思っていなかった。東京大学に入
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文科Ⅱ類１年　松本一起

キーパーかフィールドか

自分が本格的にサッカーをするようになったの

は小学校５年生の夏頃からで、そこから現在に至

るまでは、中学、大学の受験勉強期を除いてほぼ

毎日、プレーするにしろサッカーの試合を観るに

しろ、サッカーと触れ合ってきたと思う。このだ

サッカーから学んだこと

どうせやるなら上手くなりたい

さて、実は入学前から「ア式」に入部すること

はほとんど決まっていた。中学、高校の部活で本

気でスポーツができなかったことに悔いがあっ

て、どうせサッカーやるならサークルでやるより

も部活に入って上手くなろうという気持ちもあっ

たからだ。

現役で合格した同級生がア式にいて練習に参加

しやすかったし、実際に参加してみると基礎練も

しっかりやっていて、初心者でもなんとかやって

いけそうという気がした。それに部の雰囲気がと

ても気に入ったというのも大きかった。先輩やＯ

Ｂは優しい人ばっかりで、サッカーに対しては真

剣で、ここなら４年間いても楽しいだろう、いい

仲間ができるだろう、と思わせてくれた。

実際に入部してみて、そのとき感じたことは間

違っていなかったという思いが、日に日に強く

なっている。サッカーに関しての当面の目標は、

走って、ボールを蹴って、止めることをしっかり

身につけること。試合にでたり、レギュラーとっ

たりは、その先に見えてくる。少なくともそう信

じながら練習をしていきたい。なかなか上達しな

かったり、試合にでれなくてガッカリすることも

あると思うけど、ボールを蹴るだけで心の底から

楽しめるサッカーの魅力。だるい授業も放課後の

練習を考えると楽しくなる、ア式の存在を噛み締

めていきたい。

学してから２ヵ月が経ち、受験期に落ちた体力も

徐々に戻ってきた。都リーグ１部昇格というチー

ムの目標に少しでも貢献できるよう努力していき

たいと思う。

文科Ⅱ類１年　蒔田祐貴

ストレスに押し潰されそうだった浪人時代

中学、高校と軟式野球部に所属していた。部と

いってもスポーツが盛んな学校ではなかったの

で、練習は週に３回、グラウンドを使って野球が

できるのは週に１回だった。とりあえず体を動か

すことが大好きで、運動していないと自然とイラ

イラしてくるということもあって、昼休みには

キャッチボールをしたり、サッカーをしたりと

いった生活を送っていた。

サッカーは野球と違ってボールがあればできる

し、動き回るスポーツは性にあってるのかなーと

思ったり思わなかったり。そして初心者だからこ

そ、サッカーをやるたびに少しずつだけど確実に

上達しているのが実感できて嬉しかったし、なに

よりもボールを蹴ることの楽しさに夢中になっ

て、いつの間にかサッカーが好きになっていたん

だと思う。

高二の夏で部活を引退した後は、野球とともに

サッカーをやる時間が増えていって、受験勉強の

ストレス発散という名目で 10 分の休み時間も放

課後もサッカーボールで遊んでいた気がする。今

思えばストレスを感じるほど高三のときは勉強し

ていなかったわけで、当然のごとく第一志望の大

学に落ちて浪人を選択した。

浪人の１年間は文転したこともあって勉強に対

してすごく危機感があって、ほとんど運動しない

でストレスに押し潰されそうになりながら勉強し

ていた。受かったからよかったものの、これで落

ちてたらどうなっていたんだろう。考えただけで

恐ろしい。

一つの分岐点
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いたい８年間において、サッカーを通じて技術面

以外で得られたものがあったと感じたことは、自

分の記憶の範囲内では二つあったと思われる。

一つ目は、自分がサッカーをし始めてからまだ

間もない、小学校５年生の冬頃のことである。地

元の小学校のサッカー少年団に入る前までは、遊

びでサッカーをやる程度だったので、自分はボー

ルの蹴り方やトラップの仕方といった基礎的なこ

とはほとんど身についていない状況であった。そ

の少年団では、皆、だいたい小学校３年生くらい

からサッカーを始めていたので、皆と自分との技

術面の差は明瞭であった。自分はそのような状況

において少し窮屈な思いをしていたため、自ら

キーパーのポジションを志願したのである。それ

は、キーパーなら自分の身体能力で技術面の差を

少しでも埋められるという甘い考えがあったから

であった。やり始めた頃は良かった。キーパーと

いうポジションを得て、ある程度練習にも混じる

ことができたし、自分の技術面の遅れを意識せず

にいられた。

しかし、やはり自分の中ではフィールドでプ

レーしたいという思いがあったので、中途半端な

気持ちでなったキーパーというポジションには少

し嫌気がさしていた。また、キーパーであっても

基礎的な練習は行っていたので、パスやトラップ、

リフティングといった基礎技術も、少しずつでは

あるが身についてきていたのである。

少年団のコーチも、自分が半ば成り行きでキー

パーになったことを知っていた。それゆえ、フィー

ルドでプレーする機会を与えてくれるようになり、

ふだんはキーパーであるが、たまにフィールドで

もプレーするという感じで練習するようになった。

しかし、そのような状況が長続きするはずもなく、

ある日コーチに「キーパーとフィールドのどちら

でプレーしたいのかはっきりするようにしろ」と

選択を迫られた。どこのサッカークラブでもそう

であると思うが、日々の練習のなかで感じたこと

や気づいたことをサッカーノートに書いて提出す

るという習慣があったので、自分はそれに「試合

はキーパーでいいから、ふだんの練習ではフィー

ルドでプレーさせてください」と書いて提出した。

次の練習のとき、自分はコーチに「そんな中途半

端な気持ちでサッカーをするならやめろ」と怒鳴

られた。それまで正直言って遊びの延長でサッ

カーをしていた自分は、そのとき初めてサッカー

に対する思いが甘かったことを痛感した。

今思えば、自分がこのとき学んだことは、何か

一つのことに本気で取り組み、その自分でとった

選択に対して責任を負うということであったのだ

と思う。ちなみにその後自分はフィールドでプ

レーした。

試合を意識して練習する

二つ目は、高校時代のことである。自分は中学、

高校と一貫の学校に通ったのだが、中学時代は部

員の人数が多かったことや、本格的な指導をして

くれる監督がいなかったことなど ( 自分が部長を

務めていたことも大いに関係があったと思う ) の

ために、チームプレーというよりは個人個人が勝

手にプレーをするという感じで試合に臨んでい

た。そんななか、自分たちの学年が高校の部活に

参加するのとちょうど同じ時期に、本格的にサッ

カーを指導してくれる方があらわれた。そして、

やっと本当のサッカーをできるような環境になっ

た。練習も、やる内容としては中学時代とあまり

変わらなかったが、試合を想定しながらなど、一

つ一つの練習においてどのような意識を持つのか

が重要であることを知った。しかし、それ以上に

大切なことは、チームメイト同士でコミュニケー

ションをとることであったと思う。試合でうまく

いかなかったことなどを部員全員で話し、次の試

合ではどういったことを意識してプレーするのか

など、部員全員の意識を統一して、一つ一つステッ

プを踏みながら、個人としてもチームとしても成

長していくのを実感することが出来た。

以上、これまでに自分のサッカー人生において得

られたことについて述べたが、これらの貴重な経験

が自分の人生に大きな影響を与えてきたことをあら

ためて実感した。そしてこれらの経験を元に、自分

はこれからもサッカーを続けていくのだと思う。
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は土のグランドでした。完全にミスりました。

ただ、たまたま結構レベルの高い仲間に恵まれ

て、本気でサッカーに取り組むことはできました。

自分たちの休みの日は後輩指導を名目に球を蹴っ

たり。中学時代は子どもだったということもある

し、実際チーム自体弱くはなかったので、あまり

大きな壁にぶつかったという記憶はありません。

しかし、高校に入ってからはいろいろありました。

サッカー選手という夢は遠くても

学年別にチームが組まれていた中学時代と異な

り、高校では１―３年全員で一つのチームを構成

するようになりました。高１の春、インターハイ

予選で相手校の高３バックにボコボコにされ、特

にフィジカル面でのレベルの差に愕然としまし

た。これを機に帰宅後ランニングや筋トレを自分

に課すことを決めました。とにかく自分のせいで

負けるのだけはいやだったので必死でした。

自主練の成果もあり、ある程度活躍できたし、

チームとしてもそれなりの成績を残せたのです

が、最後の最後でヘマをしました。いわゆる進学

校に通っていたため、高３の春までに部活を引退

するのが通例だったのですが、もっと上を目指し

たいし目指せるという意識から自分を含め 10 人

近くの高３生が夏まで部活を続けることを決意し

ました。地区予選を勝ち抜けたら受験は１年遅れ

で良いかなと割り切って練習に打ち込んでいたの

ですが、結果は予選３回戦で敗退。自分は２回戦

で足首を削られてベンチからの観戦でした。中高

で公式戦初ベンチが引退試合でした。

それ以降、夏の悔しさを払拭するためにも来年

はどこの大学でも良いからサッカー部に入って本

気でサッカーに打ち込みたいと思い、体を動かし

つつ結構勉強もしました。で、今「ア式」の意味

もわからず東大蹴球部に所属しているわけです。

最後に自分の決意について。

幼稚園のころから夢はサッカー選手でした。し

かし、ずっと生ぬるい環境でサッカーをやる羽目

になってしまい、自分の限界が見えてないなって

高校時代思っていました。桐光や桐蔭、日大藤沢

文科Ⅰ類 1 年　三浦良介

フォーワード

新入部員です。今のところ「ア式」にこれといっ

た思い入れがないので、サッカーと自分の人生に

ついて書かせてもらいます。

まずはポジションに関して。

今までずっと FW です。自分は裏への飛び出

しを得意としているのですが……。誕生日は８月

９日です。そう、フィリポ = インザーギと同じな

んです。だから生まれたときから裏へ抜ける FW

なんだなって、運命を感じたものです。

FW は点を入れる機会が一番多いポジション

で、点を入れないと叩かれる。けど、点を入れる

と気持ち良い上にほめられる。やめられませんね。

やっぱり得点したときのあの快感はかっぱえびせ

ん的な中毒で、自分はいつも禁断症状寸前という

か、そんな感じなんでしょう。そんなわけで FW

以外のポジションは未経験です。

次はこれまでのサッカーとの付き合いについて。

サッカーを始めたのは幼稚園の年中。地元のク

ラブに入りまともにやり始めたのは小５のときで

す。年中から小５にかけての空白の７年間は、社

宅の兄さんに教えてもらったり、友達と遊びで

蹴ったりです。今思えばこの間バリバリやってい

れば人生違ったのかなって感じです。少なくとも

練習週２回の中高一貫校には入ってないです。も

ちろん東大にも。

中高は栄光学園という鎌倉の山の上の学校に通

うことになりました。中学受験をしたわけです。

家からチャリで 10 分だったことが受験の決め手

だったのですが、それ以上に校庭に広がる芝の

フィールドに魅了されたということが大きかった

です。こんな芝の上でサッカーやってるんだから

さぞかし強いんだろうな、と普通の人は思います

よね。でも、入ってみたら練習週２、しかも芝の

フィールドは陸上部の投てき種目用で、サッカー

得点の快感、
あのかっぱえびせん的中毒
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理科Ⅰ類１年　宮川啓輝

チームメイトとの関係

小学生になる前からサッカーを始めていたので

サッカーとの付き合いは 15 年近くになる。今年

から東大ア式蹴球部に入部したので少なくともあ

と 4 年はこれからもサッカーを続けることになる

だろう。

僕がサッカーを始めたきっかけは近くにすんで

いた一つ上の友達の誘いだった ( と思う )。そこ

から６年間は中学受験の半年間を除いて何の疑問

もなくサッカーをつづけた。

中学に入り僕はまずテニスをやろうとしたのだ

がそこでも友達の半ば強引な誘いを受けてサッ

カーを続けることにした。今思えばこの友人の誘

いがなければもしかしたらサッカーをやめてい

た。そして今の友人ともそれほど親しくはなって

いなかったかもしれない。なんだかんだで高校三

年の春まではそのまま続け、大学でも「アシキ」

に入って一ヵ月近くになった。アシキに入ったの

も先輩や、一緒に東大に入学した高校からの友人

の影響が大きいと思う。

ここまで自分のサッカー人生を長々と ( 一応か

なり短くしたつもり ) 書き綴ってきたがそこから

苦楽を共にする仲間と
勝利を味わいたい

文科Ⅲ類１年　森元規裕

フットサル・サークルで

私がサッカーと出会ったのは幼稚園の頃でし

た。ただ無我夢中にボールを追いかけていました。

試合に勝つことの喜びを覚えてきたのは小学３年

生の頃からだったと思います。４年生で初めて市

の大会で優勝し我を忘れて喜びました。ちょうど

その頃フランス・ワールドカップがありました。

実質的に私が初めて見たワールドカップです。イ

ングランド対アルゼンチン戦やベルカンプのゴー

ルなどは今でも鮮明に覚えています。

ところで私は中学受験をし、中高一貫校に進学

しました。クラブチームの選択肢もありましたが、

部活という社会経験を重視し入部しました。中学

人生サッカー

といった強豪校の選手と試合をする機会があった

のですが、一緒にプレーしてみてサッカー選手と

いう夢の遠さを痛感すると同時に、生ぬるい環境

を言い訳にしている自分にも気づきました。そう

いう自分が情けなくて、だから大学では言い訳で

きないくらい本気でサッカーをしようと思ってい

ます。桐光や桐蔭、日大藤沢の選手は確かに上手

かったけど、太刀打ちできないとは思わなかった。

だから、大学４年間、妥協と大きな怪我さえしな

ければそういう選手と渡り合える選手に自分もな

れる、そう信じて一日一日、一蹴り一蹴りを大切

にしていきます。

得られたことは多分、自分は仲間をつくるために

サッカーをやってきたのだということだと思う。

もちろん何がなんでも勝つということも大切だと

思うが、全く知らない人達と一緒にサッカーを

やって試合で勝ったとしても、苦楽を共にしてき

た仲間と味わう勝利には遠く及ばないはずであ

る。実際今でも中学高校時代のチームメイトとは

頻繁に連絡を取り合っているし、この先もその関

係がくずれることはないだろう ( と思う )。団体

スポーツのよさというものはやはりその辺にある

のだろう。

これから一応４年間は東大ア式蹴球部でサッ

カーをしていくことになるだろう、その間にサッ

カーで優秀な成績を修めることはもちろん、アシ

キを卒業して 10 年 20 年以上経っても仲間でい

られるような人達を何人も得られることを期待し

てサッカーをやって行きたい。

とてもくさい感じになってしまったけど、これ

が今の僕の本音だ。この文章を 10 年以上経った

後に笑いながら読める、そして共感できるように、

アシキでの生活を過ごせたら最高。
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あこがれのサッカー部マネージャー

今年入部しました、石川蘭です。マネージャー

の仕事は全く初めてなので、勉強の毎日を送って

います。早く臨機応変に動けるマネージャーにな

れるように頑張りたいと思います。

まず、私がなぜサッカーに興味を持ったのか、

そしてなぜ東大ア式蹴球部なのかということにつ

いて書きたいと思います。

今から約 6 年前の 2002 年 5 月、日韓ワールド

カップが開催されました。開催国ということもあ

り、日本中がとても盛り上がっていたのを覚えて

います。当時中学生だった私は、学校のスクリー

ンの前で応援していました。世界の舞台で活躍す

る日本人の選手、そしてその選手を応援するサ

ポーターを見ていて、とてもサッカーに興味を持

ちました。これが私のサッカーを好きになった主

なきっかけです。

それから少し経ったある日、スタジアムでサッ

カーを観戦する機会がありました。自分の目の前

東大ア式蹴球部に入部して

では小学生の時のチームとあまりにレベルがかけ

離れていたので物足りなさを覚える毎日でした。

スポーツ界には「バッタ理論」なるものが存在し

ます。それはかごの中に入れたバッタはその高さ

の分だけ飛べるようになる、すなわち選手も自分

のいる環境に甘んじてしまうということです。当

時の私もそれに当てはまっていたと思います。そ

んな中、私の技術を向上させてくれたのは小学校

の時のチームの OB が主体となったフットサル・

サークルでした。高校生や大学生に混じってプ

レーし多くのものを習得しました。

横河武蔵野ユースで

高校進学時、中学の顧問の先生がクラブユース

を薦めてくれました。いくつかのセレクションを

受け、私は横河武蔵野ユースに入りました。中学

のときは練習が少なく、時間も短かったのが一変

して、サッカー漬けの日々に変わりました。J の

ユースや強豪高校との練習試合では自分の実力の

なさを痛感しつつも、とても清々しい気持ちにな

りました。私は試合に出ていませんでしたが、高

校１年の冬の J ユース杯では現日本代表香川率い

るＦ C みやぎバルセロナを破り、全国大会に出

場しました。勝利の瞬間には鳥肌が立ちました。

高校２年の夏休みにはフランス遠征に行きまし

た。それまで B に甘んじていた私ですが、マル

セイユ戦に先発出場し、それ以来レギュラーに定

着することができました。その後、都のリーグで

T ２から T １に昇格できました。

高校３年にはキャプテンを任されました。技術・

能力共にチームメイトに劣っていましたが、気持

ちがあったからだと自分では思います。

日々苦闘でした。どうしたらチームが良くなる

か…非常に難しい問題でした。ときには自分のプ

レーに集中できず、レギュラー落ちすることもあ

りました。そんな中で夏頃からチームはまとまり

を見せ、素晴らしいチームになりました。最後の

大会、あと一勝で全国大会というところまで上り

詰めましたが、無念にも負けてしまいました。あ

の悔しさがなかったら、今、自分はサッカーをやっ

ていないかもしれません。そして 11 月に引退し

たとき、ふと気づいたのは「受験」という２文字

の存在でした。夏頃までは指定校推薦を考えてい

ましたが、監督に猛反対され取り止めました。や

れる限り全力を尽くしました。そして東京大学に

合格することができました。これもサッカーで

培った精神力のおかげだと思っています。

そしてア式蹴球部に入部する次第となりまし

た。再びサッカーをするために、素晴らしい環境

を私に与えてくれたのはサッカーの神様だと思っ

ています。大学生活でもサッカーに精進していき

たいと思います。

最後に、高校時代の監督の座右の銘で、私も大

切にしている「克己心」。この言葉を胸に生きて

いきたいと思います。
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で選手がプレーをしていて、そのプレーに合わせ

て応援しているサポーターが喜怒哀楽するとい

う、テレビとは全く違う迫力に圧倒されました。

これをきっかけとして、自宅から近いスタジアム

で試合があるときは頻繁に観に行くようになりま

した。それからサッカーがさらに好きになり、ス

タジアムに通ううちに細かいルールなども分かる

ようになりました。

中学、高校とサッカー部のない学校にいた私は、

大学生になったら絶対マネージャーをしてサッ

カーに関わりたいと思っていました。大学に入学

して、いろいろと探していましたが、なかなか自

分に合うようなサークル・部活は見つからず、あ

る日インターネットで探していたところ、東大ア

式蹴球部を見つけることができました。

そして練習を見学させていただいたり、新歓の

イベントに参加させていただいたりしました。そ

のときに先輩の方々とたくさんお話しする機会が

あったのですが、お仕事の内容をとても丁寧に教

えていただいたり、不安なことを質問させていた

だいたりすることができて、不安もどんどんなく

なりました。たくさんの先輩方のお話を聞いて、

本当に充実した毎日を過ごせるのではないかと

思って、わくわくしながら入部を決めました。

前向きに今を生きたい

もうすぐ入部して 1 ヵ月が経ちますが、まだ分

からないことが多く、先輩に頼ってばかりの毎日

です。でも毎日少しずつですが、やるべきことが

分かってきている気がします。あとは練習メ

ニューをしっかり覚えて、練習ごとのボトルを置

く位置や自分のいるべき場所などを早く覚えられ

るようにしたいです。入部してからも先輩方はみ

なさん変わらず本当に優しいです。思わず頼って

しまうことが多いです。しかし、だからといって

甘えていないで、早く一人前のマネージャーにな

れるようにがんばっていきたいと思います。これ

からも先輩の動きを真似して、選手の動きをよく

観察し、臨機応変に自分のやるべきことを考えら

れるように努力していきたいです。4 年間で完璧

なマネージャーになれるように真面目にがんばり

ます。

今、日本代表監督をされている岡田武史さんが

以前、「すんだことを悔やんでも『今』はできない。

先のことを心配しても『今』はできない。これが

人間の良さであり弱さであるが、悔やんだり心配

せず、明るく積極的、前向きに『今』できること

に全力を尽くしてください」と言っていました。

この言葉がすごく印象に残っていて、この言葉の

おかげで乗り越えられたことや、がんばれたこと

がいっぱいあります。マネージャーとして成長し

ていくためにも、今できることに全力を尽くして

いきたいと思います。

これからもお仕事を間違えたり、ご迷惑をおか

けしたりすることがあるかもしれませんが、よろ

しくお願いします。がんばります。

文科Ⅲ類１年（マネージャー）　市来麻友子

何よりも大切だった高校時代の部活

運動部、体育会系…そんな言葉を聞いて思い浮

かべることは何でしょうか。

熱血？　脳みそまで筋肉でできているの？　暑

苦しい？　

私自身、中学時代を海外で過ごしたこともあっ

て（日本のような部活はないので）、高校に入る

までまともに部活に入っていたことはなく、そん

なイメージをずっと持っていました。小学生のこ

ろは外で遊ぶのが大好きな子どもだったのに、中

学生になると授業の体育ですら億劫になり、運動

とは無縁の生活を送っていました。

帰国して高校に入学した当初はサッカー部のマ

ネージャーをやりたいと思っていました。サッ

カーのことは全然知らないくせに、昔からサッ

カーをやっている人を見るのが好きだったとかそ

んな単純な理由でした。しかしうちの高校のサッ

カー部にはマネージャー募集はなく、きっかけは

部活動とは
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母の反対

私は５月７日から正式に東京大学ア式蹴球部の

マネージャーとして入部しました。入部を決意す

るまでは今まで何かのマネージャーをやっていた

経験などは全くなかったし、ただサッカーが好き

だという気持ちだけで入部を決定していいのだろ

うかと、何度も悩んでいました。実際もう一つ入

ろうか悩んでいるサークルがあったので、本当に

ギリギリまで決めかねていました。でも何回かの

東京大学ア式蹴球部に入って

よくわからないけれど気付いたらハンドボール部

に入部していました。練習は放課後週３回と土日

のどちらかが一日中、その上定期テスト期間とか

ぶる公式戦が２回あり、必然的にそこから引退ま

での二年間は部活が生活の中心にありました。

元々私は勝負事に熱中するわけでもないし、球

技が得意だったわけでもないし、団体競技に向い

ているわけでもありません。それでも何かの縁で

部活に入って引退まで続けられたのは先輩・同期・

後輩のチームメイトやマネージャー、顧問の先生、

コーチ、ＯＢ・ＯＧなどたくさんの仲間に恵まれ

たからです。そのことを強く実感したのは引退し

てからでした。引退後は切り替えて文化祭の準備

と並行しながら受験勉強を始めなければならな

かったのに、それまでの２年間の時間をあまりに

部活に割きすぎていて、どうしていいかわからな

くなりました。部活仲間とだべったり、無駄な時

間を過ごしたいと強く思いました。そうした時間

を自分がどれほど大切に思っていたかがようやく

わかりました。

受験後の春休み、初めてＯＢ・ＯＧ会に呼ばれ

て新卒ＯＧとして参加したとき、部活の縦のつな

がりって本当にいいなって思いました。厳しくて

怖いだけだと思っていた先輩が卒業生として同じ

立場になってみるととても面白い人だとわかった

り、現役時代は気軽に話しかけられなかった憧れ

の先輩と普通に会話を楽しめたり、卒業してから

先輩のありがたみを実感しました。自分も同じよ

うに後輩と付き合えたらいいなと思いました。文

化部に所属していた友達にこの話をすると、「運

動部はそういうつながりがあって羨ましいな」と

言われたりもしました。そう言われるたびに嬉し

くなりました。

プレーヤーからサポート側に

そんなわけで高校時代すっかり運動部の雰囲気

に慣れてしまった私は、大学でもやっぱりサーク

ルとかでゆるゆるやるよりも、部活の方がいいな

と思いました。そこに高校のときにやりたくても

できなかった、サッカー部のマネージャーという

選択肢がありました。なぜどこかの部でプレー

ヤーをやらずにマネージャーなのか。それは高校

時代にプレーヤーを経験して、マネージャーのあ

りがたみを身をもって知り、次は自分も同じよう

にサポートをする側の人間になりたいと思ったか

らでした。細かい気遣いのできる人間になりたい

とも思いました。「プレーヤーをやっていた頃と

違って注目されたりしないけどいいの？」と聞か

れたこともありました。注目されることには執着

しないというか、むしろあまり好きではないので、

注目されるか否かで判断されたことの意味がよく

わかりませんでした。そこでいくつかの部活の新

歓に行ったり話を聞いたりして、最終的には、最

初に思っていた通りア式蹴球部を選びました。

運動会は部活動で、制約や時間的な拘束も多い

です。もっと別の大学生活もあったと思います。

それこそ高校時代とは全く別の生活を送ることも

出来ました。それでも高校の部活動を通して得た

ものの大きさを知っているので、同じような経験

を大学の部活動でもできると信じて、この先頑

張っていきたいと思います。

ただ、一つ変えたいことは、高校時代は部活ばっ

かりだったので、大学では部活を頑張りつつバイ

トやクラス付き合いなども上手く両立したいで

す。
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見学、新歓を通し、実際にマネージャーの先輩や

選手の人、部活の雰囲気にふれてみて、私もこの

人たちと一緒にこのア式蹴球部に参加したい、力

になりたいと思うようになり入部を決意しました。

しかし入部のことを家族に言うとこぞって反対

されました。まず他人の世話をするというマネー

ジャーの仕事に何の意味があるのか。次に私の家

は母子家庭なのですが、そのために家のことをし

なければいけないということ。他にも時間のこと

などでいろいろと反対されてしまいました。確か

に母の言うことで間違っていることは何一つない

なと思いましたが、自分のやりたいことに対して

反対されたことに初めは戸惑い苛立ちました。他

の家庭ならすんなり承諾してもらえるのではない

か。自分だけがいつも我慢しているのではないか。

でも冷静になって考えてみて、なぜ自分は許して

もらえなかったのかと思うようになり、快く承諾

してもらえない自分が悪いのではないかと思うよ

うになりました。そもそも何の苦労もない人なん

かいなくて、ミンナはちゃんとそれを乗り越えて

いて、私は対処しきれてない、ただそれだけのこ

とだと気付きました。確かに今まで家のことも自

分のこともしっかりとやっていれば、家族に反対

されることもなかったのだと思います。結局その

旨を母に伝え、入部する事は許可してもらいまし

た。このことは今回だけではなくこれからの自分

の人生においてとてもいい教訓になりました。自

分のやりたいことに対して周りから気持ちよく送

り出してもらえるような自分をつくる。今までの

私には足りなかったことです。

日々成長し続ける

なんだかんだでやっと「ア式」に入部できるこ

とになり入部式を経て正式に部の一員として部活

に参加させていただきました。実際部活に参加し

てみてまず何もできない自分に驚きました。ただ

立って先輩マネージャーさんの仕事を見ているだ

けしかできなくて、何かしようとすれば逆に足手

まといになってしまい、部活の部員として入りき

れていない自分が本当にショックでした。先輩方

は初めはミンナ何もできないよと仰ってください

ましたが、初めの３日ぐらいは正直少し鬱でした。

でもいつまでも新人気分ではいられない、先輩が

教えてくれるのをただ待つだけではなく、自分か

ら積極的に参加していかなければいけないのだと

思い、仕事のことで無駄に質問してみたり、選手

さんの名前を覚えたりなど…とりあえずア式に少

しでも早く慣れることを考えていました。だんだ

んと部活の雰囲気や流れがわかってくると、今度

はあらためてア式は部活なのだということに気付

かされました。もちろんア式が部活であるという

ことは知っていましたが、時間のことや部活中で

の態度のことなどもっとしっかりと意識しなけれ

ばいけないことがたくさんありました。　　　　

　仕事に関してもマネージャーという仕事を少し

あまく考えていたところがあって自分にはそう

いった自覚が足りないのだと反省しました。

あと一つ訂正で、先ほど私は母の言葉について、

母の言っていることは間違っていないと言いまし

たが『マネージャーの仕事に何の意味があるのか』

という質問について、これは意味があると私は思

います。というより意味があるようしなければい

けないと思います。

４年後に自分自身も周りからもやっていてよ

かったと思えるよう、また思われるように何か得

るモノがあるといいです。これからア式蹴球部の

マネージャーになるにあたって絶対こんなマネー

ジャーになるのだと決めつけるのではなく、日々

成長し続けられるマネージャーに、私はなりたい

と思います。私はまだまだ MG としても AT とし

ても何もできませんが、１日でも早くア式蹴球部

にとって必要とされる存在になりたいです。では

なく必要とされるように頑張ります !!

臨機応変に。

天真爛漫に｡



238

巻頭  グラビア
90周年を迎えた東京大学ア式蹴球部 …  001

1930年 
　極東選手権大会蹴球競技で1位 ………  005

東大主力の極東大会優勝（1930年） ……  006

関東大学リーグ 6連覇の時代 ……………  008

日本サッカー殿堂入りした東大LB …………  010

第1回大学選手権に優勝 ……………………  012

　巻頭言…………………………………………………  015

　ごあいさつ …………………………………………  018

第1部  歴史編
草創期に礎築いた3偉人
　新 田 純 興 ………………………………………  020

　野 津 　 謙 ………………………………………  028

　竹 腰 重 丸 ………………………………………  036

東大サッカーの源流を探る ……………………  044

史上不滅の6連覇 …………………………………  047

国際大会で初優勝 ………………………………  051

歴史に残る大金星 ………………………………  056

座談会
　東大サッカー　戦中・戦後の思い出 ……  061

　第 1 回大学選手権を語る ……………………  068

1946 年度（昭和 21 年度） ……………………  122

1947 年度（昭和 22 年度） ……………………  123

1948 年度（昭和 23 年度） ……………………  124

1949 年度（昭和 24 年度） ……………………  126

1950 年度（昭和 25 年度） ……………………  128

1951 年度（昭和 26 年度） ……………………  130

1952 年度（昭和 27 年度） ……………………  132

1953 年度（昭和 28 年度） ……………………  134

1954 年度（昭和 29 年度） ……………………  136

1955 年度（昭和 30 年度） ……………………  138

1956 年度（昭和 31 年度） ……………………  140

1957 年度（昭和 32 年度） ……………………  142

1958 年度（昭和 33 年度） ……………………  144

1959 年度（昭和 34 年度） ……………………  146

1960 年度（昭和 35 年度） ……………………  148

1961 年度（昭和 36 年度） ……………………  150

1962 年度（昭和 37 年度） ……………………  152

1963 年度（昭和 38 年度） ……………………  154

1964 年度（昭和 39 年度） ……………………  156

1965 年度（昭和 40 年度） ……………………  158

1966 年度（昭和 41 年度） ……………………  160

1967 年度（昭和 42 年度） ……………………  162

1968 年度（昭和 43 年度） ……………………  164

1969 年度（昭和 44 年度） ……………………  166

1970 年度（昭和 45 年度） ……………………  168

1971 年度（昭和 46 年度） ……………………  170

1972 年度（昭和 47 年度） ……………………  172

1973 年度（昭和 48 年度） ……………………  174

1974 年度（昭和 49 年度） ……………………  176

1975 年度（昭和 50 年度） ……………………  178

1976 年度（昭和 51 年度） ……………………  180

1977 年度（昭和 52 年度） ……………………  182

1978 年度（昭和 53 年度） ……………………  184

1979 年度（昭和 54 年度） ……………………  186

1980 年度（昭和 55 年度） ……………………  188

1981 年度（昭和 56 年度） ……………………  190

1982 年度（昭和 57 年度） ……………………  192

1983 年度（昭和 58 年度） ……………………  194

1984 年度（昭和 59 年度） ……………………  196

1985 年度（昭和 60 年度） ……………………  198

1986 年度（昭和 61 年度） ……………………  200

1987 年度（昭和 62 年度） ……………………  202

1988 年度（昭和 63 年度） ……………………  204

1989 年度（平成元年度） ………………………  206

1990 年度（平成 2 年度） ………………………  208

1991 年度（平成 3 年度） ………………………  210

1992 年度（平成 4 年度） ………………………  212

1993 年度（平成 5 年度） ………………………  214

1994 年度（平成 6 年度） ………………………  216

1995 年度（平成 7 年度） ………………………  218

1996 年度（平成 8 年度） ………………………  220

1997 年度（平成 9 年度） ………………………  222

1998 年度（平成 10 年度） ……………………  224

1999 年度（平成 11 年度） ……………………  226

2000 年度（平成 12 年度） ……………………  228

2001 年度（平成 13 年度） ……………………  230

2002 年度（平成 14 年度） ……………………  232

2003 年度（平成 15 年度） ……………………  234

2004 年度（平成 16 年度） ……………………  236

2005 年度（平成 17 年度） ……………………  238

2006 年度（平成 18 年度） ……………………  240

2007 年度（平成 19 年度） ……………………  242

2008 年度（平成 20 年度） ……………………  244

東京大学のサッカー

第3部  随想録
グラウンドと部室 今昔物語 …………………  248

御殿下少年サッカークラブ 思い出の記 …  252

部長・監督 それぞれの思い …………………  258

服部さん いまどこに 居るんですか ……  268

ベルリン・オリンピック 竹内悌三 ……………  270

名選手は娘に優しい父だった ………………  271

東大LB会 法人化のいきさつ ………………  273

創部90年 おめでとうございます …………  278

第4部  資料編
定期戦の足取り ……………………………………  290

日本代表 東大が生んだ監督・選手 ………  294

東大出身の国際審判員 ………………………  298

 …………  299

東大LB会員 
　東京大学ア式蹴球部員名簿 ……………  314

年表 ………………………………………………………  308

目　　次
第 2 部  年代誌

1918 年（大正 7 年）
　～ 1920 年（大正 9 年） ……………………  079

1921 年度（大正 10 年度） ……………………  080

1922（大正 11）年度
　～ 1923（大正 12）年度 …………………  081

1924 年度（大正 13 年度） ……………………  082

1925 年度（大正 14 年度） ……………………  084

1926 年度（大正 15 年度） ……………………  086

1927 年度（昭和 2 年度） ………………………  088

1928 年度（昭和 3 年度） ………………………  090

1929 年度（昭和 4 年度） ………………………  092

1930 年度（昭和 5 年度） ………………………  094

1931 年度（昭和 6 年度） ………………………  096

1932 年度（昭和 7 年度） ………………………  098

1933 年度（昭和 8 年度） ………………………  100

1934 年度（昭和 9 年度） ………………………  102

1935 年度（昭和 10 年度） ………………  104

1936 年度（昭和 11 年度） ……………………  106

1937 年度（昭和 12 年度） ……………………  108

1938 年度（昭和 13 年度） ……………………  110

1939 年度（昭和 14 年度） ……………………  112

1940 年度（昭和 15 年度） ……………………  114

1941 年度（昭和 16 年度） ……………………  116

1942 年度（昭和 17 年度） ……………………  118

1943 年度（昭和 18 年度） ……………………  120

1944 年度（昭和 19 年度） ……………………  120

1945 年度（昭和 20 年度） ……………………  120

東大ア式蹴球部 90 年記念誌「東京大学のサッカー」は２冊に分け、１セットとして刊行した。
　（Ａ）「闘魂 90 年の軌跡」（主として歴史的な読み物と資料、記録）
　（Ｂ）「ライトブルーの青春譜」（主としてＯＢ、学生、関係者の寄稿）

（Ａ）「闘魂 90 年の軌跡」の目次は次の通り。



239

巻頭  グラビア
90周年を迎えた東京大学ア式蹴球部 …  001

1930年 
　極東選手権大会蹴球競技で1位 ………  005

東大主力の極東大会優勝（1930年） ……  006

関東大学リーグ 6連覇の時代 ……………  008

日本サッカー殿堂入りした東大LB …………  010

第1回大学選手権に優勝 ……………………  012

　巻頭言…………………………………………………  015

　ごあいさつ …………………………………………  018

第1部  歴史編
草創期に礎築いた3偉人
　新 田 純 興 ………………………………………  020

　野 津 　 謙 ………………………………………  028

　竹 腰 重 丸 ………………………………………  036

東大サッカーの源流を探る ……………………  044

史上不滅の6連覇 …………………………………  047

国際大会で初優勝 ………………………………  051

歴史に残る大金星 ………………………………  056

座談会
　東大サッカー　戦中・戦後の思い出 ……  061

　第 1 回大学選手権を語る ……………………  068

1946 年度（昭和 21 年度） ……………………  122

1947 年度（昭和 22 年度） ……………………  123

1948 年度（昭和 23 年度） ……………………  124

1949 年度（昭和 24 年度） ……………………  126

1950 年度（昭和 25 年度） ……………………  128

1951 年度（昭和 26 年度） ……………………  130

1952 年度（昭和 27 年度） ……………………  132

1953 年度（昭和 28 年度） ……………………  134

1954 年度（昭和 29 年度） ……………………  136

1955 年度（昭和 30 年度） ……………………  138

1956 年度（昭和 31 年度） ……………………  140

1957 年度（昭和 32 年度） ……………………  142

1958 年度（昭和 33 年度） ……………………  144

1959 年度（昭和 34 年度） ……………………  146

1960 年度（昭和 35 年度） ……………………  148

1961 年度（昭和 36 年度） ……………………  150

1962 年度（昭和 37 年度） ……………………  152

1963 年度（昭和 38 年度） ……………………  154

1964 年度（昭和 39 年度） ……………………  156

1965 年度（昭和 40 年度） ……………………  158

1966 年度（昭和 41 年度） ……………………  160

1967 年度（昭和 42 年度） ……………………  162

1968 年度（昭和 43 年度） ……………………  164

1969 年度（昭和 44 年度） ……………………  166

1970 年度（昭和 45 年度） ……………………  168

1971 年度（昭和 46 年度） ……………………  170

1972 年度（昭和 47 年度） ……………………  172

1973 年度（昭和 48 年度） ……………………  174

1974 年度（昭和 49 年度） ……………………  176

1975 年度（昭和 50 年度） ……………………  178

1976 年度（昭和 51 年度） ……………………  180

1977 年度（昭和 52 年度） ……………………  182

1978 年度（昭和 53 年度） ……………………  184

1979 年度（昭和 54 年度） ……………………  186

1980 年度（昭和 55 年度） ……………………  188

1981 年度（昭和 56 年度） ……………………  190

1982 年度（昭和 57 年度） ……………………  192

1983 年度（昭和 58 年度） ……………………  194

1984 年度（昭和 59 年度） ……………………  196

1985 年度（昭和 60 年度） ……………………  198

1986 年度（昭和 61 年度） ……………………  200

1987 年度（昭和 62 年度） ……………………  202

1988 年度（昭和 63 年度） ……………………  204

1989 年度（平成元年度） ………………………  206

1990 年度（平成 2 年度） ………………………  208

1991 年度（平成 3 年度） ………………………  210

1992 年度（平成 4 年度） ………………………  212

1993 年度（平成 5 年度） ………………………  214

1994 年度（平成 6 年度） ………………………  216

1995 年度（平成 7 年度） ………………………  218

1996 年度（平成 8 年度） ………………………  220

1997 年度（平成 9 年度） ………………………  222

1998 年度（平成 10 年度） ……………………  224

1999 年度（平成 11 年度） ……………………  226

2000 年度（平成 12 年度） ……………………  228

2001 年度（平成 13 年度） ……………………  230

2002 年度（平成 14 年度） ……………………  232

2003 年度（平成 15 年度） ……………………  234

2004 年度（平成 16 年度） ……………………  236

2005 年度（平成 17 年度） ……………………  238

2006 年度（平成 18 年度） ……………………  240

2007 年度（平成 19 年度） ……………………  242

2008 年度（平成 20 年度） ……………………  244

東京大学のサッカー

第3部  随想録
グラウンドと部室 今昔物語 …………………  248

御殿下少年サッカークラブ 思い出の記 …  252

部長・監督 それぞれの思い …………………  258

服部さん いまどこに 居るんですか ……  268

ベルリン・オリンピック 竹内悌三 ……………  270

名選手は娘に優しい父だった ………………  271

東大LB会 法人化のいきさつ ………………  273

創部90年 おめでとうございます …………  278

第4部  資料編
定期戦の足取り ……………………………………  290

日本代表 東大が生んだ監督・選手 ………  294

東大出身の国際審判員 ………………………  298

 …………  299

東大LB会員 
　東京大学ア式蹴球部員名簿 ……………  314

年表 ………………………………………………………  308

目　　次
第 2 部  年代誌

1918 年（大正 7 年）
　～ 1920 年（大正 9 年） ……………………  079

1921 年度（大正 10 年度） ……………………  080

1922（大正 11）年度
　～ 1923（大正 12）年度 …………………  081

1924 年度（大正 13 年度） ……………………  082

1925 年度（大正 14 年度） ……………………  084

1926 年度（大正 15 年度） ……………………  086

1927 年度（昭和 2 年度） ………………………  088

1928 年度（昭和 3 年度） ………………………  090

1929 年度（昭和 4 年度） ………………………  092

1930 年度（昭和 5 年度） ………………………  094

1931 年度（昭和 6 年度） ………………………  096

1932 年度（昭和 7 年度） ………………………  098

1933 年度（昭和 8 年度） ………………………  100

1934 年度（昭和 9 年度） ………………………  102

1935 年度（昭和 10 年度） ………………  104

1936 年度（昭和 11 年度） ……………………  106

1937 年度（昭和 12 年度） ……………………  108

1938 年度（昭和 13 年度） ……………………  110

1939 年度（昭和 14 年度） ……………………  112

1940 年度（昭和 15 年度） ……………………  114

1941 年度（昭和 16 年度） ……………………  116

1942 年度（昭和 17 年度） ……………………  118

1943 年度（昭和 18 年度） ……………………  120

1944 年度（昭和 19 年度） ……………………  120

1945 年度（昭和 20 年度） ……………………  120

東大ア式蹴球部 90 年記念誌「東京大学のサッカー」は２冊に分け、１セットとして刊行した。
　（Ａ）「闘魂 90 年の軌跡」（主として歴史的な読み物と資料、記録）
　（Ｂ）「ライトブルーの青春譜」（主としてＯＢ、学生、関係者の寄稿）

（Ａ）「闘魂 90 年の軌跡」の目次は次の通り。



現役部員のエッセーに出てくる特殊用語、学生用語・略語

スポ身：スポーツ・身体活動。１〜２年次に駒場キャンパスの教養課程で行われる体育の

授業科目名。

ア式：ア式蹴球部（サッカー部）。東京大学運動会に属している部を他のサッカー・サーク

ルと区別して、部員が「ア式」と称している。

新歓試合：新入生歓迎試合

新勧活動：新人勧誘活動

追いコン：追い出しコンパ。卒業生歓送会。

スイパラ：スイートパラダイス。カップルや女性同士のお客が多いケーキのお店の名。

オールする：徹夜で遊ぶこと。

トレセン：日本サッカー協会が実施している年代別の選抜強化。トレーニングセンターの

略だが、特定の場所ではない。

インハイ：インターハイ。夏休みの高校総合体育大会をさす。本来は高校の大会のこと。

現在の日本のサッカーでは、冬の高校選手権と区別して呼んでいる。多くの高校では、夏

のインハイで３年生は部活をやめ、受験勉強に専念する。

ＭＧ：マネージャーの略。現在、日本の学校スポーツでは、練習、試合の運営を手伝う女

子学生を「女子マネ」と呼び、チームの事務を統括する者（多くは男子）は「主務」とす

ることが多い。英国のサッカーでは「マネージャー」は監督をさす。

学連：大学サッカー連盟。大学リーグを運営する組織。各大学から、学生の委員あるいは

幹事が出ている。

ＡＴ：アシスタント・トレーナー。体調、体力を管理するトレーナーの手伝いをする女子

マネージャーを、現在の東大ア式蹴球部で、こう呼んでいる。米国ではスポーツのＡＴは「ア

スレティック・トレーナー」の略で、資格を持つプロの体調管理専門家。



編集後記

東大ア式蹴球部 90 年誌の一部に、御殿下グラウンドで青春を過ごした人たちのエッ

セーを収録しようというのが、最初の企画だった。原稿の集まりが予想より、かなり

多かったので「エッセー集」を別冊にすることになった。

編集委員会では、歴史的な資料を集めたものを「Ａ本」、エッセー集を「Ｂ本」と

呼んで区別した。 集まったエッセーを編集委員が手分けして整理し、Ｂ本にまとめる

のを牛木が担当した。編集の都合による一部削除や見出しの変更は、牛木の責任であ

る。執筆者にご不満もあると思うが、お許しをいただきたい。

現代かな遣いを原則にしたが、漢字熟語などは筆者の好みをできるだけ尊重するこ

ととし、難読と思われるものには振りがなをつけた。

いろいろな年代の思い出を並べてみると、大学のサッカーのあり方、部員たちの取

り組み方、それぞれの人生に与えた影響が、時代とともに移り変わる様子が浮かび上

がってくる。それを材料にして「東京大学のサッカー」の今後の在り方を考えてみたい。

さらには大学のスポーツが社会で果たすべき役割も考えてみたい。そういう、ちょっ

とオーバーな狙いをもって「東京大学のサッカー」を 2 冊 1 セットにして送り出した

つもりである。

Ｂ本は「エコ出版」という新しい印刷製本の方式を使った。経費を安くあげるため

であるが、カラー写真を本文中で自由に使える利点を生かしたいと思ったからでもあ

る。本格的なカラー印刷ではないので、発色が十分でないのは覚悟の上である。

印刷製本方式の違う 2 冊の本を一つのコンセプトでまとめるために、装丁デザイン

をお願いした藤沼佳世さんに苦心してもらった。

残念だったのは、若いメンバーからの写真の提供が少なかったことである。年配の

ＯＢ からの貴重な写真の提供は多かったが、カラー写真が普及する以前の時代のモ

ノクロばかりだったのは、やむを得ない。

（牛木素吉郎）
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